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軍は 天皇 統帥の 下、 神武の 精神を 體 現し、 なて 皇國の 威 德を顯 揚し皇 運の 铁翼じ 任ず。 

常じ大 御、 むを 奉じ、 おじして 武 、武 じして 仁、 克く世 瓜の 大 がを 現 乎る もの 爲 がの 揣齡な bo 
武は嚴 なるべし 仁は を辭す •"斯 くを ig じ範 する 船 ぁら ば，！！：^ たるが 龄を驗 ひ 鱗；^ むを 

驚 ミし •黎 "SQ 繫く梦 顧で 苗と &、 i する は i 宗雙は li ピ Qi じが 
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だいし  そん  いう  だう 

第 四 戰友道 


そんい 5 だ 5 ザ 


戰ま 道義は、 が Iq 君藉 i び、 齊 靈の 壽義 し、 沪製 P し、 S 驚 ひ- 
繫淫鑑 "さ、 心 I に 覆 Q 襄を舉 する にが ゎ。  ‘ 


だいご ■ そつ せんきみ ぅかぅ 

第五 率先躬行 


•^^んぷ  ねつ そい もつ ひやく かぅ たん  、、ここ  ， • 

も 部は 熱寶 §浸 範 たる ご •罢 しを ざ S をが ぉ I る。 


廳 は數衍 を雙。 rH て i 苗を i として 巧 ふで- 


タん 


おこを 


こいろ く タタ  とん 

络六責  化 


謗— なり。 If 輸め て f 。 じ ミ i を 繫ぃ轰 I を數. 

し、 おが 載が じ獸臟 なきを がすべし。  - 

髮を f t 聲 ICMiv 於け 5 驚の 髮？ • 

觀 ぉ於鲜 盤 . 


T ミ け.' ぶん 巧 こ V?  > 货 た ， 


壑餐 影く を© は崇 説なる 献身 奉公の 精神な り 、.，，.た ぃプ 

f S し T 藝 ife す； 焉豪梦 r、 襲 とし Tf  I 

、 よ tC  ニ 

生く る ことを 情び とすへ し 


化ぢ  し もの  づよ  つね  うじう か もん  め ムぽく  おら  いよ-^-^ ふんれ，、 < t きた、  ここ 

恥を 知る おは 强 し。 常に 猶黨 家門の 面目を 思 ひ、 愈 {奮獻 して 欺の 期な じ 答 ふべ 


し、 


なか. 


い-  り. よしぅ  じづ かしを ぅ し ざいく  b をめ い のこ  ！i 

生きて 虜囚の 辱を 受けず、 死して 罪禍の 汚名を 殘す こと 勿れ < 


じいく  しつごつ がぅ けん 

第 九質實 剛健 


んつ 若け  石 ミう ききより つ がう けん  しふう  さくこう  をっ せい  しま  んき 

質實 おて 陣中の 起居を 律し、 剛健なる 古風を 作興し、 狂鑑 なる 志 氣を振 散すべし- 


ち'^ ちゆぅ  サい  < わ 0 かんそ  ふじ、 ぅ つね  はも  t、 じがつ やく  つを  しや， 

陣中の 生活は 簡素なら ざるべからず。 不自 ホは 常なる を 思 ひ、 银事 節妳に 巧^べし。 奢终は 


けぅ ミぅ  せいしん  い 一し ぶ 

勇猛の 精神を 触む， をのな り 


0 


だいじ ふ ホい れんけつ なく 

第十淸 廉潔 白 


ホい れんけつは ク 


ぶ じんき せつ  よ 


た もころ 


淸 廉潔 かは、 武人， 熟 節の もってが っ腑 がら。 がの. だが っ こと 麟 はずして 觀毅に 難 まるる 號 、斬で 


ちた 


むつと く 


もを  いか 


义 


こわう こく  しんめい  ささ  ； 

か 皇國じ 身命を 捧 ぐるを 得ん。 


み ち 


广 ， •ホい ぶ こ^んよ  こぅせ、.  こな  ふぎ やぅ てんち  は 

身を 持す る じ冷嚴 なれ。 事じ處 する に 公 おなれ。 行 ひて 俯仰 天地に 愧ぢ ざるべし- 


】0 

t 

が 弧 f，lv 

、， 

範 ぃ一 ち獻 がの ぃ嗎 

一 T 緊龜 、和 濟の擊 を料ゃ •腎教 賢 影ざる ベ かを。  - 

叢び 養ん を繫 する を わめょ。'  紧巳 r じて i を i をと を 繁 も繫齡 の 邸と 

皆で。 

こ 載％ を おを 抓 をれ。. 謀 者は 常 じ身邊 じを • 

ミ緊 は歡髮 り。 T 齡の鬟 を 鱗 ひ、 I 晶の 露を 裳， す。 おしく 矿 がて がの' さじ 成 
じ、 聯齡 li なを 職 巧すべし。 

繫 のがが は麵 くを がざる ベ かを。 

巧 斬 震は、^ 倘蹤の ー數製 なる 一面な り。 數 断じ亂 する- 不齡の 信念を U て、 敵の 喧蔓瞒 を 

、 / 

恥 載す るの みならず、 驚んで 勤獻の 試が に 做い べし。 


五 流言斐語は信念の弱きじ生ろ 惑ふこと如れ、 既ずること奶れ。 ，^^}5載の勢が^騰||し、 載 
く 上官を 信賴 すべし。 

六 獲、 繫の靈 じ馨 する を帮 す。 

靈、 っ繫 ，、馨 の繁祭 は iT 餐じ繫 、繫勤 為にが る ご。 

ゎ i 护藝 じ繫、 鏡の が の僞髮 P てし。 

八驗 緊^を 蠻< じが IT はれ、 が Vi じ f れて费 を 祭、 鬟の黨 を 嘶 じ、 養の 
一、-- 

身を 過る が 如き こと あるべ から 乎。 觀 くが 輸 し、 齡じ てが 人の 齡齡を 職 さ ざらん ことを 齡す 
べし。 

九 緊微へ 為 & すご。 rir は 齡と麟 ことが だ 辦 へたり。 Ti が 驚 i を がじ日っ じ繫す 

お ミ 

こと 多し。 

蠢の齡繁ミ|^におの擊を擊し、 鬟の黨義ぅ完が賢り。 賢繫驚の. 


ごい こ t ん ちん  たしぶ & 

第二 戰 趣の 嗜 


磬の緊 に繫、 SQ 藝 、籍の 繫に解 びべ し。 

rllii 齡齡 する 紙れ」 とは おき 歌將の 言葉に を 見えたり。 

ひ ちら は5こ5  t な.’ ぶ-し， ん な.*;!;^ の 


一一 靜 Q- 黎 ちて 髮髮の 賢， 皆、 賢 髮を費 r 雲を 戸す ミ 甲 ダ 巧 要と 


かぱね 


一^影じ酸ずは離ょゎ衰の醫なり。 暫繁の賢ざるミぁるも、 敢て意とせぎる- 


やう かね  かじん  ふく  お-  こ 

樣豫て 家人 じ 含め 置く ベ 


し 一 


タ七 ちんび ロう ま た *t 

一二 戰陣 病魔に 驚る 


るよ 歡 燃の 歐 がり。 特じ觀 もを 蕾ん じ、 百の 不飯狮 に 因り 奉公 じ ま 障を ホ 


—れ ふ‘ ミに. ド 弓 こ、：' な 1，， 巧 


ごと 


すが 如き こと あるべ から 中。 

四 爪 yg ひとし 點を 齡ら と 賢る 彰 しま 4 vr とし、 


ミミ かぅゎ へいき し で な*,。"*^-\、 

戰陣の 間 常に 兵器 脊 がを 尊重し 馬 


ひつ ろい ご 

巧を 愛護せ よ。 


五 繫が馨は繫^郎！ 。 賢濃の襲を沪、」藝、弊の繫の奶きは觀がご^ 


「立つ鳥跡を濁さず」 と言 へり。 雄 々しく床しき皇軍のをを、 異鄕^^尘じもみく傳 へられた 
きものな り。 

六 織 じて 瓢 を觀ら ホ、 がを^に 譲る はが！^ の說齡 とずる I： がり。 

飾の 鑛鑑を 酷まず 己が 認められぎ るを 僻まず、 省みて It か 一一が 足らざる を狱 ふべ し。 

しよ じ ホ いらよ く いね  こ る々 ぅきよ げん  はぢ 

七 諸事 正直を 旨と し、 誇張 虛 言を 恥と せょ。 

八 I 山に 大即 巧た るの 觀 度を is し、 正を 隊み義 を 驚きて is の齡 風を 世獻じ I 日！ 横， すべし。 

齡 鮮 の儀禮 亦輕ん ずべ から や。 

九 萬 死 じ】 生を it て!！ 還の 大命 じ齡 する こと あら ば、 具 じ 思を 護， i の 英靈じ 致し、 言が を愼 
みて 新 民の 範 とな b、 齡バ 乾が の覺 悟を 卽く すべし。 

むすび 

お！！ ぶる 脈が、 •一 i い gi に徵 しもな じ i ずるる のな り。 されば なを 職 酸歡|| の 載獻じ 皆し" 
m て 聖諭脈 がの 完璧を 趴 せざる ベから や。 


1 ' . . 

* 霞の 緊、^  く 心の p を 腺し、 載 M 齡 おの 露を 織を •がく 繁の繁 を 群ぅ して、 


軍隊 精 神敎  育の 參考 

第】 篇 精神 敎育 方法 

一 

第一章 軍隊 敎 育と 精神 敎育 

軍隊 敎 育の 目的は 軍人 及 軍隊を 訓練して 戰爭 の 任に 當 らしむ るに ある。 而 して 戟 爭の爲 緊要 缺 くべ 
からざる 要素は 堅 確なる 軍人 精神 姑に 嚴肅 なる 軍紀で ある。 故に 軍隊 敎 育は 此の 要素を 涵養す るを な. 
てま 眼と する。 

凡そ 精神 敎 育は 軍人 及び 軍隊 敎 育の 爲 極めて 重要であって 且义 實饒に 於て 平戰兩 時を 通じ 如何に 偉 

大 なる 效 巧を 齋 らしを かを 思は 化の 敎 育に 甚大の 努力を 拂 はねば ならぬ かを 理解す るで あらぅ。 

ぞ をれ には 先づ 軍人 (軍隊) をして 自己の 礎ず たる 信念を 痴 養せ しむる。 必勝の 信念は 軍の 光輝 ある 驛 
軍隊を 育と 精神 敎育  一 


軍隊 敎 育と 精神 教育  ‘ ニ 
巧に 根源し、 周到なる 訓練を なて 之を 培養せ しめなければ ならぬ。 

射擊に 就て は 一彈一 敵を 錢 すの お 倆は 平時の 基本 射擊に 於て 訓練し 自信を 持たし む。 劍 術に 於て 機 
先を 制し 斬擊を W て 常に 勝利を 得る の 信念を 持を しむれば、 俄然 敵に 遭遇す るも聊 も狼奶 する ことな 
く、 克く 任務を 遂行す る ことが お來 る。 

生を 棄て義 を 採り 恥を 知り 名を 惜 むの 犧摧的 精神は 彼の 爆彈 兰勇± の 事績に 鑑み、 責任を 重んじ、 
艱苦に 堪へ 奮って 國 難に 赴き、 巧務の 爲に雞 るの 精神を 涵養せ しむる を 得。 

軍隊は 常に 如 辭； I 充溢し、 志氣畦 盛で なければ ならぬ。 攻擊 精神は 忠君 愛闕の 至誠より 發 する 軍 
人 精神に 則り 之を 培養し 振起せ ねばならぬ。 

「虎穴に 入らず ば 虎 見を 得ず」 の 格言の かく、 危險を 胃し 攻勢に おなけが ば 勝利を 得られない。 「蓋シ 
勝敗 ノ數 ハ必ズ シモ 兵 カノ 多寡 ニ 依ラズ 精練 ニシ テぶ 攻擊 精神 ニ 富 メル 軍 際ハ克 ク寡ヲ な テ 衆 ヲ破ル 
コト ヲ得 ルモ ノナ レバ ナリ」 との 精神を 徹底せ しむ。 

晚近 物質的 風潮に 感染し、 眼前 幡時わ 快樂に 眩惑され、 一時 本務を 糊塗す るが 如き ものは 斷が么 を 
排陈 せねば ならぬ。 然しながら 我が 國 炭の 大部々 は巧來 より 繼 あする 精神 (大和魂) が 臟裡に 潜 おする 
ので ぁるから、 吾々 は 精神 敎育 によりて 之を 喚起し 益： 發揮 せしめなければ ならぬ。 


第二 章 精神 敎 育の 手段 

精神 敎 育は 精神を 料て せょ と あるが、 をれ に 就て 方法 手段は 多々 あらぅ と 思 ふ。 幹部の 率先躬行、 
訓話 V 經歷談 等で ある。 訓話 者は 常に 被敎育 者の 位置に 立ち 臟 力を 判斷し 之に 適切なる 如く 計 書す る 
を耍 する。 高尙な 理解し 難い 話は 效 おが 少 いのみ ならず 却って 惰氣を 催し 價値 をえ ふ ことがある。 . 

藏め 訓話の 計畫を 立案し 順序 方法を 究め 被敎育 者の 氣 々轉 挨の爲 には 時々 諧 龍を 加へ る も必耍 でを 
る。 要は 趣旨、 耍 點を脫 さぬ ことで ある。 

率先 お 行 も 巧な り。 吾人は 力 木大將 、橘 中佐で ないから 中々 容易の 業で ない。 雜 部は r 獨愼 J の 精神 
に 則り 居常 俯仰 不愧 天地の 模範的 行動に ょって 始めて 其の 效果を 得る と 思 ふ。、 

要は r 人を 見て 法を 說 け」 の 要訣を 忘れて はならぬ。 

聖章 精神 敎育計 畫 • 

凡を 事業に 完全 圓滿 なる 成 巧を 得ん と 思は ご、 周到 綿密なる 計畫 準備が 必耍 である。 殊に 精神 敎育 
に 方り ては 周密なる 計畫 準備を 爲す ことが 極めて 繫耍 である。 . 

靖神敎 育のを 段 精神を 育 計 藍 一二 


摘 神 訓話の 賃施  • 巧 

一般 敎 育に 就て はを 期の 當 初に 方り 典範ち 訓示 等を 基礎に 敎育計 畫窠を 立つ るかく 精神 敎育 にを 
て も計晝 する ことを 必要と する。 

一、 永久 計畫 (下 ± をと おとに 區分 する こと) 

一般 兵の 精神 P 話は 在營ニ 年間を 基準と し 其の 間 必要と する 科目を 排列す る こと 
ニ、 年度 計畫 (下 古官と 兵と に區 みする こと) 

永久 計畫に 基き 年度 計畫を 立案、 臨時 實施 のが 目は 之に 加へ 遺漏な きこと 
ご r 精神 訓話 案’ 

1、  敎育 計畫に 基き 排列し をる 科目に 就き 實 施に 方り 適切に 爲 すべき 腹案を 準備し 置く こ， 
と . 

2、  訓話を 效巧 的なら しめる 爲に 印刷物を 準備 チる こと (悔 施^^ 腾寫お 一 

3、  P 話に 必要な お (地圖 、寫眞 、繪 はがき) を 準備す る こと 

第 四 葦 精神 訓話の 實施 

精神 敎 育は 樣を (臨時) に 基き 實施 する 場合に も效果 あらしむ るが げ耍 である • ：； 


日 取に 就て は豫 をに 基き 計畫 し變更 しない 方が 宜しい。 巧 四 罔、 每週一 罔を 可とす。 實 施に 方 
り 繰越し、 通りて 實施 する がかを は 計畫の 杜撰を 暴露す る もので 精神 敎育上 其の 效巧 をえ ふ。 
ニ、 時刻. 

綺 神の 平靜狀 態の 時を 選定す るを 巧と する。 殊に 初年兵 第】 期間は を 貴が 場し 得る をな て 午前 
敎練 開始 前を 巧と する。 第二 期な 後は 成るべく タト 集合し 得る 時間 曜日 午後 (檢查 終了後) を 
巧と する。 

臨時 實 施の 場合には 隨時行 ふを 巧と する。‘ 

一 ご、 場所  - 
話題に ょり 場所を 選定す る ことが 必要で ある。 神社 前、 陸軍 墓地 前にて は 兵の 頭 階に 感 巧の 念 
を 起さし め 訓話の 趣旨を 徹底せ しむる を 可とす。 通常 內務 巧を 巧と す。 敎官の 臨席 前 集合 準備 
携行 品を 點呼 する こと。 

巧、 訓話ち 法 

1、 斷言 的に 話す こと 

綺神 訓話の 實施  - ち 


綺神 訓話の 實施  _ う 
か 何に 巧 快に 流暢に 話す とも 被敎 育を の腦 裏に 徹底せ しめる 爲 には 斷言 的で なければ 可を 聞 
いたか 薩 張り 不明の ことがある。 敎官は 兵の 素養の 程度を 理解し 居れば 曖昧な 音 葉を 避け、 
おに 懐疑の. 念を 起さし めて 诚 ならぬ。 之が 爲斷言 的を 巧と する。. 

•2、 眞劍な 態度 

講話 者の 態度 か 何は 直ちに 內 をに 價 値を 及す ものである。 壇上に 立ち 悠然と 構へ、 話題に \ 
り 謗々 と說き あしたなら、 おは 克く腦 裏に 徹底す るで あらぅ。 四角四面に 固くなり、 おも 謹 
聽 して 居る のでは 却って 訓話が お 化 言を 受けて 居る のと 誤り 價値 がみから ぅ。 

3、  話は 論理的に 

話題に 基き 論理的に 進める のが 宜しい。 自己の 實戰談 などが 飛 入して 話が 橫の 道に 入り 遂に 
收 拾し 得ざる ことがある。 最初に 順が 方法を 考へ斷 言 的に 話說 する かく 實 施が 必耍 である。‘ 

4、  赖 諭に 歸納 する こと  • . , 

總て 精神 敎 育は 其の 本源を る 動 諭に 歸納 する ことが 巧 要で ある。 例へ ば 兵の 劍 術に 冗氣 がな 
い、 刺 諭 武勇の 條 項に 合致し ない、 驚澤な 物品を 見て 質素の 觀 念に 缺 けて ゐ る、 などと 赫諭 
の 精神に 還元せ しむる を耍 す。 


お、 訓話 實施 後の 監督 

軍隊は 不言 實行 である。 班長は 點呼 立會の 際、 上官の 訓話の 徹底 如何を 監督す るを 要す。 階 力 
不十 みなおには 時々 質問し、 誤解を 正し、 或は 居室に 呼び、 特に 懇切に 敎 ふるな どの 手段を 施 
し 么が勵 行か 何を 監督す るを 要する。 

、 上は 精神 敎 育に 關 する 私見であって、 微細の 穿 整に 互らず 梗槪を 述べを に過ぎない。 あ 拾 選擇に 
就て は 大方の 叱正を 乞 ふ。  / 

第二 篇勸  諭 

第一章 お 節. 

總 說 ’ 

忠の 字は むの 中、 ロと 也を 一貫した とい はれて 居る。 ロと むと 一致し を 精神は 卽ち 誠で ある。 也の 
巧は 必中を 暴露した 精神で 誠で ある。 なとは 邪念を 人間から 除いた 誠む をい レ、 節と はれに 節の ある 
やぅに 節度の ある ことで ある。 卽ち 誠む をのて 御 奉公す るの が 忠節で ある。 


, 巧が 帝國 は建國 u 來 悠久 ニ 千 六ち 年を 經 て、 上には 萬 世】 系の-天皇を 戴き、 下に 忠勇 無比の 國民 
が あつて、 ちより 今に 至る まで 一度 も か闕の 侮りを 受けを ことは ない。  - 

か、 る頤 柄は 化が 廣い けれども 類のない 所で あつて、 义實に 我が 國 民の 大 なる 誇と する 處 である。 

天照大神は 皇孫 遵 々が 尊に 刺して 「豐黨 原の 瑞穗國 は 我が 子孫の おを るべき 地な りか 皇孫 ゆいて 治 
めよ 天；：！ 禍の さかえ まさん こと 天壤 とともに 窮 なかるべし」 とのを まへ り。 萬 世 動きな き 我が 皇 基は 
實に ここに 定まつ を。 

尖 神は 又八昭 鏡、 叢雲 劇 > 八巧墳 勾玉を 尊に 授け 給む て 之を ご 一種の 神器と 稱 へた。 此の 時大 神は 「こ 
の 鏡を 見る こと 我を 見る 如くせ よ」 と 仰せられを。 U 來 この 神器は 代々 の 天皇が 傳 へまして 皇位の 
御 しるしと せられを。  ィ 

神武 天皇は 日向に いました が 東方い まだ 王化に 浴せ ず、 おつて 皇族を ちと 東征の 謀を 立て 給^、 巧 
師 を率ゐ 日向を 發し 安藝、 ま 備を經 て 浪速に 到り、 河 巧を 經て大 がに 入らん とし 給 ふ。 天皇は 幾多 
わ 困難に 打克ち 終に 大 がを 平を し 給 >5、 なに 於て 都を 献傍 山の 東南に ある 穩 原の 地に をめ て卽 化の 禮 
を 擧げ給 ふ。 我が 國第 一代の 天皇で ある。 爾來 皇統 連綿と して 今日まで 實に百 二十 凹 代の 今上 陛 
下を 戴く 萬 化 一系の 皇室で ある。  ， 


吾々 大あ 民族は 天照大神な 來 、惹モ 巧と 繁殖して、 卽ち 枝に 枝が 生じを 一大 家族 的 養で あろ 
L れ をい 事で あるが、 皇室は 御 宗家であって 吾々 國 民は 同胞で あり 親族で ある。 

吾々 の 祖先は 皇祖の 末 稀で あろ 天皇は 國 家を 統治し 給を 慈愛を なて— 巧 實に吾 之 祖先は 

囊 の 御最基 占ち t。 卽ち養 Q 慧と 冨0臺 接 ミ來を Q である。 

さす ば 吾々 は 萬 世 一巧の 皇室を 戴き、 立派なる 國 柄に 生れ 歷 代の 天皇は 臣 巧を 見る こと 恰も 我が 

子弟の かく 暑を、 御ー囊 碧され を ことで るる。 苦義 は薑 t 了 淸は華 0 タ でを ると 仰 

せられを。 

仁徳 天皇は 難 被に 都を 移し 給ち、 常に 御、 むを 政治に 留め 管、 堀を 掘り 池 溝^ 開き、 堤防を 築 

きな ど」 W 誦 Q 靈 をす 占 給ろ ま’ を SQ 御 基く、？ 簽 S な S を是 、夏 貧し 墨 
をを し 給 .V5、 六擊 Q 間 貢物を 許」 費、 蠢 Qs など 聊も 介意」 給は ず、 一一 卒後 夏蠢に 登り 

て「天の下四方けぶりて今ぞ富みぬる」と仰せられを。 皇后；^皇居が斯くのかく荒廢せるもど’ 天皇に 
を 上げ 給 CS しに 「民の 富める は 朕の 富めるな り」 と 仰 がられを 。誠に 感淚に 因ぶ ホ 第で ある。 

醒潮 天皇 御 在位 ニー 十 年、 この間、 世は 泰平 無事であって、 都の 文化 著しく 進步 しを のみならず、 天 
皇 まを 寒た 御衣を 跪ぎ 給いて、 民の 寒 苦を をを り 給と 程の 仁君に 富し ましを ち 時の 年 
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端 食、 這—」———' 靈 軍—— 

に;: 民爱 上‘ に— 注置 られ 、歌—」 ます 室 5 代の 十1||の| 

に 感泣 巾る。  . 
巧诘 天皇 述懷. 

照る につけ 曇る につけて 思 ふかな  . 

我が 民草のぅ へは か 何に と 、 

賤家  ' 

廢が 住む わら やの さまを 見て ぞ迈ぶ  • ■ . ■ 

雨風 あらき 時は いかにと 

がりに ふれて (明治 一二 十 セ、 八 年) 

'暑し とはい はれ ざり けりに え かへ る ， 

水 巧に をて る しづを 思へ ば . i ‘ 

巧を 一二 十と、 八 年戰役 


兒 等は みな 軍のに はに おでは てて 
翁 や 一人 山 田 守 るら む 

いくさ 人い かなる 野邊 にあ かすらむ  , 
蛟の聲 しげく なれる 夜 頃を 
つは ものは いかに 暑さを 凌 ぐらむ 
氷に ともしと いふ 處 にて 

かく 御 聖德を 仰ぎ、 限りなき 御仁 愛の 程し み-^ と 感じ入る 次第で ある。 

今上陛下には 大正 十 年 十一月 二十 五日. 攝敕の 任に 就き 給い、 國務を 決裁し 給 ふ。 廟來 常に 臣民の 上 
に 御、 むを 垂れ 給^、 大正 十二 年 九 巧. 一日 關 東大 震 火災の 際には を 所に なほ 餘鹽 治まら ざるに 親しく 聖 
駕を 進め 給 >5、 巧內 かの 其の後の 實 況を變 せられを 。又 地方 長官 會議 の爲 上京の 際、 を 地方 每に狀 が 
を聽取 遊ばされ 其の 都度 產 業， 物資の が況 等に 就いての 御下問に 對し 知事は 誠に 恐 糖し 奉って おる。 
又 天ぶ に 方り 侍 おを 御 差遣 遊ばされ 常に 御 巧 帯金を 賜り、 近くは 紀元 ニ 千 六 百年に 方り、 が 勢 神を、 
'稽原 神宮、 山陵 御參 辞の 爲關西 行幸の 脚 靜岡驛 に 同市の 復興 振りを 戀 せらる。 猶 重臣 病 篤し とてた お 
を 差遣し 給 ふ 等 常に 蒼生の 身 b に鄭 、むを 柱が せ 給 ふこと 巧實に 有難き 極みで るる。.. 


臣民に がても 歷代 天皇 忆蠢の 誠を 致」 蠢忆 報い まゐら せて むた 
海 ゆを 水づく 屍を を 草む す 屍 大伴家 持 

大君の 邊 にこを 死なめ かへ り 見は せじ 
山は さけ 海は あせな む 世な りと も 源 實を 
君に ニ亿 われ あらめ や も 
武 古の 思 私 籠め にし 一筋は 

b 世 かゆ ともよし を ゆむ まじ 
大氣 の御循 とならん 身に しあれば 

きたへ ざらめ やみが 力 ざらめ や 

叙 上の かく 我が 國 段は 遠き 昔より 曇の 深き 御鴻 胃を てゐる 幸に も 召されて 陛下の 股 眩 
、隱 军寞る 軍な 累疆 が莫 無比で— ことを fs」、 刺%* 體」 益蠢 


や 致國臣 


乃 木 希 典 


であり‘ 

を發揚 しを； 其の 本々 に奮勵 しなくて はならぬ- 

第一 節 平時 及戰 時の 忠節  を 
戰國 に 臨み 勇 戰カ圃 、一身— をの 輕き1 き、— 泰山の 重きに 任じ 惹震皇 た 驚れ てを 


止む のは 戰 時の お 節で ある。 

平時に 於て は 炎熱 嚴 寒の 下に 勤務 演習に 精臟し 其の 業務を 完全に 遂行す るのは 平時の お 節で ある。 
然れ ども 平時には 戰闘 骗慘の 狀況を 現出す る ことは 至難 事と する。 動もすれば 平釋 無事に 慣れ 精神に 
遲緩を來 し 戳時お節を盡くす に 比 し 平時 に が け る お節を|^{行 に現すことは難いのである。 

平時の 忠節の 例を 示さぅ。 

一、 巧務 班に 於て は 班長 上等 おの 在 不在に 拘ら ず、 班內 掃除 整頓は 率先 實 行し、 淸 潔を 守り 窓の 開 
閔に 注意して 保健を 圖り 武器 被服の 手 入を 怠らず 献身的に 働く にある。 

一一、 敎練 演習は 豫め 準備し 集合 時刻に 遲滯 する ことなく、 所要の 資料は 必ず 携行し 他の 戰 友を 煩は 
.す ことなく、 お 場 後始末は 上を の 諸 注意を 勵行 する こと。 

三 一、 公用に て 市中 か 出す る 時は 任務 遂行 後は 直ちに 歸營し 途中 私用を 辨 ずる かきは 不可と する。 

巧、 步哨、 不寢番 勤務に がて 勤勉 從 事し、 縱^上 巧の 監視 かに 於ても 決して 怠慢に 互る ことなく、、： 
妄りに 巧 地を 離れず、 死力を 盡 くして 任務を 遂行す るの 覺 悟が 必要で ある。 

.お、 目下 豚務は 甚だ 繁忙であ るが、 僅少の 時間を 利用し、 自宅に 農業 等を 手傳 除隊 後に がける 產 
業の 觀念 をえ はぬ ことを 在隊 間ょり 覺悟 する こと。 


ゎ山  節 

な上列記置く霧裏習長5日琶く至曼行する0が平時0雲で？富をり；； 

上葛命令に脈從し霞巧ヵを成巧を擧巧 ち震にがて硝炯禪雨悲慘の器の下にをグとし ^ 
をち、 隱醒 巡す る ことなを やぅ 平時に す 累繞の 精神を 涵養し 置かねば ならぬ。 

第二 節 忠芭は 孝子の 巧 じぉづ 

I い 6、 羣 とい 专蒙 重なれ—— は 一つ I。 霎霞 一^一 

君に 仕； は豎 となり、 fs」 了季 とを 霎翌 する。— ち— は 曼」 

ろ 1 Q 亂 を— がを？ i を」 て臺を 攻め」 め やぅた— 呈^ f. 由 レ て 
れば 孝— ホ 孝な らんと 欲を— ならず、—— に、— をと— た し 
は r 爱 らんと 欲を ば 孝— ず、 孝な えと 欲を ば 愛らず」 とい ふ 嘆きは ない 當ッす 
を 重 盛が 言つ をのは、 親の 前 だかを—。 親の 非を 止めん ヵ爲に 言？ の^あ^— 盗の 這 1 

產 家に 5W 「曼— 苗が 堇 から」——— 令 すれば— い t ち 

まり、 i の 西 八條の 邸には 一人 も 居 ミな つて、— の— も晋 して 墨の 
' ある。 之 蓋の 道を 巧つ たの だち 若し 去ずに 親に 覆 すれば 5 ならん 去が すれは」 て’。' 
をつ て— if I 謹は 結局— 筆を またので あろを こで 囊 一致が 明 赔である 


き 旧が 陰 ±規 セ 則 r 君臣 一體 、を 孝 一致なる は 唯 我が 國に 於て がりと 爲す のみ」 

現 お 中隊に がて 品行方正であって、 勤務に 勉擲 し、 他 おの 模範を る ものは 家庭に がても 溫順 であっ 
て 父母の 命に 遵い 家業を 願み 家運 猛<  隆盛になる。 之に 反し 鄕黨 にがて 放蕩 無賴 であって 父母を 煩は 
し、 其の 鴻 恩を 忘れ、/ 氣隨氣 儘の 振舞に 世人の 指 彈を受 くる もの、 一旦 入營 する も 初めの 程は 假 面を 
被り 勤勉を 裝ふも 終に 暴露し 軍紀 風紀を 奈 し、 勤務 振り も 怠慢の 個性を 發靖 して 終に 職務 怠慢の 爲め 
脖 罰される に 至る。 •前者は あ臣 でみ って 孝子で ある。 後者は 不あ 者で あり 不孝 者で ある。 

彼め 第 I ホ 上海 附近の 戰闘 にがて 敵は 廟巷鎭 に 頗る 堅固な 陣地を 構築し、 日本軍の 祐攻も 容易に 焰 
落しない と 豪語した 。地形は 竹數 密生し 「クリ ー ク」 其の 前後に 豆 0 射界は 敵の 爲 めには 頗る 有利で を 
って、 內 部には 近代 裝備 した 「ト ー チヵ」 が あり 我が 跑彈 の效果 著しくない。 か 商には 防禦 設備を 圍 
繞 して ゐ る。 此處 にがて 我が 軍は が づか圍 の鐵條 網の 破壞を 試みを が 容易に 奏功し なかった。 ホで み 
死隊を 募り 之に 爆藥 を鐵條 網の かに 挿入し 破裂せ しめ 這し 突 擊路を 開設 せんとし ち 强に應 募した 一二 
名の ゴお作 江が 么 巧、 北川亟 、江 下武 ニは 平素 鄕黨 にがては 風評は 餘り 芳しくなかった が、 吾々 はこ 
の 重 巧を 完全に 遂行し ょぅと、 數 米た 互る 竹に 爆 藥を裝 置し 夜 闇を 利用し 秘かに 一二 名に て臟に 懸け お 
火して 鐵條瓣 中に 挿入し をが、 忽ち 大 爆音を 發 して 破 梨し 鐵條 網と 巧に ご 一を は 爆裂 心 一が の 肉 も 留め 
忠節  一 五 
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をつ た。 この 勇 ± こ奚 下に 巧 名を 現は し鄕黨 をて は 父母のを を擧げ 英魂は、 タ乂に ー齡國 のをと 
して 靖國 神髓の 祭神と なつた。. これ こを 眞に 忠孝 兩を 置と て 後 化に 蒙 名を 殘す ものと 施ろ 此 

の 報】 度び 上聞 論す る や、 度く も寞賢 陛下 長を を 了は 所謂 霞麵ま S を 召させ 
を數 S 御 情を 蒙り 家門 糧 0$ と」 了 今 もを 審 をへ S を、 寬 0 人； 驚歎が しめて 

ゐ る。 

身體髮 膚受么 父母  敢す 毀傷 孝 么始化 
立身 行 道揚を 後世  な 顯父碌 孝を 終 化 

第 ご 一節 鳥居 强右衞 巧 忠擲の 事 。 

天蓋 年 勝賴晕 九八郞 1 がー ニ州義 0 城を 圍を •める。 焉鲁 養を 響寶 浸せ 給い 後 巻' 
の 謀を め ミ」 給 ふ處に 香棄旣 墨さん とせ おちを— 富 奉らん 愛鳥 蠢 is 商 
に 命ち 密か 送 畜ス鳥 墨れ 巧つ る ことを 得 ば、 巧を たほぅが 臂 f ぐご、 一言 過き 
ミ かのち 烟を 夏を 巧 後 卷 なしと 知り 絳 ふご、 一 養 ぁげな ば 後 f る ごと 知り 給へ、 と 

巧し け 主、 i 築 金 セ f 寶曼； 、竟 十四日 S、 爱琶を sf 寶パ にを。 


寄 手 素ょり 大弊 川、 纔川 のか 底に 繩を 張りて 鳴 そを かけ をれば、 通るべき やう もな し。 二人 ホ 練の； 蔑- 
おにて 川の 淺 瀬は ょく 知りっ、、 小 腐 差を 拔 きて 川底を 辭 り、 潮を 切って 通 0 しか ば、 から < となり 
ける を、 恭の おど も あやしみけ るに、 其の 中の 一人、 五月雨に はか、 る 川を ば驢の 通る らん、 といな 
ければ さて やみぬ。 ニん は 早髓の 下廣溺 とい ふ 所に 上り、， かん ほうが 嶺 にて 烟を るげ、 十五 曰に、 岡 
崎に 參 って、 しか^^の もを 申す 處 に、 信畏 其の 日 岡 崎に 著陣 がらる。 鳥居、 信 島は 尙 、む もとな くや 
候らん。 しのび 得て 城に 入る 事を 得 ば、 早後卷 候べき 事審に 申さん、 とて 引返す。 鈴 木は 信 旨が 父 美' 
作巧貞 能に 吿 べし、 と 鳥居に 別れ けれ •鳥居かん ほうが 嶺に 上り 相 圖の烟 S 度 あげて 後、 襟 原と いふ 
所に ゆき 忍 入ら ば やとす るに、 禍 重々 に ふりて 砂を まき、 お 入の 人の 足 あとを なめし かば、 中々 入べ' 
き 様なくて ためら ひける を、 巧 山の手の 者ぶ がて あやしみて 遂にから めら れ けり。 勝 賴遺龜 軒 信 綱を. 
なて 巧 細を 問は る、 に、 鳥居 事の 由を 有りの ま、 に 答へ しか ば、 勝賴 鳥居を 呼んで、 かが 命を 助く ベ 
し。 汝城 際に 往て信 長は 上方の 軍に て、 此の 城の 後を 思 レ も ょらず といは ば 城兵 降參 すべし。 さらげ 
巧に 厚く 賞 せん、 とい はれし かば、 鳥居 則ち む 得 候と て 城門 近く 至り、 後卷 とて 信 長 父子 岡 崎まで き， 
の ふ 旗を おされ、 先陣は 一の宮に 陣 せり。 德川 殿御 父子、 野 巧まで 御馬を おされを り。 此の 城 運を 開 
かん 事 掌の 內 にあり、 とい vi ければ、 甲 州の 者 ども 大いに 驚き、 鳥居を 从き 連れて、 勝賴 にかくと を 

， 一よ 


せ* ま、 大に 怒つ て 城に 向て 礫に して 殺さ-^ けり。 曇に て 震 敗 化して 後 伊 長を 始め 臣 "が 力 卿が の 

/ 

曼る 事を 感じ、 作 手の 甘 泉 ホに 懇に 葬を す。 (常 山紀談 ) 

第 四 節 嗚呼 壯烈 なる 杉滿 上等兵 

昭巧 十三 年 七月 二十 言、 我が 馨轟隊 が 山 西 省の 行宮を 奪を を 激戰の 時で ぁつち 輕機關 筆 
杉 謹 夫 上等 丘 ハ (當時 一等兵 S、 雨と 降る 敵彈 S で、 蠢 沈著囊 正確な 射 擊を續 けず 力ら •グ 
と 敵 St ;」 をを、 曇 S 壓」 をが、 不畫管 霞を 受けた。 で 上等 音 「何 これ 位 

の 傷で …； J と 手早く 假馨 をし 害-^、 髮」 むきながら 前進 又 前進、 變 をお權 なお 撃を 績 けて 居 

と ロ I 

恰もを の 時、 敵 Q ー曼 もや 上等兵の— をら 左へ 貫いた。 が 曇 蓋— 置？ から 馨を 
で、 傷 Q 手 1 せんとを^ 宴ぶ 時 管を 緊ニ尺 餘りも 露 お」 了 居ろ を S どぅも 
致しち ない 「俺は こ S 戰畫 …… 」 と受 震を とつて 射擊を 績巧曇 愛靈機 S 銃を 敬壓 
して、 兹に 部隊 .S 擊の 機會を 作つ ち 上等兵 富も遲 たち 震を 片手に、 腹から 露が しを 鷹を 

地に 畫づ り、 ょろ 《I がら— 晕—爱 I をが、 今は さ」 も 勇敢な 上— も蠢 ならゎ 

I ちも盡 き、 を 場に 昏倒し 空で ぁつち やがて 畐地 藍れ た。 戳&を 隊長ち i の 


身を 案じ 馳 せっけを 時は 遲 かった。 上等兵の 英魂は 旣に 天に 昇った 後だった。 併し 彼の 手には 輕 機が 
堅く  {握られて 居た。 

何ん と 化の 忠烈、 重傷を 受けて 屈せず、 化 巧 比な き戰 死の 態は、 神人 共に 感動せ ぬ ものは あるまい。 
化の 杉 浦 上等 おは、 入營當 時から 絕 ぇず 

「私の 先祖は 豐屋五 奉行の 一人、 長 巧 正 家であります。 御 先祖を 辱 かしめ ないやう に、 心掛けて 居り ま 
す」 

と 語つ て 居た と。 

鳴 呼 此の 信念、 をれ は 昔武丄 丄が戰 場に おを 時、 祖先を 語りを の 功業を 語っ を 名乘と 同じ やうに、 名 
譽 ある 家の 名を 辱 かしめ ない とい ふ 「無形の 家」 を體 得しを ものと いはねば ならぬ。 をの 信念を 今此 
の 時に こを 具現され をので ある。 死して 護踩の 神と なりな て 祖先の 靈に對 へ 得を わ 浦 上等 おこを、 定 
めし 地下に 滿 足の 笑を 碟 へて 居る こ. とで あらう。 

祖先の 名を 辱 かしめ ぬ 精神、 之が 君を して 此の お烈 無比の 立派な 最後を 飾らし めを ので ある。 (ま 
那事變 談サ)  ' 

第五 節 ボチ ヵレオ 戰圃の 巧 

木な 佐 市 上等兵は S 重縣 宇治山 田 市の 出身、 大正 六 年 十二月 徴兵と してを お 第 お 十一 聯除第 十一 中 


使窥  ニ o 
隊に 入隊、 資性 溫順 にして 剛毅 勇敢 活潑の 精神に 富む。. 

大正 セ 年 ご 一巧 十 お 日 ポチ ヵレ ホ 附近の 戰鬧に 於て、 中隊は 數 十倍の 敵の 重 園を を 巧 戰闕蔥 のかく 
ならず、 敵の 一彈は 散兵線 中に 於て 奮闘し つ、 ある 木 白 上等兵の 銃 把に 命中し、 お 拇指 ああ 食指の 上 
半 部を 脫 しおり、 鮮血 淋漓を り。 然るに 上等兵は 意と する ことなく、 ち 中指を なて お 擊を續 行 せんと 
する も、 銃の 保持 困難なる をな て斷 念し、 直ら 敵情の 監視に 任じ 一々々 隊長に 報 吿すパ おを は谈 
方に 於て 看護兵に 纖帶 せし むべき を 命じを る も、 上等兵は 肯ぜず 曰く 「自 みで 綱帶 します。 今は 大切 
な 時で ありま スー 人で も 退る と 中隊の 產に 誦し まス义 敵は 退却と f ますから、 今一 步も退 
れ ません。 おは 射擊 はお 來 兼ねます が、 傳令 にも 敵情 監爾 には 服務 曲來 ます」 と。 

、 自ら左手を：^て織帶せんとするも困難のみならず、 巧血益； 甚だしきを見をる小際長は、 遂に看護 
兵を 散兵線 中に 到らし め觸帶 せしめを 。上等兵は 其の後 傳 令に 服し、 沈 著 其の もの、 かく 隣を を勵ま 
しつ^、 遂に 完 をに 任務を 完 ぅしを。 

我が 涉お 操典 中 戰闘間 お 一般の む 得に 「兵 ハ 戰闘中 負傷 スル モ自ラ 應急ノ 處置ヲ 施 シ巧方 手段 ヲ盡 
クシ テ 戰闘ヲ 續行ス べシ縱 ヒ戰闘 n 堪へザ ご 至ルモ 後退 スベタ ラズ …… 」 と 示されて あろ 上等兵 
は 良く 此の 精神を 完 .ぅしを 者で ある。 


V 


第 六 節 名 譽の將 校 

大正 六 年 湖東 地方に 於て 擧 行せられ を 特別 大演習に がて、 參謀 本部々 員步お 中尉 儀峨徹 ニを 偵察 者、 
綺兵 第二 十 聯隊 附 中尉 中 山】 道を 操縱 者と せる 南 軍 飛行機 第 百 十一 號 は、 十一月 十六 日拂瞧 、飞ゴ に 
先 だち 濃霧の 爲め巧 尺を 辨ぜず 霧の 散ず るを 待って 居を が、 其の 間彦根 南方 地區 にがけ る 南北 兩 軍の 
戰 闘は 额次 激烈と なり、 今や 一刻 も猶 豫巧來 ない 時機と なっを ので 直ちに 昇騰 しを。 濃霸中 俄然 森林 
頂に 衝突し、 機は 大破を 被っ を 巧れ ども、 雨 軍 決 戰の機 愈； 切迫せ しを 爲め 、破損の 儘 おが 飛行を 繼 
績 して、 敵情を 偵察し、 敵部隊に 爆彈を 投下して 能く 其の 任務を 遂行し を。 特に 飛な 中發 動機の 爆音 
不整と なり、 加 之惡氣 流の 爲め 機の 動 搖異狀 を 星し、 或は 隆 落の 悲運に 會 せんや も 測り 難き の狀 がと 
なる も、 離陸 當時 森标 頂に 衝突し をる こと'  慰に 座席ょり 見を る 破損の 狀 態を 記述して なて 墜落の 朦 
にがけ る 原因調査の 參考に 供し をる がかき、 其の 動作 规著 にして 注意 も ホ 誠に 周到で ぁっを。 右兩 S 

は 克く其 Q 任務を 震し をる 廉を學 、ご 月 十 音馨後 Q 麵評 場に 於て 拜謁を 質、 至大の 光 
榮に 浴し を。 (偕 行 社 記事) ■ 

第と 節 鍊± 营中蔚 奮 簡の實 例 

君は 大正 六 年 現役 志願し 十 年 西 伯 利 亞に巧 征し動 セ 等を 賜 ふ。 同 十二 年 曹長に なぜら れ 、昭 .巧 ニ 年 
忠節  ニー 


忠節  . 

杳 塞— 靈 霞、 同 五 sf」 了 上 含 疆」— 賜 ふ。 同辈 I、 同 十 年武德 
貪鍊— 興せら る。 同 十 年 岐阜 縣 農林 i 敎練兼 劍囊師 と •り？ 曼 十二 i 洲— 普ょ" 
單光 旭日章を 賜 ふ。 

昭日 一. こ 年 0 ぉ 00U 應 お。 同 ザ 0 巧 0 日吳 池に 上陸し 周 家 屯、 馬 橋、 羅店鎭 附近の 戰 闘に パ 陵 長 

として 第一線に がて 謹し、 ま 襲 家 巧ょり 志 墻 宅、 讓 宅、 讓 を、 順 宅、 がぶ 宅、 了 家橋毫 
面の 戰賢將 校 斥候と なり 誦 Q 前方 塞 1 蠢 sf 任じ、 ち 二十 九是 1 、踢 家宅 

(嘉蠢 賣 1)— 忆嘗 II とな 差 霧 葦 S 聲蔓 11 け戰 死.— る。 

昭が 十一 ー牵 +2^ 十 音 支那 囊 Q 功 ミり 功 裏金 攘藝 嘉馨普 章を 賜は る ' 

鳴 呼 君は 量— 曼了營 ff。 惹—を S 菁 志」 を 本武馨 「鍊さ 號堇 

けらる。 なて 惹 力量を 擎 るを 得。 思を iif る 含 長 了—— ミ爱戰 
場に ま £1  高 薄」 三刀屬 0 味を 見る こと 切なる も 0 もを つを らぅ。 管 火 髮勞醒 をなる 

をに 屈享讓 蓋」 而も か i 農た 3 si 奚 をす to を 高ち、 t 掌 や我为 

腕に 賴む所 ぁ— sf、 筑鬻の 間に 能く 部下の 盞に 立ちて、 志氣を 鼓舞し 旺盛なる 犧蜡 の賴耐 
を驾 、窗 的 行動を なす 呈を— する 軍 《謹 力と な こ 養に 平素— ける 塑 1 で 宝て、 


ず 素志 氣發 楊の 原動力を 涵養 せられを 識見と 其の 戰 場に 於け る 勇 おなる 巧爲に 深甚の 敬意を 表する 所 
である。 (支那 事 變談サ )_ 

第 八 節. 最後 迄 御 奉公 

今は 故人で あるが、 嘗て 熊 本 第 十一 ニ 聯隊に 步お 大尉で 沼田 九八郞 とい ふ 人が 居を。 彼は 少尉 試補 (現 
見習 ± 官〕 ょり 累進して 大尉の 停年 滿 限を なて 芽出度 現役を 退い を 人で ある 011 ，度 少尉 試補 時代に 西南 
役が 勃發 しを ので、 彼は 丸龜 聯隊に 屬 して ぉ 動し を。 所が 當時自 みの 家族は 熊 本 郊外に 避難して 居を 
から 彼は 屢 其の 前を 通つ を ことは あるが、 未だ 嘗て 家 巧に 足を 踏み をんだ ことなく、 をく 私情を 拾 
て、 終始 一 冥 公務に 從事 し、 稀に 見る 高 節の まあっ を。. 故にを 現役を 退く に 際しても 亦 其の 行動 
が 極めて 立派な もので あっを。 了 度 五十二 歲で 停年 滿 期と いふ 前日に 不時 呼 集を 行って、 自己 中 除を 
員を 率 ゐて八 代 迄 往復 二十 四 里の 强 行軍を 實 施し、 歸營後 直ちに 吿 別の 辭を 述べ、 御 奉公の 最後を 飾 
って 芽が 度 現 巧を 退い を^で ある。 氏の かきは 實に 稀に 見る 滅私奉公の 古と して 化 人の 龜鑑 となす ベ 
きで るる。 (忠勇 美談) 

第 九 節 海の 荒 驚 得 猪 中佐の 巧 

昭が 十四 年 四月 六日、 武漢の 化、 孝感の 空で 單 々しい 戰 死を 遂げられた 巧が 海軍 統 空が の至寶 、得 


i 郎 中佐の i 不朽に 累國史 を 節る をで あを、 化の 雄 こき 中佐を 今日— しめたの 巧 巧 

堂 しづ子 刀自の 力に 俟 つもの が當 大きい ので ある 
中佐の— 巧— 擊に應 召さた 不幸 蠢の爲 ろ— に 空を ばか 玄 中佐 墨して 病 f 
た 後は 當 時 二十 わ 歲の奏 ぅら 若い 害 人 しづ子 かを 手 一つで、 而も 經濟 上には 極めて 惠 まれな 
い 苦しい 蹇 0^ 中ち— ル學 校の 靈敎師 とて、 器 荒波の 賃 中に、 あらゆる 苦難と 闘いを 
ら 、ゃ 養、— 養 校と— 畫 へさせら 巧轰 II 軍 喜と— ち げられ をので—。 そ 
して 惹間薑 が、 中舊勵 まを る 裏は 「畜 は蠢な 軍人と なり、 お義と ニを 0 を 奉公を 

を 上げねば なり ませぬ ぞ」 との 固い 戒めて あつを 

中佐の 天資が 元ょり 人 一 篡れて 居た こと 害す 迄 もない が、 を 0 裏には 幼を 時、 でら 育て 去 
た 建氣な 母堂の 力が 如何に 大きな もので あつを かを 見逃す こと はげ 巧ない  C 
中佐が 獨 逸へ 謹ち 今み囊 が 起つ て霸を 雪ら た ¥ 待望の 疆の 命を 受けられ てょり & 
來 、を 所に 赫 々をる 武 動を 立てられ、 孝 感爆擊 の 際、 遂に 散華 せられた  ■ 
お征の 命を 受けた 中佐が、 母堂に 化の 事を 吿 げらる^ や しつ 子 刀自け 

r お芽阳 度ぅ。 今 こを お前の 壁 京が 叶つ ち 曼をか 雲を て、 菱浮御 無念を 晴らして 下さい。 


あとの ことは 一切む 配は い， り ませぬ。」 と嚴 として 言 はれ、 中 化 も 後に むを 殘す ことなく 首途 をされ を。 
义中 巧が 戰 死の 報を 聞いて 馳 せっけを 新聞記者に 

「み郞 がふ だんから 申して ゐ ました 故、 私は、 あれが 戰 死しても 泣けない のです。 一 . 

と 悲しみの 中に、 健氣な 化の 言葉、 そのむ、 此の 瓜を て 育み 來られ た^に、 中佐の 大 はなさ 1 点 次 
第で をる。 (ま那 事變談 か) 

第二 章禮  儀 ， 

總 說 

論語に 克己 復禮 といって 己れ の 慾に 克 ちて、 禮に 立ち 歸 ったなら 也の 本然の 德 をを ぅし 辱る。】 曰 
己れ の 慾に 克 ちて 禮に歸 ったならば 天下の お 仁に 歸 す。 

上は 禮の なおの 至大なる を 極言し をので ある。 

禮 儀の 始めはを 體を 正し、 顏 色を 齊 へ、 辭 令を 順にす るに をり。 を體 正しく、 顏色齊 ひ、 辭を 順に 
して 然る 後 禮儀備 はる。 なて 君 巧を 正し、 父子を 親 ましめ、 長幼を 和ぐ。 君臣 正しく、 父子 親しみ、 
長幼 和ぎ がる 後禮儀 立っ。 (禮 記) 


蠢能く言ふも飛曼離れず。 媽々能く言ふも禽獸を離れず 古して而禮解ト""^^ば 产獸の 
らず や。 (禮記 心 

禮の 巧を は 敬で ある。 故 天 野 爲之博 古は 一二 敬を 說 いを。 

他人— し、 物— し、 白を 1 f いろ 常に 屯 接すを— 驾靈是 ければ な 

ら ぬ。 物,^ 比の 中に なおす る あらゆる ものを 指す) に對 する 使用 取 おは 敬意を 拂 はねば ならぬ。 自<タ 人 
格を 指す} とい ふ ものは 他人に 對し 尊大 徹榜の 態度を 示す のでは ない が、 人格を お 持す る觀 をを 必要 1己 
する。 卽ち 自ら 侮つ て、 從 つて 他人に 侮辱を 受ける やぅになる。 これが 自 々を 敬 ふ 意味で あり、 處が 
上の 金言で ある。 

麗 日、 巧を 敬。 ク 事の 視響 動よ 品 づる處 、萬 事 敬まざる 事な かる ご t 敬 産 •ぶが 道 
た 違 はん 事を おそれて、 をなら ざるを いふ。 是れ 也を を もち、 自らを を さめ、 事を 巧 ふ 則な り。 是れ 
禮の 木な り。 をより、 聖人 賢人の む 法は、 敬を なて 耍 としを。 化身の 行儀作法 なく、 道を 失从 、狮わ 
こる も、 皆 敬まざる による。 ち 語に も 敬は 禍 にかつ といへ り。 つ"" しめば 禍 をし。 

化禮 あるを なて 人と す。 若し 禮 なければ、 人の 法す をり、 鳥獸に 同じくな りて， 人道た、 ず。 禮 なき 
わ 至と いは ば、 父に あぅて おリ臂 り、 母に 蒂を とらせて、 立ちて 詩語し、 君の 拖惡 をを しりあら はし 


兄と 財を 爭 奪む、 東 家の 垣を 越げ る 等 皆 禽獸の 行； 5 であって、 人倫の 法で ない。 

- 若 モ莊敬 なれば 日に っよく、 を肆 なれば 日に 怠る。 行 正しく 愼 みあ 0 て 勤 むれば、 精力 日々 にっよ 
くなる。 是 れ血氣 めぐりて、 陽氣發 生す る 故 病 生ぜず 身を をく、 我儘に して 勤め ざれば、 日々 になり 
て 弱くなる。 是 れ血氣 ふさがりて 備リ 、元 氣姬ら ずして、 養生の 道に たがへ ばな リ。 

禮は 謙遜を 尙 ぶ。 謙は ヘリく だるな り。 ほこる と 裏表な り。 ほこる とは 我が 才力 權位巧 名に 誇る の 
類な り。 謙は 自慢を ざるを いふ。 我が身に 才德權 位 巧 業 あれ ども 誇らず。 是れ 天下の 美德 なり。 遜は 
ゆづるな り。 善事は 君 父に ゆづ り、 人に ゆづ りて、 自ら 居らざる をい ふ。 

禮は 中を たつと ぶ。 中とは 過不及な きをい ふ。 今の 人條約 なれば、 杳膏 にして なすべき 禮をも 巧は 
ず。 之を 下に 適る とい ふ。 下に 逼る とは、 我が身 分より 下なる 人の 巧を する ことを いふ。 奢れば 法制 
に 背きて 禮を失 ふ。 之を 上を 僧す とい ふ。 我が身々 む 上の 振舞す るを いふ。 故に 禮は 過不及の エ乂を 
要す。 . - 

禮 至れば 爭 はずと いへ り。 爭は 君子の 道に あらず C 禮 あれば 爭 なし。 如何と なれば 禮は 譲を たっと 
ぶ。 幾は 爭の 裏な り。 孔 夫子 も 巧 子は 爭ふ 所な し。 爭 とは 人に 對 して 魏がネ 能、 威勢、 智力、 機化、 
お 利を 爭 ふの 類で ある。 


我に 窒 力—— を— の ザを なご、 爪— こ、 巧— て爭を かし。 人倫の 皆— ず。 
是れぶ 人の 業な り、 麵 i にぁらず、 且义禍 をと— なえ 負 原 益 野)  ちし 

遭 ミの 履むべき—、 も— 冗 倫を— ち 五偷を 父子 親 ぁり、 誓菅 り、 

ぁり、 長 達を り、 朋毫 を、 S 疆 •義 、•別、 序、 信と 去も禮 罰を 基ぎ ぬ 背^を y 

巧 レ、 禮の 巧を なき 巧 倫は 無效 でぁる。  。 

/ 歪——— ii 「義ハ 則 チ—— ハ猶ホ 辈 ノコ；」 と仰曹 每 、ゐ 

今上陛下 QI— 011 慧 —i たる— が 溢れ— 養 儀」 を霎ザ ムィな 

養は 孔愛敎 の 曇 旨を 僖 はつて 居る と 霞し を。 嚴霄は 君子の 義 でぁりす 氣 k 子の か 
あ ミ 

を 實に累 II り、 日本 賢 ミな— 4—。 f is 忆」 了—.^ 

顏 よな を、 韦 Q— が 弛み、 Is ミ— 管、—， へさ— 慈—— ロ 
を— 誓 si を、 韦 呈を嚴に して、— ー體 、霎ー ま— を 謹— 食— ね。 

• 1Q 軍 望て 農 碧序皇 ん をければ なを。 今日は 靈 時代と 管、 冨— てを 

る 一;;。—— 喜——^、 f を」 を 5 莫 ち—。 を 装 やがて 


他人を 愛し 敬 ふこと になり、 兄弟 相爭 ふは 同胞 相 尊 ふ 風を 助' 長す る ことになる。 

娜 友は 親子 兄弟の 恩愛 もな く、 をく 赤の他人 である。 信義を なて 相 交り 相 輔け合 ふべき ものである。 
人の 化に 處 する や、 朋 ぶの 輔 がなければ 立って 巧け ぬ。 

.抑，、 我が 闕の 軍隊は、 萬 化 一系の 天皇 統治し 給 ふ 大日 本 巧 聞を 擁護す ると 巧に、 畏ぐも 大元師 
躍て を 頭 首と 仰ぎ奉る 軍人み 團體 である。 而 して 軍隊を 統 I せし むる もの 軍紀で ある。 「軍紀 ハ 軍隊 ノ 
命脈 ナリ戰 場 到ル處 境遇 ヲ異 >1 シ且 諸種 ノ 任務 ヲ有 スルを 単 ヲシテ 上將帥 ヨリ 下 j 巧 ニ 至 ル 迄 脈絡 一 
貫克ク 三疋ノ 方針 ニ 從ヒ衆 也 一致 ノ 行動 ニ 就 力 シメ 得 ル モノ 卽チ 軍紀-一 シテ 其ノ弛 張ハ實 二軍 ノ 運命 
ヲ 左右 スル モノ ナリ 而シテ 軍紀 ノ 要素 ハ 服從ニ 在リ故 ニを 軍 ノ將兵 ヲシテ 身命 ブ君國 ニ献ゲ 至誠 上長 
こ服從 シ其ノ 命令 ヲ 確守 スル ヲなテ 第 ニノ 天性 ト成サ シムル ヲ耍 ス」 軍紀を 嚴 正にが 守せ しむる には 
服從を 嬰す。 服從 には 敬が 第一 必嬰 である。 禮式令 綱領に 「禮 式ノ 本義 ハ 軍人 ヲシテ 居常 禮儀 ニ關ス 
ル 肋 諭 ノ實ヲ 體シ衷 む ヨリ 上下 ノ 階級 ヲ 尊重 シ服從 ノ眞蕭 ヲ會得 セ シメ テ 軍紀 ヲ 確立 I シ軍 ヲシテ 
天皇 親 率 ノ實ヲ 具現 セ シムル ニおリ . 

禮儀ノ 根本 ハ 也 ヲ正シ 身 ヲ修ム ル ニ粗リ 凡ソ おむ 我執 ヲまづ テ 上 ヲ敬ヒ 下 ヲ慈ミ 同僚 互- 1 親 ミ苟そ 
狎 レズを 儀 端正、 態度 嚴肅 、辭 令純眞 、坐 作 恭謙 ニ シテ禮 式服 行 ノ名實 をク備 ハル 


軍人ノ禮儀 ハ 肇國ノ皇讓 ニ 綱源 シ夙 ニ 我ガ+ー遺ノ結饒±凰ノ骨節ト シ テ_^'を尊重セ ル を ノナリ 
禮儀ノ を スル 處 軍紀 自ラ 振作 シ 軍紀 ノお スル 處禮式 ノ服行 必ズ嚴 正ナリ 

軍人 ハ 上す 閒； 時 >所^ ヲ論ゼ K 雙ノ囊 5 f 行 住霞苟 5 -I 戾 こト； ベ ヵラ ズ 

特こ戰 闘場裡 -1 在リテ ハ禮儀 確立 シ團結 葦 固 ナル おこ シテ姑 メテ赫 々タ心 戰捷ヲ 獲得 シ皇 軍ノ 武威 ブ 

發揚シ 得 ル モノ トス」 (な 上陸 お禮 まか 綱領) ィ 。 

之を 耍 する 軍隊に がける 禮 儀の 效 巧は、 軍の 命脈た る 軍紀： 販從- 尊敬の 一大 要素を なすを なて 上 
級 者は 愛情を なて 鶏き、 部下は 尊敬 信賴 をな し、 上下 一致し 顧が として おに 王事に 勤 劈を しむる こと 

がげ 耍 である。  - 
第一 節 禮儀顔 敗の 化 巧 . . 

社會 一般の 禮 儀は 顔 敗に 傾いて ゐ る。 惟は 益； 饒季 となり 禮儀靡 化の 風が 地を 拂 レっ、 ある。 あ 食 
をって 禮 節を 知る とい ふかく、 日常 まのあたり 利己主義 的の 行動を 見て 啞然 たら レむ るの 感を 傑く す 
ろ 朝夕 省線の ラッシ ユア ヮふ 込み合む 、電車； ノスの 乘 るち 様、 誠に あさ ましき 狀態 であろ 人 
を 甲 一を ナ自 々だけの 座席を ぷ領せ ば 宜しと 平然として 居る。 宏 幼は 何時までも 乘れ なくて 闲 つて ゐ 
る。 其の 際を を 料む がし々 ける 混雜 振りは 物 葉い 光景で ある。 若い 人達が 禮儀 作法を む 得ず 行儀が 惡 


い。 言葉 使^の 亂 暴には 驚く。 脫帖 すべきに 怠りて せぬ。 禁烟を 犯し 服裝 態度の 不行跡 も ホ 馬 だしい 
敎 育' は嚴格 でなければ ならぬ。 昔の 塾では 一人の 先生の 學德を 慕 ひ、 遠く 裳を 負う で 集まって 來 るの 
であるから 先生が を 部の 信 賴を擔 从、 全責任を 負， 5 をく 慈父の 如く、 嚴 君の 如くであって 德化 がよく 
巧 はれ 「師の 恩は 山よりも 高く 海よりも 深し」 とか 义 「一二 尺 下って、 師の 影を 錢 まず」 といい、 限り 
なき 尊敬を 盡 くしを ので ある。 風儀の 弛緩は 國 家の 體 商を 巧し、 國 民の 自尊む を 毀け る。 嘗て 某將軍 
の 言に 今の 若い をは 育 八 刀は 何時までも 年は とらぬ ものと 考 へて 居る だ. らう かと 言 はれを。 巧 己 ま 葦、 
物質主義が 此の 惡 習を 助長せ しめを であらう。 をれ であるから 將 來は國 民は 禮 節を ん じ、 風化を 引 
締め 化の 惡 風潮を 矯正し なければ ならぬ.。 をれ が やがて 國民 精神の 作興と なり、 新 秩序の 建設と もな 
るの' である。 

第二 節 旅 順 開城に 於け る 乃木將 軍の 敵 將じ對 する 禮儀 
惡戰 苦闘の ニ 0S 高地 旣に 我が 手に 歸し 大口 徑 のち 砲は 益 《 其 ロ 猛威を 逞しく、 十二 W 十一 日に ま 
り 旅順攻 園の 大目 的を る 敵艦隊 破 壞の效 を 收め旅 順 艦隊は をく 擊沈 せられを。 此の 報に 接しを 東鄕聯 
合 艦隊の 喜悅は 此の上な し。 同 十 ぷ日お 鷄冠山 北砲臺 にがて 守備 軍 第一の 英傑 コレ. ドラ チ H ンコ將 軍 
我が 砲火に 做 死れ、 露國の 闘志 遽 かに 衰へ城 中 皇軍の 掘 威に 震 燥す。 同 二十 八日 ニ 龍 山磁臺 我が 手に 陷 


〇 


りてから、 iiQ 位—, 救卖 f く、 明く 程 明 望て 置 巧 一日 ス テツ；— から 黄‘ 
業り、— 菜——」、— 5 醒 f 見る や ミな ミ。 斯くて 乃を 軍は 晉のデ 
巧' 軍— r 遣は」 i を— けを——— ミ。 装 日— 一時 雲— 責水 響に 會 
見し、— 畜四 十— とい 忘 is 印— ミ。 同ち 袭—は 5 ご/; 璧と 同所に 
がて 貪 見を」 ち此 Q 時 K テ： ル將愚 袭—忆 S 二人の 季 の—— 悼の 意を 表しを 
で對し 「I は—— 死は 予蓋 管と ミは 望 Q 名 f する 處 ミ-ろ 予は 彼等が 闕— 
I げた Q— り 李る もち—」— てし く 答へ を 巧 ステ 芝 ル將 f 囊 of 現しち 

扱て fQ  — に 移 ミ テツ セル 將軍は戯 を—」 て 「を—— ろ」 てで をる。 ニて 珊の 

漫 などで ょくも 霉を 困らせ— た」 と I」 菜— は 「10 をもぅ 旱を S 人で、 海？ 

1 累瞳吉 引 古 六 百寒蠢 fs せ 給と— 1 ぶ 怖」 く 感じ ま」 をと 5 

ながら IQ 敏捷なる にち 此のた して 化の— 菜つ をち 傍に 居を 寞 訝り をら 惹當蠢 
* - 
妙の 才を感 鉄し を。 

化の UK テツ 七 お 軍は 惹 驚を 森 軍忆 贈らぅ と」 を。 然るにな 將軍 寡を 正」、 詞を改 
め isf 霞 皆 1 ち 旨裘愛 物と 空を 0 ミ をら、 予は 若— 霞から 受く 


る ことは が來 ない。 日本の 將校 はお 物を お 州す る ことは ない」 とて 其の 好意を 謝絕 しを。 此の 嚴 てこし 
て 禮儀莊 敬な 態度に ステッセル も 赤面の 氣 味が ぁっを も 言へ やぅ。 (忠勇 美談) 

•第 S 節 賤ヶ嶽 の 役 

雨 軍旣に 散し をる 後 阿閉 掃 部は 單騎余 語の 淵に 沿ぅて 退い を。 すると 靑木 新お衞 なるお 大聲に 之を 
呼び止めて 言 ふには 「朝 來 農せ しものは 皆 雜 おなり。 不幸に して 未だが 敵に 遇ばず。 子の 儀容を 觀る 
に 巧して 凡 古に ぁらず。 敢て請 ふ一戰 して 勝敗を 決せん」 と。 卽ち 互に 馬を 下りて 將に檢 を 交 へんと し 
を時义 曰く 「請 ふ 暫く 待たれょ。 我が 槍 巧れ をり」 とて、 鋒を 湖に おして 洗 ふこと S 度の 後 「なて 戰ふ 
べし」 とて 大いに 戰 っち 然し 時旣に 薄暮、 檢 鋒を 辨じ 難き に 至っ をので 勝負を 他日に 約し 鞭を 據げて 
東西に 別れを。 

第 四 節 大阪の 役 

德川秀 お 化 見に 宿る。 井伊直孝 先鋒と なり 軍旅を 璧 へて 巧 軍の 途次 伏 見に 入る 頃、 前隊を 望見す る- 
に 旗曠を 捲いて ゐ る。  巧って 命令を 下して 之を 張らせん としをが、  旗 奉行を おぶ 廣 瀬の 二人は 肯 じな. 
い。 伏ぶ を 出で て 初めて 旗を 張つ を。 蓋し 軍禮に 主領の ザ營を 巡ぐ るを は 撰を 摊 くこと になつ てゐる 9, 


ニ 一四 

直 孝は 畫 知— か ミち 毫 が、 孕爱疆 0 ニな 富泛雪 S ミ 1 蓄 si 軍.. 
禮に則 ミぇ 写—。 裏 ま 兵 機餐 煙も竊 fif 導」 をを 知り 得る。 

第五 節 謙 讓 

謙 f は 一に 謙遜と もい 於、 人と— に 最も— 曼疆 であろ— に 「滿 は— 招— は 
おを受く」 といつ て ゐろ議 の德は 人を 養し、 i の 震— をく、 衆人 靈の中 I」 も 
己れ の伎祠 、學 力、 功名 等を 蝶々 とか 聽す るが かきは 大いに 愼ま なけれ けならぬ 

ロは 欄の-でて 眷の結 架、 往 々人の 感情を •害し、 社宦對 しを く幫 を欠从 、管 排斥せられ、、 
他人に 絕 交せら る、 置むな きに 至ろ 日常、 む 得て 置くべき 耍 がを 左に 揭げ ょぅ。 

一、 他人の 談話 中 撰り にを 曝しない こと 

ニ、 室內义 は汽苹 、電車 巧は 上官た 席を 譲る こと (陸軍 禮ま令 第 九十 ゾ條 參护) 

ごー、 上官と同行する時は稍； 左後方におふ>^と(陸軍禮式令第乂十四條參照) 

日、 上 巧を 追趙 さんと する 際には 挨搂 をす る こと (陸軍 禮ま令 第 九十 五條 參 照) 

- . 

五、  言語は 簡單 明瞭に ホ 方に ょく 徹底す る こと 

六、  競を を见 物す る 時は 成るべく 他人の 巧 害と なら ざろ 樣 注意す る こ， と 


ん 食堂 等 にがては 靜肅を 旨と し 上な 蔡を 執りて 後 始めて 箸 手せ よ 著 席 退散 も 此の 旨を 考 へよ (塗. 
軍 禮式令 第 九十 セ條參 照) 

な 上の か穗 々あるけれ ども 嬰は 公明正大で、 而も 高尙な 謙讓的 態度を 持し い賤 •しむべき 野 おな 利己的 
巧 動を 愼 み、 恭敬と 德義に 鑑み、 敬愛を 受 くるの 覺 悟がなくて はならぬ。 

第 I 一毫. 武 勇 J 

總說  - . , 

「武」 は と 「止」 とに よりて 成り立つ たゐ る。 「武」 も戰 をす るの セな く、 武力 行爲を やめさす のが 
武 である。 之が 爲 には 勇氣が 必要で ある。 武勇とは 勇氣の 意で ある。  ' 

古を しらぶ る 法に 曰く、 がふる ベ みらざる 者 五 あり、 一には 市中に おて、 遊びを はぶれ て、 ゆるむ、 
を 育ちを るを。 一一には 花銳花 刀と て、 す 妾を つか ふに、 華やを ぅつくし— 專ら にして、 敵 
に 勝つ ととを 幕ら にせざる 藝は 用な し。 S には 年 四十を 越ぇて、 力よ わぎ 人。 四には がんで 大言 をな 
して、 僞を い， 5、 あだ ごと 多くい ふ 人、 實 なる 働きを なし。 是は両 白く 膽 ちき 人は、 つよきは を 
ら きなりが た」。 生れ？  i な あぇ fiit、 義瑟勇 るり、 ii は f を 波リ、 


9 


_ H 六 ノ 

武 勇 i 

1 摆 く——。—、 氣—  — て、— 径 、節— ず、 赎」 げ なし。 禱 
の勇 巧襲窒 もりて、 大 節に のぞみて 、養を— ず、 をの もし。 をと へば、. 犬に も、 勇 犬 あり、 
義犬 あり。 勇 さ、 むか ふ 巧は をら きつよ し。 され どちあら野猪 出で いか 径 、身を 引きての 力る 
義 犬よ、 つねのを ミ惡 がなら ず、 ぬすみを スを おを る。 けものに むかひて はは をら-き 曼に 
れ^' t!— るし しに あじ ミ 逃げず。 人の—— ろ—— がかし。 

妾る 者、 管 臨を、 身を 抬 つる こと 難から ず。 蟲の 勇は 蠢も よくす—  " — 
て、 義を なをと 難」。 若、 愛， へからず」 了 死ぬ るち 若を 身を 輕ん ず。 爸 よりを けし 
身を い たづら をる は、 委 なり。 死ぬべく して 死なざる 巧 是れを 死を おそた 命を 惜しみて 君 

の爲 をず。 す 寒り。 是 れ李畜 が— り。. 年 f— 莫— 人、—  — ば、 •囊— り 
て、 生死 只義 をな ふご。 霞な けれ 巧囊れ 道を 知らず。- 死ぬべく してが 季 。いやし もへ し 
愛べ か 宴して 死ち を おご。 勇 怯 異なれ ども、 霞に をむ ける ことは 一な ぇ武吉 f し 
て義— 知れば、 死生す— にを ろ 惹—巧 只 憂 計略の— 装る に— ず。 裹兼瓷 

ひ、 寬需 S、 仁愛を りて、 小 f ゆる」、 舊 f も すれ、 f」 よく 聽さ 望て、 お si らず 

巧を 昔」 妻」 W 受資 す。 普丢和 同」 了、 よく 惹 f をり。」 


お 国 義± の 身を 捻て、 おを いさめ、 節に 死し、 取る まじき 財 祿を檢 で、 朋友の 過を 切々 おす。 かや 
うに あ 直にして、 柔弱なら ざるを 古氣 とい 扣 、义氣 節と いふ。 是 れ若モ のこと なり。 一朝の いかりに、 
人と 爭 >5 て、 其の 身を じすは 壬氣 にあらず。 を氣 とい 扣 、浮氣 ともい ふ。 是れル 人の ことなり。 

或る 武人 敵と 我れ 兩人戰 ふ 時の むを 詠める 拙き 孰 あり 
身は すてつ 也 ばかりは はふら さじ 

人のう ごきを まちて ぞうつべき 

とい ふ 也は 敵と 戰忆 臨ま ば、 身は 挽つべし。 身を 逃れん と 思へ ば、 也み だれ、 おを れ^る みて、 敵に かつ 
べき 力なし。 され ど、 也】 つは 失 ふべ からず。 敵と 戰ふ 時に、 常の かくに して、 む 動かすべからず。 一 
わが 方ょり、 濫りに か^らず， こらへ て 早く うつべからず。 人の 動きを 待ちて、 をのす きまを 見て、 I 
はやく うつべし。 是れ 敵に かつの 道な りと いへ り。 (貝 原 益 軒) 

是れ刺 諭に 「武勇には 大勇 あり 小勇 ありて 同から す血氣 には やり 粗暴の 振舞な とがん は 武勇とは 謂 _ 
ひ 難し」 とお 諭しに なつて 居る 意で ある。 

武 壬は 勇を 專ら にすべし。 勇を ルに あらは さず して、 內に ふくむべし。 つねの 時は が樂 にして、 人に 
爵 する に溫 和なる べし。 勇 天下に お ほへ ども •これを 守る に 怯を なて すと、 家 語に いへ るが 如くなる 


巧 勇 

ご。 がとは おくび や ミ 事な り。 卖 勇は 售を か」 と 言へ り。 是を忆 勇を 現は さ之ト 
ロ眞 にして 禮あ L 巧 人 侮らず。 人に 侮を まじき とて、 言語 蠢をあ らふに てを ず。 是れぉ 
樂を 失へ— り。 眞 G 雲 巧顏 、かたち あら ふならず、 却て ず 和な り。 張を 寞のお 辟 人の ミ 
にして、 惹 氣象從 {がと おを ろな と 巧眞の 大勇な え 欲を こらへ 義を 見て 窜行 レ、 臟を壁 

く 巧ろ 是れ眞 の 琴を。 眞 の勇菁 常に 襄 なえ 貪 原 益 軒) 

勒 贏に 「武勇を 尙 をのは 常、 又 忆 接る 忆は溫 和を 第一と」 諸人 0 護を 得む と 島け ょ」 とお 諭 

しにな つて ゐる 意で ある。 

子 日く 暴虎冀 、でて 悔 なさ 青、 震た せ ざ 含え 掌 や 事に 臨み 了懼れ 、雪 好みて 成さ 

ん者 なり (藝 )( 辈革奮 ti を 寒さ 孽 皆く、 堇 をな 品を 震」、 大 sf 徒 

.擎を 如 さ巧些 S 謀 it 了與 ilf ない。 羣は 必ずや 事— り 了 敬み、 敢 て輕擧 
事を 敗を い。 深く 謀り 愼 みて 行い、 なて 惹島蓋 音な けれ ほなら》 

. 轰ミ冀 1 ei が麗 居を 2」、 量 Q を i は 端 惠幫を 5。 酶 1 昔の 

佳節， 賓の義 で、 養 午に 通じを の、 甚 朝廷では 天皇 武德 殿に 臨御して 響が 巧を、 其の 
後蹇 、を 近の 霞で 騎射が 行を ち德川 幕府では i 复 一として 靈な 震"^ ど 貧、 幕醉 .仕 


の 面々 登城して 祝儀— 至を 例と ち 民學も 此の— 祝して 軒端に— を 葺き、 奮 餅を 食し、 

實 蓮— つを。 武者 繪 S、 讓 、吹流し 董樹 て 惹兒芸 身 達を f た。 現今 も 器 風 一般 

に 巧して ゐ る。 是れ武 古道の 象徵 でぁる。-, 

上裏囊 尊は 巧 雲に 下り 給， 5 て賊を 平を し 叢雲 劍を 得て 大御种 に 献上 さ 巧 神 巧 皇后は 女性に お 
はしを 遠く 靈を箱 伐 遊ばさた 妻 時 01 北條 時宗 S 斷 にを i を —しち 
九 和の 頃ぃ麗 霞寞 より 身を ぶ囊 為」 童 望と なり、 幫嘉雲 一 愛す 霜せ し 
めを 倭寇 Qf、 醫 時代 si— 凄 sii を吉 と」 了 — 八道を— して 
握の 兒？ 雖も 羅を懷 ためを。 劍臺案 藏 の 如 さー另 流の 祖 と」 了關ヶ 原の 戰 、大阪 の 皆 
驗畫 轟かし ち 靈ま蠢 巧 聖呈搞 の 馨が ぁつを。 武將 には 武田 信ち 上 お 謙 信、 源 蕾 
家 賤ヶ嶽 たま iQ 武人、 i 暫後 Q 望 淸柔郞 長は 山 i を f を §1 季に 現は し 
た^つて 日淸曰 f ぉの 戰 なに 於て 勇繁 巧の 普 佐、 廣瀬 中佐を 始めと 蒙の 勇壯 鬼神を 泣か お 
る實 がは 囊星 をい。 襄闊は 案よ 0 尙瑟國 と 了 國衰裘 0 中 為る、 薑の精 种の發 

懿に をを。— ち 武勇は 證に ては 古より いと も 貴へ る 所」 と i」 にきて ゐ る。 

だし 呈— .かざれ 穿な」」 と 5 ふ 如く 度牵— を靈占 時代は if 衰 f 


s 

をた るち 歷 をの 證 巧す るタ 、彼の 詩歌 管 絞に 誰の 夢に 耿 りたる 藤 原 時代には 置は をく 矢 

墜 し、 廷大 II 奚从 、內 は羣擧 を—、 管は J 醫— |繁 因を 離 

しを。 猜 幕府 看 年 Q 藍は 基督 敎 Q 侵を 恐れ 海外と 0 交易を 禁じ、 巧には 一 ご蒙繁 なの 策 

I、 靈 響—、—  — は——— なか 1、 統一」— 网と t 
て 見ろ IQ はを つを。 餐怒 消長は 一 夏 囊に關 おを 0 資 111 によりを 

るので ある。 

第一 節 武勇の 必要 

農の 重は ii く 一 蓉馨— ち、 讓 S を 日 藻—— を ミ。 明 慧署堂 

が廢 をな り、 徵 i 度に より 賢 if 服す る こと、 空ち 「 軍人は 管 臨み 敵に 
當 る— れ择 1— 琴よ か— か」 と———— こと— しにき 
てゐる。 武勇は 霞な 來、 大 |署|で ぁつて、 こ—— ミ— 曇」— 敲の 
网體を擁 護」 たとは— の需 する— ホ裘 勇を 寶 星— く 寒た— 管 臨む 
こ额奚 はちと も 常 長さ じ」 といつ て 敵— 蓋享 こと—  — 辱と お。 又 一— 一 

番を 1>|」 た。— 雪—— ろ 管— 霞 i— 著なる—、 世 


奠 弱に 流れ 馨羹 に隋ジ 、質實 剛健 Q 美 愛地を 教 、尙瑟 精神は 蠢」、 霎の讀 を消齡 

をと」 W ゐミ f 歹を fQ4<5 送を をを ならぬ。 幫擊— 了は— ゆる 科學の 

鞍を 麵」 Hit」、 ——1」、 何度でも 讓 せなければ 吉 ない 武勇. 不眠不休 日 
塞賴 驟腎堪 童 舅が 國軍 Q 爲必耍 でを る。 敎育令 綱領に 「體 ク麗 志 氣ノ蜜 ニ 妻， 賣 
なヲ有 K 劈 雲ナ三 志氣塞 盛より 風す 變 易- 完 S 養？ 堪へ 蠢ノ巧 務ヲ塞 遂 巧 

スル ヲ 得べ シが 二軍 人ハ體 ff 筋骨 ヲ棘リ 持务ヲ 養を テ 至難 ナルな 務ヲ盡 クス ニ」 毫モ 遺憾 ナ 
キノを 質ヲ 具備 セ ザルべ カラ ズ」 と 示されて ゐる 0 

戰闕 蓋た 敵を—— たは 止まな 5— が 必要で—。 警令綱 愛 「武技 4 熟 篇ク— 

カヲ 增シ蠢 I 固 ニ シテ氣 力 ヲシテ 直 ラ i ナラ シム 戰聞方 ニ 酣 ニシテ 勝敗 ノ數 今卞 決七ン トス ル 
ノ際 意中 恃 品て、 む— 七 ズシテ 活動ス ル モノ  — ク功ヲ 5 べク匿 持久— トシ テ氣節 ヲ持シ 
難 境 ニ 處シテ 愈‘ 露 邁進 スル モノ 職 トシ テ 葦 固 ナル 意ち 胚盛 ナル 氣カニ 由 ラ •スン バア ラを 級ノ 

軍人 化ノ 、む ヲなテ 養 ノ翼ご 勉メ ザ； タ 7 ごと 薑 S 賴 する 武養 § 心 ある。 麗は營 
がに 互り I 霎くる こと 能は ざるの 時、 麗 是—是 昌置猜 f— 接なら ち 

作驟要 務令 排領忆 「軍隊 《常 ニ攻擊 精神 充溢 シ志氣 应曼ラ ザルべ 为ラ ズ巧擊 精神 ハ 忠君 霞 ノ 敏 
巧 5 四】 
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ョリ 發 スル 軍人 精神 ノ S ニ シテ葦 固 ナル 軍 S 氣ノ表 徵ナリ 武技 之 ニち テ 精 ヲ致ゾ 之，^ 

—擎 震を fs ヲ奏— 髮ノ數 ii カノ— 巧 ラ— ニシ— 

神ニ當 メル 軍隊 ハ 克ク寡 ヲなテ 衆 ヲ破ル コト ヲ得 ルモ ノナ レ ノナ」 必要  っ ごら ろ。 

平 寺の 武勇とは、 自己の 職責を 顧み、 县 勤務 藝に ー兀氣 にが 快に 聲白奪 顧努ブ する  置て 

がつ^ 霸賓 となり、 身 1 霜と—、 雙 了— 1 至； 霞を ミ 需 奮す 

を も 粉 幹」 t 義 ともなる。 愛 ども 蟲進氣 星 11 をな」 徒ら 罕 8 を 虐待す る 

かきは 階 夫の 勇で 愼 まなければ ならぬ。 

第二 節 信 濃國川 中島を 戰の事 

I 四 年ち、 甲 州— り 人れ おを」 間 11 ミ寬 のきを る—— 

しち 五月 看 信玄出 嵩に 赴きて 死罪に 行は た 之に ょりて 疑 室ず る 者 多し、 又 和 利ヶ嶽 のを 
畫 ぶく 雲 討死」 ける 由を 吿げ ける を、 謙 信 聞いて、 ニー 軍 0 禍は 狐疑ょ 星ず といへ り是 一つを/ 
ずべき。 是 ニつ。 召に— て 師を川 中島に 出て きと 玉 大將皇 く 呼 ぁつめ、— を 問は 

るち 寧——」 音 I、 1 か ち了击下—と」 零— ゆべ しとい 

まんし， ゴ 、比は 如何 候べき と 怪しみければ、 謙 信の 日く、 上策は 旣に 敵の 莫 する 巧に て"^'^ つ 


べき 謀 おこ をらざる 由を 聞く。 待ち設け をる 所へ 攻め入 らんに いかで か 勝っべき。 中 策は 數年 評議せ 
し 所な り。 下策を 州从て 貝津の 城を ふみ 魅ぇ 西條 山に 陣 し、 姑 らく 敵の 後 おを 待 をん。 是れ おを 死 部 
に陷 る、 に 非ず や。 信玄 おしよせ ば 其の 時 勝敗を 一時に 決すべし。 もし 信を 貝津の 城に 入ら ば 鹽み攻 
めん。 叉 信玄川 中島に 陣ど りて 吾 歸路を 塞ぐならば、 我が 軍 雨の 嘗の 渡りを 涉ら ず、 直ぐに 貝 津の城 
に 向 v5 て攻 破らん に、 信ぶ 必ず 救， 5 來る べし。 其の 時义 一 戰 して 叶は ず ば 討死すべし。 是れ 下策を 川 
るい はれな り、 とて 八 巧廿咽 n 西條 山に 押入り 陣 しを ければ、 信 玄後卷 じて 暫く 對陣 せられし が、 廣 
溺の わたりを 越ぇて、 貝津の 城に 入りを りけ り。 かくて 九月 九日の 晚謙 信古大 おを あっめ、 明日 信玄 
必ず 打 巧て 戰 ふべき よ。 今夜 雨の 宮の わを りを さか 寄して 其の 不意を 擊っ べし。 用意せ よ、 とて おの 
刻に 至りて 化 中島に 兵を おし おす。 先陣は 柿 崎 和 泉、 後陣は 化お備 後な り。 巧して 十日の 卯の 刻 ばか 
りに、 信玄一 萬餘の おを 率 ゐ筑摩 川に 打って 巧 善 光 ホの 要路に 待を れし處 に、 謙 信 軍を す、 めて 一 
ト手 ぎりの 合戰 をは じむ。 謙 信 撰本眞 くろに なりて 切 か、 り、 信ぶ の 旗本を おし 崩す。 甲斐の お 討る 
^ 者數を しらず。 か、 る 所に 凹條 山の 甲 州の 軍兵 一騎が けに 馳來 るを 見て、 謙 信 兵を まとめ 勝を をく 
がられを り。 甘お備 後後 帖の 兵を す、 むる をぶ て、 信ぶ の 旗本 ふみ 止り をる が、 义亂れ をち て廣 瀬の 
わを りに 引き 退く。 甘 猶是に 因つ て 西 川 邊に陣 する こと 一二 日に して 引 とれり。 

武巧  n 1 ニ 


天义廿 s 年 八 巧 十八 日、 川 中島に て戰 あり。 謙 信 旗本 半 巧 ばかり 敗 化する 處に 宇佐 芙於河 守を f 

橫 あむに か、 り、 信芝曼 置れ、 1 川へ S をを 討を ミ—」。 i は 川 0 中に f 立 
てを る處 ち雲綠 8 を W 包み 窒養ミ 了を さ」、 白 さ 手拭を も 5 を 包み、 一二 尺 許の 刀を 
袖 もち、 愛を をを くな 蓋 毛 S も f、 靈は 5 づく忆 を 令、 を ばろ 原大 隅、 信ぶ 

何事に 爱 にある べ羣 。ぅろを へ 者ち と 篤り 鏡に て 突き けれ 化 ハつ かす 謙 信り へ 原を 永 込み f 

玄 にを 至 f 妻 斬たち 信寞 ちを— 1 扇も累 を、 夏 了賀危 かと 忆 、頗大 隅、 

款原彌 右 衞門錯 をと りの ベ、 を、 みかけて 謙 信を を、 きける に、 馬の さん づ にあを り 馬り のがみ に 
飛 入け る。 其の 間に 信 玄の馬 割の 者 ども、 信玄の 馬を 川岸に 弓き あげて 物 がれし をり 今 化美护 巧く 

謙 信ょり 賜りた る感楚 も、 委置牵 存て日 川 中島に が 了. • 8 を も 了信蹇 •棄を 突崩した 

る ものせられ をり。 弘おニ 年】 二月 か 五日に も 川 中島に て 軍 あり。 謙 信筑摩 川を 涉 りて 夜 軍に か、 られ 
お 援霞巧 一條ち 郞 、諸 璧餐 、駕源 五郎、 輪形 巧 織 部、 山 益 介を 始 をし、 討死す る 者 
多し。 甲斐の 先陣 击 ょりか、. り來り 前後に 一過り ける ち 謙 信 川を ずて 重らな リ搂 時を が 
美 驗巧守 先陣して 功 あり。 (常 山 紀談)  . 

第一 ニ 節山围 長な の 武勇 


我が 國海か 質 易の 始めは、 天文 十二 年靖萄 人が 大 隅の 穗モヶ 島に 鐵 砲を 傅へ たるに 始まり 其の後 平 
戶 島に 來 りで 質 易を しを。 德川家 厳は キリスト 敎の 渡來を 防ぐ をめ、 秀 まに 傲； 5 て是 等の 麻 船には 渡 
お 朱印 狀を與 へて 證 としを。 當時 商人の やでは 京都の 巧 倉 了な、 大阪の 末 ま 孫左衞 門、 長 崎の 末 次 平 
藏荒 十を 右 椿 門 甥の 納屋 助左豁 門松 坂の 角屋セ 郞次郎 のかき は 最も 著名な もので あっを。 斯く 
の 如く 海化链 展の氣 蓮に 巧っ をから、 邦人の 海 かに 碗して 武功を 立てを 者 もホ少 くない。 山 田 長 政は 
靜 岡の 緋屋の 息子で 亂暴 者で あっを。 海外 遠征を 思 >5 をち、 商人 髓 化を 衞 門、 太 旧 お 郞あ衞 門の 御 朱 
印 船で 密航し を。 初めは 臺灣に 後 遲羅國 に 渡っ を。 元 和 年中、 紀元 ニニ セ 冗 年で あっを。 當時 町人の 
モ おも 膽カ ある 人は 綾々 海外に おかけ 臺灣 はもと ょりを 南、 トンキン、 シャム、 フィ リツ ピン、 マ レィ 
半島、 南洋諸島に 御朱即 船を 見ない ことは なく、 其の ± 地に S 百 人、 冗 百 人と 日本人が 住んで 居を。 
シャム 國の 日本人 町は、 其の 當 時の 首府 アユ ー チャの 郊外に あって、 約 千 人の 日本人が 日本 其の儘の 
生活を して ゐ を。 偶； シャム 國に 戰爭が 勃發し 王様が 日本人 巧の 人々 に應援 を依賴 しを。 長 政は 選ば 
れて 一方の •指 輝官 となり 象を 使って 敵を 攻擊 して 大勝を 得た。 壬 様は 長 政の 巧を 賞し 大將 おとしを。 
其の後、 呂 朱ょり 攻撃を 受けを が、 長 政は 海戰に 於ても 大いに 之を 巧 破り 大勝 利を 得を。 依って 六琵 
國 王に 封 じ 王様の 那を妻 としをが、 後國王 段し、 內亂 起り 長 政は 僅か 十 歲の幼 まを 授けて おた。 懐し 


巧 男.  P ーノ 

い 某へは 蜜の 纔認祗 へ额を 奉納し、 德 川將谭 家へは 信書を 送つ ち 蒙 養み 十 年 シャム 國に 

內亂が 里っ た 時 震は 震を ち 德川囊 装 渡航を 管を 霞 Q ため 日 タ言秦 S へを。 

舊 都ァユ I チヤの 郊 かには 今 も 日本人 町の. 舊蹟が あり 長 政を 祭る 長 政.- 邮 一心" も あつて ホ し r. のを 
雄の 武勇を 傅へ て 居る。 叉 現 首府 勢が にも 日本人の 劑骨 堂が ある。 之ょり 嘉永ス 年まで ニで 餘 ム^ ぉは 
巧 かの 蠢が 絶ぇ、 置の 事情に 遠ざかり、 僅を が蘭 との 靈 にょりで 馨 文明の 一端を 傳へ をに 
過ぎない 有様で あつを。 

第 四 節 上が 謙 信の 義俠 

武巧 信ぶ は 甲 皆を つて 罢 山嶽に 園を— 持を をつ 客で、 f 東 靈畜言 仰いで ゐ た， 

然るに 今 川 氏 眞は化 條氏康 とが 謀り、 將來 其の 鹽の 送附 を杜絕 しを。 甲斐の 方面 大いに 窮乏し を。 上 杉 

謙 信 之を 聞み」 養を 養 いふ 居、 量、 囊薑 殿を 鹽で 大いに 画ら す 裏を と ミと、 敲 
を義 でを る。 累貴 f 爭ふ 所は S で 宝て、 塞 S ないかち 髮は累 方から f 畫 ミー 
其の 靈は御 希 謹り にし やぅ、 といつ て 商た 値段を 公平に し 信 玄 に 送る ことにし たと (E 究芝 
信 玄が卒 ました 時化 條氏 政は 使を 上 杉 謙 信に 遣は し 信 玄の韩 を 知らした。 謙 信は 食事 中で あつたが  . 
箸を を、 歎 良」 て 我が 餐 手を 失つ をと 落淚」 を。 世間を、 る 塞は 再び 得難い と、 さめぐ 流 


をす る こと 稍； 久し かつた と 

長 襟の 戰に 敗れ 富 氏の 雪 ゃー兀 の大將 等基蠢 死し をが って 養の 上 杉の 於 ± ぅ 謙 信に 說 い， 
ていふのに 甲斐の 武 巧の 部將は 驚れ 誠に 乘 ずべき 好機で あると 申しを。 謙 信の いふには 我と 武田 信玄 
とは 戰堇 ゆる こ、 と 數十囘 であっ をが、 信玄を 取る ことが 巧惡 かっち 今信玄 死す. と 聞きて を 子 
の 弱き を 侮りて 武田 軍を 攻め、 萬 一敗 戰レ をら、 何とい つて 天下に 御 詰を すべき かと。 (日本 かを) 
第五 節 弟の 遺骨を 背負っ て悲 壯な戰 死を した 山 ロ 上等兵 

昭が 十一 一年 九月 二十四日、 津浦線 上、 劉を 庄讓の 際、 齊 部隊に 屬 しを 山 ロ 上等兵が、 弟の 遺骨 
を薑ミ 蠢」、 f と 着® な囊を 遂げを。 と X ことは 農 i を 他で 1 され 窝で 
あるが、 其の 山 口上 等 丘 ハが、 同じ 部隊 星っ て戰 でを 弟の 遺 f、 隊長に 願っ て强 ひて 賞从 受けん 
としを 時、 隊長が 其の 譯を 聞かれを のに 對 して 

『山 ロは 一二 人 兄弟で、 弟の 幸雜 とおと 二人は 本隊に 從 軍し、 殘る 一人り 弟が 母と 二人で 家に 居り ま 
すが、 家が貧しいので、 母は軍事扶巧を受けて居ります。 をれを母は何時も、 勿體ない"^と申して 
「を 典が 二人 御園の 役に をって、 こんな 名臀な 事は ない のに、 其の上 扶助料まで 頂いて は狗 に申譯 がを 
气 どを お前 等 ニな」 っを 手柄を た 了、 御 恩 返」 を」 了く た f お前 等が 生 さ了歸 るとは 思 


武 勇 巧 八 
っては 居ない から. ふ.、 •一と、 勵 まして 吳れ ましを。 私と をは、 此の 母の 嚴 命を しっかと 肝に 銘じ 、ぶ 
渡に 働いて 母に ずむ を させ、 御 恩返しを しやう と、 固く 誓って 巧征 したのに、 巧は 十々 な 働きを しな 

いうちに 戰グ した ^ の 上は 芽の 骨を 背囊に 納めて 弟と 二人々 の 働きを しを い 去が じます 』 と 

答へ 隊長 も 思は ず 泣かされを とい ふこと である。 (ま那 事變談 か) 

第 六 節 梅が 大尉 機 

昭を 十二 年 八 巧 十五 日 我が 海軍 碗 空 隊の精 銳が南 巧 爆擊の 時、 此の 壯擧に 加は っを 梅が 孝 次 大尉' 

機 (當時 5- 尉) が、 不幸 轟 Q 爲忆菱 を 起」 了 墜落、 同大 尉が 翼 馨香、 豐 雙ぶ を 中を 

ハンカチを 打ち 振り、 僚機に 別れを 惜しみっ^、 化烈悲 泄な戰 死を 遂げられを ことは、 おおの 頭に ず 
も尙 記憶に 新ら をな ものが ある。 

大尉の 此の 悲壯な 報せ を 受けられを 母堂 さき子 刀自は、 海舉 人事 局 宛 次の やうな 手紙を 寄せられを 9 
(が 略) 君の 爲、 國の爲 に 一命を 投捣 て、 鴻 恩に 報い 奉る は、 巧國 軍人と して 最も 光榮 ある 道と を じ 
上 候、 思へ ば 孝 次 ぉ征に 際し 親兄弟には 之を 秘し候 事と て、 何の 通知 も 之な く 巧 征仕候 事と 被を 候。 
常に 決死を なて 御 奉公を と 申し 居り 候， しが、 何 かの 御 奉公を なし 候て 鴻 恩の 萬 かの 一にで も 度へ 奉 
るべき 事を 神佛に 念じ 居り 候處 、幸に して 巧國 軍人と して 死 場所を 得 候 こと 限りなき を譽 とを じ 侯 ®J 


巧と して 之 上の 滿化 無么 候へ ども •十 かの 働き もな く 御 奉公 半に 戰死 仕候事 唯 之の みか 殘 りに 御座 
候。 然るに 恭 けなく も 海軍 大尉に 進級 させて 頂き， お セ 化の 叙位の 御げ ホを 拜し 奉る。 身に 餘り候 こ 
の光榮 、一家 一門の 譽れ と、 唯々 恐懼 感激 措く 能は ず 候 …… (後略) 

尙义 大尉の々 妹の お 話と して、 雜誌 「話」 に 載せられた 所を 巧錄 します と、 母は 一日と して 化んだ こ 
ともなく、 每日 同時 刻に 金 比雜樣 へ參拜 しまし を。 忘れ もしません。 八 巧 十九 日の 挽、 夕立 模樣の 空 
が、 今にも 覆い 冠 さらう として ゐる 時で しを。 けを、 ましい 電話の ベルが 鳴り響き ましを。 當時歸 省 
中の 私は 何 かの 豫感 に、 どきつ と 胸を 衝 かれながら、 受話 機を 巧に します と 「こちらは 大阪 時事の 德 
鳥 ま 局です。 梅林 中尉が 南 巧 空襲で 大手 柄を 立て、 を譽の 重傷を 負^ました。 詳報は まだです が 取 お 
へず お知らが します」 と 早口に 話す 聲が 聞え ましを。  . 

「お父さん！ 兄さんが 重 偽ょ！」 と 私は 不覺 にも 大聲を 巧し ますと 

「えつ！」 とい ふ 母の 聲を 抑へ て 

「靜 かにせ い！」 と 父が 叱る やうに 叫び ましを が 

「重傷 か、 だが もう 覺悟 はしと かんとな らん ぞ J と 申し ましを。 

暫く  S 人の 閒に 沈默が 綾き ましを が、 やがて 父は 靜 かこ 


「もう、 多贫戰 た w る だら う。 せめ 三兹な 死忆樣 を」 了 くれてる とないが」 と 獨り言 やうに を 

- I 

します ので 

* 

「大手 柄を 立て、 ゐ るんで すつ て」 と 言 CS ますと 父は 

- ■ * 

「ほんと うだらうな、 間違 >5 なから うな ぁ」 と 念を 巧し ました。  - 1、  - 
母は 少しの 間 眼 頭を ぱち^'-^ させて ゐ ましたが 

「ぁの 子 も 本望 だつ たでせ ミで も 嬰る ことなら、 生きて むて くれ \ は 良い 力を しても つと^ 

御 闕の爲 に 」 と言 つ 了 後は もう 聲が 詰つ て」 ま ミこを。 をれ かを はを 棚 0 下へ/ 〔つて 手を 

合せて s 中で 何 かを 祈つ てゐ ま」 ち楚時 ぐら 島— 东 さく  f たこと 塞— せんご 
を。 をれ から 义 父の 傍へ すて 

.もうを で蠢 K 覺 悟が 累 ま」 をょ」 と 何時 K なくさ 0 すと」 を聲で 串」 ま」 を。 (ま那 事 霞. 

•巧)  、 

第と 節 皇 ± を 護り. て I 

德川 幕府 看 年 Q 曇を 蕾」 めを 1、 靈 if 葛 f 抗 する ことは 窠を ミ。 文化 一 冗 
年露璧 S 節；- 7 が 曇ち 管、 おめ 了-雪 費— 乞 ミめ 了 かち 單圣 後— を ハ 年 


ペルリ 米禮を 率ゐて 突が 沛赞 に來統 してから とい ふ ものは •化 許から 烏が 飛び立つ を やぅに、 朝縣官 
巧を 學げて 馬 章 お 級を 極め、 鎖 繼機夾 と 開港 遮 询の铜 諭が やがて 曲を •技て が 爭ふ狀 態で あつを。 

を 明 天皇 义久 元年 ニ 巧 S 日の 事で ある。 彼の 充 おの 役で 名 簡い對 馬の 國の 西海岸、 淺海灣 の 朝霧を 
透して 夢の 如く 魔の 如く 現 はれを 一艘の 黑 船を 發 見した。 海岸に 近い 船 越 巧一帶 はなち 沸き返る やぅ 
な大騷 になつ を。 男 も 女 も 若人 も 子供 も 跳 足で 飛 おして 濱邊に 集つ を 頃には、 誰れ も 「を 國の黑 船 だ」 
r 直ぐに 上陸 するとょ」 「巧は 皆な 濱に集 るんだ ぞ」 、と ロ々 に 叫びながら、 どし/ \ 家の 方へ 歸 つて 行 
くもの も あつを。 一方 村 送りの 傳 令が 韋跋天 走りに 八 ホへ 飛んだ のはい ふまで もない。 國 ず宗義 がは 
を 易なら ざる 一大事と 驚きながら も先づ 部下を して 來 意を 尋ねし めを。 この 黑 船は 魯國の 軍齡ホ サシ 
ユックで 艦長 ヒリ レオの 答へは T 臟の 補修に 必要 だから 船大工を 雇いを い、 夫れ から 上陸 も 許して 葛 
ひたい」 と 言 ふので あつを。 軍臟の 修理を 引受けられる 當も なし、 文 上陸を 許す 筋合で もなかつ た。 
其の後 灣內を 勝手に 術 行し、 擧動 甚だ 怪しむべき ものが クタ かつをので、 義 和は 藩 击を勵 まして 殿に 沿 
海を 警備させる 。一方 何等の 法义强 制を 嬰す る ことなしに、 居 巧 業を 廢し 進んで 役に 就い をのは、 流 
おに 祖先の 血を 繼 いだ 對馬 人で あつを。 

一ニ月ニ日、 一隊の魯兵畫が補に上陸しをかと思ふと、 今日でいふバラックを延て、 がを穿ち、 著-'t 
巧 勇 五一 


お營の 準備を 始める ので あつを。 其の 傍若無人の 擧 動を 眼の 前り 見が 化けられ 皇 を ぉび 夾 をに 巧 
されを とい ふ 無念と 憤激は 村人を して 化を 見ず は 止まない クラィ マツ クスに 達せし めを。 況 ふやが 年 

藩 ま中忆 は、 彼れ 霞 紅毛 完 夷を 懼れ て、 音 もっ かない 獲け 談判 忆空 k く 日を 過ごす 藩 麦 
態度に お 面から 反抗 も 仕兼ね まじき す穩の 形勢 さへ も 見ぇる ので あつを。 どら 觸魯 障は 半身 不隨 の大 

曼那 Q 片足 覆 利を を X 1 ^ 河を 境と」 W 峰。 取 0 を 味が 忘を 宴 曰 ま 震を 乙忙き 
血祭りに 選ばれを が對 馬の 不幸で あっを のち 今更 寒 幸を 論じて 居る 暇は なかっ ち 喬の嚴 命 

を 奉じて ま戰 論者の 輕擧を 抑へ るのに 骨が がれた。 

大船 越 海 吹、 對 馬は 巧來】 っの 島で あったの だが、 一二 百年 程 前に、 其の】 番狹 い處を 切って、 上 島 
下 島のを く 一 10忆」 ちを 切れ— 大船 讓峽と 呼ぶ。 狹 いか 門で— が 東海から 西 おに 通ず る 要 
路 であり、 國防 上の 耍點 でも あるので、 平常から 關 所を 設けて 出入の 船舶を 調べて 居っ を 所で あるか 
ら 、魯艦 出現な 來 警が嚴 重を 極めた のは 言 ふまで もない。 併し 警戒と いっても 僅かな 武し エが 集まり 來 
っを 衬 民を 指揮して のこと であを ち靈の 程度 も 知れを もの だが、 でと いっても 此の 關 門は 重 
點 だから、 村民の 中で も 必死の 覺悟 ある 者の みが 選ばれた。 . 

四月 十 音、 是忆戰 闘 力な」 と 見くびっ を魯 兵は、 灣 S 測量を 終っ たので、 最後 忆殘」 て 置い 


を關門 突破を か 巧す るに まっを。 天氣 のょ い 波の 靜 かな 日で あっを。 母艦を 離れを 端艇は 争 八の やうに 
•借り をんで 來 る。 村人の 立騷ぐ 様を 尻目に かけて、 人 も なげに 突 切らう とする 時で あつを。 「ソレ やつ 
、けを 端艇 目が けて 种 寄せを ので】 團の 人々 は ロ々 に 叫びながら おが 飛ぶ、 薪が 飛ぶ、 最初の 接戰が 
演ぜられを けれ 共、 魯 兵が 擊ち 巧す ピストルの 禪 丸の 水煙を 浴びて、 思は ずタ デ-.^ となる のは かし 
て 無理では なかっ を。 其の 隣 間 「己れ ッ J と 叫んで 敵前に 奮 進し を かと 見る 間に、 端艇に 手を かけて 禮 
り 抑へ を】 人の 勇 古が あっを。 この 勇 古 こを は 松 村を お郞 をの 人で ある C 安五郎は 船 越が 大字 船 越に 
生れを ± 著の お 百姓で あっを が、 別段の 財產 とてもな く、 貧默 々として 働い を。 根が お直で あっを 波 
は、 人を 見て 泥捧 とは 思へ なかつ をので、 人の 爲め 苦しむ ことは 少く はな かつを。 爐 のがに あぐらを 
かいて、 朝の 一ぷ くを やつて 居る をは、 彼のむ の 平和を の ものと しか 思へ なかつ をが、 黑 船が 來 をと 
聞かされを 時、 何の 理窟を 考 へる でもな しに、 全身の 熱血が 音を立て、 一時に 逆流し を かと 思へ を。 
をの 日な 來混 亂と繫 張の お 十 円が 過ぎ やうと する のに、 身鐵 石に あらざる 安五郎が、 巧と なく， 畫と 
なく 渾身の 勇を 奮って 常に 第一線に 立ち働き 績け來 •をのは、 彼のを 身を 流れる 血潮が、 一死 锁 劇の 赤 
誠に 燃ぇて 居をから だ。 とう-^ 最後の 日は 來を 。端艇を 抑へ て 遮り 止めを 安五郎、 身に 寸鐵 を帶び 
ない ので あつを が、 サム ライと ハラ キリに 脅威を 感じて 居る 魯 兵から 見れば スワ】 大事と 思 \ たこと 
武勇  .置 


であらう。 化 v：5 擊 ちの 一 壌が 見事 安五郎の 胸板を 貫い をからた まらない。 血煙 立って 打ち倒れ、 げに 
壯烈な 最期を 遂げを ので あっを。 

この ー團を 指揮し を藩圭 口野 數之助 巧 安五郎の 擊 をる、 を 見て、 單 身突擊 しを が、 衆寡 敵せ ず 身 
ホ 傷いて 捕 はれを。 數之 巧は 大いに 恥ぢ 身を を どらして 甲 おから 海に 投 ぜんとした がま へられて 果さ 
なかっ を。 彼は つ C5 に 舌を 囑んで 自ら 命を 斷 をん とし 鮮血 淋漓と して 邊 りを 染めを。 魯 兵は 其の 勇氣 
を 嘆賞して 之を お 所に 送り 還して 來を けれ 共、 彼は、 「身觸 も ± 々にありながら、 か 夷のを めに 辱し め 
られ たからには、 義敢て 生くべき でない」 と 言っ て 醫療を 受けず、 勝 人の 懇饒な 看護を 厚く 謝しながら、 
九 巧が 九日 遂に 壯烈 悲慘の 最期を 遂げ vr 事件は 血を 見る に 至って、 愈； 魯 兵の 橫 暴は 露骨に なっを。 
翌 十一 二日には 再び 大船 越の 哨 所を 襲 私、 武器を 掠奪し、 藩 ± を 捕へ、 更に 衬內に 侵入して、 亂暴 狼藉 
を 働い を。 義和 今や 攘夷の 決む を 固め、 之を 幕府に 申告し を。 幕 おはか 闡 奉行 小 粟豐後 守を して 魯驢 
に 退 まを 說 かせて 見を けれども 、錫を 洗って お直せ とい はんば かりの 權幕 におり がく 島 もなかっ を 
武力の 背景な き 外交の 如きは 多くは 此の 類で、 今假 にが 藤 博 义や小 村 壽太郞 をして 化の 局に 當ら せて 
見を 所で 豊後 守と 同じ 御 返事を 巧. IS したで あらう ことは 何人も 想像し 得る だら う。 おに 現 はれた のは 
野々 が 巧 後 守で あった。 彼は 夷を W て 夷を 制する 支那 式戰 略を 眞 似を か 巧 確で ない が 有力な お 入を 同 


して 抗議に 參加 せしめた。 八月 廿 五日、 魯經は 一條の 黑 煙を 殘 して 化に まつを。 安ぶ 郞が闡 難に 幾 
れを 時は、 彼の 長子 甚吉 はま だ 幼少で ぁつを が、 藩主は 厚く 安五郎の 巧を 錄 し、 財物を 與 へて 優遇 
る ことを 忘れな かつを。 元 治 元年 セ月甚 まを 擢んで ±籍 に 列せ しめを。 明治 二十 四 年 安五郎、 數么助 
巧に 朝廷の 恩命を 蒙り 靖國 神社に 合祀され を。 (偕 巧 社 記事) 

第 八 節 勇猛なる 年少 ±官 

旅 順の 背面に 於て 壯烈 の戰 死を 遂げを る 功五 級 ホ 兵 少尉 立 川 彌門治 氏は 明治 一二 十 セ 年 五 巧 上旬 遼東 
に 上陸、 爾來 幾多の 戰 闡に參 加せ しが、 南山 激戰 の當 時は 中隊の 最 先鋒と なりて 敵 壁に 突貫し、 多く 
の 將 おが 相次で 驚れ を 中に 氏は 更に 微傷 だ も 負は ず奮戰 苦闘して、 噴々 たる 英名 一二 軍に 癖く の 巧を 糞 
しを。 南山の 堅壁瞻 り、 敵は おを 指して 潰走す る や、 我が 軍は 長驅 して 旅 順の 背面に 迫つ を。 な來氏 
は 常に 決死隊の 指輝官 として 疎 功を 現は し、 大いに 志氣を 振興し をが 八 巧 ニ -r 日 水師營 前面の 高地を 
巧 略した る 時、 一 敵彈を 受けて 又 起つ 能は ず、 之ょり ホ 十八 日の 夜陰、 巧の 中隊は 敵の 目前に 近接して 
錶を掘開しニ十日午前四時を：：^て運動を開始す。 少尉はおお長となり最ホ頭を行進す。 閒もなく高地 
の 基 脚に 近づかん とする がし も、 敵は 側面ょり 猛 おを 加へ を。 され どみ 尉は 一 發も應 がを せず I て 益 { 
進み、 第一線の 高地を 奪ち 更に 第二の 窩 地に 攀 登して 占領し 得た が、 此の 時 東天 漸く 白み 渡りて、' 


巧が 隊は 側面 四、 五な 米の 敵の 發見 する 所と なり、 盛んに 砲火を 注がれし が 少尉は みし も 屈せず， な 
まず、 一面には 敵と 對戰し 一面には 器具を なて 峨 地を 防禦し、 非常の 苦戰 をな せる 時、 敵 禪の爲 め 頸 
部を 巧碎 かれ、 淸宮 准尉な 下 六 おと 共に 名 譽の戰 死を 遂げを。 同氏の 戰 死の 際師團 長、 聯隊 長、 大 (中) 
隊長 及び 部下 鄕 里より 寄せを る 哀惜の 書は 實に 横んで 山を 爲し をと いふ。 (忠勇 美談) 

第 九 節 十 度 生れて 敵を 減せ  . 

旅 順 ロ 第二 间 閉塞 隊の勇 壬と して 福 井丸に 乘 組み、 廣顯 中佐 指 輝の 下に 奮戰 してを 譽の戰 死を 遂げ 
を。 朝日 艦乘 組】 等信號 兵曹 管 波 政み 巧は 福 島縣磐 城の 人、 氏は 幼少より 軍事 思想に 富み 群實 を率ゐ 
て戰爭 遊戲を なすこと を 唯一の 樂 みとし、 一方の 大將 として 敵隊に 衝突す る 行動な ど 殆ど 意想外に お 
で、 奇策 縱橫 年長 頑兒を 辟易せ しむる が 例で あっを と傳 へられを。 長ず る從 って 愈-'  軍事を がみ、 ニ 
十 セ、 八 年 戰巧當 時は 僅かに 十六 歲の 少年で あったが 鷄 長閑に 歌 V5、 犬 安く 鹏る 僻村に 捷報 到る 度每 
に節掉 立てる 腕を 扼 しながら、 軍に 從ふ 事の 出來 ない のを 恨み、 時に 或は 泣き叫び をる こと も あつた。 
村人は 彼を 狂人で あると 嘻 しを。 戰 役の 漸くを まる 年の 十一 一巧 恰も 海軍 媳 張の 隙 海軍 兵の 募集 盛んで 
あっを。 彼は 素 忘を 貫徹す るの が 機 到來を 巧ち 喜び、 率 ホ 募に 應じ 首尾よく 海兵 輕に 入る を 得ち 其 
の 後 精 働 刻苦の 巧に より， 異進 遂に 一等 信 號巧瞄 円 となっ を。 彼の 人となりは 家鄕に 送った 絕 筆の 信 害 中 


に 見る を 得ろ 旣に 必死を 期した 雜 こき 覺悟寞 中の 隨 所に 溢た 讀羣 して 暗 淚に攫 お。 誓 
簡の 奮には 1 狀 と」、 第一 囘驅 Q 際す 幸に も 一 鼻を 空か 死隊 から 除かを 無念 さに 食事 
も警 ず、 爱慧 一管 窠 なかつ たと 述べ、 第二 罔— ミ時奚 にを を 地で あつち 
巧 懸念な は 目的地に 達する 途中に ザ 曼は拐 害を 受けた を 巧 寶のセ 度で なく-十 度 二十 望 
をり、 死畏 り、 敵を 滅 さぬ 間は 謹？ る こと 出來 ない と 一一 &、 蓋 2 室で を をら 甥を ょく 
敎 育し、 海軍 兵 養へ 入らし めょ、 戰 死の 公報が 爱時遙 葬を 形式を ろを 震を 肇 業に 
寄附す る こち 志の 靑 年に 海軍 思想 靈に 巧む る こと 云 气營く ゴ轰死 體はホ 底の 舊と消 

ぇを 廣 ft 急、 か 敵晶丸 島を、 到 違 琴る こと 窠 串す まじく 震 普醒を 養を り— 

. 是に てまの み 行 はれ 度 候」^。 氏は 斯 くの かくして 護 國の 神と 化しを 

.第 十 節膽勇 じして 奇智 あり 

巧牵害 南の 役、 敵 S 圍に陷 りたる 熊 塞を 拔け おで、 能く 使命を 完 こを 巧 計 かの 偉動大 
巧は、 一一 一尺の 享も猶 知悉す る處 。今茲 に 記す 海 南の 寶當半 兵衞の 動作の 望、 漫 ろを 村 計 
を ば 促しむ。 蓉 雲を てこを 相違が— が、 奇智に 嘗を巧 爲窠に 等しい もので あろ 

礎 韋義は エ量等 兵と て攻圍 軍に 從 い、 攫 一一 一十を ち 十四日 響 線 S の命臺 く。 之 


ょり 先 星 務を愛 w 輩 敵前 s ミ 養 ま 養名窒 をが、 孰を s 讀 0 的と なり、. 空し 

く砲壁下 0露と化」を 數名の 將校合議 Q 末、 日 頃奇智 Q 譬を& 基装 を曹 上等兵を選びぉ 
しを。 今や 彼は 巧に 赴かん とする に 臨み、 戰友 はむ 密かに 生別を 悲しみつ、、 曰く 成功を 祈る と。 上 
等兵壽 と」 了 答 童に 生還は 不明で をる。 ほ」 寞成 f 期す と。 彼の 胸中 旣 にが f り。 f 彼 

寡 斷欽を ミ、 一一 語 Q 半 管®」 行 さ、 敵竺十 ま 管 於て 警線 を賣」 、之 富斷 せん 

としをが 夜警 嚴 重で 些少む 音響 も猶 敵に 察知され る 虞 ぁるから、 上等 おは 其 所に 潛 化して 夜 もす が 
ら 敵の 擊 遠す 銃 施の 言 紛れて 其の 線妄 りつ 美 巧に 至つ ち 此の 時 遂に 敵監 磬に發 見さ. し、 
猛烈に 狙撃され をが 上等兵は 卽 座の 頓智、 鷄れ 死を がを 裝 ミ、 我が 讀の樂 て 美に 陷 つちが 
くの タ して 一日を 隱れ 送り、 夜に をて 再び 穴から 這ひ單 て、 をく 地雷 線を 切斷し 終つ を 彼は 
ま 任務を 完ぅ」 を Q で 直ち 忆馳 せ歸 らぅと」 をが、 聊か 本 際への ± 產忆と 地雷 線 奎尺餘 り 携へ歸 
つを： 中 踏む 足 一た 怪」 さ 響が，^ ゎ 訝り： 重 おせば、 I Q 地雷 線で ミを。 「露 巧め 化處 
へ も 又 埋めて fQ か」 と— て 試を 其 Qf 傳い 巧けば 這は 竊 で 平義 が蒙審 する 
地底に 海 雷の み 雷を 讓し てぁつち 管 も 機敏 窒敵 Q 振舞を と j 達 驚い を、 難なく ま 

水雷を 發 掘して、 我が 陣中へ 持ち 歸 つを。 一軍 擧 つて 彼の 瞻 勇を 賞 讚し を。 


兜には 地 贏を 買 ミ 藍 s 素 雪。 臺奪奮 sf 見る。 悟 背 軍人 0 亀鑑と 

て 後 •せに— を 得。 た 5 かな 楚好 軍人 —is 靈— 謙を f」——」 了、 今や 陣 
中に ない。 (お 勇 美談) 

筑四章 信 義 

總 is 

萊禅 謹の 骨子を 字を に 五倫、 毒が ぁろち 義 、禮 、智 、信を 毒と いろ 「信」 の 字は 人 
扁に— n せて 宝て、 卽ち 「人の 墓」 とい 吉と蓋 思 味して 居ろ 柔是ら 「言は、 むの 聲な 
と圣夏 れ 、、だ— も異 S が聲に 奮を 0 が 墓で を？、 を 裏とは をく 合致して 違 
はない ことを 意味」 て 量。 響を 誓 蕾ょ ミを 0 若. f S が 讚 せらを こと 力 信て を 

ろを こで 浸 素 まこと 昼義を 持ち、 養に して 僞りな It ミので—。 今 之を 逆に 言； へ 

ミ 若」 人が、 だ も 無 5 こと 鲁葉 墨は」 た 李む は、 をれ は警 S り、 一 お 苦 ぉり、 叉斯を 

人を 不信の 人と いふので ぁる。 

刺 諭 こも 「言とは 己を 靑を踐 行と とが 諭しに を實媛 躬行を 嬰 求を て ゐミ卽 ち 言葉と むと S 


信 義 六 0 
致と いふ こと も 亦 信を なて 表は される。 言っ を 通りを 實行 すれば、 眞實の 行で あり、 僞 0 なき 人と 調 
つてよ い。 若し をれ が 言 ふこと、 巧 ふこと、 違つ をなら ば 不信の 巧で あり、 不信の 人と なって しま ふ 
ので ある。 勒 諭に 「信義を 盡 さむと 思は、 始 より 其 事の 成し 得へ きか 得へから さるを 審に 思考す へし」 
と 訓諭され てゐ る。 要するに 信の 字は 言葉を 中む として をれ が 也と 違は ぬ ことで あり、 又 行，： 5 と 違は 
ぬ ことで ある。 斯様な 人 こを をく 賴 りになる 人で あり、 何を 任せて が 差まない 人で ある。 斯 かる 意味 
から 「信」 の 字を 「まこと」 「をよ る」 「まかせる」 等と 訓 へて ゐ る。 

義 とは 宜と 同音 同義で 「ョ P シ」 と訓 へて ゐ る。 適宜、 便宜 等と 申して 其の 場合々々 にあたり、 よろ 
しく 行 ふべき ことの 意味で ある。 如何なる 善行 美德 も、 其の 場合な り 境地に 應 じて、 之を 適 當に實 現 
せ ざれば 十み のな 巧を 得難い。 貝 原 益 軒は 五常 訓に r 義は むの 制に して 事の 宜 きなり」 と 申して おる。 
也の 制とは、 也 中に 善惡 是非を々 つ ことで、 恰も 利刀の 物を 斷ず るかく、 物事に 應 じて 「ハツ キリ」 と 
善惡邪 正を 判斷 する ことで ある。 事の 宜 きとは、. 物事に 應 じて 其の 筋道の 宜しき に從 ふこと である。 
を こで 此の 正宗の 名刀と も 思は る、 義の 太刀 風を 鈍らず ものは 卽ち換 得で ある。 盛むべき はお 利 私慾 
•である。 吾々 の弱點 として 物事に 應 ずる 時には 大识自 々の 都合 使 宜を考 へて、 をれ が 甘く 行かない と、 
.をし く 巧は ず道德 上の 本務を 怠り 棄 てる。 人から お金を 贈って 來を 時に、 むるべからざる に、 ア 、こ 


の お金が あれば 何々 買へ ると いふ わけで 遂に 么を受 なる。 之は 善惡 、是非を 判斷 する お 宗のリ ともい 
ふべき 義を 忘れ、 宜しく 巧 ふべき ことを 巧は なかつ をので ある。 彼の 赤穗の 忠臣が 義± と稱 がられる 
の もこの 爲 めで、 大野 九 郎兵衞 のかき は、 ただ 自分の 損得 勘定に ばかり 氣 を附げ 、あ義 の 方には 鈍感 
の爲 めで あつをから である。 

ち 旧が 陰の ±規 セ 則に も r 古道は 義 より 大 なるな し」 と ある。 乃 木大將 はを の ±規 セ 則を、 何時も 懷 
に 入れて 置かれを。 今や 我が 國は 未曾有の 非常時 艱に 方り、 百 萬の 軍隊は 海 かに 於て 勇猛なる 活躍を 
なし、 巧 ふ 所 敵な しで ある。 要するに 忠君 報國の 精神が 臣民と して、 よろしく 生命を 捨て、 邦家の 爲 
め献 げた 結 巧で ある。 刺 諭に 「義は 山嶽よりも 重く 死は 鴻 毛よりも 輕 しと」 の 御 諭しを を 自克く 守り 
，實 巧し つ、 ある 賜で ある。 併し 聖戰 何年 續 くと も變る ことなく、 信義の 御 諭しを 堅く 腦裡に 徹底せ し 
め、 砲煙 彈 雨の 下戰 岡に 勤務し 而も ± 地は 生地に、 賴 るべき 者と しては 戰友 のか 求むべき ものは ない。 
斯 かる 情勢に 於て 如何に 信義の 緊要なる かは 思^ 半ばに 過ぎん。 克く大 御 也を 奉體 しお 誠を 盡 くさ ざ 
らんこと を。 

筑 一節 森 蘭 化の お直 

森 蘭 丸は 一二 左 衞門巧 成が 子に て、 信 長 寵愛 厚し。 十ス歲 にて 五 萬 石の 地を あた へらる。 ある 時 刀を 


持を せ 置かれし に 刻 觀の數 を かぞへ 居たり。 後に 信 長 かたへの 人を あつめ、 刻 銷の數 いいあてなん お 
に、 此の 刀を あを ふべき 山い はれければ、 皆 おし 料り てい 从け るに、 森は さきに 數へ覺 えたり、 とて 
いはず。 信 長 其の 刀を 森に あを へられけ り。 信 長 森が 明敏を 試みら る、 事 多 かり けれども、 一度 も あ 
やまちな く、 がの 才 老年 わ 人 も あぶべき にあらず。 巧 智が恨 ある 事を 察し、 潛に信 長の 前に 巧て、 光 
秀飯 をく ながら、 深く 思慮す る體 にて、 導を とり 落し や、 あつて 驚きを り。 是程恩 6 入た る 事 別の 
な 細は よも 候は じ。 恨 奉る 事し か^^^-^ なれば 大事を を くらむな らん。 刺殺すべし、 とい^け るを、 信 
長い やとよ。 佐 和 山を ば 終に 汝 にあを ふべ し、 とい はれけ り。 此は森 これより 先に、 父が 討死の 跡に 
て 候へ ば 巧 本を 賜れと 申け るを、 巧 智に與 へられし かば、 議言 すると 思 5 信ぜられず。 果して 敎 ホら 
れ き。 (常 山 紀談)  ， 、 

爲 ニ節鑛 守の 宮へ日 塗の お婆さん 

話は 先の 滿洲 事變の 時の ことで ある。 

信 濃 网化佐 久郡大 里 村の 農家で、 響 場 さくのと いふ 當時 六十 ニになる お婆さんは 、二人の 悴 をお變 
に應巧 出征せ しめを が、 幸 >5 な ことには 二人 巧、 立 破な 手柄を 立て、 芽が 度 凱旋し をので ある。 

枠の 出征 不を 中、】 人 淋しく 殘 されを さくのを 母は •巧の 人達が 世話して 吳れ るに 感謝し つ 文 も、 i 


さすが 悴の 身の上が 案ぜられ、 武運 長久 恙なく、 榮 ある 動を 立て、 吳れ よ、 と 日每に 鎭守樣 への お詣 
りを 缺 かさな かつを。 

ところが、 二人の 子供が 凱旋し をを の 後、 さくの 婆さんの 鎭守詣 りは 續 けられ、 十 町 あまり も ある 
お宮へ、 雨の 日 も 風の 日 も 雪の 日 も、 每朝缺 かしを ことは なかっ を。 お婆さんの 每朝缺 かさぬ 化の お 
詣 りに 感必 しを 村の 者 達が  ィ' 

「お前の 處の 息子さん 達が、 皆歸 つて 來られ たのに、 尙も神 信む を續 けらる、 は、- 感 むだな ア」 と爽 
める のでし をが、 をれ に對 して 婆さんは 

「なにも 感 むする ことは ない よ。 うちの 悴 達が 掛征 して 居を 間、 一生懸命 鎭守樣 へ お祈りし、 お蔭で 
二人共 無事で 歸 って 來を ばか りか、 子供の 留守中、 村の 人達に 大きな お 化 話に なり 通し、 それで おも、 
かう やって 安樂に 暮 して 來 ましを 譯 で、 をれ もこれ も 皆勿體 ない が、 お 天子 様の お蔭 だよ …… をれ に 
つけても 、わたしの 悼は 歸 つて 來 ましたが、 ほかの 兵隊さん 達は、 まだ 滿洲に 行って、 御闕 のために 
えらい 苦勞 をして なさる。 をの 兵隊さん 達に も、. みんな 親 も あれば 兄弟 も あらう。 也 配す るのは 皆 同 
じだ、 病氣 をして くれるな、 卑怯な 眞似 をして 吳れ るな、 手柄を 立て、 くれと なア 、わしが 悴 のこと 
を 案じて 鎭守康 へ お祈りし をのと 同じむ 配を してな さらう。 で、 わしは わしの 悴が歸 つをから とて、」 


をれ ごょ いでは 中； E がたい。 人 糕の平 供さん 違の むに、 お祈りして おる のに 何の 褒めら る、 ことは あ 
りますまい。 當り まへの ことで しょうが、 もう わし も 年老つ て賴 くこと もげ 來ぬ故 がめ てわ詣 りで 

もして、 お 天 モ樣や 世の中の 御 恩の 萬み の 一で も 返さう と 思って なア 」 

と 行き 會ふ每 に 褒めら る、 が 人達に 答へ るので あっを。  ‘ 

さくの 婆さんの 此の 必 、これ こを 眞に 日本の 家を 自然と 體 得されを 贵ぃ 手本で ある。 (支那 事變談 
片) 

第 S 節壯烈 無比 だるの 勇 ± 

第一 軍の 某 部隊が 遠 陽 街道なる 四 門 子を 通過した る 際、 我が 斥候 騎兵の 化烈 なる 戰闘 にっきて 同胞 
Q 長く 記憶すべき 一 話が ある。 四 門 子と 稱 する 險惡の ± 地は 數十 里の ぉ 山嶽 丘陵 超伙 して、 道ら しき 
道路な く、 溪 流に 沿うて 山間を 下らねば ならぬ。 地 おとして 騎兵の 運動は 殆んど 不可能 なれ ども、 巧 
が 巧 候 際は 數 日の 豫 をを なて この 險惡 なる 山閒を 進み 巧まぬ。 ニ 旧 目 俊 勢なる 敵に 遭遇して 激戰數 時 
間 後 之を 擊 退し をる 時で あっを。 陣頭に 立てる がが •單 曾を 始めと し 化 長 池 偉 時 勝ず、 同 坂が 五郎 セ、 一 
等 兵 齋藤豐 平の 四 舆± は、 勢に 乘 じて 薇を 追擊 しっ、 何時しか 本隊を 離る、 こと 數 がの 地に 到った。 
此の 時" 唯 走りに 逃げ 行く 敵は 觀に 馬首を 廻らして、 念 お 擊數囘 •我が 四 異 ± は 不幸に も 手 馬を 擊 をれ： 


てを 徒步 立と なる を 見る や 敵は 猛烈に 逆襲し 來 を。 此方は 最早 遁 る、 途 なし。 いで^の 上は カ戰藉 岡， 
して 華々 しい 最期を 遂げん と 申合せ、 孰れ もが 擊 しける に、 か 何せん 敵は 馬上、 加 ふるに 數 十倍の タ 
勢な れぱ 、池 亀、 齋 藤の ニ 勇 女は カ盡 きて 其の 場に 驚る。 續 いて 坂 井 軍曹、 同姓 あ 井 伍長 も 傷き て ぁは 
れ 喪神し を。 敵は 化の 様を 見る や 巧ち 喜び 先づ 伍長を 馬上に 縛りて 本營に 急送し、 更に 軍 W を 縛らぅ 
としを 時、 我が 奧± は體を 揣られ を爲に 目を 開い を。 見れば 多 數の敵 兵 巧ち 寄りて 今や 縛 せんとす る 
處 であった 批ら軍 普驟然 立って 獅子の 如く 暴れ狂 从 、先づ 敵の 一人を 投付けを。 敵は 此の様に 驚い を。 
無 劈と 侮り 軍當 をな 園み 生 捕らん と 溝き 合 ふ。 軍曹 ホ 死力を 盡 くして 日本 巧 子の 勇氣を 見ょ と 爭ふ處 
に 幸む 後 綾 部隊 急進し 來 りければ、 敵は 忽ち 潰走して 巧 井 軍暫は 九死の 狸に 一生を 得を る も 肩章、 卽 
はもぎ 取られ、 ズボンは 寸斷 され、 數 箇所の 生傷に 血を 孕みて 見る も 無 敷のを であつ を。 

馬に 括られて 敵陣に 送られを 坂 井 伍長 も、 軍醫の 治療 中 人 也 地が き、 其の 捕虜と なっを のを 恥ぢ治 
療を 拒みて 應ぜ ざる 始末に、 敵の 軍醫も 巧手 も 困 じ おて、 巧び 伍長の 昏睡す るを 待ちて を療を 施しを。 
更に 目覺 むる お 井 化 長は な髮 天を 衝 き、 荒々 しく 織 帶を剝 ぎ 取る やを や 敵の 面前に 投巧 けて か 何に 軍 
醫が 看む るも聽 かず、 剩へ絕 食 一二 日に 及んで 遂に 敵陣 中に 殘 したと いふ。 

因に 某 闽の或 人は 面長の 氣既を 評して 寧ろ 勇に 偏し をる ものと なし、 自ら 意識 ある 者の 執らざる 遺 


信義.  六 六 
と嗤 笑した とか。 され ど 愚者の 言の み f 我が 大和魂は 斯く ありて こを 國の譽 である。 叉 四 勇 ± が 協同 
して 任務に 驚れ たるは 誠に 勇敢なる 行動と 思 ふ。 (忠烈 美談) 

第 四 節 人間な 上の 膽ヵ 

明治 一二 十 セ 年 十月 二十 六日、 我がな 園 軍の 一 部隊は、 東鷄冠 山# お 砲 壁 下の 鐵條 網を 破壞 せんが 爲 
に 決死隊を 募つ を。 暗嬉 をる 夜陰に 乘 じて 鐵條 網の 耍 所々々 を切斷 し、 其の 切斷 ロに 一條 0 綱を 附し 
離 鶴 引きに て 之を 破壞 する 計畫 であつ を。 是れ山 旧 少尉の 考案で あつを。 斯くて 決死隊の 勇 ± 等は 其 
の 作業に 從 事し をが、 早く も 敵に 發見 されて、 精巧なる 機關 砲の 的と なり、 一同 鐵條網 下の 露と なつ 
を。 

留 二十 セ 日の 夜 巧び 決死隊を 募つ をが 忽ち 豫 をの 人 具に 滿 ちを。 中に I 等 お 野 旧 貞ホ郞 とい ふ 者 あ 
り。 ニー 名の 兵と 共に 眞 先に 制 旬して 鐵條 網の 附近に 到り、 豫 期の 目的を 達して 歸 しが 切斷の 箇所が 
惡 かつを 爲 た離輕 引き も 差しを る效 果な かつを。 兹に 於て 山 田 少尉は S 度 決死隊を 送らぅ としを。 野 
巧 一等兵 又 其の 中に あり。 前 同の 徒勞を 悔い 今度 をはと 也に かする 處 ありて 又も 先頭に 立ち 進み 無 
事 目的を 達す。 他の 戰 ぶは 任務を 果し をる にょり、 皆 急ぎ 歸つ をが 野 田 一等兵は 終局の 奏功を 見 辟け 
る爲 に、 獨り 踏み止まりて 注視した るに、 忽ち 鐵條 網は 棄 まじき 響と 共に 挫かれを。. 嬉し やと ばかり 


/ 


猫 も 一等兵は 賊 めて 居た るが しも 壁 上の 敵は 我が 軍の 襲 擊と覺 ぇしが 如く 激しき 錫拖 火を 送って 寸地 
も餘 さず。 一等 おは 從を 騒がず、 確が をる 披壞を 見 屈け し 上、 鶏 •に 戦死し をる 無二の 戰义 一等兵 S 木 
林 太 邸の 死屍を 搜し 持ち 歸 らんと して、 を 化 あび 頸部に 銃創を 負 ふ。 され ど 瘤せ ず 遂に 其の 死 聲を發 
見し 搔 抱いて 本隊に 歸 っを。 一同を の大膽 なる 動作に 诚服 しを。 野 田 I 等 兵の かきは 戰 友の 屍骸 搜索 
に 努力した 信義の 厚き ものと 思 ふ。 (お烈 美談)  . 

第五 章 質 素 ‘ 

總 I 說.  _ 

「軍人は 費 素を 旨と すへ し」 有りの 儘の 誠が あって 飾りない、 むに も、 言に も、 行^に も 共通の 義で 
ある。 軍人には 軍人の 風儀を 守りて をれ なかを 望んで はならぬ。 忠君 愛國を て 精神と し、 信義の 道 
を 守り、 武勇を 尙 び、 禮 儀を 重んじて、 一般の 民衆の やぅな 輕銷 浮薄に 流れを り、 騎奢 華美の 弊風に 
陷る ことを 諭された。  ， 

日露 戰役後 我が 闕 民は 戰 勝に 乘 じ、 一般に 浮華 文弱に 流れ 底ム する 處 なき 有機で あっを。 明治 天 
皇は现 化 和に 御餘念 あらせられ 戊 申 詔書を 下賜 あらせられを。 「宜ク 上下 ふヲ一 _ 一 シを實 業 一一 服シ勤 
ん 質素  六 七 


儉畫ヲ 治 メ惟レ 信 惟 レ 義醇厚 俗 ヲ成シ 華 ヲまリ 實ニ就 キ荒怠 巧 誠 メ自屬 息 マサル ヘシ」 

大正 天皇は 闕民 精神 弛緩し 浮華 放 縱に巧 つ、 ぁるを 御 診 念 ぁらせられ 國民 精神 作興の 詔書を 下賜 
にな リ 「闕家 興隆 ノ本 ハ國民 精神 ノ 剛健 ニ 在 リ么ヲ 涵養 シ之ヲ 振作 ジ な テ 國本ヲ 固クセ サルへ カラス 
是ヲ^:^テ先巧意ヲ敎育 -1 留メサ セ ラ 心國體 ニ 基キ淵源 ニ 迴リ皇祖皇宗ノ遺訓ヲ褐ケを巧ノ大綱ヲ苗示 
シ タマ ヒ …… あ 實勤儉 ヲ勸メ 信義 ノ訓ヲ …… 道德ヲ 尊重 シテ國 民 精神 ヲ顽養 振作 スル 所攻 …… 轉近學 
術 益 t 開ヶ 人智 日-一進 ム然レ トモ 浮華 放縱ノ 習漸ク 萌シ輕 桃蕭激 ノ風モ 亦生ス …… 智德 ノ选進 ヲ努メ 
綱紀 ヲ肅 正シ 風俗 ヲ匡 勵シ 浮華な 縱 ヲ巧ヶ テ質實 剛健 ニ 趨キ輕 桃論激 ヲ矯メ ..恭 儉勤敏 業 ニ 服シ產 
ヲ治メ お テテ ハ 一已 ノ 利害 ニ 偏 セス シテ カヲ 公益 世務 ニ竭シ U テ 國家ノ 興隆 ト 民族 ノ安 榮社會 ノ福祖 
トヲ圖 ル ヘシ …… J と 訓諭 遊ばされた。  . ’ 

德川家 康は慶 長 八 年 征夷 大將 軍に 任ぜられ、 幕府を だ 戶に 開い をが、 ニ 年の 後、 職を をの モ秀 おに 
讓 り、 駭府 (^1) に隱 居し、 大御所と 稱 しを。 遺訓に 曰く 

「人の 一生は 重荷を 負'^ て 遠き 道を 行く が 如し。 忿 ぐべ からず。 不自由を 常と 思へ ば 不足な し。 むに 
望み 起ら ば 困窮の 時を 思 >5 おすべし。 堪忍は 無事 長久の 基。 怒は. 敵と 思へ。 勝つ を 知りて、 負く 事を 
饰らず •ま 害を の 身に 至る。 己を 責め 人を 責 むる 勿れ C 及ばざる は 過ぎを るょり 勝れり」 と 子 巧を 巧め 


一二 百年の 繁榮の 裳 礎を つくつ を。  . . 

論語に 「賢なる 幫 や、 一寶の 食、 一瓢の 飮 、陋巷に 在ぇ 人は をの 覆に 堪 へず。 囘や をの 樂 みを 
なめず。 賢なる かな 罔 や」  • 

顏囘 C 亞聖 ともい はれる 孔子の 弟子) は 誠に 賢人で ある。 ー黨 (竹 行李) の 食物、 I 瓢 に 一の 說食 

器の 籍 思な 美窮 に處」 、是一 商 Q 暑」 5 髮內 星を も 雲た 了 ま 愛を 改めない 
監實 K 幫 Q 夏る 所でる る。 霞 Q 樂み 李る 留蠢雙 でない、 仁讀德 0 大道を 樂 しむに 

ある。 故に 貧に 居て 共の 行を 變 へる ことを しない。 

道 長は 一條 一霞 後 一條の 一二 朝 こ 十 年間、 天下の 權 4¢ り、 其の 二妄は 一二 天皇の 中宮に 立ろ 
をの か 孫に 當ら せらる、 皇子は、 S 人まで も 引續き 天位に 卽 き給从 、後 j 條 、後朱雀、 後が 泉の S 
皇 である 實に藤 原 氏 華は な 是點に 達」 ち璧達 寺を き、 こ、 に 居を を 幕藝醫 
も稱 へを。 其の モ賴通 まを 父に つぎて、 後 一條、 繁 雀、 後が 泉の 覇 をへ、 攝政關 白と なりて 謹 
を 振つ を。 され ど 此の頃から 藤 原 氏の 權 勢は 漸く 衰運に 向つ を。 道 長の 得意の 歌 
この 化を ば わが 世と ぞ思ふ 望 巧の 

かけを る こ ともなし とを へ ミ. 


質素  He  > 

ニ 一條 天皇 御讓 位の 時化を はかなみ に款み 給へ る 御製 
也に も あらで 浮 化にながら へば 

戀 しかるべき 夜半の 巧 かな 

と對 照して 當 時を 追想し をなら ば實に 感慨無量 であらぅ 

「禱る 者をから 王 蒙 後 武壽た 於 了、 榮舊囊 の 宝を •ことは 曆爱 克く霸 する 所で あろ 

が 下禪援 化條時 氏の 妻で 賢母と して 知ら-^ を。 安 囊 盛の 女で、 時 氏に 嫁して 執 權時賴 を ホんだ 
性 聰明 篤實 ょく 子女を 薫育し、 時賴の 施政に も 良き 感化を 與 へを。 嘗て 自ら 障子の 切り 貼して 時賴を 
巧め しことは 有名な 話で ある。 

軍人は 召されて 國 家を 擁護し 忠勤を 盡く すを 本務と し、 貴賤の 差別な く 一律の 下、 お 食 住の 共同生活 
をな すので をろ 今後 1Q 軍に 於て 一人 華美 一一 奢を 希望せ を 羅を體 にがては 實に 莫大の 經 劈を 
要する。 加么戰 地に がて 氣候風 ± を 異にし、 補給 機關 常に 希望す る 如く 圓 滑に 行 はれ おい。 所謂 困苦 
缺乏に 常にな 勝を なければ ならぬ。 故に 平素から 浮華を 避け 質實 剛健の 精神を 養成し なくて はならぬ。 

見ょ 佛蘭音 蓋 I」 知つ .て武 を 忘た 羹競 つて 軍備を 息つ ち靈 星に 對し 第一 か 費 
大戦の！® 辱に 臥馨膽 二十 擎 J 震の 統治の 下に 華を 专實に 就き、 軍備の 充 實に國 力の 培養に 


日 もを— るの 有様で あつを が、 第二次 歐 洲大戰 始まる や 蒙 持久 機— て— 西に— し > ま 

ち 擊作戰 は 一 荀を窜 ず」 さを^^ 伏せ」 《奪 宝を。 Bi ょり 曇 香— れば 尙ほ講 
巧の— は— が、 獨 I 愛 是ニ養 0 墨 も 之を 墓す るで— ミ i 都で が—  — 
ちし WIU とが 買 Q — 璧 ぅ」 了を— は累 ない。 卽ち層 ミ さを— である 

が阔 滅びて 文化 何の 用を 爲 さんや。  . 

第一 節 荒 筵の 御座 

な S— 靈 殿下 宮 露の— に、 第一 軍 參謀附 として 疆 遊ばされ •始 をら 終—、 申 S 
蠢 に參與 i され 翰と 御 功績は 串 上 ミ も f 極で をる。 さ 了 宮0 麵 をら せ 費 了 沼津驛 を^ 
ぎ 給 レし 時、 同— 曇 ミ 薑場認 集」、 貴き— を 學征— 就か— ふを 覆」 了 一 齊に宮 
の萬歲|」 奉つ ち觀 i ちまを も 器 地—— 喜— ん時 9 一日 も 早く 在」 まさをと 
を 祈？ 實は US ちめ 奉え る 奉迎に、 いを 卿 遷^ 御 暑」 給と 禦 色に たまし サ 

るろ やがて 奉が 真を さし 招かが 給い、 に 燕は あら か」 と 御下問 あらせ 給ろ 

をを 蠢浸 宮01 意 i 解」 奉り 兼を るが 襄ず 、御 命—、 豐 なを 整へ 了、 恐る く 
I 御 列車に—— ち宮 の 御 かを へに あと 柔大將 ちを の 何に 望 させ 給を か 惟おぅ 

質素  タ- 


. 質 素 

尋ね まつりけ るに、 宮 には 微笑し 給'^ て 

こを こ あらず、 腰を 掛け 居る にも 倦を を ば、 こを 敷きて 堂」 んと巧 4 り」 をせ あ，- 
旣に戰 地 違は」 替」 御を 了、 見る もい 臺さこ 0 謹 0 志鬻 を」 つらは せぉ ふす しづ 
將を 始め、 車中のを 高等 武官、 さては 蠢慧 いづた f をを 御を 囊に 咽を。  I 
あ、 荒寶驚 管享も 畏い秦 で毫。 5 孚の 臣亭ら あないぶ 畫夏 つるを 貴き 袍 
身を 整 S 卑しき に 落させ 管、 馨を楚 くせんと ぉを 給へ る 御を 程. もに も 有 r きこ 一 
I。 御 著 中 居 柔大 將を舊 を馨武| 裘曼。 S が こ 0 御 振舞を 見 まつり 了、 如何なる 
—監 C たろ— で だち 韦 岩 かち 震— 軍隊に あつて、 これ 雲 雲 官等 至— 丘 ハと 
の 間' にいみ じき 麵窒 眷ふ畫 もない。 さては、 曇 武官に 奮-の 馨は上 葛 ザ} ニき 
とを、 ま t かを を 給 とも 量つ る、、 へく、 蓄寡 寶窒藥 一二て 霞 長と して 御 

勤— ら せらた 硕、 .is 雲— 慧璧 で— を 御— 遊ば 装 ことが をつ を。 附近の 

人ょ ぶ 下の 御宿を 豫定し 機ぶ の 準備を なしを るが、 夕刻 警爱 儘を 徹する にを ブ .r-  良 

i をり」 量—  一— を f— 度ち ち 村人 管を— ミ 雲る— L た 
る， 声 1 化の 家を 蓋と 享を 鬻ぉ丰 をら とて、 遂に 終 S。— 志 著を 御譯 あらせ 


られ をる ことがあ つを。 何時の 演習、 野營等 も皆斯 くの かく あらせられ たことは 今 も 記憶に 明かで あ 
る。 殿下の 質實 剛健に わたら せらる、 こと 等、 かれを 思む これを 想へ ば、 を だ 感激に 堪 へない。 

宮が 比な く 英明に わ をら せられ、 ょく 下を 嬌从 給へ る 御む は、 この 一事に ょ つても 窺扣 奉るべき と 
ころ、 仰いで 宮の 仁德に 服し、 やがては 陸軍の 巧 石と 推 重し まつれる ものを き やに ありぬ。 

宮の御 雄 也を 載せ まつりて、 船 征途に 向 はんとす る 時、 宮は御 見送りに とて 膚從 しまつる 巧 ロ 家令 
に 訣別の 御 辭を殘 し 給 ふやぅ  ■ 

「家の 事は ゆめ、 むを な勞 しを。 われに 四 人の子 あり、 家の 祀を絕 やすこと なかるべし」 

と 唯 この 御】 語の み。 詞 備にした 意は 無量、 をり をる 家令は、 宮 の化烈 なる 御 也に 感激して、 なかな 
かに おのが 女々 しさを’ ぢ まつりを る やと 傳へ 聞い を。 

荒 筵を 御 嘘に 將 兵の 艱苦を 御 自らの 艱苦の 如く お 思し 給 はんとす る 御 同情 厚き 宮 は、 一面 壯烈懦 夫 
も 起つべき 御 磯む を 抱かせ 給 ふ。 あ-^ 仁慈と 剛毅と 兼ねい たらせ 給 ふ 宮の御 襟懐 こを、 げに欽 仰し 奉 
るに 餘り ありと おき 極みで ある。 

第二 節德 川家康 の恭儉 

德川 家糜隱 退して 驗 おに ゐ を。 > 夏季には 常に 麥 飯を 會 ベを。 或る日 侍ち 猶 かに 米飯を 底に しを 飯を 


質 素 ィ に 
なて 之を 覆 从て勸 めを。 家康 之を 見て 嘆 じて 曰く、 「ホ 等は 巧が 意を 知らず。 我晋ぞ 普を 欲する もので 
ない。 今や 世は 戰 時の 狀態 である。 年と して 千 まを 動かさぬ 時は ない。 古卒 は頗擾 殆ど 寢 食を をん ぜ 
ず。 がるに 我 一人 飽食 暖 がを 貪る ことが が來 ょぅか。 方に 一身の 奉 養を 節し、 なて 軍 國の資 に 供せ 
ん 。百姓を 勞 して、 お豐 かにす るに おびん や」 と、 聞く 者 感歎がざる はな かつを。 

家糜 嘗て 識 居す。 一日 近 お 絹 衣を 着て 轨榜を 穿ちな て 家康の 前に 進む。 を徐 かに 其の 名を 問 ふ。 茶 
宇と 答 ふ。 家康髓 然として 曰く 「汝は をれ 幕下の 小 古で ないか。 然るに 其の 裝飾 却って 諸 公を 渡ぐ。 
我と 雖も 未だ 嘗て 斯く のかき ものを 着けぬ。 汝 我に 先 だち て 此の 顧 奢を なす もの 巧して 何のむ ぞ や。 
天下 爭亂タ 年 萬 民 塗炭に 苦み しが、 近來 漸く 小康に おく。 然るに 疾く 旣に廳 奢の 念を 生ず、 是 れ亦亂 
の 端緒で ある。 かの 如き ものは 須叟も 我が 左を に 侍して はならぬ」 とて 痛く 之を 叱責し を。 

第一 一一 節 お倉 重矩の 質素 

德川氏 譜代の 民、 父を 重昌 とい ふ。 父は 德川 家康に 仕へ、 內膳 正と なっを。 寬み 十四 年 冬 島 原の 亂 
の 時、 將 として 姐 討に 赴い をが、 賊を 降す ことを 得な かつを。 爲に 幕府は 更に 松 平信 綱、 戶田 氏鐵を 
特 とし 遣は した。 重昌 之を 聞いて 喜ばず、 身を 挺して 賊疊に 迫り 彈に 中って 驚れ を。 其の後 重 昌の畏 
子 重が 幕府の 老中と なり、 痘面脂 目、 人となり 質素 謹 厚、 儒を 熊澤蔡 山に 學ん だ。 寬永 十四 年 父と 共 


に 島 原の 役に お从 、蜜 年 父の 戰 死後 巧合戰 をな し 大いに 賊を 破っ を。 萬 治 s 年大阪 の城番 となり、 寬 
文 五 年老 中に 補せられ r 八 年 巧 都に 赴き、 所 司 代の 事を 行っ を。 艦 幹 短小 溫和 にして 度量 あり、 老中 
にを る こと 九 年で あっを。 京畿 を鎭定 する こ扛 S 年 名聲顯 著で あっを。 少時 嘗て 其の 居室に 篇 額して 
r 咬を」 と 曰 ふ。 顯 職に 就く に 及んで 猶 依然として 揭 ぐ。 或 人 其の 故を 問 ふ。 重 妬 答へ て 曰く 我 昔本莊 
に 居り 手づ から 蔬菜を 栽培し、 自ら 摘み 之を 人に も贈與 し、 自ら 娛 む。 是れ 我が々 の 宜しき なぶ。 一 
旦 謬り て寵擢 をを け顯 職を 辱く し、 實に 望が 0 至りで ある。 常に 騎 奢の 念を 生じ、 職々 を缺巧 せんこ 
とを 恐れて ゐ る。 此の 篇 額な くば、 か 何に して 自ら 警めょぅと '卒する に 及び 家に 餘財 なく、 時人 之 
を 悼む。 (常 山 紀談) 

第 四 節 山內！ 豊 馬を 買 はれし 事 

山 內± 佐 守一豐 其のは じめ 織 田家に 仕へ をり けり。 東國 第一の 駿馬な りと て、 安 主に 牽來 てあきな 
ふを あり。 織 旧家の ± 是れを 見る に、 誠に 無 雙の驗 足 なれ ど、 價 あまりに 費し、 とて 求むべき 人な く.、 
い たづら に 牽て歸 らんと す。】 豐 其の 頃は 猪右衞 門と い从 しが、 此の 馬 望みに 堪へ かね たれ ども、 いか 
にも ホ ふべ から ざれば 家に 歸 り、 身 貧しき 程 口惜しき ことは なし。 ー豐 奉公の 初めに あっぱれ、 か、 
る 馬に 乘 りて、 屋 おの 前に 打ぉづ べき 物を、 と獨り 言し ければ、 妻 と 聞いて、 其の 價 はいか 


ぱ かりにて か 候と 閒 ふ。 黃 金十兩 とこを いひ つれと 答 ふ。 妻 聞いて、 さほどに 思从給 はんには 其の 馬 
ホめ 給へ。 其の 料を ば まゐら すべし、 とて 鏡の 搔の 底より 取り 巧して、 一豐が 前に さし 超き をり。 一 
豐大に 驚き、 此の 年 ごろ 身 貧しくて 苦しき ことのみ 多 かりし に、 化の 金 あり ともしらが 給は ず。 也强 
くもをみ給从けん。 今化の馬得べレとは思^^^もよらざりき、 と且は悅び县は恨む。 妻仰せの旨ことわ 
りに てこを 候へ。 さりながら これは 妾 化の 家へ 參 りし 時、 父 此の 鏡の 下に 入れ 給^て、 あな かしこ、 化 
の 常の ことに ゆめ---- 用 ふべ からず。 ホが 夫の 一大事と あらん 時に まゐら せよ、 と 戒め 給 从候从 き。 
されば 家の 貧しき は 世の常 なれば 堪忍んでも 過ぎぬべし。 誠に 今度 京に て 馬 揃 あるべし と をれば、 此 
のこと 天下の 見物な り、 急 も 又つ かへの 始めな り。 よい 馬 召して 見參せ させ まぅ さんと 存じ 候て こを 
奉れと いふ。 一豐悅 ぶこと 限りなく、 頓て 其の 馬買从 求めて けり。 程なく 京に て 馬 揃 ありし 時 打乘り 
て おでし かば、 信 長大い に 驚き、 あっぱれの 馬 や、 とて 事の 由 聞 給^、 東國 第一の 馬遙に 我が 方に 牽 
きて 來 りしを、 をし く歸 さんは 口惜しき こと ぞ よと。 をれ に 年頃 山內は 久しく 浪人して ちしと 聞く。 
家 も 貧し からん に 求め 得た るは、 信 長が 家の 恥を す、 沪 をる ぅへ、 每箭 とる 身のを しなみ 是に 過ぎた 
る こと や ある。 と 感じて、、 是れ より 次第に 用 ひられし とぞ。 A 常 山 紀談) 

此の 話は 有名な 物語で ある、 質素は 杳 普と 全然 異なる ことのが 適の 例で ある。 ー豐の 妻は か 何に お 


しても 此の 金には 手 も 觸れず 質素を 守り、 まの 一大事を る 武± の嗜に 方って 之を 夫の 前に おして 杳ま 
なかつ をと ころに 質の 質素が あるので ある C . 

第五 節 化 條執權 の 簡易 生活  / 

北 條時賴 が 巧々 用事が あって、 平宣 時を 呼んで 酒を 酌まう としを 所が、 下物が 無かった ので 臺 所の 
隅から 少し ばかりの 味 增の附 いを ル ± 器を 見っけだして、 之を 下物に 快ょ く 酒を 酌み 交しを ことは 有 
名な 物語で ある。 時の 執權 とも あらう をが、 斯 くの 如き 簡易な 生活に まんじて 居っ をと すれば、 化の 
階級 入乂の 質素を 心い やられる ので ある。、 

時賴が 嘗て 左 馬頭 足利義 氏を 訪問し を 時、 義 氏が 時賴を 響應 しを 献立を 見る と、 綾ろ 飯と 搔 餅の 云 
種で ある。 此等も 今日 我々 の 想倏の あばぬ 程の 質素で ある。 

第 六 節 上官の 質素 垂懿、 - 

井が 掃 部 頭 直 孝、 大阪 冬陣に 物見 二人を 遣 さる。 雨に 鶴れ て歸 りければ、 様子を 聞いて 後 著ら れし 
小袖 二つを 脫 いで 兩 人に やられけ る。 さて ぞ藤帶 刀 (直 次) ヘル 袖を もらいに 遣は し、 我等 かやう のこ 
とに て 著る もの 二っながら 家來に 遣は し 著 替無么 候と て、 帶 刀の 贈られし ル 袖を 著け、 革榜 にて 東 お 
質 素 モ ち 


巧の御前へも度々ぉられけるぞ。 今の化を':^て見れば、 一ニ十萬石の身代にて著替なかりしと云ふはぁ 
まりなる こと、 不審す る 人 も ぁれ ども、 大様 其の 筋の 有樣斯 くの かくを りしな り。 

柬照 宮大阪 夏の 御陣に 御旅 所 御用 意の こと 仰 出されし に、 膳 米 五 升、 卞觸 一枚、 味 階、 歷巧 にて 事 
足るべし、 味嚼も 多く 持すな と 上意 有 之 候よ しか やぅに なければ、 武備は 曾てな ては か 行きが たきこ 
となるべし。 

. 冊 

掃 部 頭 かやぅ に 質素な り けれども、 彥 根は 湖上より 船に て 都に 巧く 便よ かりし かば 太平の 後は 意 お 
の ± ども 大いに 願り、 風化 ぁしく、 お 服 美麗に なりし を、 掃 部郎儉 約に かへ すべき 道を 計り、 な戶よ 
り 歸る時 木綿の あ 類を 供の 古の 數 ほど 用意し、 彥 根の 朝 俄にく ばりて 與 へて 著せられ けり。 彥 根の 家 
中 旦那を 巧迎 へに 著 かざりて 迎に 出け るに、 供の ± 1 同は 木綿な りし かば、 不審す る 所に、 ぶ 那掃部 
頭 いかにも よごれを る 太 綿の あを 著ら れ駕籍 の戶を 開き、 をれ^^^ に 言葉を 受けら る をぶ て、 己が 
身を 顧みて 立が なお 服 引き ざき たきむ 地して、 をれ より 人質 素に 成りけ ると ぞ。 

莖ニ篇 修養 

第三 早 軍人 精神 


频 諭の 末 文に r 抑 化 五ケ 條は巧 軍人の 精神に して 一の 誠む は 又 五ケ 條の 精神な り」 と 御 諭に なつを。 
巧ち 刺 諭の 忠節、 禮儀 、武勇、 信義、 質素が 軍人 精神で ある。 この 精神は 建國 W 來 巧が 罔に 傅 はれる 
巧 ± 道に 化なら ぬ。 ちの 武丈道 精神の. 一例と して 萬 葉 集に ある。 

乂伴家 持の 歌に 

大ぉ .わ 遠つ， k 齡の 其の 名を ば、 大來目 まと 賓持 ちて、 仕へ し官 、海 巧 かばみ づく 屍'、 山 巧 かば 草む 
す 屍、 天皇の 邊 にこを 死なめ、 顧みは せじと 言 立て、 丈夫の 淸き 其の 名を ちへ ょ、 今のを つ、 に 流さ 
へる、 祖のモ ども ぞ 、大 伴と 佐 化の 氏は、 人の 祖の 立つ る 言 立、 人の子は 祖のお 結ぇず、 天皇に 服 お 
ふ ものと い从 つげる 言の つか さぞ 梓ち、 手に 執 持ちて 劍 太刀、 腰に 執 佩き、 朝の 護り、 夕の 護り に 夭 
皇 の、 御門の！ W り われを きて、 义 人は あら じと いや 立て、 思从 しま さる、 天皇の 御言の さき ぞ 、聞け 

ば 尊と み。 

この 精神を 要約 すれば お 君、 孝道、 公明正大、 勇 氣の德 を 述べて 我が 國の 上古に がける 武± 道の 重 
要 性を 後世に 傅へ をので ある。 

鎌倉時代に 至りて は賴 朝は 朝廷の 綱紀 緩み、 朝臣の 氣ヵ をく 失せて、 辜每に 彼の 武 古に 依賴す るに 
乘 じ、 征夷 大將 軍と なり、 幕府を 鎌 倉に 開き、 武家政治の 源を 起しを。 日本 精神の 特 をを る尙武 の氣 
覃人 精神  セ 丸 
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象の 據 輿を 圖り武 ± 道 精神を 鍛鍊 しを。 當 時の 武± 道は ま 從の關 おを 骨子 としをが、 お義の 精神は ホ 
づ 化の 上に 潑禪 し、 大義を々 を辨 へ、 闕體觀 念を 巧徵 にしを 源實 朝の 歌に 
山は k け 海は あせなん 化な りと も 

若に ニ 也 我れ あらめ や も 
と 詠み 天皇に 對 する 武 古道を 皴 かしを。 

賴 朝は 武± を 訓戒して  ’ 

.1、 武術の 鍛錬を 努む べし . 

ニ、 卑怯 未練を 巧む  ’ 

ご 一、 質素 儉 約を 守るべし 

四、 然諾を 重んずべ し • 

お、 ま從 互に 恩義を 忘るべからず 

六、  死生が 結託すべし 

七、  譜代の 勇 ± を從 兵と なすべし 

懐 川 時代に 至りて 武 古道の 母と て 見るべき 戰爭が 全く 祕を絕 つをから、 武 古道 も 衰滅す べきに > 巧 


巧 然として なおしを のは、 武± の 階級が 依 がをおして、 社會 組織 も 政治 組織 も 武± を 中、 むとして 進ん 
巧からで ある。 故に 庶民の 上に 立つべき 武古 階級の 權 威を 大 ならしむ る爲 には、 特殊の 修養を せな け 
れ ばなら なかつ を。 秀 おは 武家 諸 ± 法度 劈頭 第】 に义武 弓馬の 道を 專ら相 嘴むべき ことを 示して むる 9 
ま宗 は、 やはり 文武の 道を 修め、 人倫を 巧 かにし、 風化を おす ことを 要 おし、 又廉 恥を 巧め てを る。 
家 光は、 諸 ± 法度を ため、 紳斷 なく 軍役を 相嗜 むべき こと、 身々 に應じ 質素で あるべ ぎを す 文み、 賓 
み 十二 年には、 忠孝を 勵 まし、 禮 法を 正し、'  常に 文 道武藝 をむ 掛け、 義理を 專ら にし 風俗を をる ベ か 
ら ざる ことを 示して ゐ る。 

な 上の かく 幕府の 統治 方針 や 社會的 事情は 自然 武 古道に 深みを 生じた が、 之と おに 德川 時代の 武± 
道を 完成し、 其の 道德的 向上を 資 けを ものは、 擧 者の 樹立が る 武± 道に 關 する 敎義 である。 

武± 道理 論を 組織 立てを 元祖 山 鹿 素行は 「古道 及 武教 ル學」 に 左の 六 箇條を 述べて ゐ る。 

一、 本を 立つ る こと。 卽ち 職々 を自覺 し、 道に 志す ことで ある。 

ニ、 む 術を 明かに する こと。 卽ち ±氣 を 養い、 度量を 大いにし、 氣 節を 离 くし、 大丈 ホを るの 風 度 
を 具へ、 義と 利との 辨 を權實 にし、 天命に 安ん ずる ことを 知り、 淸 廉を尙 び、 冗 政を 旨と し、 规 
毅の おを をす る ことで ある。- 

軍人 精神  八 一. 


軍人 精神  .八 こ 
三 一、 德を 練り、 才 をを ぅする こと。 卽ちあ 孝を 獻 み、 仁義に 據 つて 總 ての 行動を 定め、 物の 道理に 
ょく 通ず るを め 傅く 深く 學問 する ことで ある。 

阿、|自省自巧、 修養：^て德を稽む。 

お、 威儀を 詳 かにす る こと。 卽 ち視聽 、言語、 容貌の 動、 飮 食の 用を 愼 み、 服 制を 正し、 居 宅を 整 
へ、 日な 生活 「敬」 の 一字を 離れぬ こと。  ‘， 

六、 日用を 愼 む。 卽ち をの 日-.^ を 有意義に 送る こと。 

义武 古は あと 義と 勇と 禮と 敬と を 必要と し、 其の 他廳 恥と 名譽に 就ても 述べて ゐる OJ 
齋藤拙 堂は ± 道 要 論に 

± 風 にがては 質朴 剛毅の 風を 尙 び、 禮儀廉 恥の むを 盛に すべきを 說 いで ゐ る。 

古氣に 於て は 恥を 知り、 慾を 忘れ、 て氣 力を 體 中に 橫 溢が しむべ きを 述べて ゐ る。 

± 節に 於て は ±氣 旣に滿 ちを るな 上、 節を 立てねば ならぬ と 論じ、 かくして 氣 節を 巧てば 武壬 とし 
て旣に 立派な ものであるが、 更に 懲 をい へば 道に 志さねば ならぬ。 

道に 志す のは 己れ を 修め 人を 治む るを めで あつて、 庶 巧を 隣む 「勞 、む」 と、 武± の 節操で ある 「恒 也」 
とを 必要と すると 說 いて ゐ る。 古道に 於て はお 必を 去り 道む を おさむる ことを 說い をので ある。 


ま 巧が 陰の ±規 七 則に  . 

一、 凡そ 生れて 人と なる。 なしく 人の 禽獸と 異なる 所：：^ を 知らなければ ならない 。叢し 人に お偷の 
道が ある。 其の 中 君臣 父子の 道が 最も 大切で ある。 おに 人の 入を る 所な はお 孝を 本と する にある。 

一、 凡を 皇國に 生れて は、. 我が 國が 化み に 於て 最も 尊き 所 •むを 知らな けれ ぱ ならね。 蓋し 巧が 闕は 
萬 化 一系、 而 して 諸 大名 も 藤 位を 世襲して ゐ る。 卽ち 人君は 祖先の 業を！！ いご 民を 養 6、 臣民に 
父祖の 志を 繼 いで おに あを 盡 くして ゐ る。 を 臣ー體 、忠孝 一致、 斯 くの 如きは 只 我が 闊 にの みあ 
つて、 他の 闕 にがては 決して 見る ことが お來 ない ので ある。 

j 、 道に 志す は義 ょり 大 なる はない。 而 して 其の 義な 勇に 巧って 生ずる ものである。 

一、 武古 たる ものは 質實 欺かざる をむ て 耍と爲 巧詐文 過を なて 恥と する。 公明正大は これから 
出づ る、 ものである。 

一、 人に してち 今に 通ぜ ず、 聖 贊を師 としなければ 、一 鄙 夫に 過ぎない。 書を 讀 み、 义を尙 ぶは 卽 
ち 君子の する ことで ある。 

一、 德を 成しが に 達する には、 師の 恩と ぶから 受 くる 益が 最も 多く 與 って 居る。 故に お于は 交遊を 
愼 むので ある。  . 

軍人 精神  八 H 
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1、 死 而後を。 装 四 字は 裏は® でる る冀 Q 意義が 廣 い。. 蒙果斷 確乎と 了拔 けざる 是 

れ 死して 後 止む の覺 悟を 擱 いて かにない。 

巧 纏 新と 共に 封建 聲は をく 破た 武ま 獲實 の 實を 失む、 置 年徵お 令發 布を •園 民 皆 

兵と なつを。 武± は 其の 實 質を 失ク をが 古來 ょり 養成 がられを 武± 道の 精神は 依然として 國 民の 腦崔 
に殘 つて ゐ る。  . 

明治 十 辜に 軍人への 賴 諭を 下賜され、 軍な 化の 五ケ 條 にがりて 訓練 さ 巧 統括 さを ことん な 

つち 

懇 々切々 なる 五ケ 條の聖 諭を 拜 し、 日々 奉體 する に 際し、 常に 外來の 文物に 眩惑して 私慾に 迷 ひ、 一 
其の 本み を 忘れて 我が 誠を 巧 濁す る ことなき やを 省み、 克己 精進 大御 むに 副な 奉らな ゴ ならり。 沉 
を 祖先の 遺風を 念 ふを、 かろ 武勇を 語る もの、 常に 皇軍の 本義を 巧 かにして、 議を畏 ち 巧 
じて 誤れる 志向に 陷る ことなく > 义 皇軍と 私兵 傭兵、 其の 他か國 軍との 區 別を 認識して、 思索を 誤つ 
ては ならぬ。 

之を 耍す るに 「必 誠なら されは 如何なる 嘉言 も 善行 も 皆ぅ はへの 裝飾 にて 何の 用に かは 立つ へき」 と 
軍人で ぁる ものは f く 陛下の 股拡 をる を 誠を 磨き 前 ま 諭を 奉體 して、 皇蕾 隻し闊 威を 宣蕩 


やなければ ならぬ。 斯 くして こを 眞に 日本 男子を るの 生れ 甲裴 ある ものと 信ず •」 

第二 章 軍旗 

總 說 

軍旗は 實に將 兵の 精神を ま 酷す る 聯隊 主 飛の 中 也で ある •これを 授け 給 ふのは、 恰も 昔、 錦旗 節 刀 
を 授け 給 ふと 同じで あるから、 軍隊に 於て は 軍旗に 對 する こと、 恰も 大元帥 陛下の 尊影を. 拜し 奉る 
に 等しく、 從 つて 軍旗の さ麾 ねく ところ 水火を も辭 がず、 死生を 顧みず して 勇な 邁進す る こと 煙 下の 
御馬 前に 於け るが かきもの である。 

今 我々 は擇 ばれて 國 家の 千 城と なり、 斯 くも 光輝 ある 軍旗の 下に 起臥す。 霉人 としての 光榮 之に 過 
ぐる ものが あらぅ か。 我々 は 常に ホ 輩の 功業を 思从 、をの 忠烈 義膽 、萬 死を 顧みず 三思 君 國に盡 くせ 
し 赤誠と、 百が 不燒 職に 确ぜ し意氣 とに かへ りみ、 我が 軍旗の 下によ く 勤め、 よく 勵 み、 益 < 其の 名 
春を M する 覺 悟がなければ ならぬ。 

聯隊の 編制 完結す るに 至って、 軍 族の 授與 式が ある。 式は 宮中 お 殿に 於て 極めて 厳肅 なる 儀式が あ 
つて 天皇より 親しく 軍旗を 聯隊 長に 授けら る、 を 例と する。 而 して 特に 左の 赖 語を 下賜 さるので あ 
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ミ 

.勸  語 ， 

0 お 第 00 聯隊 編制 成 ヲ吿ク の テ 今 軍 族 ー踰ヲ おク汝 軍人 等 協力 同 也 シテ益 威武 ヲ 宣揚 シ テ國 
家ヲ保 譜セョ  ^ 

これに 對 し、 聯隊 長 誠 恐誠惶 、謹んで 奉答. 

謹 テ 巧 刺ヲ奉 シ臣等 死力 ヲ竭シ 誓 テ 我 帝國ヲ 保護 セン 

’ 0 お 第 00 聯隊 長 > 
な 上の 奉答を なし 隊 中に 於て 最も 尊が S する 軍旗は 天皇に 對 し敬禮 をす る。 我が 天皇は 天臘大 
神の 御子 孫で 御 直 巧に 御 おしまし、 神聖に して 化すべからざる こと 絕對 的で ある。 諸 か 閃に 於け るぶ 
家 或は 皇帝なる もの、 神の 命を 奉じ 人民を 統治す る もの、 權カ あり 聲望 ある もの、 德望 ある もの、 何 
れ も建闡 な 來の 君まで もな く、 天子で もな く、 幾度 か 易が 革命を 經て 今日に 至つ を 皇帝とは 趣 於 異に 
して ゐ る。 我が 國に 於て 天皇が 軍 撰を 授け 給 ふのは ル國の 例に 於て は說 巧し 盡 くし 得ざる ところで 
ある。  / 

第一 節 軍旗を 死 寺す 


明治 一二 十八 年 一二 巧 七日、 第一 ニ 師團は 此の 日の 拂饒を 期し 李を 堡 附近 强 襲の 部署を をむ。 李 宵 堡は奉 
天の な 巧ち 約 九が にある】 村落に て、 其の 南方 約ー轩 にある 小 部落を 一二 軒 家と 稱 へ、 共に 敵の 本陣 地 
線で ある。 

此の 日 第で を團長 南部 少將 は、 李官 蟹の 西方 約 一二が にある 西 李官堡 にあり て 命令を 下し、 步兵第 S 
十 S 聯隊を して 一二 斬 家に 向は しめ、 步兵第 六 聯隊を して 其の 左翼に 連繫 して 李を 蟹に 當ら しめを。 

午前 お 時 天 未だ 巧け ざるに 左右 兩聯 除の 第一線 前進を 始め、 第 六 聯隊は 第二 大隊 長大 越少が 及第 一二 
大隊 長 白 川少巧 第一線に 立ち、 かくて 第二 大 際のを 力は 午前 六 時 過ぎ 恰も 天明の 頃 李 宵堡の 南端に 突 
入し、 頑强 なる 敵の 拽 おを 排 して 遂に 南半 部を 占領す。 第 S 大隊は 同時に 西 端に お 入し、 西 半 部を 占 
領 す。 而 して 第 S 十一 ニ 聯隊は タ數の 死傷者を 出が しも、 天明 前旣に 一二 軒 家を 占領し を。 

然るに 爾後 敵は 增援を 得て 兵力 益； 增 加し、 熊 家 厨子のを 阜及 其の 附近の 敵 砲の お擊 猛烈を 極め 戰 
沉 不利に 傾き、 化 內第六 聯隊 長は 此の 時 負傷す。 豫備隊 たる 第 六 聯隊 第一、 第二の 兩译隊 は 途中 廊彈 
を 受けて 其の 半を 失 ひを る にも拘らず 來 操し たれば、 志氣 大いに 振 レ 午前 九 時 遂に 李を 堡 のを 部を と 
領す るを 得を。 間もなく 敵の 大軍 東北 方ょり 逆襲し 來 りて 我を 包 園 せんとし、 攻守 地を 挨 へて 接戰と 
なり、 敵は 爆藥 をな て 止 壁を 破壞 せんとし、 我が 兵の 死傷 績 出し、 彈藥缺 乏し 生を 者 僅かに 二 一巧に 過 
軍获  八 ゎ 


ダな かつた。 

午前 九 時 三十 蓋 部を 棄 て、 壽に據 りて、 ± 壁に 銃眼を 設けて 么嘉 巧せ る も •敵を 寞柬方 
ょり 巧 薄し、 我は 彈藥及 手檔彈 將に盡 きんと す。 巧づ て旅團 長は 其の 手權に 僅かに 半 小隊の 騎 おを 殘 

し、 審養 一二 囊を篡 言 装が、 契 1 季ー 農は f 講 愛 達」 を ど、、 f を 能 

はず。 同 聯隊 第 四 中隊は 殆んど 過半の おを み从て 遂に 李 官堡に 入り、 同 聯隊 第一 大隊 長 國故か 化は 第 
111 中隊を 率ゐ 十一 養官堡 に 入り、 旣に 負傷せ る大越 大隊 長 及 北 川第黃 隊長に 代を 畜を蠢 し 
て 現 位置を 死 巧す。 又 國弘少 化に 率 ゐられ たる 第一 二十 一二 聯隊 第 セ 中隊は 送 中 大半の 兵を え ひて 午後 零 
時 二十み 辛ぅじて、 ホ 李 官堡に 入れり。 

斯くて 又 十】 時 十五々 霧 漸く 散ず る 頃、 東方ょり 陸續 前進し 來る 敵の 大兵を 發 見し、 猛 巧なる 射擊 

を 加へ ミを 拒是」 も、 敵囊 Q 勇 琴 加は り、 我が 死靈 t 多く、 璧至 一霞 0 望 殆んど 

第一線の 幹部を 矢む、 彈藥 もホ缺 乏し、 僅かに 現が を 維持せ るの み。  ’ 

然るに 一時 一手み 敵窒 ハの 大部 隊 一里 餘の蓄 に 互り 數 線と をて 逆襲し 來り 、第一 手 一二 聯隊 達 
しどな 圍 せられん とし、 聯隊 長 ま 岡 中佐は 將 兵を 激勵し 第一線の 敵を 擊 退せ しも、 第二 線 部隊 突進し 
ずて 激烈 窒 白兵 戰 となを、. 生を 者は 村 岡 少隻數 名 0 將 校、 步 工兵 約言 震ち も 遂に まへ 


切れず、 聯隊 長吉岡 中佐 戰殁 せられ、 殘 おの 一部は 李 巧徑に 入り 一部は 西 李を 堡に 退き、 s 軒 家は 遂 
に 敵に 落ち、 軍旗は 旗手が 旗 あ 竿に々 離し、 辛ぅじて 後方に 退き、 潮く 敵に 奪は る^の 危地を 脫 する 
を 得た。 時に 午後 ニ 時 二十み でぁっ を。 (日露 戰 を) 

■ 第二 節 西荫 役が 與 植木の 戰 に聯險 旗を 失 ふ 
明治 セ 年の' 江 藤の 亂 、巧み 九 年の 熊 本、 秋 月、 款の亂 は 西 鄕亂の 序幕でぁって •其の 化の 勢、 腿兒島 
の 片付く までは 天下の 舉はホ だ 定まらぬ とい ふ 有様で ぁつを。 されば 前原騷 ぎの 鎭 をした 年の 十一 巧 
九日に 熊 本 鎭臺词 令 長官を 命ぜられ 、新たに 希 典の 上官と なった 陸軍 中將を 干城 も、 其のが 十一 一巧 二十 
二日 熊 本から 霄を鄕 ぶに 送り 「芋 (薩 摩を 指す) も 先頃は 一時 動摇 いたし 候 様子に 御座 候 得 お 先 づは靜 
誰に 歸し候 由な り。 孰れ 他日の 大患は 芋に 可 有 之、 と 被 察 申 候」 とい ふを。 然るに r 薩 人の 勃戀は 孰れ 仙 
日の 大患は 芋に 可 有 之」 などと 悠長に 考へ 居るべき 程の 問 隙 もな く、 をの 赴任し をる 後 僅かに S 巧を 隅 
つるの みに て 巧 お 十 年 二月 二十】 日、 薩 軍は 鹏後國 川尻に がて 熊 本 城 おと 戰 端を 開始し、 なに 所謂 明 
をを 上の 大巧 亂 ともを ふべき 凹 南 驟爭の 端を 潑 しを。 敵は ち 今 無双の 英駆凹 鄕ま之 助で ぁる。 之に 從 
ふ 兵 女は 維新の 戰爭 に實戰 の經驗 ぁり、 若く はお 學校 にて 訓練を 積んだ 懐悍 決死の 薩摩単 人 ニ 萬 人で 
ぁる。 其の上 其の 巧は 時の 政府に 志を 得ざる 諸縣の ± 巧 、何れも 廟堂の む 策を 訓 謗し、 何蔚ぞ をるな 


軍 撰 化 0 ‘ 

らば 竿を 揭げて 起 をん と 待ち 構へ をる もの 多く、 薩 軍の 風向が よかつた らば 九州 一圓 叛軍と もなる 勢 
である。 四國の ± 佐、 お 羽の 庄內 など 遙に 西鄕 に應援 せんと 密議を 凝らしを ものが ある。 東京の 官吏 
中に も 此の 騒の ぶ クサ 銳れに 政府の 顚 覆を 企てを もの さへ あつを。 さても 熊 本鎭臺 司令長官を 千 城 

は 二月 上旬、 薩軍旣 に 叛旗を 飄 へしを と 聞き、 九州 諸 縣の動 靜を考 へ、 此の上は 攻守 巧に 熊 本 振を 祗 

. f 

據 とし 官軍の 來援を 待つ のかは ない。 戰爭 には 未熟の 鎭臺 兵を なて 四方に を 動して 腹背 敵を 受け/、 手 
も 化 も おぬ 様になつ ては 熊 本 城 も 敵の 手に 落る であらぅ。 其の 事 來 九州 一圓を 賊に する 結 巧と もな 
らぅ、 と 胸中 ザく も戰 略を 決し、 二月 十 S 日 訓令を 小 倉の 第 十四 聯隊に 與 へ、 を軍來 りて 熊 本 鎭臺に 
合が よと 命ず。 希 典は 化の 訓令を 受 くる 前に 筑 後久 留 米は 要地の ことなれば ル 倉より 同所に 巧 おし、； 
豫め 不慮に 備 へんと 思 瓜、 其の 趣を 鎭臺に 通じ たれ ども 其の 議は行 はれな かつを。 然るに 禍機 愈， 迫 
り、 熊 本 出張の 命を 受けを ので、 お戰 準備の 間に合 ひし 小 蒼 聯隊 第一 大隊 左 半 大隊の みは 十四日に 出 
發 して 熊 本に 向は しめ、 自身 も 其の 日 熊 本に 入城し を。 やがて 城 中に 於て 軍議が あ。 を。 其の 軍議に 
は 小 倉 聯隊は 兼 松より 山 鹿に おで、 城 かより 城兵と 相應 じ、 賊軍に 當れ とい ふこと に 決しをから、 希 
典は 同 十六 日 熊 本を 發し > 十 わ 日 福 岡に 著し、 福 岡 縣令渡 邊淸と 諸事 打合せ お戰の 仕度を したのに 、一 
を中將 から 更に 電信に て 命令が あり、 同地 おおの 第 十四 聯隊 第二 一 大隊に も 出動を 命じ、 同 十九 日には 


小倉營 所の 餘兵も 出陣し、 共に 熊 木に 向っ を。 巧 二十 二日 植木の 激戰 にて 希 典が 聯隊 旗を M 軍の 奪は 
る、 所と なつを のは 化の 行軍 中の 出來 事で あつを。 

其の 巧 十 セ 日、 希 典は 福 岡に 歸 り、 縣令渡 邊淸と 協議を 遂げ •次で 霞 信 局に がて、 をよりの 命に 接 
し、 福 岡 屯 巧の 第 十四 聯隊 第一 ニ 大隊に も 順次 出征の 準備を なさし めを。 小倉營 所の 餘 おも、 速 かに 出 
征に 上るべき であっ をが、 其の 夜 H ンピ ー ル 銃を 馬關に 在っ を スナィ ドル 銃と 交換すべき 菩が 間にを 
はず、 斯くては 軍機を 誤る とて 同 十九 日 午後 悉く 征途に 上っ を。  . ■ 

同 二十 一日 希 典は 津下少 化を して 第一 大隊ち 半 大隊を 率 ゐて兼 おより 山 鹿に 向は レめ、 吉松少 が、 
靑出 大尉を して 南關 より 高瀬に 進まし め、 自身 も久留 米を 發 して、 夜 南關に 著い を。 同 二十 二日 味 嫁、 
希 典は を 田 軍曹に 兵 四 あを 率ゐ 、ホ發 急行 植木に 到り 敵淸を 偵察せ しめ、 第 S 大隊の 右 半 大隊は、 南 
關を發 して 高 鞭に 到る。 

がるに 此の 日天氣 晴朗 なれ ど、 前日 來の 急行 軍と 雪 後の 泥 路の爲 め 兵 ± 波勞 し、 壯 健なる もの 約 六 
十餘 名で あっを。 かぐて 希 典の 植木に 入りし は、 同日 午後 六 時、 ホ だ 幾何なら ずして、 薩 軍より 銃聲起 
る。 是に 於て 希 典先づ 命じて、 避り に發 砲を 禁じ、 賊の 近接を 待ちて 擊 たしむ。 當時 兵の 訓練 不 十々 
も 禪藥の 缺乏を 虞れ を爲 であった。 化の 時を 方面より 參 々伍 A 來り會 しても 我がを 軍の お數は ニ箇中 
學旗  九】 


際に 足らず、 驛軍 兵力は 不明なる も、 頗る か數 なる がかく 稍 や 久しくを 戟 しを かがは 一時 退 主した 
儘 単一 日-; 退却した る 後半 時間 も 過ぎぬ に、 彼 亦鼓躁 して 來 り、 其の 兵力 前に 比し 頗る 優勢で ある。 
斯くて 賊は白 焉喊し 本道の 戰 •線に 迫り、 一一 裔 "^ら 謹し、 植木の 違畜 園し ち是 にがて 希 典は 
勢の 持久」 難 まを す、 先、、 っ 蓋を iisQ 營手づ 之を 捲いて 少尉 河原 林 雄を 負は」 め、 死傷 
者 及 彈耀ょ 順次に 人夫を して 後方に 運搬が しめ、 殘餘の 彈糧に 火を 放ちて、 煙の 上ぐ るを 合 圖に戰 線 
を 左右に 開き、 右は ちが 少佐、 左は 渡邊 中尉 之を 指禪 し、 千 本 樓に背 進し、 防戰の 位置を 選定すべし 
と 命じ だ。 此の 夜は 恰も 舊曆の 十二 一夜 巧を 玲瑞 、微風 だに なき 良な であっ を。 斯くて 我が 軍は 千本搜 
に 集り、 隊列を 檢 をした るに、 河原 林 少尉 f 人 見ぇず、 希 典 急に 傅 令 使を 馳 せて、 ちが 少佐に 問 ひし 
に 少佐 答へ て 曰く 「本道 最後の 激戰 に、. 河原 林 少尉は、 其の 部下と おに 刀を 揮って 突貫し たれば 或は 
敵中に 陷 りたる や も 知るべからず」 と 希 典は 軍旗を 敵手に 委しを るを 憤り、 お戰し 之を 化 返さん とし 
をが、 衆 皆 之を 諫止し、 强 て 希 典を 屏 ぎて 僅か だ 退却した。 化の 時 河原 林 少尉を 殺して 聯隊 旗を 奪 
ひまり しは 薩人岩 切 正九郞 であっ を 

希 典 一生の 問 化の 事を 苦にし 其の 潔き 自殺の 原因と なっを 程で、 武門の 恥を 知る こと 最も 强 きを 典 
が 之を 終生の 恨事 としをる こと 又 思へ ば あはれ なること である。 (乃 木 大將傳 ) 


第 s 節 軍 礫を 喪失せ る 乃 木 職 際 長の 俊警戰 
.西南の役に 於て は、 將 軍は 少佐の 階級に て、 步兵第 十四 聯際趋 として 從 軍され を.。 二月 二十と 日 
野 津參謀 長は 桐 野 利 秋の 統轄す る 敵の 右冀隊 、午前 十 時 山 鹿を 岀 し、 菊 池 川を 下り、 迫 問 川を 少 り、 
南關に 通ず る 官軍の 後方 連絡を 遮" 節せん とする •.の 企圖 あるを 知り、 一 部隊を U て 玉を が附 をり ニ 局 ぁ 
を 占- 領 せしめて、 此の 敵を 拒止せ しめ、 步兵第 十 阿 聯隊に 急使を なて 川 部 田 渡船場より 進みて 遙拜宮 
の 高地を 占領して 極力 此の 敵を 拒止が しむべく 命令を 與 へを。 

敵は 勇猛を なて 名 ある 桐骄利 秋の 統率す る 薩摩武 ± 、之に 對 する 官軍は 軍旗 喪え 後一 死なて 償 罪を 
覺悟 がし 力 木 少佐の 率ゐ る精銳 、蓋し 化の 一 戰 こを 西南 役の 精華と 謂へ よぅ。 

桐 野 軍は 玉 名 巧 高地を 强 襲して 么を擊 退し、 勝に 乘 じて 巧 致なる 追 擊を巧 ひて 乃 木 聯隊 前に 殺到し 
を。 時に 乃 木 軍は 川 部 田 渡船場に あり。 敵は 拔 刀して 輿 入し 頗る 勇敢に 戰 ふ。 官軍 亦 必死の 勇を 試し 
て 巧戰に 努めを るち 遂に 勝に 乘 ずる 敵の 爲め にこ 箇所の 高地を 奪取せられ を。 將軍 化の 報を 得て 滿巧 
朱を 注ぎ r よし 力 公が 取り返す」 とい ふや 直ちに 軍を 進む。 時將に 暮色 到らん とし 鈍 陽 西 山に おす。 锋 
軍は 第二 大隊 第二 中隊を 引率して 本道 方面より 進む。 自ら 陣頭に 立ち 叱 巧し で 古 氣を妓 舞し、 敵禪中 
に 慕 進し を。 砲丸は 雨靈の 如く 飛來し 白刃は 薄の 秋風に 靡く がかくで ある。 兩軍 相議ら ずを； 化 巧を 


軍 輿 九 凹. 
先途と 奮戰 する 狀 誠に 物 葵し。 此の 時に がける 將 軍の 行動は 賞に 鬼神の 如く、 自慢の 一刀を 揮扣 てを- 
煙彈 雨の 中を 馳驅 す。 一死 喊て 軍旗 喪失の 罪を 償 はんとす るの 覺 悟は 眉間に 表 はれ、 其の 勇 化なる 狀 
は 直ちにを 軍を 奮激せ しむる に 足る ものが ある。 化の 戰 役に 參 加し をる 將 校に 聞く に、 「實に 乃 木さん 
の 勢は おを 詞 もない 程 勇壯 で、 をして 慘瞻 をる 光景 だつ を。 いつも 眞 先に 身を 進める。 敵の 砲 巧よ 何 
故 おの 蜘に 命中 しないと ち ふよぅな 態度で 常にを 身を 露出して 居られを。 我々 部下のを は 乃 木さん ゴ 
かりに 彈 丸の 中らぬ のかと 不思議に 思 ふ 程で あつを」 と。 なて 將 軍の 奮 戰の狀 を 知る ことが 巧來 る。 

性來將 軍は 一度 計畫 しを ことは 死を 期しても 遂行せ なければ 止まない 古で あつを。 敬のを めに よ 裂 
がられを 遙拜 をの 高地を 奪囘 がんと 覺悟 しを 上、 を 兵員を 失 ふ も/之を 敢行す るの 堅 確なる 志を 有し 
をる をな て、 猛烈なる 攻 擊を續 行し を。 然るに 敵 將桐醫 利 秋 亦 一度 血を U て 奪 おしを 陣地を 敵に 委す 
るは 武± の 恥辱な りと し、 激戰 して 凝 破 禪を亂 射しを。 俄然 其の 一 彈は將 軍の 左足を 嘗 通し、 常人な 
らげ 起つ ことお 來 ない 重傷で あつを。  • 

然し 將 軍は 半ば 豫定の 目的を 達し、 而も 敵 兵 稍； 敗を を 表は しを る 貴重なる 時機なる をな て 自ら 勵 
まして、 「何 之 位の 疵 で」 と言扣 、右足には 長靴、 負傷せ る 左足には 草鞋を 穿ちて、 依然 陣頭に 立ち 它 
指揮し ありし も、 漸次 ホ 行 困難と なり、 將 軍は 附近に 散亂 せる 繩を拾 ひ 上げな ロより 疵口に 荀 通し 一一、 


s 度 掃除し を けれど 苦痛を 減ぜず、 遂に っ 春を 持て」 と 呼びて 部下に 命じた。 兵は 墓 家から をを 借， り ホ 
り、 將軍么 に 乘りニ 名で 擔 がしめ た。 將 軍は をに 乘 っを 儘、 正に 酣 なる 戰 場を 馳驢 して 叱巧號 令した。 

斯く のかき 將 軍の 奮闘に 對 し、 敵满く 怯む のを あり。 屢 t 退却の 狀を 目撃せ しこと あっを が、 山上 
の 敵は 额次增 加の 傾向 あって 彈丸 雨の 如く 飛び 來 る。 將 軍の 苦戰 言語に 絕 ゆ。 此の 時 右翼に あっを 藤 
ザ 大尉 も ホ 負傷した けれども 聯隊 長の 有様を 見て 戰 場を ホら なかっ を。 

み 時に して 野津か 將南關 ょり 應援 のた め來 著しを のを 機と し、 力 木 聯隊は S 面から 最後の 樂擊を 試 
み、 奮迅の 勢は 遂に 敵を して 退却の 止むな きに 至らし め、 午後 六 時查く 敵陣 地を 奪 罔す る ことが 巧が 
を。 將 軍の 葛は 额次 重症と なり、 上下 擧 って 入院を 勸め をる も、 將 軍は 肯ぜ ず、 高瀬 ロの 戰 、及 木の 
葉、 田 原 坂に 轉戰 し、 前囘 のかく 春 中に て 指揮し をが、 傷 愈； 重態と なり 遂に ニ 巧 五日 久蘭 づあ院 
に 入院を 謂した。 

將 軍の 執りを る 行動は 實に責 震から 生じを 結 奪、 其の 果蹇る 行 爲は屢 t 不利な 黙を 挽囘 .し、 
ょくを 軍の 古氣を 鼓舞 作興し を ものである。 (乃 木 大將傳 ) 

第 巧 節 軍旗を 燒き 憤死せ る須知 中佐 

る 海洋 上、 萬 事 止ん ぬるを 見て 軍旗を 燒 き、 竿を 巧り、 左を を 顧みて、 ホ 等は 如何にもして 遁れ歸 
覃携.  九 お 


軍 輿 化 A 

り" 山以も 与を すぇ ii 毕に單 せよ と 育 ふ ぉもみらず 敵 熙を觀 りて 憤 巧した るは、 常 陸 丸 の 輸送 お禪 を巧钩 

中佐で あつを。 • 

中佐のを は 源次郞 、一^ 縣 巧手 町の 人、 森 福太郞 のみ 巧、 十六 歲の時 陸軍 敎導團 に 入り 其の 绍年西 巧： 
の 役 起り 化 長と して ぉ征 せし も、 途中 賊軍の 书 をし を爲め 空しく 引 おし、 十一 年 巧知 家を 繼 いだので 
ある。 十四 年 陸軍 壬を 學 校に 入り 十七 年步兵 少尉と なる。 其の後 疵路 聯隊 附 より 近 衞步兵 第一 ニ 職隊に 
轉 じを るが、 故 川上 大將の 知： おを 受け、 繼て參 謀 本部の 副官と なる。 二十 セ、 八 年 役には 大尉に 進み、- 
出 縣大將 の 副を として 九 速 城、 鳳凰 城に 戰 .6 しも、 偶 < 大將 病に I 惟り 共に 一先 づ歸 還し、 更に 野 难大將 
の 副を となり 巧征 す。 飘旋後 少佐に 進む。 S 十一 年 川上 大將 の選拔 により 佛闕 留學を 命ぜられ、 一二 十 
.四 年 八月 歸 朝し 近 衞步お 第二 聯隊 大隊展 となる。 中佐は 術闕 通と して 軍人み に 持て 離されを。 征 をに 
上る 前、 陸軍大臣 秘書官と なりし が 間もなく 大命を 蒙りて 常 陸 丸に 乘 込んだ。 資性 沈默 寡言の 人で、 

財 幾の 際 家族に 何等 言 从殘す 事な く 突然 家を 巧で て 0 巧 0 日乘 船した 旨を 言， 5 越しを。 中佐 叉乘 馬を 
かみ、 馬を 愛する こと 一方ならず。 部下 將 兵に 馬を 大切に 扱 ふ 者が あれば、 大いに 賞揚^、 軍人は 決 
して 馬を 粗末に しては ならぬ と 常に 繰返しを。 中佐の 留守を 守る 夫人は、 jig く 養母に 事っ、 ニ 巧ニタ 
の 養育に 全力を 盡 くしを。 常 陸 丸 遭難の 當 時の 覇琶 歌を 聞く がは、 泣くまい と 思へ どいつ か 眼に 淚 鶴'. 


れ T 哀れなる かな 常 陸 丸、 君 萬 歲の聲 細く、 日は 六月 十 お 日、 夕 口の 波に 散らされて」 と 巧れ 知らず、； 
巧の 歌を 繰 返す が、 道理 切め て 憐れ もなか-^、 深き なみを 殘 して 巧せ る 中佐の む やか 化な らん。 (ロ 
露戰 お) 

第 お 節 軍 顧を 三分して 護る 

關を 聯隊は 首山堡 東南 方 高地 占領の 目的を なて、 八月 邮 一日 午前 冗 時半 敵堡 興へ 突 訝を 試みを。 化、 
のが 關を 聯隊 長は 軍旗 護衛の が 本 中隊を 率ゐて 後方ょり 漸み 行進を 起し、 敵前 約 百 米 0 森が 中で 隊の 
整頓を な レ、 更に ニ、 S 十 米 前進し をが、 敵の が 擊締烈 で 化 姿を 餘儀 なくしを。 がし も 逸れる 軍旗 中' 
隊の 勇者は、 北 島、 和 旧、 渥美の 一二 小隊 長と 化' ハに 突 擊隊に 加は り曜 進した。 軍旗の 下には 苑だ 少數の 
兵を 殘す のみと なっを。. 雜て 夜は 明け放れを。 突 擊隊の 行方不明、 あへ 左へ と 方向を ありて、 と ぁる 
墓所の 近くに 來り 見る に、 軍旗 中隊は 續 々巧 倚 おを おし 二十 おを を 落伍が しめ、 僅かに 謹衞お S 名、 
傳令 一二を を淺 せる のみ。 此の 時關を 大佐は 中 山 少尉に 巧む、 「自 みは これまで 數 多の 戰 場を 蹄んだ が、' 
此の 機な 苦戰 をした 事がない。 然し これ も命ぢ や。 自 みは 此處で 何ぅ にもなる から、 お前 等は 軍 蛾を. 
護って 右方の 藤本 聯隊に 合し、 軍捣 のぞを を 圖れ」 と 命ず。— 中 山 少尉は 聯隊 長と 進退を 化に しを き 願 
は 固ょり なれ ど、 嚴命 なれば 證 方な く淚を 揮って 引 別れ、 數段 ばかりに 離れ をれ ど、 大佐の 身の上 気： 
軍旗  かと 


遣は る、 儘 健康 おを 殘 して 旗 護 兵を 伴 如 少尉 唯一 人 軍旗を 捧持して 百 米餘り 後退し を。 其の 時 一禪辦 
來 つて 少尉の 腰部を 貫く、 少尉が 軍旗を 下に 置き 織帶し •ろ 其の 時 旗 護 兵 落 合 一等兵に 「自 々は 此の 
通り 負傷し をから 凹 冗 人の 護衞 兵を 寄越して 吳 れる樣 聯隊 長に 申 上げょ」 と 大佐の 許に 遣は しを けれ 
ども、 途中 敵彈 のをめ 鷄れを もの か 何の 返事 もな く、 又 護衛兵 も 來る氣 配は 更にない。 み 尉は 重傷で 
なかつ をのを 幸 杉に、 猶 行きを 方 聯隊の 所在を 探り をれ ど 明かで ない。 巧 惑 ふ 一面には 軍旗の み氣 遣は 
れ 、如何なる 危險に 遭遇す る も测り 難く  •聯隊 長の 許に 歸る こを ょけれ と 苦痛を 忍びつ、 歸る 時し も、 
右 肩 及 上膊 部に ニ發の 敵彈を 受け、 倒れを る 儘 前後を 忘れを。 稍； 暫くして む づけ ば 早 や 軍旗のを は 
なく、 四、 五を の輕 傷者が 少尉を 看護して 居を。 事の が 細を 尋ね をれば、 職 隊長は 旣に戰 巧され、 軍旗は 
負傷し を 和 田 少尉、 長を 川 中隊の 祖父 江 化 長 あび 他の 一等兵 一二 名が 旗、 御 紋章、 旗竿を 一二々 してを； 
其の 一を 携へ 後方の が 落へ 避難し をと。 少尉は 覺 ぇず 淚を 呑んで 從卒植 松 一等兵に 背負 はれ、 纖帶所 
に收 をされ を。 此の 日關を 聯隊 長は 自ら 先頭に 立ち、 戰闘 中は 傷を も猶 退く を 許さず と怒號 しつ、 阿 
修羅の 荒る、 様に 指揮され をと。 一 聯隊の 撼將勇 兵が 如何に 惡戰 苦闘し をか^、 關を 聯隊 長を 初め 千 
S 百餘 おの 死傷者を 巧し をを なて 想像 せらる。 (日露 戰 あ) 


第一 ニ 章な 擊 精神  、 ， 

總 說 

作 戰耍務 令 綱領に 「軍隊 ハ 常 ニな 擊 精神 充溢 シ志氣 旺盛 ナラ ザルべ ヵラ ズ 
攻擊 精神 ハを お 愛闕ノ 至誠 ョリ發 スル 軍人 精一: ノ 精華 ニ シテ輩 固 ナル 軍隊 志 氣ノ表 徵ナリ 武技 之-一巧 
リテ精 ヲ致シ 敎練之 ニ 依 リテ光 ヲなチ 戰闘之 ニ 依リテ 勝ヲ奏 ス藉シ 勝敗 ノ數 ハ必ズ シモ 兵 カノ 多寡 こ 
おラズ 精練 ニシテ 且攻擊 精神 ニ 富 メル 軍隊 ハ 克ク寡 ヲなテ 衆 ヲ极ル コト ヲ得 ルモ ノナ レバ ナリ」 

抑： 戰歸 に攻擊 精神の 最も 重要な ことは 最近の 戰 をの 證巧 する 所で ある。 近時 科學の 進步に 伴い、 
あらゆる 科 學の粹 を 集めて 兵器、 彈藥 其の 他 機 域 化裝備 をな し、 顏强 にがおす るに 至つ を。 之に 對し 
常に 寡兵を なて 衆 敵に 當ら なければ ならぬ 巧が 軍に 於て は 再 一二、 巧 四 突擊を U て 之を 破摧せ ねばなら 
ぬ。 巧擊 精神の 必要なる こと 諭を 俊たぬ。  / 

我が 國の建 國は天 照大御 神， が 皇孫 穫 々样 尊に 神蜘を 授け 給い 
「豐 葦原の 千 五 百 秋の 瑞 穂の 國 は、 是れ 吾が 子孫の 王を るべき 地な り。 宜しく 爾 皇孫 就 而治行 寶肺之 
隆 えまさん こと 天壤 とおに 窮り なかるべし」 と 同時に 八 巧 鏡、 天 叢雲 創、 八お舊 曲玉の 三種の神器を 
巧 擊綺神  .九九 


巧 擊綺神  loo 
授け 給へ る 世界 無比の 巧國 であって、 今日に 至る まで 外國の 侮辱を 受けし ことなく、 神武 天皇 即位 元， 
年より 悠久 ニ 千 六 百年を 迎 へを。 古 來內治 化 交に 於て 成 某を 收 めを 事は 幾多の 歷史 の證 巧す るかく、 
先擊勇 古の 赫 々をる 功績に よって 維持され て來 を。 

斯く 有難き 國に 生れ、 皇室の 洪 恩を 蒙る もの 龍 か 報國の 念がない 者が あらぅ か。 楠な 父子の あ烈の 
かき 七生 報 國を誓 6、 廣瀬中 巧、 橘 中佐の かき、 献身 狗國の 精神の 匹 盛に おって 金 廟無缺 が 保持され. 
て來 をので ある。 

攻擊 精神 如何に 旺盛なる も ホ 手を なて 敵を 壓倒 纖滅 する ものでは ない。 從 って 武技の 練磨を 必要と 
する 攻擊 精神の 結晶と もい ふべき 銃 劍突擊 に信賴 せね ぱ ならぬ。 一人 對 一人では ない。 一人よ く數人 
を 驚す をな て 日常 練磨を 要す。 銳近 軍事 科 學の發 達に 伴む、 戰 闘は 頗る 勒强 悲慘を 極め、 或は 空中 戰 
の 爲め豫 期せざる 突號な 策動に 巧づる やもおし 難い。 か、 る 場合に がて 周章 狼 おして 唯觸 然として あ 
るかき は攻擊 精神の 缺 かしを る ものである。 近頃 敵は 頗る 堅固なる 陣地に 據り 巧妙なる 設備を なし、 
加 之 お 器 精巧を 極め、 お擊效 おもを 易に 得られない。 此の 時に 方り 毅然として 自信を 持ち、 が 擊の效 
おを 收 め、 犧粧的 精神を 發 揮し 戰 巧を 獲得す るの 覺惜 がなくて はならぬ。 

要するに 必騰 の 信念を おて 之に 當 るの 覺 悟が 必要で ある。 平素 武技の 練磨に， より 自信を 持ち、 一 辯 


事 如る に 及び 始然 起って 奮闘す るの 氣 力を 增し巧 一二、 巧 四の 突擊 により 戰 おを 收 むる 攻擊 精神を 必耍 
とする。 

戰闕 暗で 漓因信 おは 一二 千の 手兵を 提げて 今川義 元の】 ニ 萬の 軍を 討ち 之を 擊滅 しを。 頗る 攻擊 精神の 

な 盛なる 例で ある。  • 

桶狹 間の 合戰今 川義元 討死の 事 

永璧童 巧を 義元大 軍を 率ち 營 震を 討っ。 東照宮 化の 時 出陣せ さち 丸 根の 磐を を 海 
ス今川 S 軍兵 も議妄 落」、 養 桶 證に轟 せらる。 雲は 素より 鳴 海 も S 出で 防戰せ 

ん との 志な り。 を臣 ども、 大敵 なれば 淸洲を 守り 候へ と諫 むれ ども 聞き入れず 。酒宴して 猿 樂の羅 生 
巧の 曲舞を まは がらた 時、 義 に寒來 ると 淳來 る。 信 長少」 も騷 がず、 人聖十 年、 下 天の 內 

を 競ぶ れぱ 、夢 巧の かしと いふ 處を 、おし 返しぅた いて 忽ち 螺を 吹きを て させ、 物の 具して ホが 僅に 

六騎 、おを 音を を醫 で、 幫の宮 に 龍で、 願を 神殿に 納めら. る、 中ち 軍兵 追慧 塞り 
けり。 源大 夫の 雨より 柬を 見れば、 驚津 、丸 根な め 落された りと 覺 えて 黑煙 立ち上る。 濱 手は 潮滿ち 
たれ* ま、 笠 寺の 東の 道を 一文字に 進んで、 磐々 の 味方に 使を 馳 せ、 其の おを 弓具し 中島の 紫に 至り 
て、 我が 護、 今 川 Q 大軍 悉く 本道へ 繰ぶ し、 寶 小勢な らん 所へ、 川 蔭より 切っ て か、 り、 なち 
攻奪 精神  一 D 一 


協同 一致  ’ 一 0ニ 
勝負を かすべき と 大音聲 にて 下知せられ しか ば、 古卒 皆競从 いさみけ り。 旗を しぼらせ 山 蔭ょり 桶狄 
間に 討ち 向 ふ。 義 元は 駿 州の 先陣 打 勝ちを りと 悅び 、酒 もりして 在りし に、 がし も 天 俄かに 曇り、 夕 
立ぅ つす に似て 風霄 はげし かりければ、 信 長の 兵 か、 り來る 物音を も 聞き わかず、 不意の 戰 にあわて 
をる ばかり なれば、 氷 野太 郞作 淸乂 一番に 首を とる。 義 元の 網 代の 輿を 信 長 見て、 敵の 旗本 疑な しと 
て、 追^を て--- ig はれし かば、 義元も 返し 合せて 戰 はれし を、 服 部 小 平 太 鏡を つけ、 巧 利 新 助 其の 
首を と 0 をり けり。 左 文字の 太刀、 松 倉鄕の 刀を み 捕に すと いへ り。 (常 山 紀談) 

第 四 章 協同. 一致 

作戰 要務 令 綱領に 「協同 一致 ハ 戰闘ノ 目的 ヲ達 スル 爲極メ テ 重要 ナリ 兵極ヲ 論ゼズ 上下 ヲ問 ハズ戴 
力 協む を 軍 一 體ノ費 ヲ擧ゲ 始メテ 戰闺ノ 成果 ヲ期シ 得べ ク 全般 ノ 情勢 ヲ 考察 シ を； 其ノ 職責 ヲ重 ンジ 
三思 任務 ノ 遂行 II- 努力 スル ハが チ 協同 一致 ノ 趣旨 II 合 スル モノ ナリ而 シテ諸 兵種 ノ 協同 ハ步お ヲシテ 
其ノ 目的 ヲ 達成 セ シムル ヲ圭眼 トシ 之ヲ 行フヲ 本義 トス」 

戰國 時代に 毛 利 元 就が 或る時 子供を 集めを 自 をして 箭 一本 宛 折らし めを。 皆を 易で あつを。 後 子供 數 
だけを 纏めて がら しめたが 中々 がれな かつを。 冗 就 之を 見て 巧め て 言 ふには 化は 戰國 時代で あつて、 群 


稚割據 の 時代で 兄弟 力を 合せを ら强 敵に も 決してを 易に 敗れない と 言った。 卽ち 協同 一致を 說 明した 
ものである。 

化の 中の 事を 成す に 力を 戮 せて 巧へ ば 如何なる 大事 業で も 巧 就し ない ことは あるまい。 が じ 力を 合 
はす だけでは 尙 足りない、 必ず 也を 協せ なければ ならぬ。 必と 力と を 併せ ー團 となり、 目的に 巧つ て 
其のを 幅を 傾注す る。 之を 協同 一致と いふ。 協同】 致の 力は 實に 偉大な もので、 人間業に はお 來 ない 
事柄 も 安 々とお 來る ものである。 

明治天皇 御製  ' 

黑鐵 のまと 射し 試し ある ものを 
貫き 徹せ 大和、 むを 

綱 引の 競技を 行 ふに、 最初 足場を 固め 皆 此の 綱に か、 り 協同 一致して 力を 合せ 「ヨウ— ィシヨ」 「ヨ 
ウ I ィシヨ」 と氣 勢を 擧 げたなら 容易に 貸け ない。 然るに】 方に 於て 力の 合せ 方が 一致し ない、 體の位 
厦蟹 確を 缺 き、 腰を 擧 ぐるな ど 協同 一致の 行動を 缺 いたならば 必ず 敗者と なる。 . 

軍隊 も 一っの 集合 團體 である。 其の 隊長の 指 輝 命令の 下にを 兵に 至る まで 協同 一致して、 目的に 向 
0 で 團結强 固に 邁進したならば 必ずや 成功の 疑は ない。 然るに 一兵 にても 自己の 本務に 向って 協同】 


軍紀  let 
致の 精神を 缺 いを ならば 成功は 巧來 ない。 軍隊に 於て は 上は 元帥から 下は 兵に 至る までを々 の 階級が 
あって •其の 階 紙に 從 ってを t 任務を 異にして ゐ る。 協同】 致の 實 を擧げ るには 己が 任務に 巧って 誠 
む 誠意 奮勵 努力したならば、 を 體の成 巧は 期して 疑は ない 箸で ある。 若しもを 兵に して 其の 本み を 盛 
< さず、 怠 俊に して 軍紀を 亂 して 上下 一致の 行動を 破り、 を體の 目的を 阻害す るが かきは 深く 巧 憤を 
がへ なければ ならぬ。 

ー萬顺 級の 汽船が あり、 船長 U 下 二百 名の 船 貴 あると 假定 する。 總て 船長の 指揮 命令に ょり 働か ば 
か 何なる 波濤に も 暴風に も 打ち勝ち 豫定の 航海を 經て 目的 避に 安 著す る ことが ぉ來 る。 然るにを 乘組 
員の 中 一人で も 船長の 命に 服從 しなかったならば 忽ち 船は 麵 薇し、 暗礁に 乘 上げ 遂に ロ 的 避に 到る こ 
とはが 來 ない。 協同 一致の 效果か 何は 實に 明瞭で ある。 人に ょり 薇の 巽る かく 意見を 異なに すると 雖 
も 大方 針に 基き 船長の 命に 服從 し、 協同】 致して 自己の 意見を なて を 嫁して はならない。 

第五 章 軍 組 ♦ 

總說  - 

軍紀とは 規律を いふ。】 つの 團體を 構成して、 秩 がを 維持し、 統一した 團 結を 讚 固なら しむる には 


規 傅を 必耍 とする。 

作戰 要務 令 綱領に 「軍紀 ハ 軍隊 ノ 命脈 ナリ戰 場 到ル處 境遇 ヲ異 ニシ且 諸種 ノ 任務 ヲ有 スルを 軍ヲシ 
テ 上將帥 ヨリ 下 一兵-一至 ル 迄 脈絡 一貫 克 クーを ノ 方針 ニ從ヒ 衆必 一致 ノ 行動 こ 就 力 シメ 得 ル モノ 卽チ 
軍紀 ニシテ 其ノ弛 張ハ實 二軍 ノ 運命 ヲ 左ち スル モノ ナリ 而シテ 軍紀 ノ 要素 ハ 服從ニ 在リ故 ニを 軍ノ簿 
兵 ヲシテ 身命 ヲ君國 ニ献ゲ 至誠 上長 ニ服從 シ其ノ 命令 ヲ 確守 スル ヲ な テ 第 ニノ 天性 ト成サ シムル ヲ要 

ス」 

.服從 は 軍紀の お 源であって 頗る 熏 要な ものである。 終始一貫 誠む 誠意 服從 する 事 がげ 要で ある。 戰 
闘 問 適時 命令を 雙動 S する 指示 Q 下達な さ 場合に 於 了 もょ くを 般 Q 情勢を 達觀」 冒 Q 巧 動を 
律すべき もので—。  • 

軍隊 內務書 綱領に 「軍紀 ハ 軍隊 ノ 命脈 ナリが ニ 軍隊 ハ 常 n 軍紀 ヲ 振作 スル ヲ耍 ス時ト 所トヲ 論ゼズ 
上 下齊 シ ク 法規 ヲ が守 シ 薪誠1^ テ 軍務 -1 努力 シ 命令 必 ズ 行 ハ ル 是 ヲ 軍紀 振作 ノ 實證 ト 爲 ス 」 

，ぶ 隊に 軍紀の 必 嬰なる は 戰闢を 目的と して 死生のを に從 をを るに ある。 殊に 上級を の監邮 化に 於て 
軍紀を 亂 すが かきは 巧 萬の 兵 あっても 烏な の 衆と 同じで ある。 軍人を る もの 深く 意を 化處 にぉめ 軍隊 
の 相 神を 鍛鍊 せわ ばなら ぬ。 常に 軍紀に 慣れ 知らず 識ら ずの 問に、 がの 行動は 自然に 規律 的に 行 はれ、 
軍紀  S 五 


軍紀  一 0 六 
教て斯 く すれば 軍紀を 破る とか 破らね とかを ちへ ず、 j . 擧 一 動が をく 軍紀 的 動作に なるやぅ 第二の 天 
性たら しめる のがげ 要で ある。  _ 

敎 練に 於て 一兵が 不 軍紀の 行動を しを 場合に、 若し 上宮の 目に 觸れ なかつ をと ぞ むして 逐次 波及し 
たなら ば、 遂には 全軍の 崩 壤を來 をす や も 知れない。 

服裝に 於ても 兵が 軍紀を 亂し 華美な 下着を 著 用し、 贊澤な 日用 おを 所持したならば 暫時に して 傳播 
し 終に 收 拾し 得ない 有樣 となる。 

敬禮に 於ても 不規律な 行， 5 は 全般に 傳 はり、 刺 諭の 精神に 反し、 其の 部隊の 價 値に 關 係を する。 

陸軍 禮式令 綱領に 「禮 儀ノを スル 處 軍紀 自ラ 振作 シ 軍紀 ノ を スル 處禮式 ノ服行 必ズ嚴 正 ナリ」 と あ 
る。 其の 他行 軍、 武器 使用、 勤務の (內化 おに) 動作に 於て 上 長官の 監視は 常に 徹底す る もので ない。 
故にを自は軍人精神を^:^て服從を守り、 監視外と雖も已れの本みを自覺し、 之を盡くすには誠を^:^て 
し、 荀も 軍人の 本分のを する 所は、 一 令の 下に 直ちに 水火の 中 も 突進し なくて はならぬ。 此の 覺 悟が 
あつを なら、 日常の 事 常に 法規を 嚴 守し、 命令に 服從 する 如きは 誠に 容易な ことで あらぅ。 

第一 節 軍紀は 傘、 扇子の 要の 如し 

巧紀は 吾々 の 使用す る 傘 (洋傘 共) の 横な ものである。 傘は 布 (紙) と 骨 (鐵又 竹) とを 一本の 柄に 結 ま 


して 尖端を 細 線 (紐义 は 針金) で 結合して なる。 之を なて 雨 雪を 防ぎ、 或は 日光の 直射を 巧ぐ 用に 供し 
てゐ る。 軍紀は 恰も 排 (針金) である。 傘の 效 能は 此の 紐 あるが 爲に 傘の 用に 足る。 若し 一旦 暴風雨の 
爲め切 斷せば 其の 用を なさぬ。 若し 班が 弛緩したならば 雨漏りを 來 をす こと、 なる。 要するに 此の 紐 
の 巧 著す る 事に おって 始めて 其の 用を なす。 是れ 軍紀 嚴肅を 必要と する 所な である。  、 

叉 吾々 が 夏期 使用す る 扇子に 竹の 尖端を 結合す る 軸の かきもの) が 必要で ある。 之が 破損し をら 
扇子の 用を なさぬ。 軍紀が 下 度 之に 當る ものである。. 

第二 節 大迫將 軍の 軍紀 談 

今 砂の 一握を 取って 投 ぜんか 四散して 其の 力は 零に 等しい。 是れ 軍人 精神が 涵養され ず 軍紀が 絕無 
の 狀 態で. ある。 

之を 紙片に なんで 投 ぜんか 旣に 其の 力は 增 す。 尙 紙に 代 ふるに 鉛を なて し、 尙 之に 次ぐ に鐵を W て 
せんか、 包裝 益： 堅く 其の 團結 力は 逐次に 增加 する であらぅ。 其の 包裝 たる 紙たり 鐵 たる もの 卽ち法 
をな てぶ 即せる 闊 結であって、 紙の 逐次 變 じて 鐵に 化する は 恰も 法の 寬な るょり 逐ホ嚴 なる に 至る が 
かきもの である。 

其の 內 をの 砂に 化 ふるに 鉛片 と、 みに 鐵片 とせん か、 其の 威力は 獅 次增大 する であらぅ。 是れ敎 育 
軍-担  一 0 
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からず と 思 ふ。 がん や r 將可レ 樂不レ 巧 レ 憂」 とい ふが 如き 簡單 なる 而も 意味深長なる 趣意を 將 軍が 服 骑 
して 部下の 軍紀を 維持せられ をなら、 恐慌と か 或はを 利の 妄 進と か稱 すべき 軍紀 上の 破綻は かしてを 
からぅ とが ふ。 

第 六 章 服. 從 . 

軸 諭に 「上を の 命を 承る こと 實は 直に 朕 か 命を をる 義 なりと む 得ょ」 と 御 諭に なつて ゐ る。 

軍隊 內務書 綱領に 「服從 ハ 軍紀 ヲ 維持 スル ノ要道 タリ 故 ニ 至誠 上官 ニ服從 シ其ノ 命を ハ絕對 ニ之ヲ 
勵巧シ 習性 ト成ル _ 一至 ラ シムル ヲ要ス 而シテ 服從ハ 高潔 ナル 犧牲的 精神 ヨリが デ彈丸 雨注 ノ問 尙克ク 
身命ヲ君國 ニ 献ダ 一 意上をノ指揮 ニ 從フ -1 至ル ベ キ モ ノ ニ シテ其/么ヲ致ス所^:^ノ道 ハ 上時ホプ自ラ 
法則 ヲ がず シ 命を ヲ 遵奉 シ な テ 服從ノ 範ヲ垂 ルル ニ 在リ」 

軍隊な か 何れの 社 貪に がても 上下の 關 係が あって、 克く 秩序が 維持され て 其の 業務は 進抄 して ゐ る。 
之は を < 其の 職み を 確守し 上長の 指揮 命令に 服從 して ゐ るからで ある。 銀行、 會 社、 團體 など 皆然り 
である。 之に 反し 服 從の德 が亂れ をなら 忽ち 統一を 缺き 瓦解す るに 至る。 軍隊に がて 服 從を缺 いたな 
ら 指揮 統一を 缺き 軍の 目的に 反す。 刺 諭、 內務書 綱領に 於て 之を 巧め てゐ る。 

巧來 人は 生れながら にして 事の 善 惡を辨 へ、 物の 道理を 知る もので ない。 其の 身を 修め、 業を 習む、 


智 恵を 著る は、 望 蓋、 師長の 敎 へに 從从 、道を ぶて 身を 律す るに 因ろ 吾人は 我が 意を ほし"" 
ま、 にし、 ま 命ずる 巧 下 之に 從 はなければ 世は 壞亂 に— であらぅ。 されば 庭訓に 後、 語を 
守る をを めと」、 國 法忆资 、君命を 奉ずる 忆 至る まで、 終生 服從の 德を畫 とする 
Is て 卑屈な t との— 考 へ、 人の 議を受 くるを 皂恥づ ミ f 考 へる の寞 なる 誤り 
であ ミ 是れ酿 倭 曼薑ち 基く もので、 眞の 薑复る 者は 服が をな て 巧ぢと f レ义上 
長上— ぎ、 命令 堯— ざる— 響 ミ— るえ ないで はない。 I 如きは 騎 f の- 
を 制し 靈—つ 力— をで をり。— となる に 足らない 。「不遜に しるて 章— を 
と あろ 年少の 血 氣に乘 じ、 服 從の德 を 缺く樣 な ことを む。 

ミ 服— 類—。 屈 51 づ べし。 信— ひ， 知 つて從 ふ— であろ 

軍隊 內務實 「部 了 ル 者 主 f I スル ハ 窺 ナル 場 言 問 ハ ズ曼嚴 重 ナルべ ご 1 

I が—— なるこ— ミれ、 叉 「命令 ハ 謹 デ之ヲ す？  i 弓べ をシ —羣 當ヲ 
r 阳 I 其 ノ祖參 1 1 サズ」— 11 を—； 「一— i シ タル 

I 對シテ ハ— 見— スルト キト— ニ— クシ— 上官 ノ意—ス 一し^;; 

ペン」 と あろ 上官と 意 量 異にして をに 服從 する は 義務で も あり 繼 でも— 但么ヵ 萬 

• ニ 一 
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獨 斷 ’ 

條理 であれば 言 己ニ對 スル 他ク— 理ト考 7 ト 中, f 徐 。ニ 順序 ヲ經 SI— 奠ノ 直上 
所屬 隊長 ニ 上 ミこ 妨ナ こと あつて をて 屈 脈を 趟對强 制すべき もを ミい、 徐を 互の が 
禮 である 事を 敎 へられを ものである。  - 

第 ま早獨  斷 

作 載 置を® を 亢ソ義 ノ事夕 ル 獨斷ヲ 要； 7 頗ル多 シ而シ テ獨斷 ハ共ノ 精神- ~曼 ハみ 
シーア— ふ 反 K ル モノ ニア ラ— ニ 去 ノ意圖 ヲ—シ 大局 ヲ判斷 シテ狀 況ノ變 化 ニ 應ジ自 ラ其ノ 
目的 ヲ 達る ヘキ 最良 ノ方 法ヲ 選ビ資 機を ヲ制セ ザルべ ヵラ ご 

画とは {E 胃與 へらを 任務 S 了、 喜の 蠢長 せざる 置 居が 了留」 得る 程度に つい 

ていを である をれ なにを て 服從と 違背す る もので ない。 動 もぶ ば自 山、 な縱 など、 誤解し。 

が手薩 Q わ 動を 學醫是 得る も Q が， t。 をを に 平素を 志 sf 詳 知ん、 囊 に陷ら 

ぬ やぅ 注意すべき である。  一 > . 

抑； 獨斷は 主と」 て 戰岡暫 於け る 雷を いふち— を、 戰 局の 大勢^ 達觀」 量宮 謹に 

宣— 行動す、、 へ畫 I。 戰 質を 於 了は 表 6 へ 臺く美 愛る もちを をら かし 
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て專 をに 互らざる 様 注意すべき である。 巧務 にがても 獨斷を 要する 場を が往 々ある。 物品の 裝霞 、聲 
頓 、破損、 綠失 等に 就て は トー 級を に圖 0 決を すべきに 獨斷 にて 處理 しがの 後發 見す る や 自他 共に 迷藏 
を 蒙り 秩序を 亂 し、 軍紀を 破壞 せざる を必耍 とする。 か 巧 ホに がても 火急の 場合 獨斷を 要する 事が あ 
る。 天 巧、 交通事故 等に 就て は 一々 指示を 仰ぐ 暇な き 時は 自己の なむに 省み、 軍人た るの 本々 に 悼ら 
ざる かを 熟考の 上、 適宜 處 置を なし、 歸營後 直ちに 上官に 屆吿 する ことが 必耍 である。 

要するに 完全なる 獨斷 はか 何なる 變 局に 處 しても 上 軒の 意圖 にを する かく 適宜 處檀 中る ことに 屬す 
る もので あらねば ならぬ。  . 

■第 八章步 兵の 本領 

步兵 操典 綱領に f; 步兵ノ 本領 ハ 地形 及 時期 ノ 如何 ヲ 問ハズ 戰圆ヲ 實巧シ 突擊ヲ W テ 敵 ヲ鐵滅 スルち 
お リ而シ テ 步兵ハ 蹤ヒ他 兵種 ノ 協同 ヲ缺ク コト アル モ自 ラ克ク 戰闘ヲ 遂行 セ ザルべ カラ ズ 
步おハ 常 ニ 兵器 ヲ 尊重 シ哪藥 、資材 ヲ節川 シ馬ヲ 愛護 スべ シ」  / 

本領とは、 もち まへ、 特 を、 又 流儀と もい ふ。 秀 まは 秀 まの 本領が あり、 信 長には 信 長の 流儀が あ 
る。 人を る ものは 終始一貫 せる 本領なる ものがなくて はならぬ。 本領は 素質、 體質 にょるの が 勿論で 
■ホ 兵の 本領  . ニ 一二 


必勝の 信を  _ _ R 
あるが、 敎育及 習慣に よりて 助長せ しめる 事が お來 る。- 
步 兵の 本領は 突擊を かて 敵を 纖滅 せよ と ある。 ホ. づ銃劍 術の 練磨を 必要と する。 一人よ く數 人を 驚 
すの 伎倆を 要すん。 次に 攻擊 精神を 要する。 この 精神は お 君 愛國の 至誠と 献身 确國 の大 節と より 發す 

る 軍人 Q 精神 S 華で 意。 養を 依り 5 を 致」、 1 依り 了 光を 放ち、 麗を がりて 勝 
を 奏す。 蓋し 髮の數 は 必ずしも 兵力の 多寡に 依ら ス 精練に して 畳霸普 富める 震ち 克く 

寡を なて 衆を 破る ことを 得る ものである。 

步 兵は 縱^化 兵種の 協同を 缺く ともお 擊を て 敵を 制壓 し、 最後に 於て 銃劍 をな て 巧 一二ち 四 突擊を 
敢行して 敵を 燕滅 する の意氣 がなくて はならぬ。 是れ卽 ち ホ 兵の 本領で ある。 

第 九 章 必勝の 信念.* 

作 戰耍務 令 綱領に 「必勝 ノ 信念 ハ ま トシ テ軍ノ 光輝 アル 歷あュ 根源 シ周重 ナル^ 練 ヲなテ 之 ヲ培蒙 
シ 卓越 ナル 指揮 統帥 ヲな テ么ヲ 充實ス 

赫 々タ .ル 篡ヲ有 K ル 國軍ハ 卿 囊霞ノ 精神 ヲ議シ 益 t 訓練 ノ精 f 重* 幫慘 f 覇ニ韋 

V トモ 上下 巧 信倚シ 毅然 トシ テ 必勝 ノ 確信 ヲ持セ ザルべ ヵラ ズ」 


倩を とは 信 巧.、 自信の 念の 義で 、必勝の 信念とは •きつと 勝っ とい ふ 自信の 意で ある。 

武 女は 食は ね ど 高 楊枝、 鷹は 飢是て も穗を 摘まず とい ふ 言葉が ある。 是れ德 川 時代の 武 女の 意氣を 
ホし セ もので、 武 女は 食は なくても 食っ を 様な 風に 楊枝を 使って、 我慢を し武 古の 體 おを がって ゐる e 
ホ來 鷹は 肉食を まとす る 鳥類で あるが 飢えても 硝穗を 摘む 樣な 他の 一般の 鳥類の か. きこと をし ない。- 
共に 瘦 我慢を 言 ふたので ある。 

花は 徵卞 人は 武± 。是れ 日本 武± が 世界の 唯一な ことを 述べを。 我が 國の樓 は 淸楚で 高潔で あり 一 
時に 開き 一時に 散る 模樣 を武 古に 喩 へたので ある。  - 

歐洲を ± を席卷 がる 獨 逸の 總統 ヒット ラ ー げ- Possible. を 嘻へ電 擊作戰 をな しっ、 あり。 彼の 
带ト八 世紀の 初に ナポレオンが 北 伊太利 進軍の 際 アルプス 越えに 於て 非常な 難行 軍に 兵は 疲勞 困鑛し 
た、 奈 翁は oa  ロ n ミは 辭 書から 除いてし まへ と P 戒 しを。 雙方 共に 不可能と いふ 事は ない とて 目ち 
必勝の 信念を 最初から 懐いて ゐ をので ある。 

日露 戰役中 奉 天 會戰に 第二 軍 第一 ニ 師團は 李官堡 、ニ 一軒家 附近の 戰 闘に 陳 地の 奪 おに 數囘の 攻攀に 巧 
ど兩 聯隊を 滅に漸 しを る も 更に 突擊 して 終に 之を 占領し を。 第二 一軍は 旅 順 ニ 0 一二 高地の 攻撃に 於ても 
敵の 爲に 何囘も 取り 戾 され 乃木將 軍は 巧 駭の爲 に 山形が 變っ をと 述べて ゐ る。 化 等は 必勝の 信念が 將 
必 傑の 信を  ごを 


軍の 也の 中に 燃えて ゐ をので ある。 我が 軍の 占簡 しを 地は 尺寸と 雖も 敵に 委して はならぬ ことを 賞 地- 
に 履 巧し  をと  とは 戰 をの  證 巧す る處 である。 

我が 國 民は 元來 誠意 お實 であって、 献身 狗國の 精神に 當 んでゐ る。 一身を 犧牲 に. して お闕の 巧に 盡' 
くす 精神は ち來 ょり 禀 けを 處 である。 化の 精神が 過ま數 罔の 戰 役に 於て 常に 寡を なて 衆を 破り 赫义を 
る 名か聲 をが したので ある 

將來 ともこの 勝たねば 止まぬ 必勝の 信念を なて、 克く 上下 協同】 致の 也を 壞 養したならば 必ず 榮 冠. 
を 得る こと 疑 私な きものと 信ず。 

第 十 章 努 力 

元來 人生は 徹頭徹尾 お 力で ある。 生れる 時には 旣に 生れる 努力が あり、 死ぬ 時には 死の 巧 力が あ 
る。 努力な しの 人生は ない。 總 ての 人生の 幸福 卽ち 慰安、 休息、 愉快 も 巧 力なし では 得られない。 毎 
日 遊んで 居る 人に 日曠 、祭日の 有難 味は ない。 實に歡 喜、 慰を、. 成功、 休息、 富貴 其の 他總 ての 人生 
の 幸福は 巧 力を 通じての み 初めて 得らる、 ので ある。 义擧理 の 上から 見ても お々 巧 力は 生物の 生命で、 
動物で も 植物で も 巧 力を 續 けて 生きて 居る ので、 其の 巧 力が 止めば 死滅す る。 卽ち巧 力を 欲せざる 人 


は 死を 欲する 人で、 苟も 生きん と 欲する 人は 須く巧 力に よりて、 其の 仕事を が 白く 瑜 快に 樂 むべき で 
ある。 

巧 語に 曰く 「人 一度び して 之を 能く すれば 己れ は 之を 百度び し、 人 十 度び して 之を 能く すれば 己れ 
は 千度び す。 果して 此の 道を 能くす る 時は、 愚と 雖も 必ず 明かに 柔と雖 も 必ず 强 なり」 と 天才 も 努力 
して 修養し なければ 常人の 勤勉して 銀鍊を 加へ たものに 及ばない。 織 巧 信 長 曰く、 「嗜 みの 武邊は 生れ 
ながらの 武邊に 勝れり」 と。 論 曲のを 人 觀世左 近日く T 謠に 一二 病 あり。 聲の よさと、 覺の つよさと、 
お 子の き、 をる と、 此の S 事備 はれる 者は 多くは 成らず」 と。 ネが あつても 恃 むに 足らない。 ホな く 
て も 悲しむ に 足らない。 成業の 道は を ご 勤勉 努力 あるの み。 賴 山陽は 人から 天才と 稱 へられを けれど、 
自らは よく 刻苦す る ものと して ゐ た。 

事の 成る と 成らざる とは、 運 不運に 因る こと あるけれ ども、 運は かから 來る もので、 我が 力の 及ぶ 
所でない。 我は 唯 我が 力を 盡 くして 勤勉す るを 道と する。 且 我が 運命 か 何ともし 難いと 思は る、 こと 
も、 其の 事は 運で ない。 屈せず、 燒 まず 努力す る 時は、. 案が に 事の 成る ことがある。 是れ 我から 運を 
開く とい ふ。 

慎 停を 望む は 甚だ 賤しむべき 事で ある。 お 停を】 度 生ずる 時は、 著實に 勤勉す る氣カ 忽ち 衰へ 、遂 


を 劣な 拿 段を 講ずる 忆 至る。 旦燒 管よ つて ー鬟を 得る ことが 窒て もを 成敗 襄 して 堅 
實 なをで ない。 弯 は、 醜寞 敗に 終る もので あろ 總て籍 に 流た 鶴 俸を 願を、 志 曼 なら^ 

ず 目前の 誘惑に 打ち勝ち、 苦勞 にがおす る 力なき に 因る。  . 
要するに 總 ての 情勢に 鑑み 時勢に 適擎る 巧を 一身 一家を 幸福に 導く 所な であろ 我 もを り， 

彼ち 人な りの 言の かくに 巧 力せ よ。 

「鍛 へを る 鐵は黃 金に 優る」  ， 

黃 金は 雙 ず」 5 量な 物 P をる。 薑星奚 を享る 者は 自ら 尊 兵衰篇 稀で ある 

鐵は 多く 產し 、差して 高貴な 金屬 ではない が、 之を 名刀 區 をして 鍛鍊 せし むれば 一二 尺の 秋氷ム 目く 數萬 
金に 値」 黃金 Q 幾 倍なる を 知ら も 0 が ある。 吾人を 鐵と 例を を完 々と」 了 過 こが ば 鈍刀で あ 

り 或は V ヶッ でを り 釘で t。 而もを 薑」 をなら 寶 朽ちを— ぅ。 人間 窒 S 寡 藤を る 

の 鐵 えは ま鑛鍊 Q 方 和宮ら 異ならな をを"^ ぬ。 卽ち鐵 はを 刀た® 鍛鱗 にがつ 了 銘刀と なる， で 

、よか 部を だけ QS 璧隻 を。 詔な を 思誦警 ち、 藉 なる 夏 S 育 も、 軍隊 敎育 

も 萬を」 て證 がる 人物を レめ をで— を。 人間は 唯 他人より 鍛 へられる 0 み 裏つ 事な く 
自ら 鍛錬し なければ ならぬ。 而も 其の 鍛錬は】 生涯 繼績 する を 要する。 而も 黃金 なれば 手 入を せず と 


も錯 はせ ぬが、 吾人は 鐵 なれば こを 手 入を しなければ 錯も する。 數萬 金の 銘刀 も 一 錄の價 値 もな くな 
る 虜れが ある 如くで ある。 义鐵は 一旦 鏡れば 錯を 呼ぶ ものであるから、 絕 をざる 銀鍊 修養が 必要で 
ある。 豐太閣 は 實に鐵 を 自ら 鎮 へて 銘刀と なしを 者の 御手 本で ある。 古今東西に 斯 かる 例は 乏しくな 
い。 殊に 吾等 軍人は 精神、 身體 、學 術の 銀鍊の 必要なる こと 常人の 比で ない 事を 知ら わぱ ならない。- 

第 十一 章 困苦 缺乏 

人生は む 身共に 健全で 自 々に 課せられを 業務に 勤勉で 居れば 非常に 喩 快で 喜ばしい。 而 して】 生涯 
一度 も 艱難に お峻 さなければ 實に 幸福で ある。 

元來 艱難は 自然界、 人事 界 から 起って 來る ものである 。自然が からは 天災、 地鬟 、水害、 早 魅で あ 
る。 人事 界 から 來る ものは 自 々から 惹起す る ものと、 他人から 自 かに 起して 來る もの、 猶 不可抗力 か 
ら來る 災難が ある。 何れにしても か、 る 艱難は 一生 免が る ことが 巧來 ない もので 必ず 之を 克服す る覺 
悟が 要る。 總て 人生の 艱難は む 身の 試練と して 寧ろ 直面して 之に 膺 り、 悉く 之を 征服して 更に 向上 發 
展を遂 ぐべき である。 之を 登山に 鬟 ふに 一つの 山を 郁 脱し、 更に 次の 山と 次から みへ と 征服 すれば 勇 
ちは 益 < 加 はり 頂上に 達する ことが お來 る。 人生の 幾多の 画苦缺 乏に堪 へる の も かく あらねば ならぬ • 
困苦が 乏 こ 九 


あ苦缺 を.  - ニ -C 
刀劍の 鑛鍊は 最初 を 炭で 燒 き、 赤くな つた 時金權 にて 二人で 巧ち て 巧 素を 逐 おし 水に 潰け 

砂を を 文 •管. 打ち、 折り、 曲げ 更含 湾ち ち、 數十 度證」 管 穂で 巧ち、 大劈 0 おに 造り 

上げ、 硏 ぎ、 燒き效 を 入れを 刀に 仕上げる。 名刀は 斯 くの 如く 非常の 鍛 鍊を經 なくて は出來 上げる も 
のでは ない。 人 もホ然 りで、 社會の 荒波の 中に 於て 幾多の 闲苔缺 乏に堪 へ、 悉く 之を 克服して 初めて 
一人前の 人と なる ので ある。 

熊澤蕾 山の 歌 - .‘ 

憂き ことの 猶 この 上に 積れ かし 

限り ある 身の 力を めさむ 

人は 斯く のかき 意氣 込で、 か 何なる 困苦に も 巧ち 勝ち進むべき である。， 世の中に 克服 巧來 ない 様な 
艱難は ない 答で ある。 とい ふ 元氣で 勇往邁進すべき である。  ’ 

處が 一度 艱難に 巧晦 はしたなら、 忽ち 志 氣沾衷 して 自殺を かて 礫 死、 海に みを 投げ、 喷 火口に 飛び 
をむ 者が ある。 實 に意氣 地ない 化 業で ある。 一命を 捧げて か、 れ ばか 何なる ことで も化來 る。 苟も 命 
を 巧すなら 罔 家の 爲め 或は 社 會の爲 でなければ ならぬ。 巧來靑 あに あを 殘 した 人は 偉人 傑 ± で を 社 

貪の 爲め是 る 馨と戰 つて 之を 壺」 た 人で 窒 。墓、 璧 0 如— なおる。 程 公は 一朝 響 


にあ 从、 j 家は 忽ち 覆が され、 身は 义宰 の權 帥と なり、 太宰府に 行かれを。 權 帥は 固ょり 名ぱ かりで 俸 
給 も 何もな かった。 をれ で、 逆 おのが をを 負； 5 ながら 非常な 離 雞苦勞 な 境遇に 痛哭 がられを。 をれ に 
も拘ら ホ，： T 去华 今夜」 の 詩を て嘗 公の 皇室に 對 するな 誠の 精神は 蔡 も變ら なかっ を。 营な はか、 る 
椅 度の 試練の 結が、 初めて 其の 人格の 光が 萬ち を 照らす に 至った。 今日 歐 洲大戰 にがて ヒット ラ— 總 
統 、ムッソ リ I ニ 首相な どを 化み の 注目の 的と なる 人々 は、 何れも 萬 難を 克服して 英雄と なった。 何 
等の 苦勞 もな く樂 々と 偉人 傑 十-とな っを 様な 人々 は 未だ 曾てない ので ある。 

我が R 木阀 おは 今 H ホ 曾 有の 大 艱難に 遭遇して ゐる 。戰 がが 如何に 長引く とも 阀 巧が 極度の 鑛 難に 
對し 悉く お 服し、 最後の 勝利を 獲得し なければ ならぬ。 昔希騰 人は 波 斯の大 軍と 凹 十一 年 問も戰 い、 
遂に 游に 陸に 勝利を 得を。 十六が 紀の 中頃 獨帝 チヤ ー ルス 五 お、 佛王 フランシス 一世と 伊太利に 願し 
二十 年閒戰 6、 十 セ 世紀に 獨國 巧宗 敎の爭 二十 年間 驟爭が あった。 然しながら 今 岡のを 那事變 は 前 
ち 未 曾ち の 大規模の 戰爭 で、 將來 のか 何は なほ 安堵を 許さぬ 有樣 である。 嘗て 蒙ち の來 襲が あっを あ 
の 時は ホと して 神風の 力に ょりて 擊 退し をので あるが、 今日の 戰爭は 其の 地域の 廣大 、兵力の 多勢、 
軍需 資材の 大量を 考 ふれば 實に豫 想 かの 大闕 難で、 とを 巧 服す るに 我が 劇に 取って は絕 がの 試練で あ 
る。 今 同の 國 家的大 艱難に 對し克 くな 服して 始めて、 柬洋の 平和、 化が 平和を 實 現し、 八紘一宇の 大 
困苦 缺を  ニニ 


皇紀 ニ 千み 巧が 

精神を 發揮 せねば ならぬ。  ~ 

\ 

第 十二 章 皇紀 ニ 千 六 百年 

現 時 歐洲諸 胃に がて 立謹氣 特に 盛 まるが 太 利 葛 ムッ ソリ 1 ニ 0 立闕精 ホに 一 も 障 ニ も ド 
111 も國 。萬 事 養 國 Q 爲忆 思念 行動」 さを S 光 も 輝き、 國 呈も搜 るち— 

人と して 惹闕 If 靈 せ— はない。 豪—?、 尊ぶ 信— いやが 志 も 霞 
/ 籠し なけ 主な を。 をた はを si をち 賢を 謹」 ミ 了 心 t ち 
天壌無窮 Q — 蓋が 疆婦 源で—。 和—— 幡 0 神— 奉じ 了、 「累 闕は醒 
IQ か畫を •と 奉答した の も 么に據 つを であろ 萬が 一系の 天皇が 統を紛 ふことは— が 
國 憲法に 巧 雪れ 了、 辜と」 S かす ミらざる f ミ。 畫祖ミ 美け 子孫 幕に 傅へ て 壁 

も渝ら ぬので ある。 

.神霎 皇の卽 化、 何— をろ I に 比類な 義が 巧闕の 建立に かた も ふさは しき 霎 であ 
ろ羅百 ー不 四 代、 ニ 千 六 百年 擊 孫々 冀 けて 大 八洲 國を 治め 給ろ 時に が窩 盛‘ をぅ あつ •て も 

農 位を 韻」 を Q は、 道 鏡と 將 巧？ であろ^ 來幾含 薑義宗 学、 萬 化一爱 龜を扶 


冀し 奉っ をので ある。 网 かに 對 して 暇 夷、 熊 襲、 s 韓の 征伐 も あり、 皇 威が 四 力に 輝き渡っ を。 而し 
て ル 寇の大 なる ものは 前には 义 み、 弘 安の 蒙ち 襲來 、後には 明治時代には H 淸、 R 露の 巧で あっを。 
幸に も 神助と 棱 威と'、 を 勇 義烈なる 將 古の 奮 聞 巧 力と にがって、 金觀無 缺の闕 家を 維持す るを 得を。 
現代 日本の 潑展は 明治天皇の 武德の 賜に 化なら ぬ。 おしく 惟み るに、 天 度は 創業の 英主に お化し ま 
し、 巧には 王政 おおの 大業を 恢弘 し、 態 法を 創を して 闡 本を 葦め られ 、化には 征淸 、征 露の 一一 巧に 於 
て 柬洋に 於け る 顯權を 確立し 給 ふ。 大正 天皇は 守成の 名君にから せられ、 內治 外交を 修 善し、 邮界乂 
戰に參 加し、 遠く 地中海に 海軍を 派遣して 闕 威を 輝かし、 巧闕 のな 超を 化み 最强の 列に 進め 給 ふ。 

今上陛下の 御代に あんでは、 闕 運の 隆 島は 前 あに 比な く、 進んで 化み S 强闕の 列に 入り、 网際閒 に 
がて は 我が 隆 々たる 情勢を 嫉妬し、 我が 勢力を 巧壓 せんが 爲歐米 タ强は 策動を 廻らし っ、 あぶ。 日本 
は 建闕の 初めから 皇道 立國 であって 軍 网ま義 ではない。 歐米 列强は 自己の 俊 略 ま 義をム めなければ な 
らぬ 。同む 協力して 眞の 化み 平 おに 盡カ すべきで ある。 徒らに 自國の 現 かの 優勢を 保持す るに 汲々 と 
して 他人の 新興 勢 九を 嫉視し、 闕 際會議 にがて W み 平和を 謀らん とする のは 大 なる 誤りで ある。 

今やが 界 ，の 情勢は 實 力の 前には 屈服す るの 止むな きに 至っ を。 闕際 信義、 條約 など 賞に」 片の 反ぶ 
に過ぎない。 將來 自主 獨 立の 爲 には 大いに 闕 力の 培養に 一段の 努力を 耍 する 次第で ある。 

皇紀 ニ 千 六 巧 ¥ ニ 1111 


】 ニ 四 

皇紀 ニ 千 六 巧 •叫  I 

巧く  S 蠢ハ隆 の 本は 网民 精神の 削 健に あり」 と 大詔 澳發 せらぇ み炳 として 日 巧のを であ 

謹んで— を 雲し、— 馨ろ是 魂を 振作して、 なて 化賣 臨が 侵なら ち 嗚呼 量 一系 、 

金歐靈 の 我が 帝 國を盡 に 擁護せ わ ばなら ち 

恭賀 紀元 ニ 千ち 百年 

扶桑 神 島 海 東 連 創 國ニ千 六ち 年 . 

天壌無窮 盛皇運  憲章 萬を 燦然を 

紀巧ニ 千 六 百年 奉祝 國民歌  ’ 

驚 於る 光 身に うけて 
紀元は ニ 千ち 百年 

あ、 一億の 胸は なる 


、藝齡 でく 呈の 

VK  あしに 

いまこを 祝へ この 朝 


/、，- ムき  づ^ 

ニ、 歡喜あ ふる-^ この 出を 

を ふ レ') ふ. サ こと 

はるかに 仰ぐ 大 御言 

ごぅこ./  こもみ を 

あ、 肇國の 雲靑し 


す---  う 心 Jr 

ご 一、 荒ぶ 世界に 只】 つ 

• V/ こで  ミ-よ  ^ 一 も 

感謝は 淸き 火と 燃えて 


しつ かと われら 踏みし めて 
謁 元は ニ 千 六 百年 

ゆるがぬ 御 化に 生な 立ちし 
紀元は ニ 千 六 百年 


ミろ こ；  ら いさ 

; あ、 報國の 血は 勇む 

'•ぅしぶ  ぅじ ぶら 

四、 潮 ゆを けき 海原に 

そいき  ぶんくい  をら た 

が紀の 文化 また 新 

きん •づん  こくみ 

あ、 燦觸 のこ. の國威 

をい V..- リん  よ，！  I.  L と 

お、 正義 凛を る 旗の 下 

ら か‘ い いを  しめ  いま 

力と 意氣を 示せ 今 

いわ.？. ^ 

あ、 願榮の 日は のぼる 


攫と 富 古の 影 織りて 
紀元は ニ 千ち 百年 


明朗 アジ ヤ うち 建 でん 
紀元は ニ 千 六 百年 


第 十 H 章 


遍豆 


'神武 天皇の 御卽 位を W て 日本 國 家の 紀元 元年と する。 これな 前に 於ても どの位の 年代 か 我が 皇牽 
Q 御 遠祖が 輝然 をる 日本 國尘 、國 民を 統治 遊ばされて むを かは 明かで ない。 併し 餘释 久遠の 太古から' 
である。 此の 皇室を 中む としを 渾然たる 日本 國± 、國 民が 皇室の 御模威 御仁 德と 臣民のを 誠 努力 
とに ょり、 永年 撫育 經 皆され て 今ょり ニ 千ち 百年 前、 神武 天皇の 御代に がて 日本 网家 とし \-i ぶべ C 
成しを ので ある。 

ちい 昔 •仁慈に して 英邁なる 皇室の 御 遠祖が 純眞 にして お隸 なぇ 國お 、國 止を 親愛と 平和の 中に 
國 越-  ニ 一な 


統治 遊ばしを 長い 年代を 考 ふるに、 我が 神話は 此の 神聖 悠久な ぶ 情景、 この 情景から 自然に 生るべき 
日本 民族の 理想 信念を 克く 表現し を ものである。 

「大日 本は 神國 なり、 天祖 始めて 基を 開き、 日 神 長く 続を 傅へ 給 ふ」 

化 島 親 房 卿は いみ じく 申されを。 地 巧の 創造、 人類の 進化が 玄妙 自巧且 悠久なる がかく、 我が 闡の 
創造 も 玄妙 自然 瓦 悠久で あつを。  - . . 

皇統が 日本 闊 止、 國 民の 眞只 中に 做' 豕 がょり 無霸に 貫いて ゐる 一大 親な である。 我が 聞 家社會 がお久 
に 瓦り 結 註 統制 遊ばさる、 神聖に して 施大 なる 大中 むで ある。  . 

化の 神 襲槐大 なる 中む を 離れて、 巧木网 家の 一致 團 結、 日本 國 おの 共を 共榮 とい ふ 事は 絕對に 不可 
能で ある。 

西 行 法師が が 勢大廟 參拜の 時森嚴 が純眞 なる 西 行の 也 底に 觸れた 時は、 がち 西 行の 生命の 本源を 表 
はした ので ある。 

♦ 

何事の おはします かは 知らね ども 
おけなさに 淚こ ほる、 

今靜 かに 現代 日本人の 大多 數の眞 情を 考 ふるに、 先づ 彼等は 物質的に 幸と 不幸と が ある。 がら ば大' 


タ數の 日本人は 何に よって 日々 著實 勤勉に 而も 睦まじく 生活して ゐ るか。 勿論 靑 年は I 般に 前途の 希 
望に 燃えて ゐ る。 共を 共榮 、一家 一村】 國の 隆昌と 繁榮 とに 巧つ てな々 營 々として 勉め勵 んでゐ る。 

我が 民族の 組成は 天孫 降臨に 際し 之に 隨從し 或は 之に 前後して 此の 國に來 られを 方の 後 猜あ數 千年 
の歲 巧に がて 皇室より み 波が る 方々 の 子孫が 共の 主要部 かを 形成して ゐ る。 其の 他 天孫 人 稲と 共に 太 
をより 化の 國に止 著して なを アィヌ 强に 支那、 朝鮮の 歸化人 等に も 仁慈なる 御 続 冶と 寬 をに 富める 天 
孫 民 極の 交際と 而 して 東海に 孤立を る 群島と いふ 地理 的 影響の 爲に 長年 巧の 間には 同化 融合して 來 
を。 是等歸 化 八 極 及 アィヌ 人種を 天孫 人 極の 所に 來を 養子、 蕃 女に 譬 へて ゐ るが、 實に 適當な 言葉で あ 
る。 歸化 人の子 孫には 調が 企 鱗、 坂 上 旧が 麻择 、一二 善 端 巧、 兒 島高德 、大 內義隆 等の あ 古も少 くない。 

斯 ぐて 神武 天皇より 百 二十 四 代、 ニ 千 六 百年の 間歷代 天皇は 誠に 仁恕を の もみに あらせられを。 

仁德 天皇 民の 富める は 朕が 嘗めるな り。 . 

/ - 

雄 略 天皇- 義は 力ち 君臣 情は 父子を 兼ぬ。  - • 

•元 巧 天皇 人の 祖の弱 子を 養 C5 治む るが 如く 治め 慈み 給 ふ。 

淸和 天皇 朕の 不德 百烛 何の 辜 か ある、 おを 責めて 寅み 畏れ 未だ 濟す ところを 知らず、 それ 朕が 服 
御 常 膳 等の 物 姑に 宜しく 減 撒すべし。 t 


明治天皇 職る にっけなる にっけて 思 ふかな 我が 民草の 上は いかにと。 

今上陛下 御卽 位の 胁語國 をな て 家と 爲し 民を 視る こと 子の かし 0 

斯 くの 如き 御 仁恕の 程は 日本 闕の 親な として 且又 日本 國 民の 本宗 としての 自然の 御 自覺に 基け る も 
のと 拜察 がらる、 ので あるが、 我等 闡 民の 感な 措く 能は ざる 處 である。 

萬 世 I 系の 皇統と 申す 義 には 純】 無雜 なる 神の 鄕 直系に あら がらる、 御 血統が 叉 日本 民族と いふ 一 
大 血族 團體の 大宗 家と して 燦然と して 無窮から 無鑽に 輝き渡って おおでに なるとい ふ 神聖 雜 揮なる 義. 
が 深く 包含され てゐ る。 

何を る莊 嚴神祕 なる 偉觀 であらぅ •"近時 我が 國 家の 大 理想 或は 其のが 界巧 使命と いふ 一大事 實 飯ち 
皇統が 我が 國 主、 國 おの 大親 なであって、 又 日本ち 族本宗 なる 純一 無雜の 神の 御 直系に あらせられ、 
無窮に 互って 光輝 燦然と して ゐ る。 實に宇 お 空前 絕 後の 現象は 叉 同時に 神聖 雄偉の 大使 命、 大 理想を 
抱擁して ゐる ものであるまい か。 

吾人は お 誠 崇祖を て 生命と する 我が 國巧 をる もの 巧ら く 緊禪ー 骄字巧 無比の 闕體を 擁し、 此の 難. 
局を 打開し、 上は 皇 恩に 報い 奉り、 下は 祖先の 志を 繼ぐ覺 悟と 努力がなくて はならぬ。 


第 十四 章 孝 巧 

凡を 人と なれる 者は、 父母 之を 生んだ とい ふけれ ども、 其の 本を 尋ねたら 天地の 生理を うけて 生る Q. 
なに 天下の 人は 巧 天地の 生み 給 ふ 子 ぶれば 天地を なて 大 父母と する。 生れて 後は 父母の 養育を 得て 生 
長し、 君恩を うけて 身を 養 ふ も、 其の 本を たづ ぬれば、 皆 天地に 生ずる 物を 用 ^ て 食と しあと し 家と 
し 器と し 身を 養 ふ。 生れて 後、 身を 終る まで、 天地の 養を うけて 身を 保つ。 

父母を 養 ふに、 養 レ 志と 養レ體 との 二つが ある。 養 レ 志とは 父母の 思 ふ 通りに して 逆らは ず、 父母の 也' 
を 喜ばしめ •樂 しまし め、 憂 や 苦しみを なくす る。 朝、 晝 、夕は 時々 父母に あつて 仲よ く暮 し、 顏 を." 
を 和げ、 氣々 、を 否を 伺い、 世間の 巧來事 や、 事 こまかに 話し 父母を 慰め、 父母から 注意が あれば、 
悅 んで聽 くが よろしい。 養レ體 とは 父母の 口腹、 身 體を養 ふこと をい ふ。 飮 食物は 味を よくし、 が 物を 
す-^ め、 飮 食物を 鹽 梅し、 其の 味の よしあしと、 が暖を 試み、' 夏 冬の あ 服を 考へ 居所、 寢 所を 安らか 
にし、 身に しを がふ 調度を 整へ、 父母の 身を 養 ふには 飮 食、 ぶ 服、 器物を 不足な く備 ふるに ある。 何 
れも 孝の 道は 內 には 敬愛の 二つを おち、 外には 養 志 養體の 二つを 行 6、 父 骨を 養 ふの が 孝の 道で ある 9 
只 體を養 ふの みに て 志を 養は なかつ をら、 孝の 道で ない。 其の 身無禮 、不義を 巧 父母を 憂 C5 しめば 


孝行  ご lo 
不孝で ある。 諸子は 召されて 兵 營に御 奉公の 身 かで あるから 父母に 直接の 孝行は 不可能で あるが、 起. 

床 後 洗面 時に がて、 宮城 遙拜 後、 鄕 里の 父母の ホ 巧に 父母 のぞを を 祈り 無事な 勤を 報じ、 夜間 書面を 、 
認め安をを問.：3自己の日常生淸の狀況を知らがるのが孝の道である。  ’ 

親が 子供を 養育す るのは 慈愛の 一念であって 後に なって 賠償を 求める 樣な考 へは 毛頭ない。 從 って 
子供の 親に 對 する 孝行 も 子供 夫れ 自身の 務 である。 かくする のは 恩 おしで あると か、 親に 世話になっ 
を 務めで あると いふので はない。 子供 だけの 務 である。 モ款に 

白銀 も 黃金も 玉 も 何に がむ  ‘ . - - 
まされる 寶モ にし かめ や も 

化の 中に 思， 6 あれ ども 子を 戀 ふる  •一 

思^に まさる 思 なき かな  ■ 

の 如きは ょく 親の もを 現は して ゐ る。 

人の 觀む はやみに あらね ども 

子を 思 ふ 道に まど^ぬ るかな 

は眞 にょく 親の モに對 する 絕對の 精神を 諫ん だものと 思 ふ。 モ をる もの もホ絕 對の氣 持で 親に 盡 くす 


べき ものと 思 ふ。  - 
朗 在が 問には 養體を 孝行と 考 へて ゐる ものが ある。 犬、 猫、 鳥で もょ くやって ゐ る。 親は さぞ 不自 
ホな 暮し をして 居る と 想ふ餘 り、 共の 生活を 救 ふの が 孝行と 思な、 他から 溢んだ もので 親を 養っても、 
自八 刀の 子供が 罪人に なつて 喜ぶ 様な 親は あるまい。 親の、 む 中を 十み におして 精神的に 親に 仕へ るの が 
質の 孝行で ある。 

能狂言の 牛盜 人と 言 ふ 物語の 一節に  一 
鳥 羽の 離ち で 法皇の 御幸の 牛が 溢 まれを ので 手み けして 搜 しを。 どぅも 發 見され ない。 をれ で 「化 
の 犯人を 訴 へを 者には 假 令、 仲間で も 之を 許し、 其の 褒美は 本人の 望み次第 とらせる」 とい ふ 高札を 
立てを。 所が 小さな 子供が 訴 へて 來 を。 「私が をの 犯人を 知って ゐ ます。 隣 お 所の お 庵 一二郎と いふ 者で 
す」 とい ふので、 「をれ ッ」 とば かり 手々 けを して 早速 兵 庫 S 郞 をな 捕へ をのです がな か^、 白が し 
まがん。 「證 人が ある ぞ」 とい ふと 「あるなら 巧して 下さい」 と 頭 張る ので、 をの 子供を 出して 見せる 
と、 豈圆 らん やそれ は自 々の 子供で あつた。 を こで 大いに 驚いて 「お前が 俺を 訴 へを のか、 今の 今 ま 
でさぅ いふ 人 問とは 思は なかっ を」 と 言って なり 罵り ましを が、 自分の 子供に 訴 へられて は 仕ち がな. 
い、 罪狀を 遂に 自白し を T 實は自 々の 母の 法事を 營 みを いが 費用がない ので、 惡 いとは 知りながら お 


孝 巧.  一己 ニ 
上の 牛を 盜 み、 をれ を賣 って 法事を しました 。子供に 訴 へられて は隱 しよう も ございません」 と 罪に 
服し をのです。 さて 此の 犯人を 獄屋へ 引き立てよ と言^ ますと、 をの 子供が 役人に 巧って 「棘に 御 機 
美を 下さい」 とい， 6 ます。 「お、、 さう-^ 忘れて 居を、 何が よい、 饌頭 がよ いか jr をん な 物は 要り ま 
がん」 「お錢 を やらう か」 「お錢 など 要り まがん」 「をれ では 何が 欲しい」 「をの， 罪人が 欲しい のです」； 
これは やれん、 重大な 罪を 化しを 者 だ、 やる 譯 にはい かん」 「をれ では お 上では 離 言を 言う をのです" 
「か、 どんな 望みの 物で もやる と 言 ふから 私が 訴へ をのです。 第一 他人が 訴 へれば 巧から ない と 思って 
私が 訴 へて お父さんの 體を賞 从に來 をのです。 併し どうしても 下さら 说と いふなら、 仕方が ありま ホ 
ん 、親を 訴 へを 不孝 者です。 韓 も】 緖に 罰して 下さい」 初めて 子の 眞 也を 知って 親は さっきの 暴言を 
愧ぢて 泣い を。 役人 も をれ に 感動して、 親モ 二人を 許しを とい ふ。 

「父 ハ 子ノ爲 ニ隱シ 、モハ 父ノ爲 ニ隱ス 。直中 n ト其ノ 中二 在リ」 

と 隠すべき を訓 へて 居る が、 之 か 父を 訴へ をので ある。 併し 矢張り 直きと と 其の 中に をる ので あって、 
魏 子の 僞ら ざる 氣持 がこ^ 迄 表 はれて 來 をので ある。  . ■ . 

親は 子の 爲に隱 してを めるな り 、 

とい ふ 川柳の 如き も、 よく 親の 眞 情を 寫 しで ゐ る。  . 


燕へ たがよ いか、 隱 したがよ いか、 抽象的に 三疋 すべき 事柄で ない。 例へ ば 親が 怒って 子を 擲っ據 
合を げたが よい か、 其の儘が 禮を受 く ベネ V か、 之は 時と 場合による。 大日 本を の 孝子 傅に 見ぇる 下 毛 
薛公 巧が 父武则 のがり に觸 れて穫 をれ た 時に 伏して 之を 受けを ので、 人々 は 「どうして 逃げを かった I 
と 問 ふと、 公助が 「父は 年若いて もう 足が 弱く なられた。‘ おが 逃げたなら 之を 追うて •禮 き、 倒れて 怪 
我す るか も 知れません。 をれ では 吾が 不孝の 罪を 重ねる やうな もの、 故に 逃げな かっを」 と 答へ を。 
义 支那の 漢 代の 韓化 蘇と いふ 人は、 お母さんに W かれて 泣い をので、 今度は お母さんが 驚いて 「今 ま 
で P (て も 泣かな かっをのに、 今日は どうして 泣く のか」 と 聞く と、 「今を では 叩-かれ ると 痛かった の 
で 》 お母さんの 丈夫な 事が 判って 安 也して 居を が、 今日は 痛くない、 お母さんの 巧 氣が衰 へを のかと 
思 ふと 悲しう ございます」 と 答へ を。 此 等は 親の 身の上 だけを 思っての 行 私で あるが、 然 らば 親には 必 
ず 巧を 化る のがよ いかと いふと、 さう ばかりは 言 はれない。 或る時 父 曾 曾の 大事の 物を 傷け をので、 
父は 一 ホ 0 怒りに 任せて 曾 子を ば氣が 遠くなる 程强く 打っ を。 孔子は 之を 聞かれて 曾 乎を 誠め て 「お 
前は なぜ 逃げな かっを。 お前に 萬 一の ことがあれば •お父さんは 子殺しの 罪人になる ではない か。 お 
前は 帝舜 が義臀 曇へ を蓄を 知っ 了ゐ よう。 同じ 雙れる 時で も" 小さい 杖 0 皆 じっと 耐 へて 
居を が、 太いす を 振り あげる 時は 早速 逃げを もの だ。 お前は お父さんの 大事な 物を 傷け たこと をす ま 
を 巧 ■ こ ニニ 


たと 思つ てゐ るが、 もクと 大切な ことを 忘れて ゐ る」 と 言 はれを。 同じ 條 件の 下に あつても 、之に おす 
る 態度は 違 八ねば ならぬ。  ■ 
孝經の 初めの 方に  ■ 

r 身體髮 膚么ヲ 父母 ニを ク敢テ 毀傷 セ ザル ハ 孝ノ始 ナリ」 

と ある。 化の がの 中で 特に 注意す べきは 「敢 テ轉傷 セズ」 の 「敢 テ」 とい ふ 昔 葉で、 之は 「自 々ヵラ」 とか 
「進ン デ」 とかい ふ 意味で ある。 自 々から 傷を つけて はならぬ。 先づ 孝の 始 であると いふの だ。 をを ホ 
いて ゐる 時、 上から 冗が 落ちて 怪我を しを とか、 橫 町から 自轉苹 が 飛が して 膝頭を すりむいた‘ をれ 
を r お前は 親不孝を」 だと 言 ふ S 無理で あろ さぅ いふ 事は 不可抗力 的 天災で 隻 がない。 近來登 
山 熱が 盛んになり、 何等の 準備 もな く、 漫然と 山嶽 牌破襄 巧す る ものが あつて、 災難に 體 遇する の 
は 親不孝の 態度で あつて、 孝經 にがて 禁ずる 所で ある。 曾 子は 死ぬ 時に 身體 中を ホモを ちに 調べさし 
て、 少しの 傷 もなかつ をのを 確め て、 ず 也して 膜 目した とい はれて ゐ る。 

「身 ヲ立テ 道 ヲ行ヒ を ヲ後化 ニ 揚が U テ 父母 ヲ顯 ハス ハ 孝ノ終 ナリ」 

要するに、 身體を 大切に する こと、 立身が 化を して 自己の 職々 を 立派に 巧从 、善き あを 操げ て、 父 

客 重 登 £ へる、 寒 はを で 十々 でを る。 先 づ身體 を大替 する。 併」 露 一二 勇ま 如 


きは 自ら 進んで 爆彈を 抱いて 破碎 しを ではない か、 これは 進んで 毀 偽し をの だから 親不苯 ではな いん 
もの 疑 も あらう が、 これは 寧ろ r 身 ヲ立テ 道ヲ行 ヒ名ヲ 後世 ニ揚 ダな テ 父母 ヲ顯 ハス*」 とい ふ 方に を 
ては まるべき である。 從來 あまり 名 も 知られぬ 二 一勇 古が あの 化烈な 功績を 遺しを 爲に 、をの 親兄弟が 
を 前を 後世に 顯 はす 横にな り、 非常に お 間の 尊敬を 受ける やうた なつを ことは 矢 張 0 孝行と いよ 
れ ばなら ぬ。 我が 國 では 忠孝 一致と 申す が、 支那で も 「お居 ヲ求ム ル ニ ハ必ズ 孝子 ノ門ニ 於 テぇ」 あお 
たる 者は 矢張りを モの 家から 出る。 國體の 巧 違は あるが、 幸に も 我が 闕 はおと 孝と が I 致して むる。 
よく 巧征 哀話の 中に 年ち いを る 親、 床に 病む 妻子を 殘し 軍に 從ふ 場合が ある。 さう いふ 場合には 親 こ 
對 しては 不孝で ないか、 或は 家族に 對 しては 不信で ないかと 考 へられる が、 其の 巧征 後の 戰 巧が 闕家 
の 上からは 非常なる おであり、 夫れ により 名を 揚げ、 親の 名を 後世に 遺す のが 矢張り 大 なる 孝で ある。 
索に 殘 つて 親の 死を 取つ て 見を ところで をれ だけで、 親 Qf 自ま 名も顯 はれない。 翼の 爲に 
巧 力し 非な な 功績を 立てる ことが 忠 であり、 をれ が やがて 大 なる 孝で ある。  . 

第 十五 章 人 格 

人格とは 人を る 所な の 資格で ある。 人柄、 身柄 •人 おとも 言 ふ。 人格 ある おは 精神の み 作用を 統一 タ 
人が  . - 一 ご 一 五 


し、 自已の 同一 性を 自認し、 過去に 於て は 如何で あったか。 朗 せに 於て は 如何なる 狀 態で あるかを 知 
り、 將來に 於て 如何にすべき かを 自ら 決定し、 これによ りて 實 行し 得る ものである。 道 德の實 踐は賞 
に 人の 特權 であると いふが、 德の 實踐を 怠り、 不善を 敬て する がかき は、 自ら 人格を 巧 損する ものと 
言 ふべき である。 

自己の 人格を 重んずえ を 自重と いふので ある。 吾人は 自己の 人格を 重んじ、 苟も 他から これを 菩せ 
られ よぅとす る 時は、 これを 巧って ー步も 退いて はならぬ 。又 己れ が 人格を 維持す る 爲に贵 重な 生命 
が 產 も犧牲 とする ことがある。 古來 より 身を 抛って 國家 社會の 爲に盡 くした 人の 多い のは これ 巧自日 
の 人格を 重んじを 爲 である、 斯 くの かくち 己の 人格を 重ん わ自已 のホ義 、理想を 維持す る 人を 節操の 
ある 人と いふ。 

人格を々 析 しても 微細を 極める ことは 巧來 ない。 人の 生れっき •敎 養、 を活 にっいて 硏究 し、 綜合 
した 「 H キス」 の やぅな ものが 卽ち 人格で ある。’  ， 

■ 年每 におく やま 野の 山徵 

木を 割りて 見よ 花の 有 所を 

もい ふ 歌が ある。 搜の 木を 切り、 何處忆 花の おが あるか、 花のを、 が. 5 が あるかと いふ も 見 常らない。 


人格の 役 花は々 がしても 表 はれない。 富 古山は 眺める もので 說巧 する ものでは ない。 

人格 こそは 不思議な もの、 奧の 知れない 靈 、精神力、 其の 源泉と なると ころ 實に 寄し き 働きに ょる。 
戰爭に 於ても 陸軍は 乃木大 お、 海軍に 東鄕 提督が おれば 非常に 强 化を 感ずる。 昔の 普酉秀 まや ナポ レ 
オンが おれ •はを 軍の ±氣 を 鼓舞し、 寡を て 衆を 破る ことが 巧來 を。 「死せ る孔巧 生ける 仲 達を 走らす」 
とい ふ ことがある。'  人格は 生きて ゐる 時の か、 死後にまで も隨 々働く ものである。 

人と 人との 接 觸は卽 人格 支 格との 太刀 巧で あって、 互に 迸り 出す 精 剪の 火花の 散らしき をる。 

ま 謹が 小 Q 牛营 S を Q も 牛惹人 隻辨慶 Q 人格が をを ちみろ 提謹が 親 驚 上人 

をぶ せけ 次第に 殺して やらぅ と 思 ふが、 さて 遇っ てぶ ると 殺す 譯 にいかぬ。 山伏の 人格 か 親 驚の 人を 
に 負けを ので ある。 文覺 上人が 西 行を 見っけ 次第 两 行の 頭を 割って やらぅ と 思っ；^ が、 さて 西 巧に 1 
ふと 文覺は 如何と もし 難い。 文 覺が西 行の 人格に 食け をので ある。 

人格は 到底 I 巧 葉で 表は される もので ない。 ち 野 山を ぶて、 「これは/ \ とば かゎ 化の 吉け といっ 
たのと 同じで、 言葉の あばな いのも 無言の 人格が そこから 识 掛けた ので ある。 

「我に 近づく は 火に 近づくな り」 との 語が ある。 吉 K 松 陰の が 下 村 塾に 巧って 松 陰に 近づく のは， を 
く 火に 近つ くので ある。 子供を 燃えし める ところの ものでなくて はならぬ。 を こで 問 趟は只 何を 敎へ 


るか、 誰が 何を 敎 .へを 同じ 0 と鲁 っても、 話す たよっ 了 管が 違 ふ。 同一 0 內 奪 もみの •人の 
言なら 靠 1 力と 曼 。これは 人格が 然ら」 める？ 窒。 

化の 中は 理窟 一方では 行かない。 感情が 一部を 支配して ゐろ 例へ ば 政界で も 長 若が あって！ 長老 
には 皆. が 服して、 長老を 言へ ば 運びが 早い。 一族に しても 長宠が あって 親類 一同が をに 服し、 を 

の 人の 言は 何でも 聞く。 霞 院長 曇、 淸裘郎 長は 數夏荒 くれ 男を 願で 使っ 了、 一 I」 て— 
の 命を をず 晕 だけの 信用と 尊敬を 得て ゐ をのは、 結局、 長お衞 、み郞 長に ー穗 の德卽 ち人奠 あっ 
て 人を 支配す fQ がを っを i をい。— はを ぅい ふ點に 於て、 隨營囊 0 望に っ さ 學ぶ處 が 
ってよ を— 思 ふ。 っまり 若宏 ことは 理 浸を 感情が 入り、 そこ 忆 人物 0 必要が あると 遇 
ふ。 

昔の 塾、 今日の 私學 にし‘ て も 中^ 藤樹 の藤樹 書院、 ち 田が 陰の 松 下 村 塾、 慶應義 熟の 福澤 先生、 
同志 社 Q 新囊爱 望、 これが 擊養 0 宏 となり、 をた をを 賢ら ff  了學 徒が 集っ 

をので あつて、 人格を 慕って 來 をので ある。 . 

人格者、 偉い- < に 一度 接して 置けば 自 みの 利益になる 。之は 現を の 偉いた っいて であるが 過 お 
Q 歷 塞は 傳記忆 よっ て 色 之 人物を 識 り、 をれ 畜 想と」 力と S くと いふ こ ともをは 修 


養 上 非常に 大切な ことで ある。 

第 十六 章 中 隊 

「中隊 ハ 戰斷單 位 ニシテ 中隊長 ヲ 核、 む トセ ル志氣 結合 ノ 基礎 ナリ故 ニ 中隊 ハ 如何 ナル 場合 ニ 於 テモみ 
隊長 ノ意 0^ ニ 從ヒ衆 也 一致 良 ク巧擊 精神 ヲ發 揚シ 歩兵 戰闘 ノ慘烈 ナル 狀態 ニ耐克 チ其ノ 精神的 團結ブ 
保 チ ブ戰聞 ヲ實行 スル ヲ要 ス此ノ 趣旨 ニ 基 キなク P 練 セラ レ タル 中隊 ハ豫メ 修导セ ザル コト ト雖モ 制 
式 及 法則 ノ 活用 ニ 化 リ能ク 目的 ヲ達シ 得 ル モノ ナリ」 

中隊は 平戰兩 時を 同一の 固 的に 向 6、 日 蜜 封 協同 一致して 始めて を效 巧を 發 揮し 得る もを 
ある。 過去の 戦役に 徴 する 赫 々をる 功績を 擧げ をる は 中隊長 j 人の J 城 功 ばかりで はな C;。 除曼ツ 下， 
下 ± を 兵の 戮カ 一致の 巧 力の 結が である。 射擊に 於ても 名譽 旗を 獲得し をのは、 選拔 した ± を や下尘 
を や 兵の 得た ものでは なく、 中隊を 貴が な 成績を 得た 結果で ある。 劍 術、 體操 其の 他 內務上 にがてを 
績を 向上させる のは 中 際 長な 下を 具の 絕 えざる 奮勵巧 力に 俟 たねば ならぬ。 諸子ょ 學術 技藝に 熟達 努 
力し 大いに 中隊のを 譽の爲 に 勤勉せ ねばならぬ。 

軍隊 內務 書の 中隊長の 職務 中に 


巧 お 

一、 中隊長 ハ 中 f 蒙シ i ヲ 振作 シ 風紀— 正シ 亨敎育 i ノ黃 ニ任ズ 
一一、 中隊長 ハ 中隊— 結を ノ棱む トす特 二部 下 ヲシテ 軍人 ニ 賜 リタ ル 刺 諭 S ■語 ヲ銘げ セ シメ 托諸 
種ノ手 ff テ 軍人 精神 ヲ曇シ 萝其ノ 本？— セ シメな S 固 ナル 團 1; コト 

ヲ勉 ムべシ 

と あり。 を 富 it と 交さ 震 S 誦神襄 をを を— 

/ 第 十ぶ 章驟  友 

軍隊 巧藝 綱領 忆 「兵 營ハ 苦樂ヲ f シ S ヲ同玄 ル 軍人 ノ 家庭 ：.：. 」 とぉるが、 共 i しを 

に樂 しみ、 一^んだら 骨を 抬交 P はを 文 0 が戰义 ミろ 若ち を 達と を 人と た ふ 者を 
るち 大—马 交は り、 或は 1 一にす る 著 交は りで—。 なに 利害が 農す を 趣味 
が變 つたり すれば、 忽ち 斷 交」 宮 のち 今日は— 0 人と なを、 では ー暮」 まない— 氣で 
ある。 人情馨 S り、、 むと、 むと をな 了す る羣 0 交は りは 1SS が あろ 霸驚 0 下を 

ご I 号を も薛至 If さ 戰瓷奢 f 蟲驾— ぅ。 1 窩 f?  了 も— にがけ 

合い、 蓄忆つ 巧悲」 いこと ちけ 慰め 合 ふやぅ をと、 むと 0 堅い 結合 塞つ 了 始めて 戰 場に 置 


がが 來 るので ある。 

されば 戰ぶ はおし 其の 一方が 過ちが あれば 他の 者は をの 寅の 半み をを はわ •はなら な。 适い行 爲は克 
く 巧め みして 再び 其の 過ちを 化さぬ やぅ 諫めて やらねば ならわ。 

一樹の 蔭、 一巧の 流れを 汲む も、 他生の 緣が あるから である。 斯くー  班に 集り 寢 食を おにし 勤務に 
演習に 苦樂を 共に するとい ふことは 前世からの 因緣と 思は ねばならぬ。 而もを の 目的と する 所は、 一- 
身 一家の 利猛 でな く、  祖國 守護の 赤誠を か實に 現は す 御 奉公で  ある。 

されば 戰 ぶの 交は りは 化の 中の 所謂ぶ 人氣 質とは 餘稍 違は ねばならぬ。 

近頃 主義 思想の が祁 たろ 巧が 軍隊 內に 於ても、 時に 惡 思想の 宣 傅を なす ものが ある。 私情に のれ、 
一時の 巧來必 から 深入りして はならぬ。 信義の 履き 違 レと 謂 ふべき である。 胁諭 にも 「始に 能； 事の 
順逆を 辨へ 理非を 考 へ」 との 聖旨を 避に をす K5 ものと 拜 察する。 これが 爲 には 我が 阀體の 本義を 深く 
辨へ萬 一に も 本々 を 謬る ことがあ つては ならぬ。 剌 諭に 「始 ょり 其 事の 成し 得へ きか 得へから さる か 
を猎に 思考す へし」 と、 信義を 守る には 物事を 思考す るの 知認が 伴は ねばならぬ ことを 御 示し 遊ばされ 
たものと 拜 察する。 

西 鄕南洲 の 偉大なる は、 其の 人を 信ずる ことの 深 かつを 事に 基く。 我々 は 一人で も 多く 人を 信用す 


轉及  一四 ニ 
れば をれ だけ 我が 世が が廣 くな り、 自 々の德 が 高くなる。 一國 一が 一隊 戰 友の 間に 相 疑 ふに 至らば^. 
化の 世の中は 如何なる であらぅ か。 人を 信ずれば 人 も ホ 絕對に 己れ を 信ずる 稼になる。  .. 
明治天皇 御製 

从 ろき 世に 交りながら とも すれば 

狹く なり ゆく 人 ふかな  . 

もろともに 巧け 交は してむ つび あ ふ 
友ぞ 世に立つ 力なるべき 

嘗て ま 那事變 に師團 長と して 出征 せられを 阿南 將 軍は 部下を 部隊の 兵に S 人 組を 編成せ しめ 常に 此 0 
S 人は 戰 闘に 於ても、 斥候に 於ても、 ホ哨に 於ても、 駐屯 間の 勤務、 さては 外出 寢 食に 至る まで 同一 
の 行動を 取らし め 相 扶け相 依らし むる こと 一也 同體 のかくなら しめを。 これが 爲 此の 一 二人組は 戰 線に 
於て 其の 中の 勇敢なる もの 先に 進めば 他は これに 誘 はれて 進み、 勇敢なる 組は ホ 他の 組を 誘導して み 
隊 、小隊の 前進を 促が し戰 力え 增大 し、 駐屯 間に 於ても 相 巧め て惡 いことは 爲 さず 師團の 成績が 著し 
く 向上した とのこと である。 吾人 も 大いに これに 緻^ 平戰兩 時に これを お入れ 硏究實 施す るを 可とす 
る ものと 旨ず る。  ， 


第 十八 章 健 康 

ち 語に r 健— る 精神は 震 窒身體 に 宿る」 と あろ 藉ち蠢 を 抱く も 身體が 虚弱で 巧 何 
事 も 不成功 i る も Q であろ 事を 成」— 遂げょぅ とする には 其の 間忆 於て 幾— 醬雙 が來つ 
て 其 i 遂行を 馨 する もので をる。 こた 堪へ 忍ぶ をで 始めて 克く 成功」 得る もので— 

をには ホ， つ 意 客— を— とすろ を 身體 I、 わ笞 なく 了は ならない。 卽ち 身體强 健で 
なくて は 裏を— な5。 I を f 度 重を f じ、— に 雲」、—— 身— 淸 簿を 圖り 
震る 體 操を 怠る ちを 等が 鑛を增 進す る 道で あろ 戰 場に がける 靈 はす 震 ィ でを 

寒暑を 冒」 豎を 愛て 靈 H 囊 山野を i」、 遺 1 罕 、薩 0 普 おた、 雲 0 光景を 
墨し つ、 戰質— せ径 なを。 霉 は—— い—  — 義‘靈 SIf". 

なて 武± の 面目を 發揮 せねば ならぬ。 

健康は 立 働く にしく はなし 

, 流る、 水の 腐らぬ を 見ょ  、 

志氣の 沈帮、 誦宗是 f をタ |た5 り、 身® も 零る をで—。 


お直の 朱 巧、 宮中に 於 かがられ ては、 神 窺 殿の お庭豫 設の假 崖のに 眞 藤を 敷き、 御が 風ニ雙 をぶ て 
麵 らし、 其の 中に 御 腿を 設け、 燈臺ニ 基を 供へ さがらる。 

陛下には 緣 てよ， り 御 潔 齋し給 6、 午前ぶ 時 S 十々 お 御 あら がらる。 先づ 賢所の 潑綺 殿に がて 御 お帶. 
をな され、 をれ よ U 設けの 座に 進ませ 給 CS て、 が勢皇 大神宮、 豐受大 神 お、 四方の 天神地祇、 神武 天 
髮び 大正 天皇の 御陵、 ホ 川 神社 清) 加議 社；-^ I 觸) お淸 交幡 宮^ I 嫂皇 、熱 田 神宮、 謂 I 心 
鹿 嵩 神宮 (I 織^ 命) を 取 神宮な 雙 か) を御拜 あらせられ、 年ぶ を 敵む、 寶 麻の 無 编と闕 巧の 慶福と を 
祈らせ 給ろ  * 

然る 後、 歲旦 紫の 爲 賢所、 泉 靈 殿、 神 啟を拜 し 給 >6、 畢 りて 入御 あらせら る。 

抑く 叫ぶ がの 儀は 尙れの 御代より 始まつ たか 詳らかでない。 或は 崇神 天な の S 年に おる とい レ、 或 
は 垂仁天 壁の 十一 年に 始る とい， 5、 义ザタ 天皇の 寬平 年中に 始 ると いふが、 いづれ も雜實 でない r 'か 


し 字を 天皇 御 記に、 仁が な 年 おぉ 元日 寅の刻、 天地、 四方、 山陵を 辞し 絵从 しこと が 見られる から >' 
當時旣 に 四方 拜の御 儀式が あっを ことは 疑 レない。 

ち 代 こを っては 上御一人の みならず、 削禍 御所は 申す 迄 もな く、 錄關 大臣 家を 始め 度 人に 至る もを I 
其のみ に應 じて この 儀を 行った ものであって、 江 家み 第 等の 書に がの 儀式が 載せて ある 位で あ；。 

がるに 近世に 至っては 古庶 人の 間には 結ぇて、 いと 0 朝廷に 於ての み 巧は せらる 重き 御 儀式と なり、' 
維新 前には 淸凉駿 の お 階の 前なる 御 庭に がて これを 行は せ 給い、 東 巧 遷都の 後は 宮中 實 所の. 前庭なる 
神樂舍 にがて 行は-せ 給い、 只今の 皇居 針;} となり V- をは 神嘉 殿の 前庭に て 巧は せらる-こと 
なつを ので ある。 

歲 首に 常り、 ホづ 阔家闕 巧の 彌榮を 祈らせ 給ふ大 御む は、 實に畏 き 極みで ある。 

左に 褐 ぐる 御製を 拜 誦すれば 自ら 感淚 に堪 へぬ も わが ある。  - 
巧 お 天皇 御製 

新 玉のと しを 迎 へて 萬 おいと つむに 巧觀 ふらし 
今上天皇 御製 

新 玉の 年の 始めにい やます はがを あはれ む、 心なり けり 

凹ホ拜  ‘】 四 五 


第二 章 元始祭 

巧始 とい ふ— 兽壽の 序文に 完款齡 ，醉宪 d- 一而 察* ニ. 生 レ 神 も V 春 一」 と あを ま おと 

いふ。 

神が 祭 音完始 祭、 此 日、 富 ニが テ、 賢所 莫 神、 地祇 霊代皇 靈ヲ御 親 も ァフセ フノ？ 

義を璧 ことが 累 やえ 天津 日 願を 始 とち 一言に していへ •は 「蠢」 で—。  . • 
其の 雲を— 巧、 當旦 一一 殿の 雲 飾を 仕へ 奉り、 大®^ がを 御 S 左右— つる こと 常の かく 
し、 次ぎに 掌 典 長な 下蠢 して、 一二 殿の 開扉を なし 奉ろ この間 神樂 歌を 奏すろ 次に 神饌 曼御帶 

物を 供へ 奉り、 この間 神樂 歌を 奏する。  ， 

陛下には 豫て 1— 岸を、 時刻に f 了 お 御 あらせを、 先づ賢 覆綾綺 f が 了、 御— 
を— せらた 望— 巧の 霉あ りて、 をれ を 賢所の 御前—— 給 ふ。 掌— 巧—— な 
し 奉り、 侍 從は御 媚义は 御劍を 捧げて 隨從 する 

こたょり 御幌 Q 中 芙らせ 給い 了、 御 筆を 奉り、 御 養り 了、 御姜を f せ 給い、 雲の 儀 あ 


り。 畢 りて、 皇靈 毀の 御前に 進ませ 給 ひ、 次で 神殿の 御前に 進ませ 給ろ 其の 御 儀は 略； 賢所の 御前 
と 異なる ことがない が、 を^ 御缔の 儀は ない と 承る。 

かくて 御拜畢 りて 入御 あらせ 給 ふ。 

陛下 入御の 後、 皇后、 皇太后、 親王、 同、 妃 王、 同 お、 王族、 公 族の 御拜禮 あり。 みで 諸 具の 拜禮 
ありて、 神饌 赴に 御骼物 等を 撤す るので ある。. 

一旦 閑 扉の 後、 正午 更に 開扉、 午後 一一 時 迄 居 下の 參拜 ありて 其の 儀式を 終る。 

，抑 t この 御祭 曲 ハの 儀は、 明治維新の 後神 祗 をを 巧 巧 せらた 其の 一二 年 正月 一二 日に、 八 神、 天神、 城 
祇 及び 歷 代の 皇 靈を鎭 祭せ しめられ、 皇 化の 元始を 祝い 奉る 御祭 典を 行は せられ、 翌四年 正月 一二 日に 
も、 天皇陛下 神祗 省に 行幸 ましまして 御 親祭 あらせられ をのが 噫 矢と 拜 察する。 かくて 五 年の お 巧 
S 日ょりは、 元始祭の 名稱 を用ゐ させ 給 ふこと、 なつて、 爾來御 恒例と なり、 且其 のまを を轉 の 官閣 
辭 社ょり、 府縣鄕 が 社に 至る 迄、 皆 この 祭を 行は しむる こと^な つを ので ある。 

第 S 章. 紀元節  • ■ 

紀元節は 實に辛 酉の 年 正月 朔 日、 神武 天皇が 天下を 平を し、 大和 國高市 郁献傍 山の 東南なる 橋 原り 
紀元節  ’ 一四 セ 


紀巧節  ~ 四/ 

地に 宮殿 蓋營 せた て、 御卽 位の 大禮 を擧げ させ 給へ る— 記念日と し、 皇室に がを をて 阅家 
永遠の 繁榮を 祈願 せらる、 國 家的大 祝典 日で ある。  . 

此の 意義深き 記念 H こを は、 我が 國が闊 家 的に 統一せられ、 確立 せられを 時で あり、 且叉 皇祖 天 
照大御 神の 御を 誤の 恢弘 せられを 時で ある。 從 つて 國民も 亦 劇 家 永遠の 繁榮の 實績を 回想し、 神 動の 
著々 として か實 に實 現せら る 事實^ 目の あたり 拜 見して 神ぶ に 感謝し 互に 幸福を 祝し 合 ふので あ 
る。  ! 

化の 日を 祝日と 定められ たか 來を たづね るに、 巧 治な 年 十一 巧 九日 太陽暦を 頒布し 神武 天皇 御 i 
位の 歲を紀 巧 元年と をめ、 正月 朔 日を 祝祭日と せられ 神武 天皇 卽化 日と 呼んだ。 而 して 此の 年の 舊 
居 お 巧 朔鬥卽 ち お 陽曆の 一巧 二十 九 曰を. 神武 天皇 御卽位 日と しを。 巧 治ち 年 三月 お 日え を 紀元節と 
改稱 せられ、 ホいで 辛 酉の 年 正月 朔 日を 太陽 曆に 換算し お 年ぶ 後 ニ 巧 十】 日を 紀亢 節と 改められを。 
昭が十 冗 年は 實 忆神寞 611 IQ 御穀 紀元 •一一 壬 ハ 百年 因忆 相當」 て 居る。 爾來 我が 闊 運は 年を 逐 ぅて 
隆 封の 途を たどり 其の 途上 幾多の 暗雲を 拂 つて 恰も 日 巧の がと して 四 邊を光 被す るが 如きは、 一に 化 
の崇 嵩な. る阔 礎を 御 定め 遊ぱ されを る 神武 天皇の 御遺德 にょると 申 上げねば ならぬ。 

現今が 界に 巧は る、 紀：兀 には、 耶蘇 紀巧 、マホメット 紀 巧、 孔子 紀元、 釋迦 紀元 等が あるが、 何れ 


もを 敎的 紀元であって、 建闡の 悠久を 誇り 轉 運の 進展を 祝す る 建闕紀 巧と いふ ものは ない。 近時 我が 
國に 於ても 撰り に西曆 紀元を 用心て 皇紀を 忘る、 が 如き 傾向は 遺撼 とする もので あり、 西曆を 我が 潛 
に 混用す るが 如きは 絕對排 すべきで ある。 ’ 

化の 日 量に 於 かせを ては 靈の如 襄愛雲 式を 行は せらた を帶 大社 撥 原 神宮には 刺累 
參 向が あって、 例祭を 巧は せられる。 其の 他'^ 王國の 神社に 於ても 祭祀を 巧* 从 、を 官衙 、學巧 夫々 嚴肅 
なる 儀式を 行 V5、 化の 佳辰を 奉祝して ゐ る。 

大正 五 年から 每 年、 建國 祭なる ものが 永 旧 秀次郎 氏の 主唱に ょって 擧 巧せられ、 逐年 旺盛と なり、 
今す を 國の津 々浦ク 、まで も 此の 運動が 巧は る、 に 及んで 來ホ 事は 誠に 結構な 次第で ある。 之に 就て み 
巧 秀み郎 氏の意見を 左に 揭げ てみ る。 

建 罔 祭の 意義 及び 精神 

吾々 が每年 二月 十一 日を 期し、 を闕の 年中け 事と して、 建國 祭の 施行を 主唱す るに 就て はい 'ろ*^、 
の理 ホが あるが、 大體 其の 動機を 申 上げるなら、 近時 世界を 蘭を 通じ 物質文明の 餘弊 甚だしく、 種々 
の 方面に 其の 缺 階を 暴露して ゐ る。 就中 之が 通弊と して、 吾 名が】 日 もな せに する ことの 出來 ない の 
は 精神の 修養で ある。 

紀お節  . ー凹ブ 


結 お 節 ‘ 一 お 0 ’ 

採 長 補 短と 言 ふことは、 國運 發展の 上に 必要で あるが、 さりと て 我が 网 には 我が 闡 特有の 艇 ああり、 
精神 ある 事を 忘れて はならぬ。 我が 政治 及び 經 織み 其の 他す ベての ホ 面に がて、 實に 其の 積弊と も 目 
すべきは、 緊張の 氣 みを 缺く點 にある。 卽ち 自己の 守るべき 點を 守らないで、 徒らに 他の 缺點 とし 泣 
所と する 所に あこがれ、 其の 特點と 長所とは 却って 之を 受 入れぬ 傾きが ある。 之は お 互に 闕民 として 
大いに 自覺 しなければ ならぬ。 此の 勝 か 何なる 精神 運動を 可とする か、 をれ は闕 民を 自建闕 の 精神に 
目覺 め、 我が 闕本來 の 理想に 基き、 高 巧なる 國民 精神を 戀惕 する ょり 他に 途 はない ので ある。. 

謹んで 歷 あを 織く に、 我が 建國 は由來 する 所 最も 古く、 遠く 端を 神話 時代に 蠻 して 居る。 我が 闕の 
窩 遠なる 理想は、 旣に 天地開闢の 昔から が 乎と して 昭ら かで ある。 

乃ち 彼の 一二 種の 神器は、 智>  仁、 勇を 象徵 し、 現代の 平が、 光 巧を かを める 自由、 博愛の 思想と】 
致し、 又、 八 百 萬の 神々 が 天のを の 河原で 鄉會同 遊ばされ たのは、 萬 機 公論に 決する 譯 であっ を。 若 
民 同 治、 四 巧 平等 クの 大義は 旣に 此の 時代から 立派に 體 現して 居る。 實際 か、 る御會 同の 行 はれた か 
どぅかは 推测の 帳り ではない が、 新 様の 神話の 生れる の も、 畢竟、 我が 日本が 斯 かる 事を 理想と する 
爲 で、 理想が 神話 化し、 神 誌が 理想化を るに かならぬ。 我が 國 特有の 化の 理想を 更に 現實 化し、 政治、 
經濟 、敎 育、 宗敎 、軍事、 產 業、 凡ゆる 方面に 適應 し、 其の 運用と 效 巧と をを ぅする は 我が 顯 茂の 貴 


巧で あり 文 時代の 要求で ある。 我が 皇祖 皇宗 若く は 我等の 祖先は 化の 尊ぶべき 建 國の大 精神を 其の 時 
代 おに 適 川し、 を をれ t 見事な 成績を 示して 居る。 大 化の 改新、 巧を 維新 も ホ 我等の 祖先が 獎 順し、 
建网の 精神を 發 揮した 事に 因る は 申す 迄 もない。 斯 くして 我が 國は 一二 千が 來顯酱 なる 發 達を 遂げた。 
今後 如何なる 程度に 迄 進步し 得る か、 國 家の 進步發 達は 亦闕民 精神の 堅實 さに 俟を なければ ならぬ の 
であつ て、 をれ は 徒らに 他わ模 做では いかぬ。 吾々 自ら 礎 乎 由るべき ものがなければ ならぬ。 

露阔 の巧產 主義、 が國 の闕粹 運動、 英闡の 巧 ま 主義、 米國の 個人主義、 皆 をれ は 其の 闕の賞 情に 適 
應 せる 時代の 產 物であって、 彼の 國 々にして 初めて 行 はれる もので あり、 決して 我が 闕の範 とする に 
足らぬ ものである。 がるに 近時 思想界の 動搖 にっれ 諸種の 政治 社會 運動 芽朋 し、 我が 闕段 精神の 發達 
を 阻害し、 建闕の 基礎 も動搖 せんとす る ものであるは 深憂の 至りで ある。 茲に 於て 吾々 は建國 祭を 輿 
し、 在鄕 軍人、 靑 少年 團 、學 生團、 勞働團 、宗敎 、敎 化、 思想 團體及 婦人 鹽等 最も 規律 ある 團體と 聯絡し、 當 
さ 量 橋前廣 場に 參 集し 雨 陛下の 萬歲を 一二 唱す るは 勿論、 を 地の 神社、 佛閣 、敎會 に 於て ー奔に 建國祭 
を擧げ 一面 講演 會を盛 行し、 或は ラデォ 若く は 飛行機を 利用し、 建闕 精神の 喚起に 努める 方針で ある。 

宮中の 御 儀 ま 

化の 日、 天皇陛下には 皇靈 殿に 於て 御 親祭を 行は せられ、 又 群臣に 輔 宴を 賜， r 群臣の 參賀を 受け 
紀元節  一 お】 
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させ 給 ふ。 萬 親祭の 次第は、 午前 九 時 式部 職-々 長 著 おして 皇靈麟 を 開扉し、 神饌 及帶 物を 供し、 次で 
皇族、 大動 化、 親任官、 從 一位、 動 一等、 一等 官 、侯爵、 正 二な、 二等を、 饒 香削祗 候、 錦 雜閒脈 候 
著 おする。 同 十 時 天皇陛下 ぉ 御、 玉串を 奉り 御吿 文を 奏し 給^、 次で 賢所に 御拜畢 りて 入御し 給 ふ。 

みに 皇太子殿下、 同 妃殿下 玉串を 奉りて 退不 かられ ホで 皇族な 下养 かの 諸 其 宮产省 夢 任 宿 も 
判任官の 拜禮 ありて、 幣物 あ 神饌を 撤し閉 扉す る。 午後 ニ 時 迄 百官の 參拜を 許され、 午後 五 時ょり 更 
に 夕の 祭典 一が 巧 はれる。 當日又 皇族、 諸 大臣、 化國 使臣 其の 他を 豐巧 殿に なされて 御宴を 催される。 

天 章 陛下 親しくが 御し 給^ 先づ刺 語を 賜は り、 內 閣總理 大臣は 我が 臣 僚を 代表して 奉答し、 ホいで 
外國 使臣の 首席は が國 使臣を 代表して 奉答す るを 恒例と する。 

神妖 天皇 御 事績  ， 

神武 天皇が 架で に 向は ホら れ て、 大和の 國を 平定せられ たこと に 就て は、 從來 主として 武力の みに 
依る 御 遠征の がく 傳 へられて おた。 これは ホ だ 御聖德 のを 幅を 巧ら かにせ ず、 却って 眞 實の歴 巧を を 
やまる のみならず、 更に 神武 天皇の 御 聖德を 拱し 奉る こと、 思 ふので ある。 

抑； 神武 天皇の 大が闕 に 御潑巧 遊ばされ たのは 決して 單 なる 御 征伐の 爲 ではな かっを。 また 實隙 
にたて 干 まを 御 交へ 遊ばされ たことは 極めて かい。 唯長髓 をのが おが あったの みで、 其の 他には 戰關と 


いふ ほどの ことは なかっ を。 これが 神武 天皇の 御 聖德の 高い 所な であり、 所謂、 神武 而不 殺の 渾然 
をる 御 德の然 らしむ る 所であって、 而も 我が 捷闕が 支那 其の 他 西洋の 闊 々見る かく 殺戮 殘虐を こと、 
し 民を 威 麗して て 其の 止 地を 奪 vi 王と なっを のとは 大いに 趣を 異にして 居る 所で ある。 支那に 於 
ては 開闢の 初めより 今日まで 二十 幾 代 もの 王朝が 變 り、 建网 のまと 稱 し、 創業の おと 僧す るを 何れも 
武勇 勝れを る將軍 か、 然らずんば 權謀 術數に 富める 覇者の みで、 或は 別の 天子を おし、 或は 之を 廢し 
て、 自ら 天子と なり、 或は 中原に 鹿を 逐 ふと 稱し大 戰爭を 惹起して 之に 勝って 建國の 始祖と むっをの 
である。 おって 若し 己れ に 服し ない 者 あれば、 其の 人を 殺し、 其の 一家を t ぼし、' 甚だしき 或 ご 一族 又は 
九族を も 悉く 殺戮して 了 ふこと さへ あっを。 西洋 諸 國の建 國の君 まもを くは 然り である C . 然るに 我が 
神武 天皇は 斯 r の 如き 慘 酷な ことは 徵塵も 遊ばさず、 日向 御 出 發の當 時より 干 まを なて 屈 照せ しめ 
ら る、 御 おながな く、 一に 宣撫德 化を 旨と をら れ を。 抑： 神武 天皇の 御 曾祖父 彥火變 々が 尊が 日 巧 
に 天 辟ら せられ て^り 御 ニ 一代の 間、 ロ 巧の 國に 都せられ 聖 業の 緖を 開かせ 給へ る も、 日向の 地た る もと 
よ 0 偏 鄙に して、 而も 日本の 中 也と あま D 離隔し あるを なて、 天皇は 更に 東方に 移轉 せられて、 日本 
を 罔を 統治す るに 使なる 處を 選ばれを き 御 思 召を なて 御發足 遊ばされ をので ある。 是れ 天皇が 特に 
勝れた る 御 見識を 有せられ をる 證據 であり、 また 創業の 英主と して 後世から 崇め 奉られる 所な である。 

紀ホ節  一 五 ミ 


紀元節  - 3 に 
さて 愈； 日 巧を 鄕お變 遊ばされ てより、 大和の 國 境に 著 かせら るるまでは、 唯一度の 戰をも 遊ばさ 
れざ りしの みならず、 戰 岡の 準備 さへ も 整へ さがられな かつをら しい。 其の 證據 には、 速 吸 之 門に 到 
^し時、 ^|^とい へる者が、 天皇の 御 一行を 歡迎し 且つ 嚮導を したので ある。 义葉狹 (今の 宇が ち 
到ら，^ し 時は 露 k 琴-敷％ IlS は 宮 を 造りて じ 奉っ を。 でぁる。 天皇が 初めより を闡津 々浦 
々皆皇 セ- 皇民 たるの 思 召を なて 皇 化に 霜 ほす を 念と せられ、 敢て 武威の みを まとせられ なかつ たから 
である。 其の 年が 埃宮 に、 翌年ち 備の高 嶋宮に 著し 一二 年 此處に 住み 給 ふを。 其の後 高 嶋宮を おで 給い 
難 波より 東に 進み 生 駒 山より 大和に 入らん とし 給，： 5 し 時、 旣に 皇族 饒速日 命を 戴いて ゐ た長髓 彥は么 
をが 齡觀に 邀へ擊 ち、 皇兄 五瀬 命は 流 矢に 中って 重傷を 負^ 給 ふた。 

天皇は 更に 路を 南に 轉 じて 紀 伊の 熊踩 浦に 上陸せられ、 化 進して ち 野 山中に 巧で 給ぅた。 道 臣命嚮 
導を ぅけを まは り、 大和の 黃旧 (今の 宇陀 郡) に 到り 遂に 長 髓彥の 軍と 戰 はれを。 金を の 鶏 飛び 來 つて 
御ち の弹 にと まつた のは 此の 時で 天皇の 率 ゆる 軍が 千 まを 交へ をのは 此】 戰 のみで あつを^ 併し 間 
もな く 饒速日 命は 長 髓彥を 殺して 降參 しを ので 大和 地方は をく 平定し を。 

神武 天皇が 大巧の 嬉 原に 皇居を 定め 給 ふて 茲に卽 位の 大禮を 行は せられた。 これが ま 酉の お 巧兀日 
であるが、 これを 換算して 太陽 曆に 引き 當 てると 二月 十一 日になる ので あるから、 化の 日を 紀 '兀 幹と 


して 今日 奉祝す るので ある 《 ' 

第 四 章 春秋 ニ 季皇靈 祭 

皇靈 祭は 春を 一季 春タ 秋々 の 日を なて、 皇靈 殿に 於て 歷 朝の 皇靈 、皇后'、 皇お 姑に 皇 親の 御靈 
を 御親拜 あらせられ、 なて， 大 孝を 申べ さて 給 ふ 0 である。 

裏 靈榮を 春秋 ニ季に 行は がらる、 こと、 なつた のは、 明治維新の ことで あるが、 其の 淵源す る 所は 
極めて 巧い。  . 

天照大神 高天原を しろしめし 給 Vi、 愛 おの 道に 御 ムを盡 くされ、 五殼を 得て 耕粮の 道を 敎 へ、 聲を 
巧て 紅 織の 業を 勤め、 齋 殿を 建て^ 天神を お 祭ぃソ 遊ばされ 崇祖 敬神の 大義を 親しく 御 垂範 あらせられ 
を 所に 我が 闕建國 の 道德的 淵源が なする。  . 

天武 天皇の 十 年 五月に も、 皇祖の 御靈を 祭らせ 給へ る ことがあ つた。. 

持統 天皇の 御代に 貢物の 初 穗を暮 陵に 献 がらる、 衛 前の 御 事が 始 つたと も 傅 へられ，， 大寶 をに も 陵 
靈をお 0 繪 ふたことが 見えて ゐ る。  • 

淸和 天皇の 御代な 降は 十 陵 八 黨の制 もを つて、 每年歲 末に 方り •諸閣 ょり 上れ タ 調の 物を 標び これ 

おが ニ 季皇靈 祭 一 お 五 


春秋 ニ 季基襲 祭 -ミー/ 

を 解 物と して 陵墓に 奉る こと、 なつを かきは 當 時の 皇靈 おと 見る 事が お來 る。 

足 利の 末代ょり、 天下の 兵亂と 巧に 荷 前の 奉 體も窥 えがて、 皇靈を 祭らが 給 ふ 特定の 御 儀式と ては 

なく 明治維新に 及んだ。 

巧を ニ 年 六月 二十 一日 上 局開議 にがて、 親王、 公卿、 饒香 間祗候 等に 贼 問を 給 ふを。 

かくて 六月 二十 八日 明治天皇 御 親ら な 時 群臣を 率ゐ させられ 神 祝官に 行幸 ましまして、 天神 地 誠 及 
歷 朝の 皇靈を 御親拜 あらせられて、 祭政一致の 教 旨を U て國 是の大 基礎を 定められ 給'^ し 事を 吿 け、 
遂に 神 巧-. い 中に 神殿を 延て させ 給 6、 十二 巧 十 わ 日を U て 八 神 (神醇 H 神、 高 御 產円神 玉積產 がが 
お 載が 神、 腊載日 神、 が 能 賢 神、 御が 津 神、 i? 似よ 神の 八 神} あび 其の 他の 天 刺 おに 巧が とみに 歴朝 
の 皇靈を 此の 神殿に 祭らせ 給 ふを。 是れ 今日の 皇靈 殿の 起源で ある。 

巧を 一二 年正 月 = 1 日 に は、 此 の 神殿 に 於 て 祭典を行は せ ら れ、 詔を下 し て 朝野 の 臣お に ホ吿せ ら れ t 。 
巧 治 四 年 九月 十四日、 詔を てして 神殿を 禁苑 に造營 し、 神器と 列 聖皇靈 とを こ、 に 奉安し 給ぅた。 
巧 治 六 年 五月 皇居の 御 あ 上が あ. つて、 賢所は 一旦 赤阪假 皇居に 遷らせ 給 ふを。 同年 十一月 二十 一一 日 
神武 天皇、 後桃園、 盏 、仁 孝、 需の四 天皇 基 陵と 緩 靖天島 岛下惹 他の 諸 天皇の 蠢 
が 年を 御 追 祭 遊ばさる ことに 定められた。 


これまで 皇靈 祭と いふのは 歷 代の 皇靈 をのみ 奉祀せられ をので あつたが、 巧を 十 年に 至り 更に 歷 
代の 皇后、 皇妃、 皇 親を も皇靈 殿に 合祀 せらる、 ことにを め 給ぅ を。 

然るに 代を 重ねら る こと 第な 二十 一二 代なる をな て、 殆ど 每 日の 様に 御祭 典を 遊ばす 狀 がと なり、 
御 繁忙に 渡らせら る、 ょり 今日の 春秋 ニ季皇 祭を 行は せらる、 に 至つ を。 我が 闕の 民間に 於て は、 昔 
から 祖先のを め 春 祭、 秋 祭と いふ ものが あつを が、 佛敎も 傳來後 この 風を 採り 入れた ので、 温 t 追善 
供養が 盛んになり 、春秋 ニ季の 彼岸に 嚴修 する やぅな 潰しとまで なつを。 

此の 日を 選んで 皇靈 祭を 行は せらる \ のは 询に 意義深い こと、 拜 察する 次第で ある。. 

明治天皇 御製 

• わが 國は 神の 末な り 神 まつる 

むかしの 手ぶ り 忘るな ゆめ  . 

_ 第皇早 神武 天皇 祭 • 

四月 S 日は 我が 皇祖 神武 天皇の 崩御 あらせ 給 ふた 日で あるから、 宮中に 於て ち 天皇陛下は 親し 
く皇靈 殿に お 御 あらせられ 御 親祭の 典を 攀げ させ 給む、 义献傍 山の 御陵には 奉’ 帶の剌 使を 御 差遣に な 
るので ある。 

神 巧 天皇 祭 一 五 セ 


神武 天皇 祭 一 五八 
神武 天皇は 皇祖に ましまして、 建 國の御 功業を 遂げさて 給， 6、 をの 御 威徳は 八紘に 輝き、 今日が 
內の齊 しく 欣仰 する 金 顧 無缺の 我が 國體 は、 をく 天皇の 大業に 基す る 次第で あるから、 祭 H として 
御 親祭 あらせ 給 ふので ある。 

神武 天皇は 御 諸を 彥火火 巧 見 奪と 申し 奉り、 彥波激 武黯譜 草 葺不合 尊の 第 四 子に ましまして、 
御 母は 玉お姬 命と 申し 奉っ を。 生れながら にして 明達の 君に あらせられ をが 十五 歲の御 時、 皇太子と 
なりを まい、 後、 日向の 吾 旧邑の 吾平 津 媛を 納 れて妃 となし、 手 研す 命を 生ませられた 。天孫 壌々 梓 
尊な 來旣に S 代の 間、 九州の 拙に 都して 其の 地方を 統治 あらせられ たので、 此の頃、 西邊の 地は 旣に 
皇化 におして 居た が、 お 方の 地ち は 未だ 皇 威に 服して 居なかった。 熟に 大和 闕の 長髓彥 とい ふを は、 
饒 速！！！ 命を 奉じて 君主と 仰ぎ 其の 他 兄 猫、 巧觸 •兄 磯城、 弟 磯城な どい ふ 者、 を； 一地 方に 占據 して 
自ら 君 長と なり、 少しも 統一され て 居な かっを。 そこで 神武 天皇は 皇兄 、皇子たち を 集め 給 ふて、' 
昔 天祖 天 照大御 神は、 天孫 墳 々お 尊に 授 くるに 此の 豐 葦原の 瑞穗闊 をな てし 給 ふた。 而 して 靖 々が 
'尊の 降臨な 來旣に 年月を 經る こと 久しき におんだ が、 時運 未だ 到らず して、 僅かに 西邊の 地を 治む る 
に 止り、 東方 遠隔の 地に 島 威を 布く に 至らな かつを。 「朕 聞く に、 東方に 靑山 四周の 佳き 阀 ありて、 を 
を 大和 國 とい V5、 饒遽日 命と いふ 者、 天 磐 船に 乘 って 此處に 降り、 今や 其の 地方を 治めて おる とい ふ 


I 


ミで ぁろ 思 ふを の 獲、 我等 墓つ て 都と 制め、 天業 恢弘の 基を 樹つ べ蠢 で— っ」 とがせ 

ら れミ皇 兄、 蟲モ たちは 薑を 聞いて、 天蠢塞 0 誓 霞 1 营户 
rirsi •皇 兄、 f 共——— 善— ふ。 先—— 穗宮 

を^: て、— 門に 到り—、 雲 ミ ふ 者 菜り 迎へ 奉つ たに 依り— 椎^:: 

を 命ぜ’ られち 進ん— 紫の 豪に 到り 給 ふと、 此の 地の 襲 雲、 |津媛 が—— is 

紫— 重 養 i 霞 f 、 管 ii ミ、 更に、 I 帅 

國に 進を I に 3 を 蒙、 一— 間— に 蛙つ て、 S、 兵食の 準備を 整へ、 養して デ 下を 

ぇ 國 にを—」 たが、—」 く」 了霉 が白皂 をつ た 写、 是管 管、 霞 山—. 

ぇて 大醫こ 入らぅ と」 を。 装 時、 長 雲は 章を 盡 く」 て 蠢を孔 富 おに 邀へ 防— つ 重 

ひ’ 剩へ |铜命は 流 矢に 中—— 美。 此 f 皇^% rf 

せられる にち 「朕 曾 疋れ日 神の 子孫で ぁろ 然るに 今 東方に 面し、 日に 巧つ て— 討 

一 お 九 

神武 夭皇祭 


神武 天皇 祭 一，： 6 
利を 秘 ざろ 所 でを る。 故に 今 退いて 賊に 弱き を 示し、 更に 神賦を 祭り'  日 神の 威を 負ぅて 賊 を討タ 
たなら ば、 贼は 自ら 敗れる に 巧 違ない」 と。 一先 づ 軍を 還し、 茅淳 海を 廻って 紀 がの 方に 赴き 給 ふ。 
五瀬 命は をの 途中、 紀 が國議 山に 於て 藉 まがらる。 

天皇は 名 草 島に 名 草 戶畔を 謙し、 をれ ょり 更に 進んで 熊鲜に 赴き 給 ふ。 化の 時、 海上 遽 かに 暴風 吹 
き緖り 皇軍を 乘 がを 船が 甚だしく 鬻蕩 しを ので 皇兄稻 飯 命と 一二 毛 入 野 命とは 遂に 海中に 投じて 失が 
給 ふを。 然し 天皇は 少しも 屈がず、 皇子 手硏巧 命と おに 進んで 荒 お津に 到り、 丹 敷 戶畔を 謀し、 尙 
艱難を 胃して 益； 前進し 給 ふを。 

然るに 那 毒の 氣を 吐く 暴 神が ぁって、 頗る 暴威を 逞しぅ しを 爲 めに、 皇軍は を 病み 仆れ てし まづ を？ 
勇觀絕 倫の 天皇に がか せられても、 今は 疲勞 困禮 して、 臥し 給 ふに 至った。 

偶 {此の 時、 熊 野の 人に 高 倉 下と いふ 者が ゐち天 照大御 神が 武馨礎 命に 命じて 靈劍を 下し 給 ふと 
.夢み、 覺 めて 後、 其の 靈劍を 己れ の 倉の 中ょり 發 見し •直ちに 之を 持ち 來 って 天皇に 献上した。. 
天皇が 化の 靈劍を 得 給 ふと 同時に、 皇軍の 志氣 はなち 振い 起扩 、加 ふるに 八 殿 烏と いふ もの ホ 嚮導を. 
務めを ので、 皇軍は 險隘を 踏み破って 前進し を。 黃旧 にて 兄 猎を誅 し 弟姆を 降し、 又ち 野の 止 曾 井光 
を從 服し、 更に 磯城， の 八十 梟師を 討っ を。 此の 時 天皇は 椎 根津彥 及びを 猎 をして 天 香 山の 立を 採り 


來 って 八十 平 霞、 嚴當 などい ふ 物を 作らし め、 天神地祇を 丹 生 川に 祭りて 大擧 して 磯城の 巧を 討ち 轉 
ひ、 弟 磯城は 來り 降り、 兄 磯城は 遂に 誅に 服した。 

斯くて 天皇は 更に 進んで 長 髓彥を 征討し 給 ふ。 此の 時 金を の雖 飛び 來 って、 天皇の 巧狎に 止った。 
賊 兵は 迷 膝して 戰ふ 事が ぉ來ず 皇軍は 勝に 乘じ 進み 擊 っを。 

長髓彥 は旣に 平定し をが、 新 城戶哗 、居 勢 祝、 链 祝、 ± 蜘蛛 あり •皇 命に 叛 いたので 含 甲は 諸將 
を 遣は し此 等の 者を 擊定が しめられを。 

是に 於て、 大和 地方は 略； 平定し を。 天皇は 献傍 山の 泉南檀 原の 地を トし 皇居を 經營し 給 す 
酉の 年 正月 調 日を なて 摇原宮 にがて、 天皇の 御 位に 卽 かせ 給 ふち 是れ實 に 我が 皇國の 紀元が 年で、 
我が 億 化が 每年 二月 十 I 日を なて 紀元節と して 祝賀して 神武 天皇 登極の 日を 永く 記念す るので ある。 

天皇は 卽 位の 後、 巧を 論じ 賞を 行 心、 文內 かの 政治、 制度を 定め 給 ふ。 かくて 國內を 巡幸 遊ばされ、 
皇威 四邊に 普く 御 年 百 二十 セ歲 をな て 檀原宮 に 崩御 あらせられ、 動 傍 東北 陵に 奉祀 がられた ので ある 9 

第 六 章靖國 神社 

九重の 雲 深き 大內 山の 乾の 方、 程近き 旧安臺 上に 帝都を 俯歐 していと 厳かに 鎭座 まします 神は、 轉 
靖國 神社  こ ハ】 


.靖國 神社  一六 ニ 
民の 熱血 的 尊崇を 捧 ぐる 我が 別格 宮瞥 大社 靖闊 神社で ある。 

德川 幕府の 末っ方、 內憂 か患荐 りに 至り、 尊王 愛 國の志 女は 雲の かく 起ち、 盡お 報國の 赤誠 發 する 
所 遂に 王政復古の 大業を 完成し を。  . ， 

上に 英邁の 聖 おあり、 下にを なの 賢臣が あって •君民 一致 團 結、 國 運の 隆 々をる ことは おに 旭 H 
昇天の 勢で ある。  . 

かく も 我が 國が 偉大なる 發 達を 遂げを ことは、 畏れ多くも 一天 萬乘の 大君の 御穫 威と 國體 精華の 
發 塌の然 らしむ る 所では あるが、 义嘉 みち 年な 降、 幾多 お 勇 義烈の 古が 死を 鴻 毛の 輕 きに おいて、 只 
管 皇黨の 扶翼に 努力し 劇 家に 骑 じた 偉 動を 忘れる ことは 巧來 ない。 

招魂 祭は な戶及 京都の 兩 地で行 はれを が、 巧 治 ニ 年 一二 巧 東京に 奠都 遊ばさる、 や、 更に 招魂 社覺設 
.の議 起り、 長へ に 祭祀の 典を 擧げ しめられ、 畏くも 萬乘の 尊を なて して 特に 崇敬の 禮を 加へ させ 給 
ふを ので ある。  . 

巧來 招魂 社なる 稱 號は國 事を 端の 際に 起った 名で、 お 天の 神靈を 一時 お齋 する 所で あるかの 機に 聞 
え， 萬 化す 易の 神靈 のまし ます 社號 にを 當を 失する 感が あるので、 明治 十二 年 六月 四日 別格 官雜大 神 
に' 列 せらる、 とおに 靖頤神 和と 改稱 せられを ので ある。 靖國の 字は 春秋 左 氏傳の 中に ある。’ 


我だ闕 ほぶ 來 正義と 平が を w て 其の 闕是 とする。 從 つて 上 禀 祖が聖 常に 靖國 をれ と 天下を しろ •ぉ 
さん ことを 御較念 あらせ 給'^、 下 萬 民 も 亦 蜜 旨を 奉戴して 正義と 平す の爲 め' 一身を 犧輕に I タす 

る も 茵遮國 の 神と なりぶ 義と 平が を 擁護せ をと を 希つ てゐろ 霞の. 義は 賞に 累國 霞是富 

應 ょしい ものであると 言は ねばならぬ。  .. 

靖闕 神社 祭神 生前の 身々 巧 職に 就て 言へは 陸軍 海軍 警察官 么鸿溝 ま ，。 ， ス 十一 即私僱 が 
婦人、 農工 商 等、 苟 くもを 國 臣民に して 國 家の 爲 にあ 節を 捕んで、 高潔なる 大 精神を 發 揮して 護闡の 
神と なり ませる 人々 は 皆 本 神社の 祭神と して 網羅 せられて ゐ る。 總數は 十 セ 萬 ホ 千 四百 柱 (十 お 年 凹 
巧 迄 合祀^の タ きに 上り、 神位燦 として 輝き、 餘 光遠く 異域に 迄 も 及んで ゐ る。 

靖闕 神社の 祭典は えを 例 大祭、 恒例 祭、 合祀 祭、 臨時 祭で ある。 當曰 畏れ多くも おに 胁 使を 御 差遣 
あらせられ、 武官には 化 暇を 賜は り、 皇族を 初め 文 武官の 參拜 、攸 の 帛供 物の 奉納、 磋海 軍隊の 正ま參 

拜 、霞を 麗 囊生冀 Q 他 一般 覽 Q 參曇 6 さも— ず、 眞に 窺を 旱 する 0 であろ， 
皇室に かせられ ては 靖國 神社を 祟し 給 ふ 事大 方なら ス 霞の 爲に 騎じ窒 古 も 誠に 死して 餘 
榮 ありと いふべき でぶ る。 

明治天皇 御製 


靖阔跡 社を  ニ (巧 
我 閱の爲 をつ くせる 人义の 

を もむ さし 野に とむ え 玉が を • 
靖闕の 社に 齋く鏡 こを 

大が むの 光な り けれ 
世と 巧に かをり 傳 へょ 國 のをめ 

命を すてし 人の いさを、 

か國 にか ばね さらし 、ますら をの 

魂 も 都に けふ歸 るら む . 
昭憲 皇太后 御 歌 ' ‘ • 

神 垣に 淚た むけて 拜む をし  . 

歸 るを 待ちし 親 も 妻于も 

方今が 道廢れ 人む 衰 へて、 人々 は 極端に 物 利 物慾に 趨り ，崇高なる 我が 國體 精神を 涵養 暢達す る こ 
との 極めて 緊耍 なる 秋に 方り、 化烈 義勇の 古の 實際的 事實を 知らし め、 益 < 我が 阔民 固有の 氣魄を 練 
磨せ しむる ことは 頗る 緊耍の 事柄で ある。 特に 此の 機會に 於て 戰を (最近に 於け る) 忠勇 美談 等を ホ 
用して、 所屬 部隊の 戰績 若く は 先輩 戰义の 建てを る 動 功に 就て 訓話 せられん 辜を 鎮 むみ 第で ある。 


第 お 章 天長節 

總 說 • 

築 一節 天 長 •節の 由 ホ • 

天長節は 御 皇尊御 降誕の 日を 稱し 奉り、 天長節の す 字は 聖壽の 天地と 共に 長久なら むこと をい ふ 意 
である。 抑 t 天長節の 起源は 光仁 天皇の 寶龜六 年に をり。 この 年 天皇 聖誕の 日を 天長節と 名 づけて 
令 節と せられし を始 とす。  I 

をの 後 武家時代に 至-^ 久しく 中 結— たを 遷 天皇 御卽 位の 後明 治 元年 甚古管 復し給 於、 
御 降誕の 日を なて 天長節と 稱し 、群臣に 賀宴を 賜 ひ、 天下の 刑戮を 差 止めら る^ 旨を 御布吿 あらせら 
れ を。 をの 當 日には 文武 百 巧參賀 し、 臣民は 戶 每に國 旗を 揭げ 聖壽の 萬歲を 祝し 奉る。 當日觀 ぶ 式を 
巧ょ せ給从 しことは、 巧 治 五 年を 始 とす。 當 年の 天長節には 陸軍の 整列 祝砲の 儀 まを 操 練 場に がて 巧 
はせられ 明治天皇 親しく 臨御まん まして 兵を 禱 はし 給 ひ、 これょり 恒例と なつを。 

第二 節 天皇陛下の 御略歷 

.今上陛下は 巧 治 一二 十四 年 四 巧 二十 九日 午後 十 時靑山 東宮御所 にがて 御 降誕に なり ましを。 大正 天皇 
の 第一の 白ち 子に あらせら た 御名は 碧 呂裕仁 雲と 申 レ 奉り、 兩 陛下の 御寶 もさる ことながら. 

天長節  こ ハ お 


天 お 節 . 】 六 六 . 
みけて 明治天皇 昭憲 皇太后 兩 陛下の 御喜び は 限りなく、 國 民は 津 々補々 の 末まで 祝福を 捧げ 奉っ 
をので あ 0 ます。 

巧を 天皇の 御 思な により、 御 養育 掛 として 海軍 中將 川が 純 義伯薛 が 選ばる、 こと、 なりました。 海 
軍のを 將が身 魂 をれ ちを み 奉って. 四 屢雜は 尴 下には すこやかに 御成 長を 遂げさせられ、 かくして を 
花 秋 巧 日 巧は ホの かく 流れ 御 年滿八 歲を迎 へさ がら かまし を。 

明治 四十 一年 四月い よ/ \ 學習院 初等科に 御入學 遊ばされました。 時の 學習 院長は 乃 太大將 であっ 
た。 巧 お 四十 五 年 七 巧 一二 十日 明治天皇 銃 御、 大正 天皇が 御 位を 御繼ぎ 遊ばされ、 其の 時は 陛下は 
御 年 十二 歲で 皇太子殿下と ならせられ、 陸海 軍み 尉に おなり 遊は しを。 

大正 一二 年 S 月 學習院 の ル 學を御 卒業に なり、 四月から 東 實御學 問 所を 設けられ、 陛下は そこで 御勉 
攀 遊ばさる。 其の 時の 御學問 所の 總 裁は 東 鄕元師 であっ を。 大お五 年 十一月 ご 一日には 立太子式を 行は 
せられ、 大正 八 年 四 巧 二十 九日には 滿 十八 歲 になら せられ ましを ので 御成 年式を 擧げ させられ ましを C 
大正 十 年 二ち 末には 御學問 所を 鄉 卒業後 御 尊き 御身 柄を の^て 親しく か 國を訪 はせ 端 ふ。 誠に 紀 化な 來 
未曾有の 御お擧 であり ますが、 一二 巧 S 日を 闕 民の 熱誠を こめを 奉送 裡に 横漠 港より 御 召鑑香 取に 御 俊 
乘鹏转 萬里曠 化の 鄉化途 にっかせ 給む 款洲を 御 巡遊に なり、 英闕 、佛國 、も闕 、.か 歐 、が阔 と 陛下 


ま 卸 訪問 遊ばされ、 九 巧 一二 日半歲 にぶる 御 ホ 遊 も 御 恙なく 陛下には 萬歲歡 呼の 裡 にず 巧 度く 御歸朝 

遊ばを ま」 たが、 KJQf り 御 父 靈玄潛 み 含ぶ 1^、 もまを ぬの 

で 盖十年 ごを 一十 音攝 政の 大巧に つかせ 論を とを 瞻し 奉り、 直ちにを のじ 灵 詔を 煥發 ぁら 
せら L た。 大正 十 ご 一年 一巧 二十 六日 攝政 宮殿 下には 賢所 大前 において 久適宮 良 モか壬 殿下と 御 結婚の 
轟を 擧げ させら た翌 十四 年ち 具 口には 照 宮內璧 殿下 御 降 1 ば さ 巧 御 芽 匿き 事の 數々 
が 綾 害」/ たが、 晕 十二月 父 養 下 0 御 S を f せ哲 、囊 るを 0 ご 十 音擧國 働累裡 

に 神 t ましち 直ちに 踐— 式を 行 はぜら たなに 一天 萬乘の 君と して 君臨 まし 享ミ もり、 

年 號も吗 和と 改一吾 を三麗 Q 讓藻— 忆も洋 々窒光 fs で 新是累 みは 始めを ち 

雪覇 陛下の 御擎德 

陛下には 皇祖 皇宗の 尊嚴 なる 御 綾 威を を體 させ 給从 、御 資性 敦聖 文武 御聖 德彌； 高く をな はり まし 
ますこと 巧 我等 養 Q 眞忆糧 S へない 所でを る。 をの 御疆の 程は 到底 小 f の 書く 能 ふと こ 
ろで ない が 左に 數 例を 講 載し なて 訓話の 資に 供し をい と 思 ふ 
陛下 學習院 初等 巧に 御入學 遊ばされを 頃、 學 校は 何ょりも おがき におは しました 學習 於の# 巧が 
皇族 お 章の 徵花 金モ I ルの 輝く 學帽 をな させ 御 ランドセルを 御 背に 每朝セ 時 二十み 時計の やぅに 御規 
巧趁節  ご ハと 


天長節  ニ ハ 八 
則 おしく 絞ヶ橋 御門 內 から 御徒 步で御 登校 遊ばす 御 姿が いかばかり お 巧 愛らしく、 また 御を の もしく 
拜 されを。 當時院 '長は 力 木大將 であっ を。 明治 大巧の 御 旨を 拜 し、 陛下の 御敎 育に 當 り、 殊更、 特別 
の 設備 も 奉らず、 選定し を 御學友 十二を とおに 他の 生徒と 御 同様、 一切の 御莲 別を 拔 いて 御 待遇 中 上 
げた。 机は 白 ポの御 粗末な もので あっを。 御 椅子 も 木製の. 堅い ものでした。 眞 おの 日 も 「曇い」 との 
を まは かたま ふこと も、 雪の 朝 も 「寒い」 とのを まは せらる^ こと も 御 止め 申しました。 畏くも 敎も 
は 陛下に 對し r かぅな さい」 「お正しなさい」 と 御 命令 申し上げを ほどで ある。 陛下は 乃 木 院長を 「たお 
閣下」 と 呼ばせ 給 ふを。 かくて スパルタ 式鄕敎 育の 下に 御 智識は 巧に 進み、 御身 體は 愈； 御 健 酿に御 
成長 遊ばされを。  . 

明 お S 十九 年 御 年 六歲の 頃、 化は 日露 役の 後で 稚き宮 の 御遊 戲も街 開の 幼兒 のがむ 遊びと 同じで あ 
ら せられ、 秋 父 宮殿 下を 始め 御對 手の 爲め參 殿した 御ぶ 達と 日の丸の 旗、 ラッパ、 銃、 洋刀 などを 化 
り 巧 させて 戰 ごっこに 餘念 なく 日を 御 過ごし 遊ばされた。 

孝道は 我が 闕に 於け る 重耍な 根本 道徳で ある。 階下が 御 孝道の 大 御む 極めて おく あら がられる こ 
とは、 御 か 遊に 供奉せ る 山 本 少將の 謹話の 一節 臣 里の 某寶石 商に て 陛下が 御自身 多數 のな 罪な の 中 
から 皇后 涩 下に 御 似合になる だら ぅかと か 色 f 術 吟味に なり、 終に 御十產 として 劑飾ー 病を 御 質い 


求めに なっを 時の かき、 义震 ぶの 時 第一 震 終る 頃 急遽 御 側に 參 向し を侍從 長に 向は が給从 、「まあよ か 
0 を兩 陛下が 日光に ゐ らしつ て 此方に おいでにならな いので」 と 仰せられ たと 漏れを る。 

十二月 十 お 日 約 五 千の 團體セ 萬 四千の 靑年 がか 列の 爲め 二重橋 前廣 場に 參 集した。 當 日は 朝來 から 
雨天に て 細雨 祁 がと 降り やまず、 午後 一時 頃より 參 集の 陪觀の 高な 及參 加團體 のみ 關係者 其の 數一 ニモ 
餘 おは、 玉 嘘の 左右を 化に 就き、 皇族を 殿下は 玉座のを 側に 近き 席に 蓉 かわた。 

玉座は 离さ四 だの 臺 上に 設けられ、 金を の 菊花 御 紋寶を 浮び 出せる 天縣を U て蔽从 前面を 除く 一二 方 
は靑白の帳縣を：；^て園ょ6れた。 午後一時過 踏下臨御、 開式に先だち宮內お巧にがめエ人凹、 五人觀 
かに 御座所の 邊に 集まり ur 面の 蜡 幕を はづし 天幕 さへ も撤リ ホって 玉座を 雨の ぬれる に 化せた。 間 も 
なく 巧が の 一人より 聖上 陛下に 於 かせられ ては 朝來の 雨に 打たる、 さ數靑 年の 身を 案じ 給い、 

「肢 のみ 獨り 天縣の 下に あるべき でない」  . 

との 思 巧に より、 巧朽寮 準備の 天 縣を撤 すべき ことを 命ぜられ 給 ふたと ま懼 者側委 貴に 傳 達されを。 
何と 尊き 大御ム てあらぅ ろ。 

か k 禪下聖 德昭に 八 飯に 光 被し、 网威 益； 顯 據し网 運の 隆盛なる 事 期 巧に 類な し。 吾々 國け はこの 
聖代に 生まれ、 安んじて 業を 励み、 しかも 化み 列强阔 おに 化して 文 ロの 恩澤 にがす るを 错 るのに、 陛 
天 お 節 一六 化 


神嘗祭.  一モ o 
下の 御威德 にょる かは ない。 

軍人は 國 家の 千 城と して 陛下の 殊遇を 辱ぅ しつ、 ある もの なれば お： 忠君 愛國の 志を 堅固に し、 
愈； 君 國に報 ゆる 覺 悟を あつく しなくて はならぬ。 

、 第 八 章 神嘗祭 

皇祖 天照大神を 闕の鎭 めと 齋き祀 ります 伊勢大神宮に 於て は 此の 故事に 基き、 十ち 十七 日 皇祖 
在す ががく 新嘗聞 食す 御 儀式を 皇 大神宮に 於て お 嚴に營 ませられ、 且 之に 先 だち 十六 日、 豐を 大神宮 
にも 新穀を 奉られる ので ある。 

日本書紀に T 時に 天照大神 喜びて 曰く、 斯の 物は 則ち 顯見 蒼生の 食 从て活 くべき ものな り。 乃ち 棠 
稗麥 豆を なて 麟矿 酣 がと 爲 し、 稻を なて 水田 種子と 爲 す。 又 因って 天の 畳 君を をむ。 卽ち 其の 稻 種を 
U て、 始めて 影'^ 田 及び 長 巧に 殖 ぅ。 其の 秋の 垂顯八 握に しないて 甚だ 快し。 ス ロの 冀に 顧を 含みて、 
便ち ホを 抽 くこと を 得たり。 此れょり 始めて 養 蠢の道 あり。 义是の 後に 素 蒙 嗚 尊の 爲行 甚だ 無狀 。如 
何となら ば 天照大神 天狹 旧、 長 田を で 御田と 爲し給 ふ。 時に 素義嗚 尊、 をは 則ち 重 撥 種子し 且其 
の畔を 毀ち、 秋は 則ち 天が 駒を 放ち 田の 中に がす。 


復 天照大神 新嘗 聞な す 時を 見て、 从を かに 新 宮に放 戻す。 此れに ホて 發憾 りまして 力ち 天 石锦に 
入りまして 繫戶を 閑して 邮 がまし ぬ。 故に 六合の 巧 常 聞に して 晝 夜の 相 代る わき も 知らず。 時に 八な 
萬 神 天 安河 邊に會 合む て 其の 禱 るべき 方を 計 ふ。 故 思 兼 神 深く 謀り 遠く 慮り、 遂に 常世の 長 鳴 鳥を 聚 
めて をに 長 鳴せ しむ。」 と 記されて ある。 新嘗 とは 皇祖 天照大神が 新 稻を聞 食す に當 り、 先づ 么を稻 
穀の 神に 奉られ、 ホで 聞 食され を ことで あつて、 化の 爲に新 宮を御 造り 遊ばされを とい ふことは 其の 
專 がか 何に 嚴肅敬 虞の 大御 むの 下に 行 はれた かを 拜 察する に餘 り. あるに である。 

宮中 にがては 報 本 反 始の大 御む ょり 此の 森嚴 なる 御祭 典に 帶帛及 調 絹を 奉られ か宮は 十六 日产宮 
は 十 セ 日 進献の 祭を 行は せられる。 

十 セ 日には 御遙拜 式と 賢所の 御 親祭と が ある。 卽 ち神嘉 殿の 南 庇に ニ雙 の御屛 風を 立で 廻らし、 中 
に 眞薦を 敷き 爱志讓 を 設けて 御 遙拜の 式場を しっら へる。 午前 十 時 天皇陛下 お 御、 親しく 御 
遙拜 遊ばされ、 更に 賢所の 大 前に 進 御、 御玉 おを 奉られ 御 親拜の 上御吿 文を 奏させ 給 ひ、 御 鈴の 儀 あ 
つて 入御 あらせら る。  こ' 

神宮に 奉る 新穀は 往事、 神宮に 附屬 せる 神 田が るって、 をの 新穀を 大 神酒、 大 神饌と して 奉っ たの 
であるが、 今 か 神宮 司廳 ょり 供進し 奉る。 义調 絹は 荷 前の 調 絹と も 言 レ、 祖廟 調の 制度に 基く 諸 図 か 
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らの 献上 おょり 選ばれを ので あるが、 現今は 精製 謹 調せ る 生絹を 奉らる。 

此の莊重なる御祭典は其のも來する所甚だ巧く中を：^來は例帶と稱し、 义伊勢に差遺される刺使を 
例幣使 (諸 王 一人に 中ち、 齋 部を 一人を 副 ふ) と 呼んだ。 蓋し 每年 例と して 行は せらる、 に 依り 斯く申 
したので ある。 然るに 應仁大 亂の爲 古例の 魔る こと 約 二百 年に 及び、 後光明 天皇の 正德四 年に 至り 詔 
して 祭祀を 再興せられ、 更に 明治維新 後 神祇な の 制を も 舊に復 し、 神嚴 なる 祭典を 施行され る ことに 
なっを。 

陰曆 九月 豐黨原 瑞穗闕 、萬 頃の 美田 穗る 頃、 先づ 皇祖へ 新 稻を聞 食す 神嘗の 御祭 典が 巧 はれ、 十 
一巧 錫 働を 休む るの 時 國家大 宅の 家長に おはします 聖上 之を 聞 食 さる、 新嘗の 御祭 典が、 悠久に 變 

なく 奉齋 される とい ふことは 、又 神聖 無比の 我が 國體を 物語って ゐる ものである。 

■第 九 章 新嘗祭 

新嘗 祭は 卽 ち、 十】 巧 二十 S 日 宮中 神嘉 殿に 於て 天皇陛下 御 親ら 當 年の 新穀を 皇祖 天照大神 
を 始め 普く 天神 地祀に 響ら れて 陛下 御 自ら 聞 食し、 なて 洪大なる 神 恩に 慮へ 給 ふと 巧に 園 民 生活の 
安福を 祈り 給 ふ ものである。 故に 莊嚴 なる 宮中 御 儀式 中に ありても 特に 嚴肅 なる 重禮 である。 

皇祖 天照大神 皇孫 壤 々梓 尊齡 臨に 绘し 


名 V.  ..4  •タ , タ ' 文 ，7、 . •.ぅ 

「吾が 高天原に 聞 食す 齋 庭の 穗を U て、 亦當に 我がで に まかせ まつる」 と 詔は せられ'  豐 葦原 瑞穗 
の 因 巧が 食べ 生きる 道を 授け 給 ふを。 ’ 

抑 < 我が 國體の 宇 巧に 冠絕 する 所な の 一つは、 我が 建國 創業が 君 おはして 後に 民 あり 阔 成れる こと 
(お 先 民 後) に存 ホす るので あるが、 此の 聞 巧の 基本 食料 も 亦 神意の が大と 皇室の 御仁 澤 とに 巧り 巧 
生發 育せ る ことを 深く 感銘し なくて はならぬ。 

新嘗 祭の 御 精神は 明治 巧 年 十】 月 十五 日、 撕嘗 祭に 關 する 行政官 布 吿に巧 示されて ゐ る。 

豐 葦原 端 穂の 闕民中 其の 最大 多數を 占む る 農民、 從 つて 聞 民主 要生產 業を る 農事に 對 する 歷代天 
皇の勸 農 愛 民の 御 思 巧は 甚だ 深厚なる ものが ある。 

崇神 天皇 六十 ニ 年 セ 巧の 詔に 曰く  • 
「農は 天下の 大本たり。 民の 情み て 生く る 所な り。 今 河內狹 山の 墙巧水 少し、 是 をな て 其の 國の百 
姓 農事を 怠る。 其れ 池 溝を 開きて 民業を 寬 かょ」 と、 卽ち么 十ち 依 網 池を 造り、 又 十一月 刈が ノ 
池を 作る。」 

仁德天皇の十 一年十巧、 津ノ岡の±地卑濕にして田烟道路共に開けざるを^;^て、 宮化の郊原を巧り 
南 水を 引きて 西 海に 入れ、 掘な と名づ けられを。 又 天皇の S 年 課役を 免ぜられ 給 ふを 事は 化に 名髙 
锅嘗祭  一 セ 互 
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きこと である。 

天皇 一日 高殿に 登りて な炯の 起を ざるを 變 はし、 封畿の 巧に 於ても 尙給 せざる もの あり。 が や戳外 
を やと 詔 V5、 S 年 課役を 免ぜられを。 之が 爲 風雨 時に 順 6、 五穀 聲 かに 縷 りて 炊 炯亦繁 きに 至つ をの 
であるが 、宮殿は 朽壞し 風雨は 隙を 通ず るに 至つ を。 此 .の 時 . 

「天の 若を 立つ るは 百姓の 爲 なり。 然 らば 卽ち おは 百姓を なて 本と 爲 す。、. 是を 13^ てを の聖 王は 一人 
飢裘 すれば 之を 顧みて 身を 責 む。 今 百姓 貧しき は卽 ち朕轉 しきな り。. 百姓 富めば 朕 富めるな り。 糸 巧 
百姓 富みて 若の 貧しき 事は あらず」 の 詔が あつを。 かくて 七 年の 後 始めて 民の 願を 網れ て 宮殿の 俊 築 
を 許さる、 や、 百姓 大いに 喜び 互にち を扶け 幼を 携 へて 日夜 H 事に 巧め をので、 日なら ずして 修築た 
終へ をので ある。 モ五 百年 後の 今日 尙 君臣 一體の 美を 想像し 得る ではない か。 

明治天皇 御製 

暑し ともい はれ ざり けりに え かへ る 

水田に 立てる しづを 思へ ぱ 
國 民の 業に いそしむ 化の 中を. 

見る に まされる 樂 はなし 


今上 經下 畏くも 宮城 か 上 靈巧军 六 巧の 水 旧と 一 鼠の 陸 霜に 播種 餅 弦の 勞を 親しくせ らタご 
と ある。 

斯く愛 養 農の 御 精神を 皂ー 置」 を 給 ふので ぁるから、 夏哲靈 に袭ち 民を つてが な 作 
祈願の 祭 墨を、— け ミ—— •天 ミ胃馨 管 夏 給 ふ ミ も 謀 代ユり 0 御傳 へで 

をる。. 

天孫 漬を 尊が 日向 覃雅に 降臨の 後、 高 千警に 於て 天甜酒 (韓 酒) を釀」 璋當 (がを を 
の 稍畜 6 て 飯米と 爲」 て、 天神 忆奉 育れ たる もの、 卽 ち大嘗 祭の 淵源で ぁる。 をは 蓋" とも 新嘗 
とも 夏て 雨 蹇装無 か ミので をる が、 天 武天蠢 響、 卽位 0 始& £ 〔はせ 給 争-吊を 大嘗 
羣秋行 をら る、 例祀を 馨と稱 へらた。 宅大寶 、薫の 制 成る に 及び、 璧 下の 習 忘て 

祭日と をめ られ 、後世まで 大 なる 變化 なく 施行され て來 を。 

がるに 應 ち 致 後は 護 ミ f 中 愛を なさ i り、 を 一音 二十 重經 了東奚 皇の貞 
享四年 再興 さた 更に 蓋 天晝璧 年には 神 蠢を造 築され を。 巧 治 元た 至り 馨 祭に 就て 布 
吿 ぁり、 其 Q 蒙 ま 謹を りて、 巧 お 二十 ニ 年後は 神 霞に 於て 羹を 行は せらる" こ t きち 
十一 巧 十日、 が 蠢賽び {島 帶祖に 奮を 類を 給 ふ 御 儀が ぁろ 十一 さ 十-一日に 至れば 綾綺 

新嘗祭  一 セ 5 
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殿に. がて 疆 祭を 行は をろ 之は 喪 王を 始め、 基 看、 皇畜衰 御 魂を 鎭ろ籌 の 誇' とが 
り 奉る 御 儀式で ある。 

還 ニ 壬 ミス皇 陛下 神嘉 殿に が 御 あり、 親しく 御祭 典を 擧げを ミミな りは 午後 一一 時 御 蛟の御 
裝飾 をな したる 後、 お 時 四十々 齋乂の 御 燈を點 じ 各所に 庭 娘を 焚く。 かくて 贈 T 出御 あり、 巧な の 
御 睡に著 御 ある や 神饌の 巧立义 神樂獄 あり。 次で 隙 下 木 殿の 御 娘に 進 御、 御手 づ から 神饌を 鄉供遊 
になり、 御吿 文を 葵せられ てから 御 直會の 儀と て 神に 捧げ 給 レし と 同じ 御饌 酒を 御 おから も 問な す。 

御 儀 擧れば 神饌を 撤せ させ 給从 、叉 行 立 ありて 入御 遊ばさる。 而 して 入御の 前には 親王、 •王、 王族， 
な 族の 御拜禮 あり。 次で 諸 宵の 拜禮 ありて 夕の 御 次第を 終る。 

翌 二十の 日は 午旷 一時 {I ずが 長は； 邮 股を 整へ をる 後 陛下が 御 ありて、 霜 おく 秋の 巧を 畏れ多くも 
魔に かけて. 御 親祭 遊ばさる。 此の 御 儀式の ホ 第は すべて 夕の 御 儀に 異ならない 。又 神を には 剌使 をし 
て 奉 解が しめられ、 賢所 皇靈殿 及 神殿の 御祭 典は 同日 中 掌 典を して 奉仕せ しめられる。  ‘ 

農窠 はち 來 我が 闕 おのま 耍あ 食で ある。 皇祖 么を乂 上に 殖是 しめ、 皇孫 降臨に 當り么 を 授け 給 ふを 
こと 養に 皇道の 始めで ある。' 而 して 歷代雲 j にを せられて は 藍の 神意を 深く 體 せられて、 
每年祈 年ぶ 新嘗 の 兩 祭を なて 爵 おのを 福を 祈らせら る、 のみならず、 又 日夜 晨 襟を 偕し 給 ふので ある 9 


我が 臺闕が 地球上に 嚴 おする 所な は、】 に 此の 皇道の 發揚、 卽ち皇 謀の 扶黎 にを する ので ある。 巧 

、 

らに歐 米の 奇說 を擔 ぐの 徒は 巧く 聞を の 硏鑽に 活眼を 開かねば ならぬ。 

第 十 章 明治 節 

總說 .， 

巧‘ 治が 巧の 聖德鴻 業を 執扔 として 永久に 欽‘仰 奉 謝し 韵—ら ，ん をが、 暇 和 一華、. 第 巧 十， 凹 摘隣議 執に 骑 
て 明治 天 盛の，’ 香が 節と して 驟， 巧に 邮網徽 ，却 日 お 明 荷 節’ 5’ 一^制 おがら， れ替 日の 建議案が 滿場 
一致を なて 可 かせられ、 宮中に 於 かせられても をの 通り 御 制定に なつを ので ある。 

明治天皇は 孝 巧 天皇の 第二 皇子に まし まし、 嘉み五 年 九 巧 二十 二日 (陽曆 十一月 一二 日) 御 降誕 あら 
せらた 御 講を酸 と 申し 奉り 祐宮 と稱へ 奉つ ち 萬 延冗年 皇太子に 立を せ 給 如、 慶應 H 年鄉 

r 另 1|^—娜顧避 留 な。 

當時 天下の 形勢は 內政 にか 交に ホ 曾ち の激 變を來 たし、 到底 舊來の 制度を 墨 ザし 難き に 至つ を。 慶 
應 S 年 十 巧 將軍慶 喜、 大政を 奉還 せんこと を藥 .請し、 朝廷は 之を 御 許しに なり、 是 にがて 源賴朝 幕が 
を鎌倉に^一いてな來、 六百お十餘年の久しきに互り、 武家の手に委せられを兵政の權を收めて、 萬機 
親裁の 制に 復 せしめ 給 ふ。. 

明治 節 - ■.一  セ セ 


明 お 節 一. セ 八 
• 皆兀年 S 巧 十の 日'  天皇 紫慶 殿に お 御 あらせられ 公卿、 諸侯を 率ゐ て、 天神地祇を 祀 り、！ 五简 g 
の 御 誓 宜し 給 私、 維新の 政綱と 共に、 開國 進取の 國是 をを め 給 ふ。 

一、 廣ク會 議ヲ興 シ萬機 公論 ニ か K ヘシ。 

ニ、 上下 必ヲ 一二. シテ盛 ニ經輪 ヲ行フ ヘシ。‘ . . 

三 一、 を武 一途、 庶民 ニ 至 ル 迄を 其 志 ヲ遂ケ 人 也 ヲシテ 倦 マサ ラシ メン n トヲ 要ス。 

四、 舊來 ノ顾習 ヲ破リ 天地 ノ 公道 ニ基ク ヘシ。 

お、 智識 ヲ 世み ニ 求 メ大ニ 皇基ヲ 振起 ス ヘシ。 

.これ 實に 憲政 體 の 濫媳 であって 、明治 新政の 基礎は 茲に 定まっ を。 この 年 セ 巧、 だ 戶を来 
.京と 改め バ巧 天皇陛下は 紫慶 殿に 卽 位の 禮を擧 げ給从 、みで 明治と 改め、 一世' 一 冗の 制を 定め 給 从~、 
十月 東京に 行幸、 十二月 一度 京都に 遷幸し 給 ひ、 翌年 S 巧 巧び 東京に 行幸し 給从 y みく 東京を 巧 郁と 
をめ 給 ふ。 

明治 ニ 年、 薩 、長、 止 •肥の 西 藩 ま、 まとして 其の 藩籍を 奉還 せんこと を 奏請し を。 次で 他の 諸 藩 
も 亦 多く 之に 傲. 5、 朝廷 之を 許し、 明治 四 年 藩を 魔し 府知事、 縣 知事を 任命、 こ、 にを 闕 統一の 政治 
巧は る-. に 至つ を。 . ， 


.巧— 年譜 か國と 和親を 結び、 をは 賣公隻 より 碧す ベ— ぶ吿 せを、 維 霞 1 共に 西 
洋义 巧よ 娶輸 をを、 百 愛 製、 露 等 悉く 彼等を 模擎 る呈 つち 選 ー卒霸 線を 東 巧 

と 横濱皆 架」、 單 郵便 制を 囊、 i 寞 愛賀 替、 靈 墓道襄 f 獲 ミ關に 通じ 

ち义學 制を 需， J 小學を 設け、 學 齢に 達せる 男女 兒を 入學 せしめち 室の 學を 藻に 設けら ネ 

ち 同 六年聲 off 壽冀 0、 重 f おり、 孟 S 管 問 寧？ $;i  く義に 服 

すべき 義務 ある ものと 定めら る。 

1. 壬 一年 二月 十一 日 紀元節 0 佳辰に 於て、 さきに 伊藤博文 をして 起 置し め瓷 醒法蠢 

典範を 發だ -、 琴 壬 一一 军巧囊 Q 春る 質より 第一 醬闕馨 襄舊 翼」、 車 駕議開 

院 式を 擧 げらろ 冀國立 震 治の 義管 定まり、 大いに 匿の 隆看 致し、 國 民の 蠢を 進め 給 
ふ。 をの 御鴻 業は、 千 巧に 比な く、 仰ぎ見る だに 畏き 極みで ある。 

巧 冶 ニて、 をの 日淸戰 役^ 一一 一十一 一一 年の 淸闊 義留誦 、越えて 一手 七、 八 年の 日議塔 於て 
我が 鬟 軍は 曠巧笑 管 博」 ち 巧 治 單ー韋 八 巧韓閣 皇帝は をが 治 權を我 K 讓つタ ち 
天皇 隻 蓋が 阔を 合し、 朝鮮と 改め 總督 皇き義 せしめら ろ 
かくて 闕運益 t 震 せんとす る 時— り、 攫 單羣ち 圖らす •天皇 御 病 あり、 一二 古 終 

新嘗な  一 セ か 
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に 崩御 あらせら る。 みで 九月 伏 見 桃 山陵に 葬り 奉る。  ■ 

天皇は 夙に 維新の 政を 巧 >5 給 V5、 內 治を 刷新し、 か 交を 伸張し、 憲法を 制定して 酣 訓を昭 かにし' 
敎育動 語を 賜り 萬 民を 導き 給 ふ。 是に 於て 諸般の 文物 蔚 然として 起り、 國 運は 日に 巧に 進み、 終に せ 
巧 列强と 化する に 至り、 領 止の 攘 張、 國 運の 隆 旨、 千古 未だ 見ざる 域に 達しを。 その 盛德鴻 業、 萬 こ 
めて 萬 民 共に 仰ぎ奉り、 列國 共に 驚嘆す る 所で ある。 されば、 をの 御惱 重らせ 給 ふや、 朝野 萬 民の 熱 
誠を こめて 祈願す る 様、 實に歷 巧 上 その 比を見ない 所で ある。 終に 崩御の 事 あるに 及んで は、 遠近 廣^ 
化 考批を 喪 ふが 如く、 只管 恐懼 哀悼して、 殆ど 自失す るが かき 有様で あつだ。 • 

.御 聖德の 一端 

明治天皇を 稽へ 奉る に、 聖君 中の 聖君 として 瞻 仰し 奉る。 廣大無 邊で筆 苦の ょぐ する 所でない が、」 
今 左に ニ、 I】 一、 述べる ことにする。 (側近者の 謹話) 

第一 節 兵の 身の上を 案じさせ 給 ふ 

日 淸戰爭 や 日露 戰爭の 折の 御む 痛は、 御 ロに こを、 御顏 にこを、 めつ をに 御 おはしに なりませんで 
しを が、 御む の 中を 推し 奉れば、 唯もぅ 勿體な V 限りで、 が々 の 御製を 拜 しては、 淚を 流さぬ ものと 
てありません でしを。 或 時は 「あ、 化の 雪では、 觸 、兵 際は 寒い こと だら ぅ。 こ、 に 居て さへ このを 


さなれば」 

と 遠く 満洲の 骄に 働く 將 古の 上を 御 案じ 遊ばされ 、又 或 時は、/ 力と をのむ 子等 迄も國 家に 捧げを お 人 
の 也を 思； 5 やらせ 給うて、 「氣の 毒な 事ぢ や、 これ も、 あれ も 御國の 爲めぢ や」 と 仰せられ ては、 御感 
慨 無量に 拜 がられ ましを。  • 

お 等は みな 軍のに はに おでは て、 

翁や从 とり 山 田 も るら む 

第二 節 採 長 補 短 

この 採 長 補 短の 御 精神が 明治 文化の 根本で あつを ことを 思 ふと 同時に •をれ がを めには、 一 扇風機 
に對 して すら、 斯 くの 如き 周到に して 綿密なる 御注意が 拂 はれを ことを 知る 時、 私共が 人は 動 も すれ 
ば 明治の 文化を、 を ご 西洋文明の 輸入に ある かわやう に 思 ふが 斷 じて さう ではない。 

よきを 採り 惡 しきを 拾て、 か國に 

おとらぬ 國 となす よし もがな  / - 
進 ホには 根祗が あり、 モ がが あり、 順序がなくて はならぬ。 政治に 產 業に、 すべてを 般の寧 業が 
をく 一段】 段と きをり をつ けて、 漸進的に 順序よ く 進ん だれば こを、 明治の 文化が あの やうに 健を な 
明治 節 一八 一 
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發 達を 遂げを ので ある。 さう して をれ は畢覚 、大帝が 如何に 進む にしても 過ぎ まつを ことを 確かにし 
て、 新ら しきに 流れざる 御愼 重なる 大御 むの 致す 所で あると 思 ふ。 

いその かみち きをめ しを たづね つ、  . 

新しき 世の こと も 定めむ 

璧覇 温古知新 奏上 袋 ： 

所謂 溫 古知 新の 御 精神が、 其の 根 本義で おはしを こと、 思 ふ。 

巧 治 大巧が、 御 質素に 渡らせ 給 ふを ことは、 側近者は 常に 感激して 居を。 御座所に 伺候す る 內閣大 
臣 其の 他 文武の 顯官 が、 みな 目の あを りこれ を 見 奉りて 何れも 感激して 居を ことで ある。 

おつて 大帝は いかなる 壁 細の もので も、 御 粗末に 遊ばされな かつを。 魔物 利用と 申し上げ ょうか、 
大 がの 人々 が 拾て、 顧みない やうな もので も、 大帝は 色々 に 御 工夫を 遊ばして 御 使用になる。 今 も 忘 
れる ことの 巧來 ぬのは 「奏上 袋」 の 一條た ある。 これは を 省から 御 親裁を 仰ぐべき 書類を お 別にして 入 
れて 御前に 奉る 紙袋で、 二重 封筒の 形に 作られて 居る。 私共は、 これを r 奏上 袋」 と稱 へて 居る CL 
大帝は 化の 袋の 端を ナィフで 御 装き 遊ばされて 大きく 御展げ になる。  V. 

「どう 遊ばされ るので あらう か- 


私共は、 始め 其の 御意の 程が 判らな かつを。 大きな 紙袋を 御 装き になつ て、 をれ を 巧に 御 使用 遊ば 
される のか、 をく 想像 巧來 なかつ を。 

すると 大帝は、 化の 袋の 裏 紙へ 御 歌を 御 記しな されて ゐ を。 すら-^ と 御 認めに なつて は、 紙 商が 
一 ばいに なると、 御机の 御 抽斗へ 御 入れに なつて 置かれる。. 

大帝の 其の 折々 に 御 詠吟に なつを 御 歌は、 皆 この 奏上 袋の 裏 紙に 御 認めに なつを もので、 新しい 紙 
やを 紙 や 短 册に御 認めに なつを のでは ない。 かぅ して 御登遐 になる まで、 化の 用紙は、 御 使^ 遊ばさ 
れ なかつ たので ある。 

第 四 節 御 一代 じ 十 萬 首 

他に 對 して 御獎勵 になる ばかりでなく、 非 化な 御勉强 で、 巧に 觸れ 、時に 及んで 詠み 巧で 給 ふを 御 
製が、 御】 代に 拾 萬 首に 上られを ことは、 只數の 上から 申しても、 前人の 曾て 及ばない 所であります 
が、 況して 和歌と しての 御價 値に 至つ ては、 おかき もの、 彼 化 申す まで もない ことで 「歌聖」 の稱 、こ 
れを盡 くして 餘蕴 なきを 思从 奉る。 

岩 倉具定 公が、 宮內 大臣の 當 時、 が々 拜謁 にが でられる と、 ふと 御 側に お置きになる ものが ある e 
ょく 窺 ふと 奏上 袋に 認められた 御製の 御 下書で あつた ことを、 嘗て おに 物語られ をが、 御 化しい 御 政 

明治 節 一八】 ニ 
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務 の 御餘 暇に も、 常に 御 歌の ことを 御念 頭に 置かせ 給 ふを ことが、 これにょ つても 十 かに 拜 察され ま 
す。 をの 御 熱む さは > 私共の 本務と する もので さへ とても 及ばぬ 所で 誠に 感佩 のかはありません バ御 
歌 所 寄 人) 

第 十一 章 大正 天皇 祭 (十一 育二 十五 日) 

大正 天皇は 御 誇を 嘉 仁と 申し 奉り 明治天皇 第 S 皇子と して 明治 十二 年 八月 一二 十一 曰 御 降誕 ま 
しまし を。 

騎治 天皇 御 登 遐の日 踐贿し 給； 、大正と 改 おし 朝見の 式を 巧 はれ、 祖宗のを 襲に 遵从ホ 巧の 遺業を 
紹述し 給. 5、 大正 四 年 十一月 十日 卽 なの 大禮を 京都に 擧げ給 ふを。 同 S 年 歐洲を ± に 大動亂 が勃發 し、 
をの 影響 東洋に も 波 あし、 獨 逸は をの 租借せ る 支那の 膠 州灣に 於ても 日夜 戰備を 怠らず 東洋の 平和 も 
頗る 危險 に额 しを。 依って 我が 國に 於ても 獨 逸に 宣戰 をホ吿 し、 靑岛を 攻圍し 東洋の 根據 地を 覆し、 
日英 同盟の 義務に ょり 遠く 地中海 上に 顧 軍の 活動を 見る に 至っ を。 

がるに 歐洲の 驟亂は 益 t 擴大 し、 米闕も 遂に 英 、佛 聯合 軍に 加は り、 獨 、填に 宣戰 する に 至っ を。 
加 之、 露网 には 革命 起り、 國巧 紛糾に 陷 り、 シ ベリ ャ 方面に がても 秩序を く窠亂 した。 をの お 急を 救 


搂 せんとて 七 年 八 巧 我が 闊に 於ても 軍隊を 派遣し シ ベリ ャの骄 におを 動かす に 至つ を。 

是 ょり 先 天皇 御 病 あり、 久しく 癒ぇ 給は ず、 終に 大政を 親ら し 給 ふこと 能は ざるに 至つ た。 之を 
なて 皇室典範の 規定に ょり、 皇族 會議 あび 懒密院 の 謙を 經 て、 大正 十 年 十】 巧 二十 五日 皇太子 裕仁 
親王 極 政の 巧に 就き 給从闕 政を 決裁し 給 ふに 至つ を。 

大正 天皇は 守成の 巧 君に おはしまして 前緖 をを け 給^て、 益 t 內を にかを に鄉 也を 壺 くさせられ、 
進んで 化界大 戰に參 加して 遠く 國 威を 海 かに 示し 一躍して 皇國の 地位を 世界 最强の 列にまで 進まし め 
給 ふを。 

されば 我が 皇國の 臣民を る ものは、 宜しく 國史の 聖跡と 皇國の 地 化と に 鑑み、 猛 t 聞 運の 發展に 魁 
め、 化が 無比の 阔體を 擁護し、 光輝 ある 國 をを 巧さず、 更に 進んで は 衆 西 文明の 融和を 圖 り、 世が 人 
類の 福祖公 進め、 なつて 天 壊 無 窺の 皇 運を 扶鷄 せなければ ならぬ。 

乂 

第 十二 葺 陸 軍記な 日 

總 說 • 

陸軍 記を n 制 おの 趣旨 

陸軍 記を H . 一 化を 


陸軍 記念日  一八 六 

陸軍 記念日が 制定せられ をのは 巧 治 一二 十九 年 j 月 二十 置 日で、 當 時の 陸軍大臣 寺 內正毅 ょりを 軍に 
がし 左の かき 布 吿が發 せられて ゐ义。 

巧 治 一二 十七 八年戰 役に 於け る 陸軍 記念日を 一二 月 十日と 定 む々 爾後 每年 同日を なて 陸軍】 般 祝意を 表 

すべし 

尙 之と 同時に 陸軍み 官お本 新 六のを をな て 左の かき 記念日 設を 趣意書が 發ホ がられて ゐ る。 

巧 治 一二 个 七 八 年戲役 記念日 設定 趣意書 

今 囘の戰 役は 我が 國 曠古の 大業'  空前の 壯圖 にして、 皇 威を 宣揚し、 國權を 伸張し、 我が 武 維れ 锡 
れ り。 是れ 我が 國 史上に】， 大 光彩を 加へ をる ものにして、 この 偉績は 軍隊の みく 後來に 忘る ベから ざ 
る 所な り。 是に 於て か 年に I をの 曰を 期し、 その 洪 動に 對し 祝意を 表する 爲 、適 當の巧 典を 行 心 或は 
巧會 して 往を談 じ來を 語る と共に 戰段 者の 英靈を 慰めな て 後進を を巧瞩 薰陶 し、. 益 < 陵 軍の 進 步を圖 
る こと 頗る 有效の 事な りと す。 而 して 從來 の 戰 巧に 徵 する に、 を 部隊 义關係 者に 於て 隨意 記念日を を 
め 一 部 若く は一戰 闘の 記念 會 等を 行 ふ ものな きに あらず と雖 も、 是等 記念 會 等は をの 範圍狹 小なる が 
爲 、年を 經て 所を 變 るに 隨 >5 關係 者の 減少 若く は 部隊長の 更を 等に 依り、 自然み 續 せざる の 傾向 あり 
て 永遠に 之が 目的を 達する こと 能は ず。 加 之是等 記念日は その 數 多き に從 ^ 益： 其の 價 値を 減ずる に 


至る がな に、 今 罔の 大戰 役の 爲 めには 特に 陸軍を 殺に 互る 記念日を 定め、 本驟 役に 千與 せる をは 勿論 
後來 陸軍に 從事 する 者を して 本戰 役の 偉績を 懷 おし 祝意を 表せし むる を 最良の 手段と 認 む。 是 れ獨リ 
戰狡 者の 英靈を 慰藉す るの みならず、 軍隊の ±氣 を 振勵し 精神 上 多大の 轉 猛を收 得し、 猶 後世に 至る 
まで 能く 本戰 役の 洪 動を 欽 仰せし むる ことを 得べ し。 奉 一大の 大會戰 は 今 罔の 戰巧中 我が 軍隊の 大部 か 
が參與 しを 軍に 關係 ある 戰闘 にして、 をの 一二 月 十日は 戰が 最もな 好な 心し 日 もす。 是れ轉 に 同日を 選 
び 陸軍を 般に 互る 本戰 役の 記念日と をめ たる 巧 W なり。 

第一 節開戰 前の 靖勢 

日 淸戰役 後滿洲 占領の 野望に 燃ぇを 露國 は、 獨 、佛 ニ國を 誘って 皇 國に對 し、 恤で 贈っ を遼お 半島 
の 還附を 要求し を。 滿洲の 止の 上に 始めて 打樹 てられを 皇 闕の闊 旗は 血淚 と共に 下されねば ならぬ こ 
と、 なつを。 淸國を 討つ こと 旣に 重荷で あつを 當 時の 皇网 としては、 强大 なる S 阔の 威驟を 受けて は > 
其の 理不盡 なる 要求と 雖も をる、 のかな く、 我が 阔巧 はか 何に 正義の 主張 も 力の 伴は ざる 限り 唯 机上 
の 空 諭に も 過ぎざる ことを か實に 痛感せ しめられ たみ 第で 遼東牛 島 還 附の詔 あを 拜讀 しっ、^ がの 
淚を しぼつを。 

然るに 露闡 は、 せ ハの 忠言 夏 極 も おかざる に、 満洲 占領に 著 手す るに 至っ をので、 を闕 巧の 槽激 
陸軍 記を ロ 一た 
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は彌が 上に も 厨 じ、 秋 薪 嘗膽十 年のを 巧を 誓っ を。 

露 國は敢 て 自ら 省みざる のみ か、 其の 態度は をく 傍若無人 にして'  巧 治 二十 九 年には 露淸旋 定を締 
結して 東淸鐵 道の 激設權 を 得、 一二 十 年には 旅 順、 大 連の 祖悄權 を 獲得し、 化 淸事變 の 勃發を 好機と し 
て滿洲 の軍攀 的よ 領を敢 巧し、 其の 鋒錯は 更に 朝鮮半島に 及び、 皇 闕の大 なる 脅威と なっを。 山來闕 
際 間に 一抹の 暗影を 認む るに 際して 巧 戰備を 盤へ 必勝 不敗の 態勢を 確立す る ことが 處 めて 肝 巧で あ 
るが、 當時皇 闕は日 淸戰役 後の 諸 整理、 特に 軍備 擴充の 途中に あるに 反し、 露國 はぶに 對し 五十 倍の 
面積、 一二 倍の 人口、 五倍の 步 兵師國 をち する がが 最强の 陸觀网 であっ をので、 政府は 戰 爭を覺 おして 
積極的に 要求を 提示す る ことが 巧來 ず、 只管 自衞 の爲 之と 如何にして 轉 突を 避く るかの 策を 練って ゐ 
をのであった。 

明治 一二 十五 年 一月 日英 同盟 締結 せらる、 や 露阅は 同年 S 巧露佛 同盟の 效カ範 園を 極東に 擴張 する こ 
とを 宣言し、 ス 同年 凹 巧には 淸阔と 滿洲還 附に關 する 條 約を 締結して j 部の 撤兵を 實 行した が、 明が 
ご 一十 六 年 四月の 第二 期 撒 お 期に 至る や遽 かに 之を 中止し、 淸國 政府に 對し滿 洲還附 の 代償を ホむ るの 
みならず、 營 ロに 增 おし、 鴨綠 '江を 岸に お 力を 移動して 朝鮮半島を 脅威す る 等 其の 槐東 政簇に 激變を 
示す に 至っ を。 


第二 節戰爭 開始 前 朝野の 辛苦 

斯 くの タ 11 宇韋寞 i 蚕 漸く i に」 了、 薩度滿 裂 山 胃 1」、 議の 爪牙.. 
は資 こ朝蕃 t 加； れを する if ミ 客で、 驚は 軍備を 充實」 了 慕 ミ f 為 てんと 
欲し、 海軍 擴張 策及么 がが 源を るべき 地租 稅增徵 案を 第 十 わ 巧 國議會 に 提出した 衆議院は 遂に 解散 
となり、 政府は 止むな く 地班稅 率を 改正し、 辛ぅじて 第 十八 議會を 通過し を。 陸軍と しては 兵器 禪藥の 
造す ら繰延 Q 悲管陷 ^ を Q で、 如何 E W 其 Q 急 y 應ず Y を薑局 0 最盖 嵩」 た 所で ぁつを 
巧 治 一二 十六 年 四巧忆 至る や、 露國は 第二 期 撤兵を 置」、 义五巧 中 巧 忆は畔 緣江玉 W の'^ i 沛をム 
領 し、 東方 經 S 步を 進む— を Q で、 蠢 1 大山 巖は 五旱音 i 裳 勢を 察」 速 かに 皇 

國 軍備の 充實 整頓を 圖 るの 必要なる を圃 下に 上奏した。 

當 時皇國 としては、 强大 なる 侵略 國に對 しては、 巧 勢を W ては 國 防を 安固なら しむる ことが 化 巧ず、 

义な 勢を 璧 S を ば 讓を登 星ら おる 0 虞— 難當 1」 了を？、 陸軍 岳ても、 

皇 図の 防衞上 積極 案に おづ べき や、 將を 消極 案に 止むべき やに 關し 幾タの 意見を 生じを グ乂 U 參謀 
總 長は 斷乎 としてを 賣ち 奏し 聖斷 の菁で 奉る と 同時に、 之を 內閣 に提 おした。 (意見書 略) 

政府に 於 W は 霞 Q 第二 還 量齿壽 獲 接を を幫せ t て、 霊囊蠢 は 極力 變 

陸軍 記な 0 一八 づ 
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けて 事態の 穩 便なる 解決を 求めん として ゐ をが、 朝鮮に 關 する 意見書が 上聞に 達し、‘ 共の 翌六巧 か ミ 
日に 御前 會議が 開かれ、'  東洋 平和の 爲 には 皇國は 武力に 訴 ふる も淸闕 、朝鮮の 獨 立及領 止が をを 礎が 
する 事を 要すとの 結 諭に 達し 露 障に 對し 直接 交涉を 開始す るに 決せられを。 此の 交涉 にがても 皇國 
はおめ て 平和 裡に 解決がん とし、 讓 ホに 讓步を 重ねを が、 露闡は 毫も 誠意を 披髓 せず、 時日の 遽延を 
た、 戰 力の 馨備 妻に 努めち 襄ま張 Q 相違 點巧皇 闕が柬 夏 平和と 旣得權 との 關係上 淸闊の 
獨 立と 領± 保を^ 一に 重點を 置ける に 反し、 露國 は勸鮮 問題の みに 限定して 滿洲は 日本の 利益 かなりと 
する 點 であつ をが、 遂には 朝鮮 北部に 中立 地帶を 設置 せんこと を 要求して 來る がかく •ま 張の 根本に 
甚だしき 相違が あつを ので'  愈； 開戰の 避くべからざる を 痛感す るに 至つ. を。 

當時國 を 於 wit に篡」 、政府 Qi なるな 畫 非難」、 i 覇臺 張す るの 議 

く 盛んと なり、 巧 お S 十六 年 十二月 十日 開 會の第 十九が 國議會 に 於て は、 衆議院は 內閣彈 劾の 奉答 文 
案を 滿場 一致 議 かする に 至つ をので 政府は 衆議院の 僻 散を 奏請す るに 至つ を。 か、 る國家 浮沈の 境に 
於て、 晨 襟を 惱し 奉つ を 事は 恐懼に 堪 へない 次第で あつを。.  . 

當時 極東 方面に 集中が る懿 軍に 對 し、 我が 野戰 軍兵 力の 劣勢が 掩 ふこと がぉ來 ず、 勝利 獲得の 爲に 
は 巧 かお 力 集中の 迅速を 利用し、 敵の 集結 中に 逐次 之を， 鴻滅 する のかに 途が なかつ をので、 陸軍 當局 


は— 展 ぶー— 畫」 、一刻も早く 豎轰冨 をと を」 をが、— 盛 品す る 所 菜つ 

をの か 此—畜 るち t なかつ ち 然るに ロ 露の 交げ 蓬延に 遷延を 重ち 明治 一二 十七 年 一巧 末 
日に 至る も 尙惹囘 管 接せざる e を、 變 1 をけ る i は f 增署 を、 兮ゃ 霞に 對し 

て 一日の 偏を を 許さ ざスに 至つ を。 

堅 一節 開戰 後の 情勢  、 

襲 一手 セ 年 一 頁腎管 1 とな S が、 襄 1. 屋楚霞 露、 密 S をて 獄を 
擊 破し、 巧學 一十 八き 巧 下旬 窠を 一十 畫 Q 勇を な 了、 雲雙 0 還を ぉ 望る がー 二十 お 萬 
の 露 軍を 攻擊 し、 囊 氷雪 苗ち 戰簡 する こ 丰餘ち 遂に 頑 强死芝 敵を 擊 破して 多 さ損菩 
を與 へ、 數 萬の 將 兵を 捕虜に して 曠 ちの 大捷を 博し、 皇國の 武威を 中外に 發揚 しち 彼我 參ヵ タブは 

蠢役 § 曼を數 を 19 ♦而も 1 吉 は髮替 最も 寫 S 展」、 H 露 霞 S 決算 

をな しを 日で あるので、 今日 之を 陸軍 記念日、 を闕 家の 記念日と なし 本戰 役の も囊を 冷ぶ がす クと 共' 

に、 霞 Q 神と な ミ 幾多 先 S 麵を 慰藉」、 且後霎 蓋 喔陶」 了弯農 至氣を 振起 せん 

とする ので ある。 

賦る にを 日. 霞 養 間を 通じ、 我が 軍は 露 軍に 對」 藝 的に 何等の 靈 をも發 見す る ことを すず. 
^ 陸軍 記念日  一 か 一- 
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听に をす とを も K なても つた。 然るに 拘らス 常に 黯載避 勝 敵を 壓 かしを こと 巧 唯 {御 棱威 こおる 

といを はなお、 謀 慕 帥 Q 震と、 賛 Q 臺醫 i 神 营不蒙 浸 謹， f 銃— 擧 

阔的 後援の 賜と 言は わ ばなら ぬ。 

奉 天 占領 ノ時 ノ颗語 (明治 S 十八が ご 貢 十一 二日)  . 

奉 デ、 ハを 秋の 來 敵軍 此ニ葦 固 ナル 防禦 工事 ヲ設ヶ 優勢 ノお ヲ備へ 必勝 ヲ期シ 衡ヲ爭 ハント セ シ所ナ 

リ我滿 洲軍ハ 機先， ヲ制 シ黨瀑 攻進あ 寒 氷雪 中 力 戰健圓 十餘晝 夜ヲ連 ネ遂ニ 顏麗す 敵ヲ擊 破シ數 

萬ノ將 卒ヲ虜  >1 シ- 多大 ノ 損害 ヲ 與へ么 ヲ鐵嶺 方向 こ 驅逐シ 曠古 ノ大捷 ヲ博シ ， 帘國ノ 威武 ヲ中 かニ發 
揚 セリ  ' 

朕 深 ク爾將 卒ノ能 夕 堅 羅久絕 ク費ヲ 奏シ夕 ご トヲ嘉 高， が聋 露セョ 
要するに 巧 望 十 セ、 八年戰 役に 於て 巧 我が 業は 擧闕 I 蒙 曾 有の 麗を 打開して 讓 的が ザ 業 
を敢 わし 滿 がの 野 をら が 雲を 拂 6 闊 民の 信念を 强 化し、 日本を して 化が の 日本を らしめ を。 化の ' 
戰 がを る や 巧に 偉大で 皇隊の 藝期的 飛躍を 實 現し、 皇國の 正を 履んで 體れ ない 態 巧を 化み に 示し、 基 

義妾 Q 曇を 顯でち 巧 乍ら 震 Q 裏署 1 せ ば、 平素 長け 義羣備 I 禱 0 不備が 戰爭 

指導を 閑 難な からしめ を ことは 前述の 如くで あつて、 之が 爲 長期 戰に 入る の 止むな きに 至らし めを が、， 

♦ 


蔣來 之を 繰 返す ことのな いやぅ 努力せ ねばならぬ。  、 

第 十 S 章 海軍 記念日 

總 說 . • 

第一 節議闕 太平が 政策の 梗槪 

第 十六 世紀の 末葉から 二百 餘 がに 互って 西 伯 利亞の 大部々 を 併合した 露 劇は、 第 十八 巧 組の 末葉ぶ； 
平 洋上に 進 おし 皇紀 ニ 四 六 六 (一八 0 六) 年には 摔 太を 略取し、 更に 進んで 千島列島 や 殿 夷 及 小 笠 原 
を窥 織し をので あるが、 更に アラスヵを なり 化 米 西岸を 南下す るに あんで、 英 、米兩 劇のを 易なら ざ 
る 敵と たつた。 

ペリ I 提督は お闕 に對抗 せんが 爲 め】 時 露國と 結ばぅ としたと 言 はれて ゐ るが、 大體に 於て 露國は 
英米に 歷 迫され て 意の 儘に 潑展 する ことが お來 ず、 遂に 皇紀 ニ 五 ニ セ (一八 六 七) 年 アラスヵは 米國 
に 譲渡し、 叉 皇紀 ニ 五 ニ 一 ( 一 八 六 一) 年 S 巧 一旦 占領した 對 馬を 同年 九月 放棄せ ざるを 得ざる に 至 
っを。 

樽 太 及 千島に 關 する 日露 間の 關係 問題は 中々 解決す るに 至らな かつをが、 皇紀 ニ 五一 ニ 五 (】 八 セ 五) 
海軍 記念日  一九 己 


询韋 記を 日 I 九 四 
年 (明治 八 年) になって 一條 約が 締結され、 日本は 棒 太を 披棄し 其の 代償と して 露 國はモ 島に 關 する 
發言權 を 放棄し を。 •國 力の 不足とは 言从 ながら 實に 遺憾 千 萬で ある。 今 棒 太を 島を 持って 居っ をなら 
ば闕 家の 自給自足 上 如何程 有利で あっを かみらない。  . 

其の後 露闕の 對日壓 迫は 下火と なっを けれども、 朝鮮 問題で 日、 淸兩國 が 衝突し 韓國は 巧 か 共に 不 
安狀 態に 階っ をに とに 著 眼して、 兵制 改革 や 其の 他の 問題に 手を 出し、 更に 皇紀 ニ 五 四 四 (一八 八 凹) 
年には 巧 山灣の 北西 隅に せる あ巧灣 の割讓 を韓國 政府に 迫っ たのみ ならず、 當時 露國と 政治的 及 經濟. 
的に 接近し 居っ を佛國 は辕湖 列島を 占領 中で をっ をから、 英國は 皇紀 ニ 五 四 五 (一八 八 五) 年 四 巧柬洋 
に 於け る 勢力 均衡を 維持し やぅと して、 朝鮮 南岸の ち 文 島を ぉ據 しを。 然し 乍ら 露 國が松 田灣を 放棄 
する に 及んで 皇紀 ニ お 四 セ (】 八 八 セ) 年 ニ 巧 二十 セ 日英 國は巨 文 島を 放棄し を。 

明治 十 セ 年 (一八 八 四) 朝鮮 問題で 日、 淸兩 闕の關 係は 危殆に 瀬して 爾來一 弛 一張 十 年を 經て 熙戳 
となっ をので あるが、 此の間 露國は 列强の 思惑を 禪 って か 比較的 愼 重な 態度に 巧を。 併 L ながら 皇國 
が連戰 連勝し、 明治 二十 八 年 (一八 九 五) 四月 禱和條 約が 締結され 、其の 結果 遼柬 半島が 日 木の 版圖 
に歸 すると 云 ふと、 露闕は 之を て 「.音に 淸國の 首 おを 危 くす るの 惧が あるの みならず、 之と 同時に 
韓 國の獨 立を も 有名 無實な ものを らしめ、 極柬 永遠の 平和に 對し 障碍を 及ぼ 中 ものである」 と 宣言し， 


佈 、獨 兩國と 巧に 强 硬な 抗議を 提 おし、 一年 有 餘の戳 爭に渡 弊した 皇國 をして 遼東キ 島 還附の 止む を 
きに 至らし め、 なて •一は 他日のを 動に 備へ たのみ ならず、 一は 淸 聞の 歡必を 冥 ひ、 更に 义淸 罔から 皇 
國 にま拂 ふべき 償金の 貸與 を韓旋 する 等彌 t 恩恵を 施し、 誘惑 威嚇 叉は 贈賄な ど 有 ゆる 惡辣 なる 手段 
を 弄して、 明治 二十 九が 遂に 露淸 銀行を 化 巧に 建て、 次で 柬淸鐵 道の 敷設 權を 得て 直ちに 其の 起工に 
著を しを が 露 淸兩國 間に 對日 攻守同盟が 成立した のは 化の 時で ある。 若し 一二 阔千涉 がなかったら 日露 
戟爭は 起ら なかつ を かも 知れず、 縱从 起つ をと しても 違っ を お 式を 採っ をで あらぅ。 帝闕 おの 所謂 臥 
薪 嘗膽は 之に 端を 發 したので ある。  々 

明治 ニー 十 年 十一月 淸國山 東 省で 主 駆の 爲獨 逸の 宣敎師 ニ 名が 殺害され を ことを ロ實 として 獨 逸は 膠 
州灣を 占領し、 翌年 一巧に なって 之を 租借した。 處が 素々 膠 州灣は 曾て 露國が 淸國の 承諾を 得て 冬期 
軍艦 碗： 刑 地と 定めを 場所で あっを ので、 露阔は 之を ロ實 とし 又 他の 强國の 侵略に 對 して 滿洲を 防禦す 
る 爲と稱 して、 一二 月 二十 セ 日 第一には 旅 順 及 大連灣 を 二十 五简 年間 租借し 更に 更新 繼續 する 事、 第二 
には 右洒悄 地に 兵備を 施し 陸海 軍を 集中す る 事、 第 S には 東 淸鐵道 幹線から 旅 順、 大 連に 接續 する 鐵 
道あ營 ロから 鴨綠； 5：； 一に まる 間の 海岸 適宜の 場所に 至る ま 線を 敷設し 得る 事を 淸 聞に 强耍 して 其の 目的 
を 達した T ゥィ ッ テ」 に從 X ば 此の 點に 就て 露、 獨兩 皇帝の 間には 豫め默 契が 成立して 居を とい ふ 事 
海’ 軍記 念 3 . 一 化 五 
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であるが、 ま 那の領 ± 保 をを ロ實 として ニ 年 前皇闕 から 奪つ を遼 東半 島は 易々 と露國 の 占有に 歸 しを； 
ので あるから、 皇國を 巧の 愤慨は 殆ムど 絡 頂に 達せん としを。 

巧 治 S 十 S 年團駆 事件が 起る と、 露國 は動亂 が滿洲 にも 波及し をのを ロ實 として 大 々的に 出兵し •. 
鐵道供 護と 稱 して 滿洲 全部を 占領し を。 團駆 事件は 列國の 共同 巧 兵に 依つ^ 間もなく 鎭定 しを ので あ 
るが、 露 聞は’ 化 然滿洲 から 撤兵し なかつ をのみ ならず、 淸國 を强壓 して 事實上 滿洲を 占有し やうと し 
を。 斯様な 露國の 態度は 日本に 重大な 脅威を 與 へを 事は 勿論で あつを が、 之ょり 先、 露國 は英闕 とは 
現今の 奉 山鐵道 問題で 又米闡 とは 牛莊 事件 及 商 雄 地 開設 問題で 衝突し を。 斯 くして 露國は 日英 米 S 國 
を 巧 ふに 麵 はして 滿洲の 獨占權 を 得 やうと して 種々 畫 策し をので あるが、 容易に 其の 目的を 達せず、 
明治 一二 十 お 年 一巧 三十 一日には 日英 同盟 條 約が 締結され をる を W て 露國は 遂に 同年 四月 八日 滿洲 還附 
條 約を 締結す るの 止む を 巧ざる に 至つ を。 然しながら 明治 一二 十五 年 十二月 二日 遼河 右岸の 撤兵を 終つ 
をのみ で 依然 満洲 占領を 解除がず、 更に 進んで 巧 治 S 十六 年 四月 十八 日 彼の 有名な セ衙 條の條 約を 淸 
國に對 して 强 制しょう としをが、 日、 英 、米 一二 國 が淸國 政府に 警 吿を與 へを ので、 淸國 政府は 之に 力 
を 得て 州 月 か 五日に なつて 斷 然露國 側の 要求を お絕 しを。 淸國 政府と しては な 夷 制 夷を 行つ を譯 であた 
るが、 依然を る 露闕の 滿洲ょ 領に對 しては か 何ともす る こと 能は ずで あつを。 


誘國は 滿洲に 於で 前述の やうな 侵略を 恣 にしを のがなら ず、 瑚鮮に 於て 爪 ザを 露は し、 朝鮮から も 

日 木の 勢力を 關逐 しやう としを。 卽ち日 淸閒戰 な 來內政 改革 問題に 關 し、 日韓 兩國の 間に 歎を 生じを 

のに 乘じ 巧に 排日 熱を 煽り、 爲に 日露の 耻機 極度に 達し、 其の 結果 遂に 明治 二十 八 年 十月 九日 閔妃殺 

害 事件を 惹起す るに 至っ を。 爾來數 箇月の 間 露國は 殆んど 韓廷の 實權を 握り 橫 暴を 逞しう したので ぁ 

るが、 翌年 六月に 至り 日露 議定書が 露 都で 調-印され、 皇國は 辛うじて 旣得權 を 擁護す る ことが ぉ來 を。 

然し 其の後に 於ても 露國 はな々 議定書の 精神を 無視して 傍若無人の 振舞を 敢 てせ るを なて、 音に 韓人 

の 感情を 蕾し をのみ ならず 英 、米 兩國 から も 白眼視 される ことにな つを。 なにが て 露國も 止むを得ず 

、 

胡 治 一二 十一 年 四月 二十 五日 東京で 新議を 書に 署名す る ことに 同意し を。 

がるに 其の 翌年 韓國 政府が 馬 山 浦を 開港し やうと しを 時、 露國 政府は 港內 景勝の地を 買收 し、 之に 
海軍 お據 地を 設け、 旅 順と 補經 との 中繼 地と しやう としをが、 邦人に 先んぜられて 目的を 達せず、 翌 
年 一二 巧 栗 九 味を 買收 しを のみに 終っ を。  、 

斯 くの 如く 一時 露闊 政府は 韓 聞で 消極的 態度を 採っ をが、 之は 固ょり 本 也では なく 明治 肿六年 凹 月 
には 若 千の 露 兵が 瞒綠 だを 渡って 韓國に 侵入し 來 り、 化韓 地方に 著々 軍事 及產業 施設を 巧 ふに 至っ 
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な 上は 日露 戰爭 直前に 至る 迄の 日露 兩 罔の 關 係の 梗槪 であって、 みで 日露 交渉が 開始され、 皇闕は 
滿洲は 露 國に讓 り、 韓 闕の獨 立を 擁護す をに 止め やぅと する 讓步的 態度に おを ので あっを が、 皇國の 
み 意を 知らざる 露闕 は桐喝 におり ま 張を 貫徹し 得べ しと 多寡を 措り、 毫も 巧 協のを を 示さず、 遂にを 
、渉は 決裂し、 露國は 却って 不意を 襲 はれ 開 戰劈预 大打擊 を 被る ことにな っを ので ある。 

皇闕は 日露 驟爭 前巧餘 年に 互って 執蝴な 露闡ひ 東進 政 壞に對 おしを ので あるが、 戰爭後 形勢は 一 變 
しを。 露阀の 脅威は 餘码 薄らいだ が 之と 同時に 海洋 方面から も 脅威を 感ずる やぅに なっを。 

而も新しい脅威は露闕の夫れにも增して辛辣であり、 根氣强い皇闊民の確乎たる決意を要する所：^ 

である。  ；i 

第二 節 海上 作 戰の槪 要 .，吃’； 

露國の 太平洋 艦 際は ま 力を 旅 順に 置き、 裝 甲巡 洋 離數隻 ょり 成る 有力なる】 艦隊を 補鹽に 配して 居 
ク をが、 巧國は 巧ん どを 海軍 力を 佐 世 保に 集中し、 地形 上皇 聞は 露國 艦隊を 二分し 所謂 內 線の 利を 占 
めて 居っ を。 是れ卽 ち 明治 S 十七 年 ニ 巧 初 お 日露 戰爭 勃發當 時に がける 彼我 海軍 兵力 配備の 槪况 であ 
るが、 尙 此の 化 皇國が 伊太利で 賞收 しを 日 進、 を 日の 兩臟は 新 嘉坡を おて 東航し。 極東 派遣の 途上に 
をっ を 露 園の 小 臟隊は 地中海に 淹留 して 居っ を。 


そこで 愈； 開戰に 決する や皇闕 海軍は 一 ま 隊を仁 川に 派遣して 露闕 警備 鶴 ヮリャ —グと コレー ッ 'を 
舊破 すると 同時. に、 主力を なて 旅 順 避か 礎 おの 敵 主力 髓隊に 痛擊を 加へ、 更に 轉 じて 浦鹽を 砲撃し、 
八面 六 臀 敵の 巧 鼻を 挫き、 爾後 之を して 退 製の 餘儀 なきに 至ら しめたが、 第一 軍を 無事に 朝鮮に 上陸 
し 得を のはを く 共の 賜で ある。 

黃海 方面に 集中され を露阔 海軍に 對 する 皇國 海軍の 第一 撃は、 能く 之を 「マハン」 の 所謂 塞驢隊 
をら しめを ので あるが、 米 だ 敵 兵力を 全滅し をと いふ 譯で なく 其の 結果 六月 甘 一二 日 及 八月 十日の 兩囘 
に 互って お 鑛戰を 巧っ をが 何れも 失敗に 終り、 補鹽鶴 隊も屢 t 日本海を 游 犬し、 或は 太平洋に 化で 或 
は對馬 海峡を 侵し、 通商 破壞 又は 輸送船 脅威には 多少の 成 巧を 擧げを けれども、 八月 十四日 蔚出 沖に 
敗れ 再起 不能の 大打擊 を 受けを。 

旅 順に 在っ を 敵 主力 臟 際は、 數 罔の 封鎖 戰に 敗れを 後 も尙餘 喘を 保って 居を が 開城の 直前 大部み は 
な圍 軍の 砲擊に 沈み、 若干は 巧が 海軍の 攻擊に 潰ぇ 殘 部は 中立 港に 逃を しを。 斯 くして 開 戰當初 太平 
洋 におっ を露國 海軍は 全滅し を。 

之ょり ホ、 露阔 政府は 戰 勢の 挽 同を 圖 らぅと して 太平洋 第二 聰隊の 極東 派遣 計 畫を樹 てを が、 該計 
晝が 公を されを のは 實に 明治 一二 十 セ 年 四月 一二 十日で あっを。 當 時は 完成され を臟 船が 少數で 短った の 
海軍 おを 日 一九 化 
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で 念 遽を國 の 工業 力を 動 貝し、 みの やぅな 順序で 艦隊の ぉ發 準備を 終へ 十月 十五 日 リバ ゥ軍潘 を阳潑 
遙 々征途に 上っ をので ある。 

十月 中が とい \ ば 旅 順 要塞の 攻略 作 戰は思 ふやぅ に進抄 せず、 之と 同時に 彼我の 野戰 軍は 沙 巧を 隔 
て、 相對 げし、 敵は 益； 兵力を 增加 しっ、 あっを 時で あるから、 所謂 バル チック 艦隊が 潑の 飛報に 接 
しを 皇國は 上下 悲 化な 決意に 燃ぇた のであった。 

バル チック 觸隊 はぉ 發 な、 化 潜で 英國 漁船 礎擊 事が を 起し 英 、鱗の 闕 巧を 一時 危她 に陷れ たが、 其 
の 進が は 意 かに 疾 く、 十 一巧 上旬 北 阿 タン ジ] ル 港で ニ隊に みれ、 お 力は 喜 望 峰を 迂 同し、 を 隊はス 
エズ 運河 經由 印度洋に 進出し、 巧诘 ニー 十八 年 一月 上旬 豫を 會合點 である マダヵスヵル 島の 北岸 ノシべ 
に 於て 首尾ょく 兩隊は 合同を 遂げ、 •十一月 中旬 木國 を巧發 した 一 部隊 も旣に 地中海に 入っ たので あっ 
をが、 化の 時圖ら ずち 旅 順 開城の 情報に 接した。 減に 戰 運と いふ ものは 一 弛 一張で ある。 

明を ご 一十 セ 年 十二 巧 中 か 迄に、 旅 順に おっを 敵艦隊の 大部々 を擊 破し ホっ を皇劇 艦隊は 幾何 もな く 
して 化 づ本闕 に 引 揚げて 觸 船の 修理を 行^、 次で 猩年 二月 中 巧から 逐次 鎭海灣 に 集中し、 一方 補鹽を 
驗視 すると おに 敎育 訓練を 勵 巧し 巧 訊 逸を て勞を 待った。 


窒 一節 日本海々 戰 

ミ 巧 十六 日 四十 餘隻 より 成る 敵の 臟 際は カム ラン 灣に 巧つ てノシ ベを 巧 避し を。 

是れ より 先き 第二 臟隊 の巧發 後編 成されを ネポガ ド フ少將 を 司令 宵と せる 戰濫 一隻、 海防 艦 S 隻 、装 
甲巡 洋離 一隻、 運送船、 H 作 船、. 病院船 等 セ隻計 十二 隻 より 成る 第 1 ニ 臟隊は 二月 十五 日 第二 願 隊に合 
すべく 旣にタ ボゥを ぉ發 しを ので あつを。  一. 

我が お 兵の 訓練は 敵が 接近して 來 ると 同時に 日に 夜に 白熱 化して 來 を。 彼の 東鄕 長な の 訓示の 通り 
銳 意戰鬧 力の 培養に 努めを。 然るに 四月 五日 マラッカ 海峽に 入り 十二 日 カム ラン 灣に到 著しを。 提督 
はが S 艦隊のを 同を 待たず 浦 鹽に急 碗 せんと 欲しを が、 露 闕軍哥 令 部のを る、 所と ならず、 を醬 其の 
來 著を 待つ こと 一ヶ月、 お 巧 九日々 ムラン 灣の化 四十 餘里 にある ヴァン フオ '^灣 に 於て 漸く 第 S 觸隊 
と會 合した。 を こで 五月 十四日 愈 < 朝鮮 海峡に 巧って 航行を 開始し、 臺 灣の裔 でより 八重 山 列島の 東 
ホを 迂 N して 同 十五 日には 上海の 沖合に 到達し、 一部の 運送 船隊を 上海に 放ち P 提督は 總齡船 S 十八 
隻を 率ゐ化 上しを。 

我が 艦険 は柬鄕 技巧、 加 藤參謀 長、 秋山參 謀、 上が、 片 岡、 巧 羽、 S 須 、化生、 嵩 村、 東鄕 、山 巧 
等のを 將と 軍議を 凝らした。 敵は 五月 下旬を なて 朝鮮 海 峽を經 て 浦 鹽に向 ふ ものと 判定し、 嚴密 なる 
巧 軍記を 日 ニ 01 
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酷備の 下に 對馬 海峡を 扼し をので ある f 第 S、 第 四、 第五、 第 六戰隊 は對馬 附近に、 或は 五 嵩 方 商に 
.假裝 巡洋艦 數 隻は禮 く海峽 の西モ 海面に 出動して 專ら 哨戒に 從 事し、 主力 第一、 第二 戰隊 は鎭海 附近 
にあって 敵の 北上に 備 へて ゐ を。 炭 水は 滿 載せられ、 火砲 其の 他 整備せられ、 將 おの +氣 はい やが 上 
にも 高潮し を。 かくて 五月 甘ち 日の 夜は 過ぎて 大海 戰 日なる 廿セ 日の 朝と なつを。 午前 四時 一二 十々 頃 
哨艦信 濃 丸から 「敵 艦 見 ゆ」 との 警報を 傳 へた。 東鄕 司令長官 聯合 艦隊に 直ちに 巧 動を 命じ 之を 擊滅 
がんとして T 天氣 晴朗 なれ ども 波高し」 との 第一の 報吿を 大本 營に 打電し、 總 艦隊を 率 ゐ沖ノ 鳥の 化 
ホを 指して 鎭海灣 を お 動した。 時に 午前 六 時で あつを。. 旗濫 一二 笠を 先頭に、 濛 々をる 煤煙を 天空に 靡 
かせ 威風 堂々 海上を 壓 しを。 

和 泉から 敵艦隊の 編成、 陣形、 針路、 速力 等に 至る まで 詳細の 狀況 を報吿 しを。 敵が 對挪東 水道を 
通過 せんとす るを 知っ を 我が 聯合 臟隊は 之を 沖ノ 島が 近に 邀擊 する に 決し 午後 一時 過ぎ 同 島の 北方に 
達し、 敵 航路の 前方を 扼 し、 網を 張っ をが 況に占 位しを。 午後' 一時 半 頃 南西 造 か 水平線 上には、 黃止 
をの 煙突が 巧 柄の 濛氣の 中から ズ ラリと 蛙ぶ のが 見ぇを。 骑鹽 長路の 如く 海上を 蔽 ふて 航行す る 有様 
は 敵ながら 壯觀 であっ を。 我が 軍は 旗臟 一二 笠には 東鄕 長官な 下 幕僚は 双眼鏡を とり‘ 敵情 視察に 餘念 
がない。 敵 艦は 二列 縱陡の 隊形に て 右翼 列の 先頭には ボ 。デ ノ型驟 髓阳隻 ょり 成る 一隊を 左翼 列には 


ホス ラ ビヤ、 シ ソィゥ エリヤ、 ナツ リン、 ナ ヒモフ の四隻 ょり 成る 一隊を 位置せ しめ、 其の後 方には 

ニコラィ 一世を 一十 隻の 露が 數晝に 互り 績 をち S1 房 頃 墨の 霞に 一 硫の信 號が揭 げら 

を。  ‘ 

「皇國 の興廢 此の ー戰 にあり を 具 一 唇奮勵 努力せ ょ」  • 

との 信號 である。 眞に然 りで 此の ー戰に 敗れん か、 制 海權は 敵に 委ね •滿洲 軍との 巧 通、 連絡 巧に 
す 可能と なり、 沿岸は 敵の 爲に封 鱗せられ、 國 民生を の 必需品は 斷 をれ 實に 重大なる 窮乏に 陷 るので 
ある。 

併し ホ 頭に ある一ー 蚕は 敵前 華 米に がて 寮 苦して お. 船を 採っ を。 後 續の諸 艦 も 之に 順っ ち 正に 
東鄕 長官の 英斷 である。 之は 誠に 愚策であって 轨上 にがては 斯 くの 如き 策は 決して おらない が、 皇輕 
の興廢 をが 肩に 擔 をる 長官の 英斷 といは ねばならぬ。 敵が 「しめを、 我は 勝つ を」 といっ をと 言ぶ の 
は實に 此の 刹那で あっを。 轉 囘の爲 にを 聪の 位置が 一時 一 點にム まるのを 見て、 敵は 猛射を 始めた 
一二 笠の 附近は 巨彈の 雨注で 爆 煙と 水煙で 臟 影を 沒 した 程で あっを。 我が 方 にがては 中々 射撃 開始は せ 
ず、 敵の 塞を 壓 章る 爲に 距離を 詰め 了 字の 戰 法を 採っ ち 午後 ニ 時 十 貪 遂に 「擊 方始 をの 命 
はおた。 待ちに 待っ を將 兵は 猛烈なる 射擊を 開始し を。 距離は 六 千 四百 米、 かくて 日 木 海々 戰の 幕は 
海軍 記を 日 ニ 0 一一】  ‘/ 
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切って 落されを。 間もなく オ スラ ビヤは 大义 巧を 起し、 距離 愈； 近づいて お 千 米と なり、 我が 補 火は 
益 t 激烈と なり 遂に スウ オ IP フ 及び ア レキ サンダ Is 世に 火災を 生ぜし め、 又 餘の諸 艦 も 相纔い 
で 火災を 生ぜし めを。 S 時を 過ぐ る 頃 旗艦 スウ オ—  ロウ 及び 他の】 一、 一二 艦は 大損 害を 被り 列 かに おで、 
ホで オウ ビヤは 沈沒し 隊形は 混亂し 漸次 南方 及 南東 方に 轉 進し 始めを。 敵の ち 提督 も 頭部に 重傷を 負 
ひ 遂に 列 かに 脫 おしを。 之が 爲に 敵艦隊は 四々 五 裂の 狀 態とな り、. を： 血路を 求めて 化に 南に 遁走し 
始めを。 何れも 巧が 艦隊の 包圍や 追擊を 受け、 遂に ア レキ サンダ 11 二世、 ボ 。ジ] 、スウ オ ー 。 フの 
かき 主力は 擊 化せられ、 其の 他の 廳船も 大破 損を 受け口 提督は ネボガ ド フか將 に 艦隊の 指揮を 讓 り驢， 
逐驢に 乘り脫 おしを。 

かくて 我が 主力 廳 際は 化々 西方に 敵を 索め て 進んだ が、 時旣に 日沒に 近く 夕陽 西に 傾き 視界 自ら 狹 
小と なっを ので セ 時半 頃 爾後は 驅逐廳 、か 霄艇に 譲り、 查 軍には 翌朝 駭陵 島に 集合す べきを 霜 命し、 
長を は 第一 戰隊を 率 ゐて戰 場を まり 北上して 敵の 退路に 備 へを。 

日本人の 性格に 適しを 魚雷 攻擊は 巧が 海軍の 强味 でぁると 共に、 實に國 がの 誇りで ぁ ミ 第一、 第二、 
驅逐隊 及び 第九艇 際は 化 方より、 第一 ニ、 第 四、 第五 驅逐隊 は 東方より、 第】、 第 十、 第 十五、 第 十 セ、 
第 十八、 第二 十 艇隊は 南方より 巧ん ど S 面 包 園の 形を なて 敵に 肉薄し を。 朝來の 風は 稍 < 靜 まった が、 


巧濤猶 高く 骗の動 掃 五、 六十 度に 達し、 羅針は 賄ん ど 其の 用を しない。 怒濤を 被りながら、 突擊 にみ 
ぐ 巧 擊を必 てし、 ー艇 まれば 一艇 迫り、 發 射した 魚雷は 敵の 前後左右から 矢の 如く 突進して は 命中 满 
發 する。 晝を 欺く 敵の 探 海 澄は 其 處此處 に 輝き、 眼 も くらむ 許りで ある。 か、 る 中を 所謂 當 るを 幸 ひ 
雜ぎ 倒しを ので ある。 或は 敵の 列 中に 突入し、 機 砲の 彈 雨の 中を 魚雷を 發 射しが るな ど、 如何に 猛烈 
であつ を かを 想像す る 事が 出來 やぅ。" をに 反し 敵は 大損 害を 被りを 驢艇 々離し、 只ネ ボカ ドフ 司令官 
の 率ゐる ニコライ】 世 アリ ヨ オル、 アブ ラキ シン、 セン ヤ] ダイン、 イタ ムル I ド 等の 一隊が 辛ぅ じ 
て戰 場を 脫 おし 得を に 過ぎな かつた。 

乍 夜來化 上して 補鹽へ 遁走を 企てを ネボ カド フ 一隊と 我が ま カ縣隊 とが 巧び 遭遇し を。 敗 敵は 戰ム 
意志な く 投降を した。 我が 海軍は 秋山參 謀を 派禮 し、 午後 一時 半 頃 同 少將は 幕僚を 從へ 水霄艇 に乘り 
一二 笠に 東鄕 長官を 訪 ふを。 長官は 將軒 室に 會 見し 正式の 降服を 受けを。 東海の 名 提督 東 鄕大將 と 西 露 

老將ネ ボカ ドフ 少時の 半白の 鬚鬆を ふるは しながら 降を をへ る、 此の 歷 史的 光景は 實に 光輝 ある 最後 

— 0 ‘、、  、 

の 一場面であった  / 

然るに 刻々 報吿が 集' まって 見る と 一二 十八 隻中 十九 隻は擊 が、 五隻は 捕獲 ニ隻は 抑留、 其の 他は 中な 
國 に，^ りて 武裝 解除。 浦 鹽に通 ませし もの 巡洋髓 一、 願逐濫 ニの み、 敵將 n 提督^ 下み 千餘 名の 俘虜、 
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死傷 數 千に 及んだ。 之に 反し 我が 戰 死傷を 七百餘 、水 霄艇 一二 隻沈沒 しを のみ。 敵と 比較す るに 我が 鑑 
隊は證 に 千ち 比類な き海戰 上の 大勝 利を 博し をと いふょり 化ない ので ある。 

* 日本海々 戰後ニ 賜 ハ リタ ル 棘 語 (明治 一二 十八 年 五月 一二 十日) 

聯合 艦隊 ハ 敵艦隊 ヲ 朝鮮 海峽ニ 邀擊シ 奮戰數 日遂ニ 之ヲ鑽 滅シテ 空前 ノ 偉功 ヲ奏シ タリ 
朕 ハ汝等 ノお烈 ニ依リ 祖宗 ノ神 靈ニ對 フル ヲ擇フ 惟 フニ 前途 ハ尙 遼遠 ナリ汝 等 愈； 蕉勵シ な テ戰果 
ヲを ウセ ヨ 

帝闕は 擧闡 一致して 露國を 討ち 戰 勝の 榮 冠を 得た ので あるが、 此の 擧國 j 致國 巧に 任ずる とい ふこ 
とは 皇闕 建阅の 精神で ある。 义對 露作戰 には 皇闕の 地理 的 位置が 非常に 大きな 役割を 演じを が、 其の 
原因は 天祖が 大 おお 族の 疆止 として 此の 大 八洲を 選ばれを とい ふ建國 の事實 である。 皇國建 閔の精 
神と 事實 とが 闕 防の 最大 要素で ある A いふ ことは 吾人の 常に 忘れて はならない 事柄で ある。 

第 十四 章滿 溯事變 

總 .，說  ■ 、 

第一 節 巧 因の ま。 ろ もの 


一、 寓寶山 事件  ，.  . 

萬 寶山事 思 中莫馨 件と 菁— 長け る I S 義—— 謹 く 詔 めら 
藝 出は— 霉 5 Q 南て 哩 (一手 轩) I 一 小た して 靈河基 蓋證 で—。 化 

の 地に 於て— 人 仲 介|赫| とい ふ 晝紀ニ 弄 一年 四 卓音附 111 早 公司の 爲 
I 人 地主ょり 寞窒  一 f 地— 管ち 契 普に— -累—を肯ぜざ—合には契 
約は 冀な るべ.— 規定せ をち 慧馨 時ち 裏は こ呈 地を 部を 朝鮮を ー團に 再商祖 しを 
この 第二 契約 隻 £i につ さ 10 承 1 i とする 雲を 含まず、 if が囊累 溝み 附屬 
の ル f 構築す る 事を 當然 のこ t 見 傲」 て 居た。 赫永德 は先づ 支那 人望と 農商租 契約— 
支那 側 Q 呈 $1 盏 する ことなく」 て 朝鮮人 養暮」 こ呈地 0 畜租」 す"/ 三 契 f 飾を 营 
朝鮮な 1S り讓曼 は i の 1 を 開始」、 が 通 愛水を 引い 了楚讀 地に —々ち 

志の 水田 緋乍こ 適ち めんと ち f 為れ QIIQ—f  II も畜 積の 辨 

地が 譯ち譯 た畜租 地との 間に 介在した るを ち、 右水 道は 該較 地を 橫獄 しタ 朝き 人 k 
囊 にょり 其 置 地に 十 かの 水を 引轰— めが 通 河に おを 築を とち 旣に 和當の fi 雲 
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を 成せる 後 水道に おり 其の ± 地を 横切られ をる 支那 農民は 群を 爲 して 蜂起し 萬 寶山當 局に あ議し 彼等'. 
の爲 め干涉 がんこと を 請願し を。 其の 結果 支那 地方 官憲は 現場に 警察官を 派し 朝鮮人に 對し卽 時開馨 
エ墻 'を特 止し 同地より 退 ホ せんこと を 命じを。 之と 同時に 在 長 春 日本領 事は 朝鮮人 保護の 爲 めが 事 館 
警察 宵を 派遣し を。 日 ま 代表 間の 地 ホの 交涉は 問題の 解決に 成功し なかっ を。 其の後 臀時 にして 雨國 
側 共增お 警察 巧を 派して 互に お 謙、 反驗 すると 共に 交渉を 試みを。 

六 巧 八日 •兩闕 側は 其の 警察 隊を颖 ホし 萬寶 山に がける 事情の 共同 調査を 巧 ふこと に 意見 一致 レ 
を。 この 共同 調査の 結 お、 原商租 契約は 若し ま那縣 長の あ認 なき 時は を 契約は 「無 效」 となるべき 旨の 
規定を 有しを る こと、 蟲に縣 長の あ認は 未だ 與 へられを る ことなき こと 啡 かとな つを。 がるに 共同 調 
査 具は、 其の 調 あの 結果に っき、 何等 意見の 一致を 見る を 得な かっを。 卽 ちま 那 側に 於て は纏觀 溝の 
開 露は 之に より 其の 地を 橫 切られを る 支那 雙 民の 權 利を 侵害せ る こと 明 もな りと 主張、 H 本 測に 於て 
は 朝鮮人は 其の 商 柄 手纔の 誤謬 にっき 何等 責作無 かりし にも 拘 はらず ホ 誤解の 故に 排斥 せらる、 こよ 
はを ぶなら ず、 故に 共の 工事 繼續を 許可 せらるべき もりと ま 張し を。 其の後 幾何 もな く 朝鮮人は 日ぶ 
領事館 譽 おおの 援助を 得ス 水道 開 驚を 續行 しを。 

七月】 鬥の 事件は か 人る 事態より 惹起せられ を。 同 P 灌槪 溝に 化り‘ 其の ± 化を 切 斷 せられた 剧な 


名の— 雙 Q i は 養を— をミ壽 人を if 蚕 f 雙 了を。 管 於て、. 日 
本領 雲 Si 暴 巧は if 癖 散ち ろ— を 謹す る義 砲し を 何等 馨蹇 かつち— 聲 
民は 靈」 、呈雲 1 人が i 蓄 is を蠢 す星囊 農ち ち i 地畜憲 は 

を 長 春 nn 本 霞、#^ 察 官 、震 人の 巧 動に 就て 抗議を 鑽 綾し^ 

日本側は 朝鮮人 S 隻び借 器 i は閒樣 管管豎 せを ず」 了、 嘉 f 通じ、 一管 

害 民に 附署ら をる 居隻が 租に關 する 權利富 含 せらる、 が 普、 護‘ 人は 萬寶山 長て 居住 
又 朝鮮人 窠 S 作 S を 量る 0 みならず、 を 官憲 基 雲 約を 裏な たる 壽な介 者の みお 

は——、 惹米遠 話 作を 護」 を。 寧 有 菅は— を i— 覆—. 

なかつ た。 

ニ、 ゃ 巧 大尉 事件 

中 契 尉は 皇紀 i 九 一年 盛夏— 滿洲 0 一 僻 普 於て 豪 惹護雪 だ。 大尉は 是 现役聲 
軍將 校で 日 塞密審 I」 て 舅 面に 赴い を？ をり、 ハル ピ 急— 際、—— は曼尉 

滿 別事 變 一- 0 づ 
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§ 照を 檢蠢 せを 同大 尉は 雲 技師と 自稱 しち ま醫 大尉は をの 旅行 地域は 震 横行 地域なる 
.. 旨酱吿 せられを。 同大 尉は 武器を 携帶 し、 且賣藥 を 所 てゐ を。 六月 九日 中が 大尉は S あの 通譯言 

及び 助手を 法窒靈 iiifi お。 同大 尉が 姚夏畜 に 於 了 羅へ蓄 0 距離に 
ある 一地 點に 護せ る 際 一行 签 蒙望麗 關玉衡 の指雜 する 支那 兵に 監壹ら た數日 後ち 巧 ニ 
十 セ 日頃 同大 尉 さ 一行は 支那 衰爲に 髪せられ 死 體は客 含證鑛 愛謹嘉 了ら れ を。 

中莫尉 さその 一巧の 馨は 不正で あつ ス日 本震を 賣に對 尸る 侮辱で あろ 之に 對し文 
那 巧は 事件 Q 公式 調査を 謹」、 蕾の 塞を 罔 避」、 且 支那 墓は 毒の 眞 相を 確む る爲 にあら ゅ 

る 努力を 爲 しつ^ ありと 稱 する も 何等の 誠意 もなかつ を。 

支那 側は 喬中村 大尉 及び 一行は 馨 去地蓄 S、 か國 人が 所持 すべさ 許可 fi する 期間. 
讓 せら 装る こと、 同大 尉と 一行は が 遇されを とい ふ もがらず 左樣 でない。 大尉が 雲を か-てて 
ある 際ホ峭 にが 殺 をれ i をる ことを、 王 張し ち. 又 大尉は 身邊に 夏蓋圖 一葉 及呈帳 ー砸を 含む 

11 覇を携 置る ことを I せを をが、 忘 同大 i 軍—— くは i 肇農 命— びを る將巧 

である ことを 證す るに 足る とを の 責任を 免が^ てゐ る。 

セ 巧 十 セ 具 髮豪報 掌 f ; 是讓 f 費 謹呈^、 賈塞 奏嘉臺 はえ 1 


—對」 中莫 尉が— 着管馨 せを— 襲なる 靈 11 署」 た。 八旱お 

是 響— 罵は 吝蠢 意———」 た。 冒— 事、 事 籠—、 裘 
是—參 業— 气 i— 契——— 需聲 f 寬」 をが、 譬屡霞 

I 曇す ベ—」 ち— 直ち 肇 Q 一 響—— 良— 臺 —部長に 
通告し、 を 一重 11 任命」、 奮馨 —賣 た。 右 if 完 旦言ヌ 
雲し S 査」 を。 森— 蔓 基— 天 S つち 冒 i— 隻靈 議羹壽 軍を 訪刖 し、 

同將 軍ょり 支那 調寶— 宗確實 景滿是 りし— て、 再度 麗 の— へ— の— に 接 

した。 榮 —1 霊 0 新た 空 震 i」l 鼻 帥と 塵— を 基を ミ 营九皇 

日 奉 天に 歸 還した'  ト一ホト 
張 學良冗帥| 煙 於け る事—重さる を 知り、 贼 ilif 對」 籌 なく 中 

の 現地 再 11 令」 ち雲堯 帥は 本 事件に 對」 、是 陸軍が 多大 窒 S— 至— を 日本 

軍事 闇を す、 事件を 夏 的に 累 せんと 欲し 柴ち 佐を f に 派遣し ち 同 少佐は を 叶 音 

束 巧に 藝 占^、 慧議養 i 富— 件—— 拿な 得を と 富—— 
ベち 蓉 ii は 窺 & する 县攀— 解菱た ii— を 契— 賢 爵と梅 

滿 洲亭蠻  ここ 
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議 せし むる— 東京に 派遣し ち 霞を 驚 巧、 更 巧を 鐘 軍 高— 官 と— お。 禀政 

府は該 事件に つき 一切 與ら ざる 旨 述べを と 報道し を。 

第二 夏 iii 意— を 藝後著 + 音 S り語蓄 をな 占。 て 日 S 是 領^ 

は榮豫 .將 軍を i」、 惹 i 將 軍は 關裹囊 を 卓 音中莫 髮意需 より 奏に夏 争 
を、 覽 軍馨議 により 蠢 がられる 墓べ ち fQ 日蠢校 中盖寞 佐は 基 20 死 ホに 

對 し— 長は 囊に 於て讓 せらた を Q 軍— 議 0 日 取が 一 罷幫と 知り、 蟲 事件の f なる 
解決を 圖 らん 委 ii さ靈藉 £ 臺 If 」 をが、 か 交 品は をで 日ナ お^」 な 

が 都合に 進展し つ、 ぁつを。 

，蟲 事件は 他 Q 詔なる 事件よりも 一層 桌を 憤慨せ」 め、 遂には 滿 洲に關 する 日產案 解決の 
爲實 客使鲁 妻る QI— くに 至つ を。 本 事件 呂體 昼 大度 當 時薩山 事件、.— にがけ る 
排ま 暴動、 日薑軍 Q 滿醫 謹們 y 養 藝管靑 島 長け る是 霞壓畜 護對」 行は を 
支那 人— SHf 宴關 係は 謹せ— なる を皂 i 增大 されを。 為 大尉は 現 ii 校な 
る 事實は 震 3 速なる 軍事行動を 理由と」 了 •之が 爲を滿 洲香畜 に 於 了 國曼貪 〔をち 

斯くて 皇 i は IQ 撥 —11」 く—」 た。 兩圏善 ii ぁり、 器 懸案り 


奪 蠢を語 SQ— 餐り蠢 す— 《—i 力が 管れ—— せられ f も 而も 

ち— た 文 茜— くされな ちちた— 富— 搜霞 f 皇 張」、 就 蓋— 望 

人—— ちを つち 九 置——— 一般的— を— が— 某と して 頗る 强大と 
なり、 滿洲に 於て 幾 if 蓄 送髮棄 すを を— 官憲を 皂 日ぎ 輕嘉 せし むる に 至ら 

しめた。  ’ 

第二 節 滿洲雲 勃 發昭契 年 九 旱を夜  . 

河 本 中尉は 兵 六 重—、 九を なち 雲— を 受け 奉 天 葵の 嘉襲 道— に 愛 演習を 
行 i ち喔 ilii、 夏は——— 蒙らず。— ル 道 

1 を i I i —i— i 龍— i —II じ H 

ri、 を ぉ 

合點に 起つ たもち •兩 軌道の 尖端は をく 弓 離されを を— し 十 - . ‘ 

煎に 達する— 湾 1 話 地から 射 管 笑。 翼 中 1 苗 店 證囊を 命した^ 

處 にがて 約 五六 名と 覺 ゅ— 議窝擊 を 震 化で に 退却し ち 我が 步哨 塞擊 したが 約 一音 米の 

點こ 於て 約 一二、 營 名に 達する ー曆 有力なる 部隊の 爲め 再び 射擊 をち 窠 中尉を の 優勢なる 部 

f / ‘ 一二 一二 
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隊に 包簡— る、 危險 を—、 部玄 一名 忆約 10 地 f 蠢演 習ま璧 中 ii 吿 せし 
ろ 同時に 他 ご 名に 靡委隊 本部に 養轰 めしを。 

化の 時 長春發 南下— 接近」 つ|を聞| 護 破 i」i」 て I、 I 

警畫與 へん 爲 に— 志 音響—— 置し ち f に 列是蠢 力に て 糞 だ來り 曝— 點 こ— 

る や 震し 一を 傾く— めを—— し 停車す る ことなく i しち 時に— 半で 宝ち 

戰 聞は 牵冨 せられ 第二 审 際を 率 ゐる寞 尉は 旣に馨 を 聞いて 南下のを ち 河 本 中尉の 傳 

A • 、お 产案內 され 現 に 度 十時爭 々頃 到 著 お。 一 寞震賣 中佐は 電話に 接する を、 

直ちに jtf 第一、 第罢 fi 島 ふべ— 命じ、 i 順— ニ 中 管 i 管— こ 

之ブ k へきを 命じを 客 ニ 中隊は 奏 ょり 汽車に て 柳 條雜に 來り其 所ょり 囊 ち？ 現 
到 著しを。  , 

賣 中佐 奠 Q 勇 約 看 S ぎず、 而」 了斐 i 一 f 怠— も 0— じを る 為らず 

は 「攻— if  I、 管 曇 謹— ち—! ニ-日^— 

—ii 雪 ii—。 ま—  — を— 11 焉 

野 お—  — S るて— QI— つ爲 を、 謹 忆愛證 すべ— 命ぜを ち 目 


本 軍が 煌々 と點 燃し ぁる 化 大營に 到達す る や、 第一 一一 中隊は 攻擊を 巧 从ホ翼 隅を 占が しを 右 攻擊に 
對し 營內の 支那 軍は 頑强 にが あし‘ 激戰數 時間に 及んだ。 第一 中隊は 右翼、 第 四 中隊は 中央部を な擊 す。 
午前 五 時營舍 南門は 其の 直前に ぁる お屬 家屋 內に 支那 軍の 放置せ る 大砲よりの ニ彈 により 破 壌され 
ち 同 六 時を 兵 舍は完 をに 占領 さ-^ た。 此の 戰 岡に 巧が 戰死 ニ、 負傷 二十 ニ、 支那 丘 ハ戰死 一言 二十、 
負傷 二十を を おした。 

一方 平 田た 左过 午後 十 時 四十々 頃 島 本 中佐より 鐵 道の 破 壞 されを ことで 蕾 話 報吿を 受け 島 木 中な の 
巧 動を 是認」^ 白ら 城 夏 擊に當 る、 ミ 襄定」 、午後 十一 時 一 丰か管 軍隊 0 集合を 完て 攻擊を 

開を ノ を。 而 してが おを 受けず、 時々 巿鹤 上に 戰闘 ぁり 私る も 支那 警察との 間に 行 はれを もので、 彼 
の 死者 七十 五を を 生じを。 午前 ニ 時 四十々 市の 城壁を 乘り 越え 午前 S 時 四十々 之を 占領し を。 午前 四 
置 十々 第二 謹 司令部 暴 壬 (醫 Q 1 部は 遼 陽を 出發 せる S 情報 星--^ を。 至廠 •飛行場は 
午前 セ 時半 お領 しを。 ホで 柬大營 を攻擊 し、 午後 一時 戰圆を 見ず して 之を 占領した 。本を 中將は 午前 

ミ 時半 旅 順を 巧發し 正午 奉 天に 到 著しを。 

九月 十八 日 1 十九 日長 春よ 領 、九月 二十 一日を 林 占領 

兵 約 一 萬、 留十 門を 有する 長 春の 化囊モ ぁ南嶺 支那 卷 巧者て 日 島 地蓉の 第二 師團 

滿 洲事變  \ こ 一む. 


滿 洲事變  ニ 一六. 

ホ 兵 第 四聯際 及第 一鐵道 守備 大隊 (長を 部少將 指揮 下に あり) をな て攻擊 せしめを。 同地に 於て 多み ま 
那 軍の 巧 おが あったが •夜半 戰闘 開始して 南嶺は 十九 日 午が 十一 時、 寬城モ 兵營は 午後 ニ 一時 占領し を。 
巧が 戰死將 校 一二 名、 お 六十 八を、 負傷者は 將校 S を、 兵 八十 五名で あっを。 ま 林は 發 砲を 見ず して 九 
巧 二十 一日 占領し を。 みで 錦 州爆擊 、微江 鐵橋戰 聞、 錦 州、 ハルピン 占領と なり、 山海 關卽ち 長 城 直 
下に 至る まで、 張學な 軍は 完全に 滿洲 を撤遐 しを 譯 である。 

第一 ニ 節 滿洲の 秩序 回復 

九月 十八 日 事件の 結果 奉 天巿の 行政 及び 奉 天 省の 行政は 完 をに 破 壞 せられ、 他の ニ 省 も 影響を 蒙っ 
を。 查滿洲 の 政治の 中む、 大 連に ホぐ 經濟 的中 必 地であった 同巿の 著名の 官公吏、 敎 育が、 商業み の 
ま 要人 物の 大多數 は 直ちに 家族と 巧に 遁 をした。  • 

奉 天 市の 秩序 及 市政 復活、 警官、 監獄 看守 人に 至る 迄 失踪し を。 行政 機關 は崩壞 、電燈 、自動車 V 
巿 霞、 電話 等の 復籍 中に ある。 十； 肥 原 大佐は 奉天巿 長に 就任し S 日な 內に 市政は 正 巧 復活した。 

第 四 節 獨立國 家の 創立 

昭和 セ 年 一二ち 九日 新 都 新 巧に 於て 薄 儀 巧は 執政と して 就任式を 擧 行され を。 新闕 家の 政策は 「道 
義 、仁慈、 愛撫」 を 基礎と ずべき 旨 宣言を 發 せられた。 十日には 新 政府の 幹部 卽 ちの 閣の閣 を、 を 法 


院 g ズ 、盈察 s、 喔 —1 裁、 蹇 養び 1、 を 省 1、 惹當富 だを あ 
つた。 而」 て魏 1? る 通吿は 1 十 音 諸 か 冒 雲」、 新 阔¥」 了 累詔 を 嬰 李る 

置— て i 囊 は— 臺げ 、靈 f と— 今や 日 滿雲冒 青—」 て— 

萬 殺に 互り 圓滿 なる 進 ホ 發展を 圖りク 、ある。 

第 十五 章 支那 事變 

昭が 十二 年 七月 セ 日、 i 橋 長け る ま i を i 擊 違を 發」 た 娶事變 は， 次第 忆 1 して， 
遂に 畫夏 大事 變 とた、 皇軍 絕大基 躍と 擧國 S— 起と に璧 て、 今や—」— がと かに 

東亞の 新 勢に 一大 轉換 をな さぅ として ゐ る。  ‘ ‘ た、 
ヒぶ、 中支、 霎 i 囊」 、今や、 蔣 —は罚 省— 慶忆 於て 餘 f 保つ： のみて 曰章趙 

の！ 一が へる 所に 更生 東 i 懼光瓷 きつ、 あるので あろ  巧 

富 1乏 5— くも 大襲 な— 乘 品」 拿 k く； こ篇蚕 震？ 基 

棄大 なること をい。 KJQI0 志— 囊窒將 度 f 身命を 捧げ、 英靈 塞へ に囊の 貫徹 


I 


.‘ ま 那事變  ニー 八 

を 見 護り 援 ける こ吉— ぅ」、 帝 國£塞 なる 慧 震に 對 する 置の 熱 1 く 蠢」： ある も 

ホ 自然の こと ホ ある。  ‘ 

帝， 國 不動 Q 國 is 蓋 もな く i 委 f 提携」 了產 平寶樞 軸を 形成」、 壹 核を する 世 
ホの 平和に 貢献す るに—。 之は 實に 肇賣 蒙大慧 をる 八叛 一宇 ミ 精神に 基く も 0 で、 商 妾、 
現在、 未來を 通じ、— に 互つ ご羣動 0 ものである。 從つ さに 奠 がを する も S 藉 なる 
玲族窒 とを をはず 衷 、ム親 おの 鷹襄 にすべく、 之に 反し 之を 巧ぐ る 者に 對 しては をな く 震 
は續 けらた ばなら ぬ。 支那 事變は 固ょり ま 那が隣 交 S を 忘れ 信義を 失い、 永年 暂 抗日を のて 國 
策と し帝國 Q 權管 侵」 了飽く なき 暴 f 極めを る こと 忆冨」 、議の 巨 的は ま那に 反省を をる 
爲の淚 S 拳 福なら ち 然るに 賈政蓉 何等 色な さ 0 みならず、 我が 賣に 碧」 て飽く 
まで も 長期 巧 抗を績 け 業を 塗炭の 夏に 陷 れつ、 益： 東亞の 禍 亂を增 李る の 曇に 出で、 今や 
我ぅ 威武 Q 前忆 をく 度」 難 さ 裏 的 暴狀を 愛」 了 曇の 抗戰に 狂奔」 てを る。 • 

帝 譽夏曼 囊ち專 ら質政 權を扶 け 頑迷なる 國 民政 f 潰滅し、 或は 之を 掌に 蓄 しで 
新 ま 寿の®® 基す るに 窒て此 Q 方針は 髮に 互り 絕對 に！！^ 更 せらる 之とは なく、 覇の 目的 
は P こ Q 1 點に集 中され る责爲 には か 何なる 困難を 排除す るも飽 くを も 所期 的 達成に 弓 


つて 邁進を ねばならぬ。  ■ 

思 忘 辜變の 前途は 靈遙 で—。 戰 局の 畜 のみに がても 更に 幾 霞を 經 をなら をを らぅし、 
更に 阔巧 於 W は 21 家 舅® 結貪聲 之を W てす S 戰 ひと、 大陸に®」 了は 新ま那 0 建設と 苦 日. 滿 
支、 の 提携を 完成す る 等 建設の モ 面に 至っては 前途 洋 々をる ものが ある。 がして 東亞を 燒る阔 際を 殺の 
情勢は 複 S 奇を 愛、 事戀蠢 解な を」 て 愈.、 多難なら」 むる ものが るり、 帝國 を」 ご 日の 偽 
をを も 許す 能は ざる 實情 にある。 

然るに の 長期に 豆る にを’ い、 第一線 將 兵の 薑は 固ょりの こち 置を 體の負 擔は猛 ‘增大 し 
思想、 經濟方 胃 がても 一層 霞 一致 0 雪を 必耍と 思は しむる も 0 が 意。 若し 想 際、 苟も 國民 
に 倦怠 Q 氣 かを 生じ、 緊 S 缺 くが 望 事が ミを ならち 瞧貫 愛を 讀」 、を 0 功を 一 導 

に缺 くに 至る ので ある。  . / 

國冒須 らく 聖戟 Q 意義と 時局 Q 重大性と を 量的 確忆 認識」、 大い忆 國民的 信念を 蠢」 て、. 銃 

後の 議 、堅 養を 費を 益 進」、 な了飽 くま T 囊 0S 的 達成 £ 霞す" へきで ある 

軍隊. 精神 敎 育の 參考終 

支那 事 浸 一二 か 
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